
　先述したようにＣ区からは６条の溝(３～４、１２～１５

号)が検出された。本遺跡では合計１４条の溝が検出され

ている。西側に隣接するＤ区から７条、北東端のＡ区か

ら１条検出されており、本遺跡で検出された溝の約半分

がＣ区で検出されたことになる。Ｃ区で検出された溝で、

特筆されるのは、Ｃ３・Ｃ４調査区のほぼ大部分を方形

に囲む１４号溝と、その北側を方形に囲む１５号溝で、両溝

の新旧関係あるいは同時並存かという問題は解決できな

かったが、近世の屋敷地を囲む溝と考えられる。

　Ｃ区で多数検出された竪穴住居と明らかに同時に並存

した溝は確認できなかった。

(１)３号溝(第118図、ＰＬ．53)

位置：Ｃ区の西端、やや北寄りの位置。Ｃ２調査区の西

端、中央。西壁際。Ｃ区・Ｃ２調査区の最西端を南北に

流れる旧河道及び４号溝の西側に隣接する。Ｘ＝４８，０７７

～４８，０８0、Ｙ＝－６９，４６８～－６９，４69。

主軸方向：Ｎ－１４°－Ｅ。　

規模と形状：北北東－南南西方向に流れる。旧河道が西

側に湾状に張り出した箇所の西南端付近から調査区西壁

際まで、長さ２．９ｍ・幅０．４ｍ・確認面からの深さ０．０３５ｍ。

全体に浅い。

重複：なし。

埋土：暗褐色土。　

遺物：なし。

時期：不明。

(２)４号溝(第118図、ＰＬ．53)

位置：Ｃ区の西端、やや北寄りの位置。Ｃ２調査区の西端、

中央。西壁際。Ｃ区・Ｃ２調査区の最西端を南北に流れ

る旧河道の西側、３号溝の東側に隣接する。Ｘ＝４８，０７４

～４８，０７8、Ｙ＝－６９，４６６～－６９，４６９。

主軸方向：Ｎ－37°－Ｅ。　

規模と形状：北東－南西方向に流れる。旧河道が西側に

湾状に張り出した箇所の南側中央付近から調査区西壁近

くまで、長さ４．８ｍ・幅０．６２ｍ・確認面からの深さ０．０６ｍ。

全体に浅い。

重複：なし。

埋土：暗褐色土。　

遺物：なし。

時期：不明。

(３)１２号溝(第118図、ＰＬ．53)

位置：Ｃ区の東寄りの位置、南端。Ｃ４調査区の南西

端付近。２１号住居の東、３０・３７号住居及び２４３号土坑の

西 に 隣 接 す る。 Ｘ ＝４８，０80～４８，０84、 Ｙ ＝ －６９，418～

－６９，４19。

主軸方向：Ｎ－8°－Ｗ。　

規模と形状：２４４号土坑の東側から、南壁に向かって、

わずかに東側に屈曲しながら南北方向に流れる。長さ４

ｍ・幅０．４７ｍ・確認面からの深さ０．０６ｍ。全体に浅い。

重複：なし。

埋土：暗褐色土。　

遺物：なし。

時期：不明。

(４)１３号溝(第118図、ＰＬ．53・54・107)

位置：Ｃ区・Ｃ４調査区の東端付近。Ｘ＝４８，０９２～４８，０９6、

Ｙ＝－６９，398～－６９，４１２。

主軸方向：Ｎ－80°－Ｗ。　

規模と形状：Ｃ４調査区の東端から中央よりやや西寄り

の位置まで、西北西～東南東方向にほぼ一直線状に流れ、

東端は調査区境の直前で止まり、西端は攪乱されている。

長さ１４．６ｍ・幅０．８ｍ・確認面からの深さ０．３２ｍ。しっ

かりとした掘方を有する。

重複：東端付近で南辺を２２２号土坑に掘り込まれる。

埋土：上層に暗褐色土・黒褐色土、下層に灰黄褐色土が

堆積する。　

遺物：須恵器椀１点(平安時代中期、１０世紀前葉、埋土)。

時期：不明。

(５)１４号溝(第119図、ＰＬ．54 ～ 56)

位置：Ｃ区の東半分を方形に区画する。Ｃ区・Ｃ４調査

区の北東端付近及び、Ｃ区の中央部、Ｃ３調査区の西寄

りから南東端付近にかけて検出された。Ｘ＝４８，０７4～

４８，１１4、Ｙ＝－６９，４０2～－６９，４４2。

主軸方向：南北Ｎ－7°－Ｅ、東西（北側）Ｎ－8４°－Ｗ（南側）

Ｎ－89°－Ｗ。　

　２．溝
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規模と形状：その北側を方形に囲む１５号溝と、両溝の新

旧関係あるいは同時並存かという問題は解決できなかっ

たが、近世の屋敷地を囲む溝と考えられる。Ｃ区の東半

分を方形に区画するものと考えられるが、東側を南北方

向に区画する部分は検出されなかった。Ｃ区・Ｃ４調査

区の北東端付近では、調査区の北東端を東端に、調査区

の北壁を西端として東西方向に区画し、Ｃ区の中央部・

Ｃ３調査区の西寄りでは、北壁を北端として南北方向に

区画し、Ｃ区中央やや南寄りの位置・Ｃ４調査区の南西

寄りの位置でほぼ直角に屈曲して東西方向に区画し、東

端は南壁に掛かる。Ｃ４区北端では長さ１３．５ｍ・幅１．４８

ｍ・確認面からの深さ０．３４ｍ。しっかりとした掘方を有

する。Ｃ３調査区で検出された部分は、南北長２６．２ｍ・

東西長１５．６ｍ・深さ０．４ｍ。

重複：Ｃ４調査区北東端付近では、５７・５９号住居を掘

り込み、Ｃ３調査区中央では、２６・２７・４３・４９・５０・

５５号住居、２３０・２４０・２５１号土坑を掘り込み、２６８・２６９・

２９９・３００号土坑に掘り込まれる。

埋土：暗褐色土。　

遺物：須恵器皿１点(平安時代後期)、灰釉陶器椀 １点(平

安時代中期、１０世紀前葉)、石臼１点(近世)、砥石１点(近

世)。

時期：近世。

(６)１５号溝(第118図、ＰＬ．57・107)

位置：Ｃ区の北東寄りの位置、Ｃ３・４調査区の境界付

近に位置する。Ｃ区の中央部、Ｃ３調査区の西寄りから

南東端付近にかけて検出された。Ｘ＝４８，１０2～４８，１１0、

Ｙ＝－６９，４１７～－６９，４２４。

主軸方向：Ｘ＝４8，103、Ｙ＝－６９，４20を境にして、北側は

Ｎ－１０°―Ｅ、南側はＮ－８８°―Ｗ。　

規模と形状：Ｃ区の東半分を方形に区画するものと考え

られる１４号溝のさらに内側を方形に区画する溝と考えら

れる。両溝の新旧関係あるいは同時並存かという問題は

解決できなかったが、近世の屋敷地を囲む溝と考えられ

る。Ｃ３・Ｃ４調査区の境界の北壁から南南西方向に一

直線に、長さ８．１８ｍ・幅１．３ｍ・確認面からの深さ０．４ｍ、

ほぼ直角に屈曲して西側に東西方向に、長さ４．５ｍ・幅

０．６ｍ・確認面からの深さ０．１９ｍ。北北東－南南西方向が

東西方向に比べて一段幅広く、深く掘り込まれている。

(1)3・4号河道（第120・121図、ＰＬ．58～59・107）

　Ｃ区の西端で北から南に向かって流れる旧河道の一部

が検出された。本遺跡のほぼ中央部を東西に分断してい

る。

　Ｃ２調査区からＣ１区にかけてＸ＝４９，０４２～４９，0８５、

Ｙ＝－６９，４５7～－６９，４７4の範囲で検出された３号河道は、

検出された範囲内では、幅２～３ｍ、深さ約１．５ｍ前後

の規模である。

　この河道を挟んで東西両側に集落が展開していること

から、本遺跡で集落が営まれた平安時代前期(９～１０世

紀)段階には、この川が存在していたものと考えられる。

　Ｃ１調査区では、３号河道の南側からもう一つ、並行

するように４号河道が検出されているが、トレンチ内に

おけるごく狭い範囲の中での検出であったため、３号河

道との前後関係を含め、詳細は不明である。

埋土：上層褐灰色土 ・ 灰黄褐色土 ・ 鈍い黄褐色土 、中

層黒褐色土・暗褐色土・鈍い黄褐色土・褐色土、下層黒

褐色土・黒色土・暗褐色土。

遺物：須恵器椀２点 、同椀片１点、同羽釜１点。

時期：平安時代中期(１０世紀中葉～後半)。

　３．河道

しっかりとした掘方を有する。

重複：なし。

埋土：暗褐色土、壁際及び底部に黒褐色土が一部堆積す

る。　

遺物：灰釉陶器椀 １点(平安時代中期、１０世紀前葉)、

肥前陶器折縁刷毛目皿１点(近世)、石臼１点(近世、埋

土)。

時期：近世。
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３号溝
１　暗褐色粘質土１０ＹＲ３／４　φ約

１〜５㎜程度の白色粒を約
１０％程度含む。しまり強い。 ４号溝

１　暗褐色粘質土１０ＹＲ３／４　φ約１
〜５㎜程度の白色粒を約１０％程
度含む。しまり強い。

１２号溝
１　暗褐色土１０ＹＲ４／４　小粒の軽石

を微量、砂を多く含む。

１３号溝Ａ　
１　暗褐色中粒砂質土１０ＹＲ３／３　

地山砂質土を小ブロック状
に含む。

２　灰黄褐色土１０ＹＲ４／２　１層
と土質は近い。下部で黒味
やや増す。上部で僅かにラ
ミナ状の堆積が見られる。

１３号溝Ｂ
１　黒褐色中粒砂質土１０ＹＲ３／２　

混入物少ない。ややしまり
欠く。

２　灰黄褐色土１０ＹＲ４／２　１層
の土をベースとし地山砂質
土を多量に含む。砂質土は
不均等で密度に差がある。
ややしまり欠く。

１５号溝 Ａ・Ｂ　
１　暗褐色中粒砂質土１０ＹＲ３／３　不揃

いのパミスを少量含む以外混入物
は少ない。しまりややあり。

２　黒褐色土１０ＹＲ３／２　ややネットリ
した感触の層。灰黄色砂質土をブ
ロック状に含む。

13溝1 15溝2
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１　暗灰黄色土 2.5Y4/2　斑鉄がほぼ全面に見られるが下部に顕著。給源不明のパミス、炭化物粒
を含む。粘性しまりともに強い。
２　暗灰黄色細粒砂質土 2.5Y4/2　サラサラしている。炭化物粒を少量含み、しまり欠く。２′は
混入物少なく、地山との境界は不明瞭。

14 号溝Ｄ　
１　暗灰黄色土 2.5Y4/2　斑鉄がほぼ全面に見られるが下部に顕著。給源不明のパミス、炭化物粒
を含む。粘性しまりともに強い。
２　暗灰黄色細粒砂質土 2.5Y4/2　　サラサラしている。炭化物粒を少量含み、しまり欠く。
３　暗褐色土 10YR3/3　榛名山二ツ岳軽石Hr-FP らしいバミスや微細な礫を不均等に含む。粘性弱
くしまり強い。

14 号溝Ｅ　
１　暗灰黄色土 2.5Y4/2　斑鉄がほぼ全面に見られるが下部に顕著。給源不明のパミス、炭化物粒
を含む。粘性しまりともに強い。
２　暗灰黄色細粒砂質土 2.5Y4/2　サラサラしている。炭化物粒を少量含み、しまり欠く。
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３号河道 C-C′
１　褐灰色土１０ＹＲ４／１　浅間山火山灰Ａｓ－Ｂ粒主体。
２　灰黄褐色土１０ＹＲ４／２　少量の榛名山二ツ岳軽石Ｈｒ－ＦＰ粒

と榛名山二ツ岳火山灰Ｈｒ－ＦＡ粒とが混じる。
３　鈍い黄褐色土１０ＹＲ５／４　榛名山二ツ岳火山灰Ｈｒ－ＦＡ層主

体。
４　黒褐色土１０ＹＲ３／１　φ約１〜 ５ｍｍ程度の榛名山二ツ岳

軽石Ｈｒ－ＦＰ粒、榛名山二ツ岳火山灰Ｈｒ－ＦＡ粒混じり。
５　暗褐色土１０ＹＲ３／３　φ約１〜 ２ｍｍ程度の浅間山火山灰

Ａｓ－Ｃ粒と黄褐色土混じり。
６　暗褐色土１０ＹＲ３／４　φ約１〜 ２ｍｍ程度の浅間山火山灰

Ａｓ－Ｃ粒と黄褐色土混じり。軽石多い。
７　鈍い黄褐色土１０ＹＲ５／４　シルトと褐色土のラミナ層。
８　褐色土１０ＹＲ４／６　シルト層。
９　黒褐色土１０ＹＲ３／１　浅間山火山灰Ａｓ－Ｃ粒混じり。
１０ 黒色粘質土１０ＹＲ３／１　
１１　暗褐色土１０ＹＲ３／４　シルトとのラミナ層。

３号河道Ａ・Ｂ
１　暗褐色土７．５ＹＲ３／３　浅間山火山灰Ａｓ－Ｂ粒混じり。
２　褐灰色土１０ＹＲ４／１　φ約５ｍｍ程度の榛名山二ツ岳軽石Ｈｒ－ＦＰ粒を約５％程度含む。
３　黒褐色土７．５ＹＲ３／１　φ約５〜 １０ｍｍ程度の榛名山二ツ岳軽石Ｈｒ－ＦＰ粒を約３％程度含む。
４　暗褐色土７．５ＹＲ３／３　φ約５〜 １０ｍｍ程度の榛名山二ツ岳軽石Ｈｒ－ＦＰ粒及び褐色土ブロックをそれぞれ約

２０％程度含む。
５　鈍い黄褐色土１０ＹＲ６／３　地山砂層。
６　黒褐色粘質土５ＹＲ２／２　榛名山二ツ岳火山灰Ｈｒ－ＦＡブロックをラミナ状に約１０％程度含む。
７　褐色土１０ＹＲ４／４　榛名山二ツ岳火山灰Ｈｒ－ＦＡのブロックを含む。
８　黒褐色粘質土１０ＹＲ３／３　褐色土ブロック及び浅間山火山灰Ａｓ－Ｃ粒をそれぞれ約５％程度含む。
９　黒褐色土１０ＹＲ３／１　浅間山火山灰Ａｓ－Ｃ粒を約１０％程度含む。
１０　鈍い黄褐色土１０ＹＲ４／３　榛名山二ツ岳系火山灰及び砂のラミナ層。
１　１　黒褐色粘質土１０ＹＲ３／３　榛名山二ツ岳系火山灰及び砂のラミナ層。



０ 10㎝１:３

　 Ｃ 区 か ら は129基 の 土 坑(９２～１２１、１２６～１３０、１３２、

１５７～１５９、１６２、１６４～１69、171 ～ 175、194、195、199、

200、205、206、217、218、222、228 ～ 230、233、235、

238～２41、243 ～ 247、251 ～ 260、２６２、２６３、 266 ～

283、 292 ～ 306、 312 ～ 322号)が検出された。

　本遺跡では合計209基の土坑が検出されている。北東

端のＡ区から15基、Ｃ区の東側に隣接するＢ区では22基、

西側に隣接するＤ区では４０基、Ｂ区の北側に隣接するＥ

区では３基が検出されており、本遺跡で検出された土坑

の約６割がＣ区で検出されたことになる。

　いずれも用途不明であり、大きさ、深さもまちまちで

あった。

(１)９２号土坑(第122図、ＰＬ．60)

位置：Ｃ区の中央より西寄りの位置、南端付近。Ｃ２

調査区の中央南端。９３号土坑の東側、１１０号土坑の西

側に隣接し、１１号住居の竃煙道の先端に接する。Ｘ＝

４８，０６１、Ｙ＝－６９，４４３。

主軸方向：Ｎ－１３°－Ｅ。　

規模と形状：北北東－南南西方向にやや長い不整円形状

を呈する。長径０．８ｍ・短径０．７３ｍ・深さ０．３４ｍ。

重複：なし。

埋土：上層に暗褐色土、下層に鈍い黄褐色土が堆積する。　

遺物：なし。

時期：不明。

　４．土坑

第１２１図　Ｃ区３号河道　出土遺物
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(２)９３号土坑(第122図、ＰＬ．60)

位置：Ｃ区の中央より西寄りの位置、南端付近。Ｃ２調

査区の中央南端。９２号土坑の西側、９４号土坑の東側に隣

接する。Ｘ＝４８，０６１～４８，０６２、Ｙ＝－６９，４４４～－６９，４４５。

主軸方向：Ｎ－１２０°－Ｅ。　

規模と形状：南北方向に僅かに長い楕円形状を呈する。

長径０．９８ｍ・短径０．９７ｍ・深さ０．２５ｍ。

重複：１１号住居の竃西辺付近を掘り込む。

埋土：暗褐色土。　

遺物：なし。

時期：不明。

(３)９４号土坑(第122図、ＰＬ．60)

位置：Ｃ区の中央より西寄りの位置、南端付近。Ｃ２

調査区の中央南端付近。９３号土坑の西側、１１号住居の

南側に隣接する。Ｘ＝４８，０６１～４８，０６２、Ｙ＝－６９，４４６～

－６９，４４７。

主軸方向：Ｎ－６４°－Ｗ。　

規模と形状：東西方向にやや長い楕円形状を呈する。長

径１．０２ｍ・短径０．８ｍ・深さ０．１８ｍ。

重複：なし。

埋土：灰黄褐色土、鈍い黄褐色土。　

遺物：なし。

時期：不明。

(４)９５号土坑(第122図、ＰＬ．60)

位置：Ｃ区の中央より南西寄りの位置。Ｃ２調査区の東

端付近、南寄りの位置。１０５号土坑の南側、１３２号土坑の

東側に隣接する。Ｘ＝４８，０６６～４８，０６７、Ｙ＝－６９，４４７～

－６９，４４８。

主軸方向：Ｎ－１４３°－Ｅ。　

規模と形状：南北方向に長い楕円形状を呈する。長径

１．１ｍ・短径０．９５ｍ・深さ０．２ｍ。

重複：１１号住居の北西隅を掘り込む。

埋土：灰黄褐色土。　

遺物：なし。

時期：不明。

(５)９６号土坑(第122図、ＰＬ．60)

位置：Ｃ区の中央より南西寄りの位置。Ｃ２調査区の東

端付近、南寄りの位置。９５号土坑の北側、１００号土坑の

南側、１２６～１２８号土坑の東側に隣接する。Ｘ＝４８，０６８～

４８，０６９、Ｙ＝－６９，４４９～－６９，４５０。

主軸方向：Ｎ－５５°－Ｗ。　

規模と形状：ほぼ円形状を呈する。径０．９ｍ・深さ０．１５ｍ。

重複：なし。

埋土：暗褐色土。　

遺物：なし。

時期：不明。

(６)９７号土坑(第122図、ＰＬ．60)

位置：Ｃ区の中央より南西寄りの位置。Ｃ２調査区の

中央より南寄りの位置。９９号土坑の南側、１３２号土坑の

西側に隣接する。Ｘ＝４８，０６５～４８，０６６、Ｙ＝－６９，４５０～

－６９，４５１。

主軸方向：Ｎ－３９°－Ｅ。　

規模と形状：ほぼ北東－南西方向に長い楕円形状を呈す

る。長径０．７５ｍ・短径０．６４ｍ・深さ０．１７ｍ。

重複：なし。

埋土：暗褐色土。　

遺物：なし。

時期：不明。

(７)９８号土坑(第122図、ＰＬ．60)

位置：Ｃ区の中央より南西寄りの位置。Ｃ２調査区の

中央より南寄りの位置。９９号土坑の西側、１０２号土坑の

南側に隣接する。Ｘ＝４８，０６５～４８，０６６、Ｙ＝－６９，４５２～

－６９，４５３。

主軸方向：Ｎ－７°－Ｗ。　

規模と形状：ほぼ円形状を呈する。径０．９ｍ・深さ０．１５ｍ。

重複：なし。

埋土：暗褐色土。　

遺物：なし。

時期：不明。

(８)９９号土坑(第122図、ＰＬ．60・61)

位置：Ｃ区の中央より南西寄りの位置。Ｃ２調査区の

中央より南寄りの位置。９７号土坑の北西側、９8号土坑

の東側、１２８号土坑の南西側に隣接する。Ｘ＝４８，０６５～

４８，０６６、Ｙ＝－６９，４５１～－６９，４５２。
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９２号土坑
１　暗褐色砂質土１０ＹＲ３／３　褐灰色砂粒を約２０％程

度含む。しまりやや強い。
２　鈍い黄褐色土１０ＹＲ４／３　φ約５～ １０㎜程度の白

色ブロックを約２％程度含み、褐灰色砂粒が混
じる。しまりやや弱い。

９４・95号土坑
１　灰黄褐色土１０ＹＲ４／２　褐灰色砂粒を約１０％程度、白色粒を僅かに含む。

しまりやや強い。
２　鈍い黄褐色土１０ＹＲ４／３　褐灰色砂粒を約３０％程度、φ約１〜５㎜程度の

白色粒を僅かに含む。

９３号土坑
１　暗褐色土１０ＹＲ３／３　褐灰色砂粒を約２０％

程度、φ約５～ １０㎜程度の白色ブロッ
クを約３％程度含む。しまりやや強い。

２　暗褐色砂質土１０ＹＲ３／３　褐灰色砂粒を約
２０％程度含む。しまりやや強い。

９８号土坑
１　暗褐色砂質土１０ＹＲ３／３　褐灰色砂粒を約

１０％程度、白色粒を約５％程度含む。し
まりやや強い。

１００号土坑
１　灰黄褐色土１０ＹＲ４／２　褐灰色砂粒を約

１０％程度、白色粒を僅かに含む。しまり
やや強い。

２　暗褐色砂質土１０ＹＲ３／３　褐灰色砂粒を約
２０％程度含む。しまりやや強い。

９６・97・99号土坑
１　暗褐色土１０ＹＲ３／３　褐灰色砂粒を約２０％程度、φ約５～ １０㎜程度の白色ブロックを約３％程度含む。しまりやや強い。



主軸方向：Ｎ－５°－Ｗ。　

規模と形状：ほぼ円形状を呈する。径１ｍ・深さ０．２ｍ。

重複：なし。

埋土：暗褐色土。　

遺物：なし。

時期：不明。

(９)１００号土坑(第122図、ＰＬ．61)

位置：Ｃ区の中央より南西寄りの位置。Ｃ２調査区の中

央より南寄りの東端付近。９８号土坑の北東側、１１１号土

坑の南東側、１６２号土坑の南側に隣接する。Ｘ＝４８，０６８

～４８，０６９、Ｙ＝－６９，４５０。

主軸方向：Ｎ－４°－Ｗ。　

規模と形状：ほぼ円形状を呈する。径０．９８ｍ・深さ０．２ｍ。

重複：なし。

埋土：上層灰黄褐色土、下層暗褐色土。　

遺物：なし。

時期：不明。

(１０)１０１号土坑(第123図、ＰＬ．61)

位置：Ｃ区の中央より南西寄りの位置。Ｃ２調査区の中

央、南寄りの位置。４号住居の北西側、１０号住居の北

側、９号住居の東北東側に位置する。Ｘ＝４８，０６２、Ｙ＝

－６９，４５３。

主軸方向：Ｎ－３４°－Ｅ。　

規模と形状：北東－南西方向に長い楕円形状を呈する。

長径０．９６ｍ・短径０．９７ｍ・深さ０．１３ｍ。

重複：なし。

埋土：上層暗褐色土、下層鈍い黄褐色土。　

遺物：なし。

時期：不明。

(１１)１０２号土坑(第123・137図、ＰＬ．61・107)

位置：Ｃ区の中央より南西寄りの位置。Ｃ２調査区の中

央、南寄りの位置。９８号土坑の北側に隣接する。Ｘ＝

４８，０６６～４８，０６７、Ｙ＝－６９，４５３～－６９，４５４。

主軸方向：Ｎ－２°－Ｗ。　

規模と形状：ほぼ円形状を呈する。径１．１２ｍ・深さ０．１３ｍ。

重複：なし。

埋土：暗褐色土。　

遺物：鉄釘１点（埋土）。

時期：不明。

(１２)１０３号土坑(第123図、ＰＬ．61)

位置：Ｃ区の中央より南西寄りの位置。Ｃ２調査区の南

寄り、東端。２号住居の西側、３号住居の東側に隣接す

る。Ｘ＝４８，０６７、Ｙ＝－６９，４４２。

主軸方向：Ｎ－１５°－Ｅ。　

規模と形状：北西－南東方向にやや長い楕円形状を呈す

る。長径０．６７ｍ・短径０．６５ｍ・深さ０．１ｍ。

重複：なし。

埋土：鈍い黄褐色土。　

遺物：なし。

時期：不明。

(１３)１０４号土坑(第123図、ＰＬ．61)

位置：Ｃ区の中央より南西寄りの位置。Ｃ２調査区の南

東寄り。２号住居の西側、３・１１号住居の東側に隣接す

る。Ｘ＝４８，０６４～４８，０６５、Ｙ＝－６９，４４２～－６９，４４３。

主軸方向：Ｎ－１４°－Ｗ。　

規模と形状：西北西－東南東方向に長い楕円形状を呈す

る。長径１．２５ｍ・短径０．７８ｍ・深さ０．２ｍ。

重複：なし。

埋土：鈍い黄褐色土。　

遺物：なし。

時期：不明。

(１４)１０５号土坑(第123図、ＰＬ．61)

位置：Ｃ区の中央より南西寄りの位置。Ｃ２調査区の南

東寄り。９５号土坑の北側、９６号土坑の東側に隣接する。

Ｘ＝４８，０６７～４８，０６８、Ｙ＝－６９，４４８。

主軸方向：Ｎ－１１６°－Ｅ。　

規模と形状：北西－南東方向に長い楕円形状を呈する。

長径０．９ｍ・短径０．７６ｍ・深さ０．１２ｍ。

重複：なし。

埋土：鈍い黄褐色土。　

遺物：なし。

時期：不明。
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(１５)１０６号土坑(第123図、ＰＬ．61)

位置：Ｃ区・Ｃ２調査区の中央より西寄りの位置。１０７

号土坑の西側に隣接する。Ｘ＝４８，０６４～４８，０６５、Ｙ＝

－６９，４４８～－６９，４４９。

主軸方向：Ｎ－１２９°－Ｅ。　

規模と形状：北西－南東方向に長い不整楕円形状を呈す

る。長径１．２３ｍ・短径０．９３ｍ・深さ０．１７ｍ。

重複：なし。

埋土：鈍い黄褐色土。　

遺物：なし。

時期：不明。

(１６)１０７号土坑(第123図、ＰＬ．61)

位置：Ｃ区・Ｃ２調査区の中央より西寄りの位置。１０６

号土坑の東側に隣接する。Ｘ＝４８，０６６～４８，０６７、Ｙ＝

－６９，４５７～－６９，４５８。

主軸方向：Ｎ－１４３°－Ｅ。　

規模と形状：北東－南西方向に長い楕円形状を呈する。

長径１．２２ｍ・短径０．６８ｍ・深さ０．１２ｍ。

重複：１０８号土坑の南端を掘り込む。

埋土：鈍い黄褐色土。　

遺物：なし。

時期：不明。

(１７)１０８号土坑(第123図、ＰＬ．61)

位置：Ｃ区・Ｃ２調査区の中央より西寄りの位置。１０９

号土坑の西南側に位置する。Ｘ＝４８，０６６～４８，０６７、Ｙ＝

－６９，４５６～－６９，４５７。

主軸方向：Ｎ－１４４°－Ｅ。　

規模と形状：北東－南西方向に長い楕円形状を呈する。

長径１．１ｍ・短径０．７３ｍ・深さ０．１３ｍ。

重複：１０７号土坑に南端部を掘り込まれる。

埋土：鈍い黄褐色土。　

遺物：なし。

時期：不明。

(１８)１０９号土坑(第123図、ＰＬ．61)

位置：Ｃ区・Ｃ２調査区の中央より西寄りの位置。１０８

号土坑の北東側に位置する。Ｘ＝４８，０６９～４８，０７０、Ｙ＝

－６９，４５５～－６９，４５６。

主軸方向：Ｎ－１１０°－Ｅ。　

規模と形状：不整円形状を呈する。長径１．０５ｍ・短径

１．０３ｍ・深さ０．１３ｍ。

重複：なし。

埋土：鈍い黄褐色土。　

遺物：なし。  

時期：不明。

(１９)１１０号土坑(第123図)

位置：Ｃ区の中央より西寄りの位置。南端。南壁に掛か

る。Ｃ２調査区の中央よりやや東寄りの位置、南端。南

壁に掛かる。２号住居の西側に隣接する。Ｘ＝４８，０６２～

４８，０６３、Ｙ＝－６９，４４１～－６９，４４３。

主軸方向：Ｎ－１２３°－Ｅ。　

規模と形状：南側が調査区外に出るため、全容は不明で

ある。東西径１．３ｍ・検出南北最大径１．２７ｍ・深さ０．１５ｍ。

重複：なし。

埋土：鈍い黄褐色土。　

遺物：なし。

時期：不明。

(２０)１１１号土坑(第123図、ＰＬ．61)

位置：Ｃ区の中央より西南寄りの位置。Ｃ２調査区の

東端寄りの位置。１0０号土坑の北側に隣接する。Ｘ＝

４８，０６９～４８，０７０、Ｙ＝－６９，４５１～－６９，４５２。

主軸方向：Ｎ－１６４°－Ｅ。　

規模と形状：不整円形状を呈する。南北径１．５ｍ・東西

径１．３５ｍ・深さ０．１８ｍ。

重複：なし。

埋土：鈍い黄褐色土。　

遺物：なし。

時期：不明。

(２１)１１２号土坑(第123図、ＰＬ．62)

位置：Ｃ区の中央より西寄りの位置。Ｃ２調査区の中央。

１１３号土坑の西南西に隣接する。Ｘ＝４８，０７３～４８，０４０、

Ｙ＝－６９，４５３～－６９，４５４。

主軸方向：Ｎ－９０°－Ｅ。　

規模と形状：東西に長い楕円形状を呈する。長径１．１ｍ・

短径０．９２ｍ・深さ０．１４ｍ。
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１０１・102号土坑
１　暗褐色土１０ＹＲ３／３　褐灰色砂粒を約２０％程度、φ約５～ １０㎜の白色ブロックを約３％程度含む。しまりやや強い。
２　鈍い黄褐色土１０ＹＲ４／３　褐灰色砂粒を約３０％程度、φ約１〜５㎜程度の白色粒を僅かに含む。

１０３ ～ 112号土坑
１　鈍い黄褐色砂質土１０ＹＲ４／３　
　　φ約１ｃｍ程度の黄色シルトを約２０％

程度含む。



重複：なし。

埋土：鈍い黄褐色土。　

遺物：なし。

時期：不明。

(２２)１１３号土坑(第124図、ＰＬ．62)

位置：Ｃ区の中央より西寄りの位置。Ｃ２調査区の東

端寄りの位置。１１２号土坑の東北東に隣接する。Ｘ＝

４８，０７４、Ｙ＝－６９，４５１～－６９，４５２。

主軸方向：Ｎ－６４°－Ｅ。　

規模と形状：東西に僅かに長い楕円形状を呈する。長径

０．８１ｍ・東西径０．７５ｍ・深さ０．３１ｍ。小型ながらしっか

りとした掘方を有する。

重複：１１４号土坑の西辺を掘り込む。

埋土：鈍い黄褐色土。　

遺物：なし。

時期：不明。

(２３)１１４号土坑(第124図)

位置：Ｃ区の中央より西寄りの位置。Ｃ２調査区の東端

寄りの位置。１１５号土坑の南側に隣接する。Ｘ＝４８，０７３

～４８，０７４、Ｙ＝－６９，４５１～－６９，４５２。

主軸方向：Ｎ－８６°－Ｅ。　

規模と形状：北西－南東方向に長い楕円形状を呈する。

長径１．８４ｍ・東西径１．６１ｍ・深さ０．１２ｍ。

重複：１１３号土坑に西辺を掘り込まれる。

埋土：鈍い黄褐色土。　

遺物：なし。

時期：不明。

(２４)１１５号土坑(第124図、ＰＬ．62)

位置：Ｃ区の中央より西寄りの位置。Ｃ２調査区の東

端。東壁に掛かる。１１４号土坑の北側に隣接する。Ｘ＝

４８，０７４～４８，０７５、Ｙ＝－６９，４５０～－６９，４５１。

主軸方向：Ｎ－９０°－Ｅ。　

規模と形状：東西にやや長い楕円形状を呈する。東端は

Ｃ２調査区の外側に出るが、Ｃ３調査区では検出されな

かった。東西径１．１ｍ・南北径１．１５ｍ・深さ０．１７ｍ。

重複：なし。

埋土：鈍い黄褐色土。　

遺物：なし。

時期：不明。

(２５)１１６号土坑(第124図)

位置：Ｃ区の中央より西寄りの位置。Ｃ２調査区の中央、

東端付近。１５９号土坑の西側に隣接する。Ｘ＝４８，０７７～

４８，０７８、Ｙ＝－６９，４５０～－６９，４５１。

主軸方向：Ｎ－１１８°－Ｅ。　

規模と形状：南北にやや長い楕円形状を呈する。長径

０．９５ｍ・南北径０．８５ｍ・深さ０．１８ｍ。

重複：１１７号土坑の北端を掘り込む。

埋土：鈍い黄褐色土。　

遺物：なし。

時期：不明。

(２６)１１７号土坑(第124図、ＰＬ．62)

位置：Ｃ区の中央より西寄りの位置。Ｃ２調査区の中央、

東端付近。１５９号土坑の西側に隣接する。Ｘ＝４８，０７６～

４８，０７７、Ｙ＝－６９，４５１。

主軸方向：Ｎ－８５°－Ｅ。　

規模と形状：南北にやや長い楕円形状を呈する。検出最

大南北径０．６２ｍ・短径０．９６ｍ・深さ０．１５ｍ。

重複：１１６号土坑に北端を掘り込まれる。

埋土：鈍い黄褐色土。　

遺物：なし。

時期：不明。

(２７)１１８号土坑(第124図、ＰＬ．62)

位置：Ｃ区の中央より西寄りの位置。Ｃ２調査区のやや

北寄りの位置、東端付近。１１６号土坑の北側に隣接する。

Ｘ＝４８，０７８～４８，０７９、Ｙ＝－６９，４５１～－６９，４５２。

主軸方向：Ｎ－１６５°－Ｗ。　

規模と形状：南北に僅かに長い楕円形状を呈する。長径

１．１５ｍ・東西径０．８６ｍ・深さ０．１５ｍ。

重複：なし。

埋土：鈍い黄褐色土。　

遺物：なし。

時期：不明。
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(２８)１１９号土坑(第124図、ＰＬ．62) 

位置：Ｃ区の中央より西寄りの位置、Ｃ２調査区の中央

付近。１１２号土坑の北側に位置する。Ｘ＝４８，０７６、Ｙ＝－

６９，４５５～－６９，４５６。

主軸方向：Ｎ－２°－Ｗ。　    

規模と形状：東西に僅かに長い楕円形状を呈する。長径

１．０５ｍ・短径１．０１ｍ・深さ０．１８ｍ。

重複：なし。            

埋土：鈍い黄褐色土。　    

遺物：なし。            

時期：不明。            

(２９)１２０号土坑(第124図、ＰＬ．62) 

位置：Ｃ区の中央より西寄りの位置、Ｃ２調査区の中央

より北寄りの位置、東端付近。１６４号土坑の西側に位置

する。Ｘ＝４８，０８２～４８，０８３、Ｙ＝－６９，４５０～－６９，４５１。

主軸方向：Ｎ－8６°－Ｅ。　    

規模と形状：南北に僅かに長い楕円形状を呈する。長径

１．２５ｍ・短径１．１２ｍ・深さ０．４８ｍ。しっかりとした掘方

を有している。

重複：なし。            

埋土：上層暗褐色土。中層灰黄褐色土、下層暗褐色土。

遺物：なし。            

時期：不明。            

(３０)１２１号土坑(第124図) 

位置：Ｃ区の中央より西寄りの位置、Ｃ２調査区の南端、

中央。Ｘ＝４８，０５７、Ｙ＝－－６９，４５８～－６９，４５９。

主軸方向：Ｎ－１７°－Ｗ。　    

規模と形状：東西にやや長い隅丸長方形状を呈する。長

径 ０．８７ｍ・短径０．６３ｍ・深さ０．１２ｍ。

重複：８号住居のほぼ中央部を掘り込む。        

埋土：暗褐色土。

遺物：なし。            

時期：平安時代前期(９世紀第三四半期)以後。

            

(３１)１２６号土坑(第124図、ＰＬ．62) 

位置：Ｃ区の中央より南西寄りの位置、Ｃ２調査区の南

東寄りの位置。Ｘ＝４８，０６６、Ｙ＝－６９，４４９～－６９，４５０。

主軸方向：Ｎ－5９°－Ｅ。　    

規模と形状：北東－北西方向にやや長い楕円形状を呈す

る。長径 ０．９３ｍ・短径０．８５ｍ・深さ０．１５ｍ。

重複：１２７号土坑の東辺を掘り込む。        

埋土：暗褐色土、底部に灰黄褐色土が堆積する。

遺物：なし。            

時期：不明。            

(３２)１２７号土坑(第124図、ＰＬ．62) 

位置：Ｃ区の中央より南西寄りの位置、Ｃ２調査区の

南東寄りの位置。Ｘ＝４８，０６６～４８，０６７、Ｙ＝－６９，４４９～

－６９，４５０。

主軸方向：不明。　    

規模と形状：東側を１２６号土坑に、西側を１２８号土坑にそ

れぞれ掘り込まれているため、全容は不明である。残存

最大南北径 ０．６８ｍ・残存最大東西径０．７５ｍ・深さ０．１９ｍ。

重複：東側を１２６号土坑に、西側を１２８号土坑にそれぞれ

掘り込まれる。

埋土：暗褐色土。

遺物：なし。            

時期：不明。            

(３３)１２８号土坑(第124図、ＰＬ．62) 

位置：Ｃ区の中央より南西寄りの位置、Ｃ２調査区の

南東寄りの位置。Ｘ＝４８，０６６～４８，０６７、Ｙ＝－６９，４５０～

－６９，４５１。

主軸方向：Ｎ－５°－Ｅ。　    

規模と形状：東西に長い不整楕円形状を呈する。長径 

１．０３ｍ・短径０．７９ｍ・深さ０．２ｍ。

重複：１２7号土坑の西側を掘り込む。

埋土：暗褐色土。

遺物：なし。            

時期：不明。            

(３４)１２９号土坑(第125図、ＰＬ．62) 

位置：Ｃ区の南西寄りの位置、Ｃ２調査区の中央、南端。

南壁に掛かる。Ｘ＝４８，０５６、Ｙ＝－６９，４５５～－６９，４５７。

主軸方向：不明。　    

規模と形状：南側が調査区外に出るため、全容不明であ

る。検出東西最大径 １．３２ｍ・検出南北最大径０．５ｍ・深

さ０．２ｍ。
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第１２４図  Ｃ区土坑　平面図・土層断面図(3)

１１３・１１４号土坑 １１５号土坑

１１６・１１７号土坑 １１８号土坑 １１９号土坑

１２０号土坑 １２１号土坑 １２６ ～ １２８号土坑
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１１３ ～ 119号土坑
１　鈍い黄褐色砂質土１０ＹＲ４／３　φ約１ｃｍ程度の黄色シルトを約２０％程度含む。

１２０号土坑
１　暗褐色砂質土１０ＹＲ３／３　榛名山二ツ岳軽石Ｈｒ－ＦＰ粒

を約２％程度、褐灰色砂粒を約１０％程度含む。し
まり強い。

２　灰黄褐色砂質土１０ＹＲ４／２　褐灰色砂粒を約５％程
度、炭化物を僅かに含む。しまり強い。

３　暗褐色砂質土１０ＹＲ３／４　褐灰色砂粒を約１０％程度
含む。しまり強い。

１２１号土坑
１　暗褐色土１０ＹＲ３／３　φ約１〜５㎜程度の

黄橙色粒及び褐灰色土を約１０％程度含
む。固くしまり強い。 １２６ ～ １２８号土坑

１　暗褐色砂質土１０ＹＲ３／３　褐灰色砂粒を含む。しまりやや
強い。

２　灰黄褐色砂質土１０ＹＲ４／２　褐灰色砂粒を約３０％程度含む。
しまり強い。

３　暗褐色砂質土１０ＹＲ３／３　褐灰色砂粒を約２０％程度含む。
しまりやや強い。

４　暗褐色土１０ＹＲ３／３　１層よりやや暗い色調を呈する。褐
灰色砂粒を約５％程度、白色粒を僅かに含む。



重複：１０号住居の南辺を掘り込む。

埋土：灰黄褐色土。

遺物：なし。            

時期：不明。            

(３５)１３０号土坑(第125図、ＰＬ．62) 

位置：Ｃ区の南西寄りの位置、南端。Ｃ２調査区の南東

寄りの位置、南端。Ｘ＝４８，０５７～４８，０５８、Ｙ＝－６９，４４６

～－６９，４４７。

主軸方向：Ｎ－２７°－Ｅ。　    

規模と形状：北東－南西方向に長い楕円形状を呈する。

長径 １．０２ｍ・短径０．８３ｍ・深さ０．２５ｍ。

重複：なし。

埋土：上層褐灰色土、下層暗褐色土。

遺物：なし。            

時期：不明。 

(３６)１３２号土坑(第125図) 

位置：Ｃ区の南西寄りの位置。Ｃ２調査区の南東寄りの

位置。Ｘ＝４８，０64～４８，０66、Ｙ＝－６９，４４8～－６９，４４9。

主軸方向：Ｎ－２７°－Ｅ。　    

規模と形状：不明。

重複：11号住居に東側を掘り込まれる。

埋土：灰黄褐色砂質土。

遺物：なし。            

時期：不明。 

(３７)１５７号土坑(第125図、ＰＬ．62) 

位置：Ｃ区の北西寄りの位置。Ｃ２調査区の中央、やや

北寄りの位置。Ｘ＝４８，０８１、Ｙ＝－６９，４５６～－６９，４５７。

主軸方向：Ｎ－９７°－Ｅ。　    

規模と形状：東西に長い楕円形状を呈し、中に柱痕状の

小穴が東西に並存する。長径 ０．８３ｍ・短径０．５８ｍ・深

さ０．４ｍ。

重複：なし。

埋土：暗褐色土。

遺物：なし。            

時期：不明。

(３８)１５８号土坑(第125図、ＰＬ．62) 

位置：Ｃ区の西寄りの位置。Ｃ２調査区のやや南東寄り

の位置。東端・Ｃ３調査区境に掛かる。１１４・１１５号土

坑の東側に隣接し、１５９号土坑の南側に位置する。Ｘ＝

４８，０７３～４８，０７４、Ｙ＝－６９，４４９。

主軸方向：Ｎ－１７８°－Ｗ。　    

規模と形状：東側がＣ３区との調査区境に掛かり、Ｃ３

区側で検出されていないため、全容は不明である。検出

南北最大径 １．１ｍ・短径０．５８ｍ・深さ０．１５ｍ。

重複：なし。

埋土：灰黄褐色土。

遺物：なし。            

時期：不明。

(３９)１５９号土坑(第125図、ＰＬ．63) 

位置：Ｃ区の西寄りの位置。Ｃ２調査区のほぼ中央、東

端付近。１１６・１１７号土坑の東側、１１５・１５８号土坑の北

側 に 隣 接 す る。 Ｘ ＝４８，０７６～４８，０７７、 Ｙ ＝ －６９，４４９～

－６９，４５０。

主軸方向：Ｎ－１６５°－Ｗ。　    

規模と形状：南北に長い楕円形状を呈する。長径 １．０５ｍ・

短径０．９ｍ・深さ０．２７ｍ。

重複：なし。

埋土：灰黄褐色土。

遺物：なし。            

時期：不明。

(４０)１６２号土坑(第125図、ＰＬ．63) 

位置：Ｃ区の西寄りの位置。Ｃ２調査区のほぼ中央より

南寄り、東端付近。１１１号土坑の東側、１００号土坑の北側、

Ｃ3調査区３２１号土坑の西側に隣接する。Ｘ＝４８，０７０、

Ｙ＝－６９，４４９～－６９，４５０。

主軸方向：Ｎ－１４７°－Ｅ。　    

規模と形状：南北に長い楕円形状を呈する。長径 ０．７３ｍ・

短径０．６ｍ・深さ０．２５ｍ。

重複：なし。

埋土：灰黄褐色土。

遺物：なし。            

時期：不明。
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(４１)１６４号土坑(第125図、ＰＬ．63) 

位置：Ｃ区の西寄りの位置。Ｃ２調査区のほぼ中央より

北寄り、東端付近。１２０号土坑の東側、１７５号土坑の南側、

５4号住居の北側に隣接する。Ｘ＝４８，０８３～４８，０８４、Ｙ＝

－６９，４４８～－６９，４４９。

主軸方向：Ｎ－７°－Ｅ。　    

規模と形状：南北に長い隅丸長方形状を呈する。長径 

１．４９ｍ・短径１．２７ｍ・深さ０．５７ｍ。

重複：なし。

埋土：上層褐色土、中層暗褐色土、下層鈍い黄色土。

遺物：なし。            

時期：不明。

(４２)１６５号土坑(第125図、ＰＬ．63) 

位置：Ｃ区の北西寄りの位置。Ｃ２調査区のほぼ中央よ

り北寄り、東端付近。１６７号土坑の南側、１７５号土坑の

北側に隣接する。Ｘ＝４８，０８６～４８，０８７、Ｙ＝－６９，４４８～

－６９，４４９。

主軸方向：Ｎ－８４°－Ｅ。　    

規模と形状：東西に長い隅丸長方形状を呈する。長径 

１．８８ｍ・短径０．６４ｍ・深さ０．２３ｍ。

重複：１７４号土坑の北側を掘り込む。

埋土：黒褐色土。

遺物：なし。            

時期：不明。

(４３)１６６号土坑(第126図、ＰＬ．63) 

位置：Ｃ区の西寄りの位置。Ｃ２調査区のほぼ中央より

北寄り、東端付近。１２０号土坑の南側に隣接する。Ｘ＝

４８，０８０～４８，０８２、Ｙ＝－６９，４５０～－６９，４５１。

主軸方向：Ｎ－５°－Ｗ。　    

規模と形状：南北に長い隅丸長方形状を呈する。長径 

１．６５ｍ・短径０．５２ｍ・深さ０．４ｍ。

重複：５４号住居の西辺を掘り込む。

埋土：上層暗褐色土、中層灰黄褐色土、下層鈍い黄褐色土。

遺物：なし。            

時期：平安時代中期以後。

(４４)１６７号土坑(第126図、ＰＬ．63) 

位置：Ｃ区の北西寄りの位置。Ｃ２調査区の北寄り、東

端付近。１６５号土坑の北側、１６８号土坑の南側に隣接する。

Ｘ＝４８，０８７～４８，０８８、Ｙ＝－６９，４４８～－６９，４４９。

主軸方向：Ｎ－１１４°－Ｅ。　    

規模と形状：東西に長い隅丸長方形状を呈する。長

径 １．３ｍ・短径０．５８ｍ・深さ０．１７ｍ。

重複：308号ピットを掘り込む。

埋土：黒褐色土。

遺物：なし。            

時期：不明。

(４５)１６８号土坑(第126図、ＰＬ．63) 

位置：Ｃ区の北西寄りの位置。Ｃ２調査区の北寄り、東

端付近。１６７号土坑の北側、１６９号土坑の南側に隣接する。

Ｘ＝４８，０８８～４８，０８９、Ｙ＝－６９，４４８～－６９，４４９。

主軸方向：Ｎ－１００°－Ｅ。　    

規模と形状：東西に長い隅丸長方形状を呈する。長径 

１．７４ｍ・短径０．８３ｍ・深さ０．２５ｍ。

重複：３０８号ピットの北側を掘り込む。

埋土：暗褐色土。

遺物：なし。            

時期：不明。

(４６)１６９号土坑(第126図、ＰＬ．63) 

位置：Ｃ区の北西寄りの位置。Ｃ２調査区の北寄り、東

端付近。１６８号土坑の北側、１７１号土坑の南側に隣接する。

Ｘ＝４８，０９０～４８，０９１、Ｙ＝－６９，４４８～－６９，４４９。

主軸方向：Ｎ－１３５°－Ｅ。　    

規模と形状：ほぼ円形状を呈する。径 ０．９５ｍ・深さ

０．１７ｍ。

重複：なし。

埋土：暗褐色土。

遺物：なし。            

時期：不明。

(４７)１７１号土坑(第126・137図、ＰＬ．63) 

位置：Ｃ区の北西寄りの位置。Ｃ２調査区の東北端付

近。１６９号土坑の北側、１７２号土坑の東側、４４号住居の

西側に隣接する。Ｘ＝４８，０９２～４８，０９３、Ｙ＝－６９，４４８～

－６９，４４９。

主軸方向：Ｎ－１７７°－Ｅ。　    
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１２９号土坑
１　灰黄褐色土１０ＹＲ４／２　やや粘質。φ約５ｍｍ

程度の黄色土ブロックを含む。

１３０号土坑
１　褐灰色砂質土１０ＹＲ４／１　榛名山二ツ岳軽

石Ｈｒ－ＦＰ粒を極少量含む。
２　暗褐色土１０ＹＲ３／３　やや粘質。榛名山二

ツ岳軽石Ｈｒ－ＦＰ粒を極少量含む。

１３２号土坑
１　灰黄褐色砂質土１０ＹＲ４／２　褐灰色砂粒を

約２０％程度含む。しまりやや強い。

１５８・159・162号土坑
１　灰黄褐色土１０ＹＲ４／２　やや砂質。１５７号土坑

１　暗褐色土１０ＹＲ３／３　φ約３ｃｍ程度の灰
黄褐色土ブロックを含む。

１６５・１７４・１７５号土坑
１　黒褐色土１０ＹＲ３／２　均質。黄褐色粒を僅かに

含む。しまり強い　
２　暗褐色土１０ＹＲ３／２　砂粒状。φ約２～３㎜程

度の白色軽石を微量含む。しまりややあり。
３　褐色土１０ＹＲ４／４　砂粒状。しまりややあり。
４　暗褐色土１０ＹＲ３／２　砂粒状。φ約２～３㎜程

度の白色軽石を微量含む。しまりややあり。

１６４号土坑
１　褐色土１０ＹＲ４／４　φ約２〜 ７ｍｍ程度の白色軽

石を微量含む。しまりややあり。
２　暗褐色土１０ＹＲ３／３　φ約２〜 ３ｍｍ程度の白色

軽石を微量含む。しまりややあり。
３　鈍い褐色土１０ＹＲ４／３　φ約１ｃｍ程度の灰褐色ブ

ロックを少量含む。しまりややあり。



規模と形状：南北に僅かに長い楕円形状を呈する。長径

１．３２ｍ・短径１．２ｍ・深さ０．３２ｍ。

重複：なし。

埋土：上層暗褐色土、下層鈍い黄褐色土。

遺物：灰釉陶器椀1点（埋土）。            

時期：不明。

(４８)１７２号土坑(第126・137図、ＰＬ．63) 

位置：Ｃ区の北西寄りの位置。Ｃ２調査区の北東端付近。

１７１号土坑の西側に隣接する。Ｘ＝４８，０９１～４８，０９２、Ｙ

＝－６９，４５０～－６９，４５１。

主軸方向：Ｎ－９０°－Ｗ。　    

規模と形状：南北に長い不整楕円形状を呈し、底面に更

に深く掘り窪めた箇所が３箇所存在する。長径 １．１８ｍ・

短径１．０９ｍ・深さ０．１９ｍ。

重複：なし。

埋土：上層黒褐色土、下層鈍い黄褐色土。

遺物：灰釉陶器椀１点（埋土）。            

時期：不明。

(４９)１７３号土坑(第126図、ＰＬ．63・64) 

位置：Ｃ区の北西寄りの位置。Ｃ２調査区の北端付

近、東寄りの位置。１７２号土坑の西側に隣接する。Ｘ＝

４８，０９２、Ｙ＝－６９，４５３。

主軸方向：Ｎ－１３°－Ｗ。　    

規模と形状：南北に長い不整楕円形状を呈する。長径 

０．９ｍ・短径０．８７・深さ０．１３ｍ。

重複：なし。

埋土：上層暗褐色土、下層鈍い黄色土。

遺物：なし。            

時期：不明。

(５０)１７４号土坑(第125図、ＰＬ．64) 

位置：Ｃ区の北西寄りの位置。Ｃ２調査区のほぼ中央

より北寄り、東端付近。Ｘ＝４８，０８６、Ｙ＝－６９，４４８～

－６９，４４９。

主軸方向：不明。　    

規模と形状：北側を１６５号土坑に、南側を１７５号土坑に掘

り込まれ､ 全容は不明である。東西径０．８４ｍ・検出最大

南北径０．２６ｍ・深さ０．１７ｍ。

重複：北側を１６５号土坑に、南側を１７５号土坑に掘り込ま

れる。

埋土：黒褐色土。

遺物：なし。            

時期：不明。

(５１)１７５号土坑(第125図、ＰＬ．64) 

位置：Ｃ区の北西寄りの位置。Ｃ２調査区のほぼ中央よ

り北寄り、東端付近。１６４号土坑の北側に隣接する。Ｘ

＝４８，０８５～４８，０８６、Ｙ＝－６９，４４８～－６９，４４９。

主軸方向：Ｎ－８２°－Ｅ。　    

規模と形状：東西に長い楕円形状を呈する。長径１．１５ｍ・

短径 ０．９ｍ・深さ０．３６ｍ。

重複：１７４号土坑の南側を掘り込む。

埋土：上層暗褐色土、下層黒色土。

遺物：なし。            

時期：不明。

(５２)１９４号土坑(第126図) 

位置：Ｃ区の東端寄りの位置。南端付近。Ｘ＝４８，０８７～

４８，０８８、Ｙ＝－６９，４０９～－６９，４１０。

主軸方向：Ｎ－９０°－Ｅ。　    

規模と形状：西辺を攪乱されているが、東西に長い楕円

形状を呈する。検出最大長径０．８ｍ・短径 ０．８６ｍ・深さ

０．１６ｍ。

重複：１９５号土坑の西辺を掘り込む。

埋土：鈍い黄褐色土。

遺物：なし。            

時期：不明。

(５３)１９５号土坑(第126図) 

位置：Ｃ区の東端寄りの位置。南端付近。Ｃ4調査区

の ほ ぼ 中 央。 南 端 付 近。 Ｘ ＝４８，０８６～４８，０８７、 Ｙ ＝

－６９，４０９。

主軸方向：Ｎ－９０°－Ｅ。　    

規模と形状：西辺を１９４号土坑に掘り込まれているが、

南北に長い楕円形状を呈する。検出最大長径０．９ｍ・短

径 ０．８５ｍ・深さ０．４２ｍ。しっかりとした掘方を有して

いる。

重複：１９４号土坑に西辺を掘り込まれる。

第３章　調査の成果

160



０ １ｍ１:40

Ａ Ａ′

54住

08
2

-4
50

L=125.60mＡ Ａ′

1

2
3

Ａ Ａ′

08
9

-4
48

168土 167土

308ピ

L=125.60mＡ Ａ′

2 1

168土 167土

308ピ

Ａ Ａ′

09
1

-4
50

L=125.60mＡ Ａ′

1 2

Ａ Ａ′

09
3

-4
48

L=125.60mＡ Ａ′

1

2

Ａ Ａ′

09
2

-4
50

L=125.60mＡ Ａ′

1
2

Ａ Ａ′

093-453

L=125.60mＡ Ａ′

12

Ａ Ａ′

194土

攪乱

195土

08
8

-4
09

L=125.40mＡ Ａ′194土 195土

1
1

第１２６図　Ｃ区土坑　平面図・土層断面図(5)

１６６号土坑 １６７・１６８号土坑

１６９号土坑 １７１号土坑 １７２号土坑

１７３号土坑 １９４・１９５号土坑
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１６６号土坑
１　暗褐色砂質土１０ＹＲ３／３　榛名山二ツ岳軽石Ｈｒ－ＦＰ粒を約２％

程度、褐灰色砂粒を約１０％程度含む。しまり強い。
２　灰黄褐色砂質土１０ＹＲ４／２　褐灰色砂粒を約５％程度、炭化

物を僅かに含む。しまり強い。
３　鈍い黄褐色砂質土１０ＹＲ４／３　炭化物及び榛名山二ツ岳軽石

Ｈｒ－ＦＰ粒を僅かに含む。しまり強い。

１６７・１６８号土坑
１　黒褐色土１０ＹＲ３／２　やや粘質。φ約３〜８ ｍｍ程度の白色軽石

を少量含む。しまりややあり。
２　暗褐色土１０ＹＲ３／４　φ約３〜 ５ｍｍ程度の白色軽石を微量含む。

しまりややあり。

１６９号土坑
１　暗褐色土１０ＹＲ３／４　φ約３〜 ５ｍｍ程度の

白色軽石を微量含む。しまりややあり。
２　暗褐色土１０ＹＲ３／４　φ約３〜 ５ｍｍ程度の

白色軽石を微量、褐色砂ブロックを少量
含む。しまりややあり。 １７１・172号土坑

１　黒褐色土１０ＹＲ３／２　榛名山二ツ岳軽石Ｈｒ－ＦＰ粒を少量含む。
２　鈍い黄褐色土１０ＹＲ４／３　やや砂質。

１７３号土坑
１　暗褐色土１０ＹＲ３／３　やや粘質。φ約５～８㎜程度の榛名

山二ツ岳火山灰Ｈｒ－ＦＡ粒を少量含む。しまりあり。
２　鈍い黄褐色土１０ＹＲ４／３　砂粒状。φ約８㎜程度の榛名山

二ツ岳火山灰Ｈｒ－ＦＡ粒を微量含む。しまりややあり。 １９４・１９５号土坑
１　鈍い黄褐色土１０ＹＲ４／３　砂を多く含む。やや脆い。



埋土：鈍い黄褐色土。

遺物：なし。            

時期：不明。

(５４)１９９号土坑(第127図) 

位置：Ｃ区・Ｃ4調査区の東端、南寄りの位置。Ｘ＝

４８，０９５～４８，０９６、Ｙ＝－６９，３９８～－６９，３９９。

主軸方向：Ｎ－９２°－Ｅ。　    

規模と形状：北辺を２００号土坑に掘り込まれているが、

東西に長い楕円形状を呈する。長径１．８２ｍ・検出最大短

径 ０．９６ｍ・深さ０．６２ｍ。

重複：２００号土坑に北辺を掘り込まれる。

埋土：上層に灰黄褐色土、下層に暗灰黄褐色土。

遺物：なし。            

時期：不明。

(５５)２００号土坑(第127図) 

位置：Ｃ区・Ｃ4調査区の東端、南寄りの位置。２１８号

土坑の南西側に隣接する。Ｘ＝４８，０９６～４８，０９８、Ｙ＝

－６９，３９８～－６９，３９９。

主軸方向：Ｎ－５°－Ｅ。　    

規模と形状：南北に長い楕円形状を呈する。長径１．９ｍ・

短径 １．７２ｍ・深さ０．５ｍ。

重複：１９９号土坑の北辺を掘り込む。

埋土：上層に灰黄褐色土、下層に暗灰黄褐色土。

遺物：なし。            

時期：不明。

(５６)２０５号土坑(第127図) 

位置：Ｃ区の北東寄りの位置。Ｃ4調査区の中央より

北西寄りの位置。２０6号土坑の西側に近接する。Ｘ＝

４８，１０４、Ｙ＝－６９，４１１～－６９，４１２。

主軸方向：Ｎ－１５°－Ｗ。　    

規模と形状：西北西－東南東方向にやや長い楕円形状を

呈する。長径１．０４ｍ・短径 ０．９４ｍ・深さ０．２ｍ。

重複：西辺を攪乱されている。

埋土：灰黄褐色土。

遺物：なし。            

時期：不明。

(５７)２０６号土坑(第127図) 

位置：Ｃ区の北東寄りの位置。Ｃ4調査区の中央より

北西寄りの位置。２０５号土坑の東側に隣接する。Ｘ＝

４８，１０４～４８，１０５、Ｙ＝－６９，４０９～－６９，４１０。

主軸方向：Ｎ－３１°－Ｅ。　    

規模と形状：不整円形状を呈する。径１．３２ｍ・深さ０．２２ｍ。

重複：２０号住居に掘り込まれる。

埋土：灰黄褐色土。

遺物：なし。            

時期：古代。

(５８)２１７号土坑(第127図) 

位置：Ｃ区・Ｃ4調査区の中央、東端。２００号土坑の北

側 に 隣 接 す る。 Ｘ ＝４８，０９７～４８，０９８、 Ｙ ＝ －６９，３９８～

－６９，３９９。

主軸方向：Ｎ－６５°－Ｗ。　    

規模と形状：東西に長い楕円形状を呈する。長径１．１ｍ・

短径０．８ｍ・深さ０．３ｍ。

重複：２１８号土坑の西辺を掘り込む。

埋土：灰黄褐色土。

遺物：なし。            

時期：不明。

(５９)２１８号土坑(第127・198図) 

位置：Ｃ区・Ｃ4調査区の中央、東端。２００号土坑の北

東側に隣接する。Ｘ＝４８，０９７～４８，０９９、Ｙ＝－６９，３９８～

－６９，３９９。

主軸方向：Ｎ－７°－Ｅ。　    

規模と形状：南北に長い楕円形状を呈する。長径１．８９ｍ・

短径１．６２ｍ・深さ０．４２ｍ。

重複：２１７号土坑に西辺を掘り込まれる。

埋土：灰黄褐色土。

遺物：瀬戸・美濃陶器火鉢片１点・在地系土器鉢片１点

（埋土、304頁第198図に掲載）。            

時期：近世。

(６０)２２２号土坑(第127図、ＰＬ．64) 

位置：Ｃ区・Ｃ４調査区の中央より南寄りの位置。東端

付近。Ｘ＝４８，０９２、Ｙ＝－６９，３９９。

主軸方向：Ｎ－６３°－Ｅ。　    

第３章　調査の成果

162



０ １ｍ１:40

09
7

-3
98

200土
199土

攪乱

Ａ Ａ′

L=125.40mＡ Ａ′

2′
3′1

2′

22

3

200土 199土

Ａ Ａ′

20住

10
5

-4
09

L=125.40mＡ Ａ′

3

120住
2

Ａ Ａ′105
-41
3 攪乱

1

2

L=125.40mＡ Ａ′

Ａ Ａ′

100
-398

218土

217土

調
査
区
外

L=125.40mＡ Ａ′
218土217土

1

2

3

6
4

75

Ａ Ａ′

09
3

-4
00

13溝

L=125.40mＡ Ａ′

第１２７図  Ｃ区土坑　平面図・土層断面図(6)

１９９・２００号土坑

２０６号土坑

２０５号土坑

２１７・２１８号土坑

２２２号土坑
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１９９・２００号土坑
１　灰黄褐色土１０ＹＲ４／２　ややしまり欠く粘性土層に不揃いの灰色及び黄褐色粘性土ブロックが混入する。撹乱と思われる層。
２　暗灰黄色砂質土２．５Ｙ５／２　混入物のない極細砂層で地山のように見えるが、壁（黄色味おびる細砂）とは区別できる。水の影響などで変質した地山

か？。２′は２層の土の中に暗褐色粘性土をブロック状に含む。
３　灰黄褐色土１０ＹＲ４／２　ややしまり欠く粘性土に不揃いの灰色及び黄褐色粘性土のブロックが混入する。粘性土ブロックは１層に比べてはるかに小

粒で、黄褐色粘性土ブロックの混入は少なく、しまりもやや強くなる。３′は黒味がやや強い。

２０５号土坑
１　灰黄褐色土１０ＹＲ４／２　粒子が極めて細かく緻密。しま

り強く粘性弱い。下部中心に炭化物粒を極めて多く含
む。焼土散乱。

２　黄褐色土２．５Ｙ５／３　地山砂質土をベースとし黄褐色土
が不均等に少量混じる不明瞭な層。

２０６号土坑
１　灰黄褐色砂質土１０ＹＲ４／２　灰黄色砂質土と黒褐色砂質土とが斜めに互層状に堆積

する。部分的に灰黄色を呈する。
２　黒褐色砂質土１０ＹＲ３／２　極めて細かな砂粒からなる土をベースとし中粒砂ブロッ

クが不均等に混じる。
３　鈍い黄褐色土１０ＹＲ４／３　地山灰色黄砂質土をベースとし褐色粒状土小ブロックが

混じる。
２１７・２１８号土坑
１　灰黄褐色土１０ＹＲ４／２　褐灰色土・褐灰色土・地山褐色土ブロック等を含む。
２　灰黄褐色土１０ＹＲ４／２　１層に類似するがしまり強い。
３　鈍い黄褐色土１０ＹＲ４／３　大きめの褐灰色土ブロック及び地山褐色土ブロックを多く含む。
４　灰黄褐色土１０ＹＲ４／２　褐灰色砂質土を含む。粘性あり。
５　暗灰黄色土２．５Ｙ５／２　６層の土をベースとし暗褐色粘性土をブロック状に含む。
６　暗灰黄色砂質土２．５Ｙ５／２　混入物のない極細かな層で地山のように見えるが、壁（黄色

味おびる粗砂）とは区別できる。
７　鈍い黄褐色砂質土１０ＹＲ５／３　地山に類似している。



規模と形状：ほぼ円形状を呈する。径０．９８ｍ・深さ０．３ｍ。

重複：１３号溝の南辺を掘り込む。

埋土：暗褐色土。

遺物：なし。

時期：不明。

(６１)２２８号土坑(第128図、ＰＬ．64) 

位置：Ｃ区・Ｃ３調査区のほぼ中央、南寄り。３４号住

居の南側、５０号住居の東側に隣接する。Ｘ＝４８，０７９～

４８，０８０、Ｙ＝－６９，４３６～－６９，４３７。

主軸方向：Ｎ－９１°－Ｅ。　    

規模と形状：東西に僅かに長い楕円形状を呈する。長径

１．０４ｍ・短径０．８８ｍ・深さ０．１２ｍ。

重複：２２９号土坑に北辺を掘り込まれる。

埋土：暗褐色土。

遺物：なし。

時期：不明。

(６２)２２９号土坑(第128図、ＰＬ．64) 

位置：Ｃ区・Ｃ３調査区のほぼ中央、南寄り。２７号住

居の西側、２３５号土坑の東側に隣接する。Ｘ＝４８，０７８～

４８，０７９、Ｙ＝－６９，４３６～－６９，４３７。

主軸方向：Ｎ－１７５°－Ｅ。　    

規模と形状：南北に長い楕円形状を呈する。長径１．５５ｍ・

短径１．１４ｍ・深さ０．２ｍ。

重複：２２８号土坑の南辺を掘り込む。

埋土：暗褐色土。

遺物：なし。

時期：不明。

(６３)２３０号土坑(第128・137図、ＰＬ．64・107) 

位置：Ｃ区のほぼ中央。Ｃ３調査区の中央から西寄りの

位置。Ｘ＝４８，０８６～４８，０８８、Ｙ＝－６９，４３８～－６９，４４０。

主軸方向：Ｎ－８５°－Ｗ。　    

規模と形状：西側を１４号溝に掘り込まれているため、全

容は不明である。南北径２．６８ｍ・検出東西最大径１．９８ｍ・

深さ０．２２ｍ。

重複：４２・４６号住居の西辺を掘り込む。西側を１４号溝に

掘り込まれる。

埋土：暗褐色土。

遺物：須恵器椀１点（埋土）。

時期：平安時代中期、１０世紀前半。

(６４)２３３号土坑(第128図、ＰＬ．64) 

位置：Ｃ区・Ｃ３調査区のほぼ中央、南寄り。２７号住居

の北側に隣接する。Ｘ＝４８，０７８～４８，０８０、Ｙ＝－６９，４３５

～－６９，４３６。

主軸方向：Ｎ－８°－Ｅ。　    

規模と形状：北側を攪乱されているため、全容は不明で

ある。東西径１．５４ｍ・検出南北最大径１．０６ｍ・深さ０．２４ｍ。

重複：なし。

埋土：灰黄褐色土。

遺物：なし。

時期：不明。

(６５)２３５号土坑(第128・137図、ＰＬ．64) 

位置：Ｃ区・Ｃ３調査区のほぼ中央、南寄り。２２９号土

坑の西側に隣接する。Ｘ＝４８，０７９、Ｙ＝－６９，４３８。

主軸方向：Ｎ－３０°－Ｅ。　    

規模と形状：ほぼ円形状を呈する。径０．８４ｍ・深さ０．１４ｍ。

重複：なし。

埋土：灰黄褐色土。

遺物：須恵器羽釜片１点（埋土）。

時期：不明。

(６６)２３８号土坑(第128図、ＰＬ．64) 

位置：Ｃ区のほぼ中央より東寄り。Ｃ３調査区の中央

から東寄りの位置。38号住居の東側に隣接する。Ｘ＝

４８，０８６～ ４８，０８７、Ｙ＝－６９，４２５～－６９，４２７。

主軸方向：Ｎ－７７°－Ｅ。　    

規模と形状：東側が攪乱されているため、全容は不明で

あるが、東西に長い隅丸長方形状を呈する。検出最大長

径２．４２ｍ・短径０．９４ｍ・深さ０．１７ｍ。

重複：３５号住居の北辺を掘り込む。

埋土：暗褐色土。

遺物：なし。

時期：不明。

(６７)２３９号土坑(第129図、ＰＬ．64) 

位置：Ｃ区の中央よりやや東寄りの位置、南端。南壁
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２２８・２２９号土坑
１　灰黄褐色中粒砂質土１０ＹＲ４／２　地山灰黄色砂質土を不均等に含む。

１′ではやや多く含む。
２　灰黄褐色土１０ＹＲ４／２　１層とは区別し難い。やや黄色味が強い色

調を呈する。土質等は１層と同じ。

２３０号土坑
１　灰黄褐色中粒砂質土１０ＹＲ４／２　１′は地山灰黄色砂ブロックを

含み、ややしまり欠く。　

２５２号土坑
１　灰黄褐色中粒砂質土１０ＹＲ４／３　榛名山二ツ岳軽石Ｈｒ－ＦＰらしいパ

ミスをやや多く含む。炭化物粒及び焼土等を不均等に少量含む。
１′は黒味を帯びる土及び灰黄色砂質土のやや大きなブロック
を含む。

２３３号土坑
１　灰黄褐色細粒砂質土１２ＹＲ４／２　地山砂質土を不揃いなブロック

状に不均等に含む。ややしまり欠く。

２３５号土坑
１　灰黄褐色砂質土１０ＹＲ４／２　灰色味をおびた砂を一部ラミナ状に含む

が、水成堆積を示すような明確なものではない。ややしまり欠く。
２　灰黄褐色土１０ＹＲ５／２　１層と地山砂質土との混土。

２３８号土坑
１　暗褐色土１０ＹＲ３／３　やや砂質。炭化物粒や

榛名山二ツ岳軽石Ｈｒ－ＦＰらしいパミスを不
均等にやや多く含む。



に掛かる。Ｃ3調査区の東南端。Ｘ＝４８，０７６、Ｙ＝

－６９，４３２～－６９，４３３。

主軸方向：Ｎ－８７°－Ｅ。　    

規模と形状：南側が調査区外に出るため、全容は不明で

ある。検出東西最大径１．８ｍ・検出南北最大径１ｍ・深

さ０．８７ｍ。

重複：３６・37号住居を掘り込む。

埋土：上層暗褐色土、下層灰黄褐色土。

遺物：なし。            

時期：不明。

(６８)２４０号土坑(第129図、ＰＬ．65) 

位置：Ｃ区の中央、南端。南壁に掛かる。Ｃ３調査区

の中央よりやや東寄りの位置。南端。Ｘ＝４８，０７４～

４８，０７５、Ｙ＝－６９，４２６。

主軸方向：不明。　    

規模と形状：南側が調査区外に出るため、全容は不明で

ある。検出東西最大径１．１ｍ・検出南北最大径０．５２ｍ・

検出最大深度０．１２ｍ。

重複：１４号溝に南辺を掘り込まれる。

埋土：暗褐色土。

遺物：なし。            

時期：不明。

(６９)２４１号土坑(第129図、ＰＬ．65) 

位置：Ｃ区の中央、南端。南壁に掛かる。Ｃ３調査区

の中央よりやや東寄りの位置。南端。Ｘ＝４８，０７６～

４８，０７７、Ｙ＝－６９，４２５。

主軸方向：Ｎ－４１°－Ｗ。　    

規模と形状：南北にやや長い楕円形状を呈する。長径

０．９４ｍ・短径０．９ｍ・深さ０．２６ｍ。

重複：なし。

埋土：暗褐色土。

遺物：なし。            

時期：不明。

(７０)２４３号土坑(第129図、ＰＬ．65・107) 

位置：Ｃ区の中央から東寄りの位置、南端付近。Ｃ４

調査区の東南端付近。１２号溝の西側、３６号住居の北側、

２４４号土坑の南側に隣接する。Ｘ＝４８，０８１～４８，０８２、Ｙ

＝－６９，４１９～－６９，４２０。

主軸方向：Ｎ－１３０°－Ｅ。　    

規模と形状：北西－南東方向にやや長い楕円形状を呈す

る。長径０．９ｍ・短径０．７２ｍ・深さ０．２ｍ。

重複：なし。

埋土：灰黄褐色土。

遺物：灰釉陶器皿片１点（埋土）。

時期：不明。

(７１)２４４号土坑(第129・137・138図、ＰＬ．66・107) 

位置：Ｃ区の中央から東寄りの位置。Ｃ４調査区の西南

寄りの位置、南端。２４３号土坑の北側に位置する。Ｘ＝

４８，０８４～４８，０８６、Ｙ＝－６９，４１９～－６９，４２０。

主軸方向：Ｎ－１５°－Ｅ。　    

規模と形状：東側を攪乱されている。南北に長い楕円形

状を呈する。底面に川原石が敷き詰められている。長径

２．６４ｍ・短径１．２４ｍ・深さ０．６４ｍ。墓壙と考えられる。

供献されたと考えられる完形ないしほぼ完形に近い土器

が４点出土している。木棺に使用されたと考えられる鉄

釘片も出土している。

重複：なし。

埋土：暗褐色土、底面付近に黄褐色土が斜めに堆積する。

遺物：灰釉陶器椀１点・同皿１点・須恵器椀２点（底部）、

鉄釘4点（埋土2、底部2）。

時期：平安時代中期、１０世紀前半。

(７２)２４５号土坑(第129図、ＰＬ．65) 

位置：Ｃ区の中央から北東寄りの位置。Ｃ３調査区の中

央よりやや北寄りの位置。東端。２５６号土坑の南側に位

置する。Ｘ＝４８，０９６、Ｙ＝－６９，４２０～－６９，４２２。

主軸方向：Ｎ－９５°－Ｅ。　    

規模と形状：東西に長い隅丸長方形状を呈する。長径

１．８ｍ・検出最大短径１ｍ・深さ０．１２ｍ。

重複：南側を３9号住居に掘り込まれる。

埋土：上層暗褐色土、下層灰黄褐色土。

遺物：なし。

時期：不明。

(７３)２４６号土坑(第130図、ＰＬ．65) 

位置：Ｃ区・Ｃ３調査区の中央よりやや北東寄りの位置。
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２４３号土坑
１　灰黄褐色土１０ＹＲ４／０　地山鈍い黄褐色土の

ブロック及び榛名山二ツ岳火山灰Ｈｒ－ＦＡ粒
を少量含む。

２　灰黄褐色土１０ＹＲ４／２　地山鈍い黄褐色土の
ブロックを多量に含む。

２３９号土坑
１　鉄分が凝集した層。
２　暗褐色土１０ＹＲ３／３　榛名山二ツ岳軽石Ｈｒ－ＦＰらしいパミスや砂粒を少量

含むが、全体に混入物は少ない。しまり強い。
３　灰黄褐色土１０ＹＲ４／２　灰黄色土と暗褐色土の混土。しまり強い。
４　灰黄褐色土１０ＹＲ４／２　２層の土の中に地山砂質土を多量に含む。

２４５号土坑
１　暗褐色細粒砂質土１０ＹＲ３／３　榛名山二ツ岳軽石

Ｈｒ－ＦＰパミスをやや多く含む。しまりやや強い。
２　灰黄褐色土１０ＹＲ４／２　下層にある住居の埋土と１

層の土との混土。１層よりも砂質。ややしまりは
欠ける。混入物少ない。

２４０号土坑
１　暗褐色土１０ＹＲ３／３　榛名山火山灰Ｈｒ－ＦＰらしいパミスや微細礫を不均等に含

む。粘性弱くしまりやや強い。
２　暗褐色土１０ＹＲ３／３　１層の土をベースとし地山灰黄色砂質土を少量含む。
３　灰黄褐色土１０ＹＲ４／２　地山灰黄色土をベースとし炭化物粒を多量に含む。

２４１号土坑
１　暗褐色細粒砂質土１０ＹＲ３／３　地山灰黄色砂質土

を不揃いのブロック状に不均等に含む。１′は
壁崩落土との混土。

２　灰黄褐色土１０ＹＲ５／２　地山中に１層の土を不均
等に含む。ややしまり欠く。地山とは異なるよ
うだが明瞭ではない。

２４４号土坑
１　暗褐色土１０ＹＲ３／３　やや砂質。上部に榛名山二ツ

岳軽石Ｈｒ－ＦＰらしいパミスを多く含む。しまりや
や弱い。下部へ向かって２層へ漸移する。

２　黄褐色土２．５ＹＲ５／３　地山灰黄色土の崩落土。



２４７号土坑の西側に位置する。Ｘ＝４８，０９３～４８，０９４、Ｙ

＝－６９，４２７～－６９，４２８。

主軸方向：Ｎ－１０５°－Ｅ。　    

規模と形状：北西－南東方向に僅かに長い楕円形状を呈

する。長径１．１４ｍ・短径１．０８ｍ・深さ０．２ｍ。

重複：３３号住居の東辺及び竃に掘り込まれる。

埋土：上層暗褐色土、下層灰黄褐色土。

遺物：なし。

時期：古代。

(７４)２４７号土坑(第130図、ＰＬ．65) 

位置：Ｃ区・Ｃ３調査区の中央よりやや北東寄りの位置。

２４６号土坑の東側に位置する。Ｘ＝４８，０９３～４８，０９４、Ｙ

＝－６９，４２５～－６９，４２６。

主軸方向：Ｎ－１０３°－Ｅ。　    

規模と形状：東西に長い楕円形状を呈する。長径１．３８ｍ・

短径１．１２ｍ・深さ０．３６ｍ。

重複：３２号住居の西辺を掘り込む。

埋土：暗褐色土、底面近くに灰黄褐色土。

遺物：なし。

時期：不明。

(７５)２５１号土坑(第130図、ＰＬ．65) 

位置：Ｃ区の中央。Ｃ３調査区の中央よりやや西寄りの

位置。Ｘ＝４８，０８３～４８，０８５、Ｙ＝－６９，４４０～－６９，４４１。

主軸方向：Ｎ－１５°－Ｅ。　    

規模と形状：南北に長い楕円形状を呈する。長径１．６ｍ・

短径１．２２ｍ・深さ０．５２ｍ。

重複：１４号溝に掘り込まれる。

埋土：暗褐色土、壁から斜めに底面近くにかけて灰黄褐

色土が堆積する。

遺物：なし。

時期：不明。

(７６)２５２号土坑(第128図、ＰＬ．65) 

位置：Ｃ区の中央よりやや東寄りの位置。Ｃ３調査区の

東端付近。３５・５６号住居の北側、３２号住居の南側に位置

する。Ｘ＝４８，０８６～４８，０８７、Ｙ＝－６９，４２３～－６９，４２４。

主軸方向：Ｎ－５°－Ｅ。　    

規模と形状：南北に長い楕円形状を呈する。長径１．３８ｍ・

短径１．２ｍ・深さ０．２６ｍ。

重複：なし。

埋土：灰黄褐色土。

遺物：なし。

時期：不明。

(７７)２５３号土坑(第130図、ＰＬ．67) 

位置：Ｃ区の中央。Ｃ３調査区の中央、西寄りの位置。

Ｘ＝４８，０８４、Ｙ＝－６９，４４３～－６９，４４４。

主軸方向：Ｎ－２２°－Ｗ。　    

規模と形状：北西－南東方向に長い楕円形状を呈する。

長径０．７４ｍ・短径０．６５ｍ・深さ０．１８ｍ。

重複：５３号住居の上面を掘り込むが、５３号住居の遺構を

破壊するまでには達していない。２９８号土坑の西側を掘

り込む。

埋土：上層暗褐色土、中層及び下層、壁際に灰黄褐色土

が堆積している。上層から多量の礫が出土した。構造か

ら土公神祭祀の場であった可能性が考えられる。

遺物：なし。

時期：不明。

(７８)２５４号土坑(第130図) 

位置：Ｃ区の中央。Ｃ３調査区の中央、西寄りの位置。

Ｘ＝４８，０８４～４８，０８５、Ｙ＝－６９，４４３～－６９，４４４。

主軸方向：Ｎ－２０°－Ｗ。　    

規模と形状：南北に長い楕円形状を呈する。長径１．５ｍ・

短径０．６ｍ・深さ０．１８ｍ。

重複：５３号住居の上面を掘り込むが、５３号住居の遺構を

破壊するまでには達していない。

埋土：上層暗褐色土、中層鈍い黄褐色土、底面付近に灰

黄褐色土が堆積している。

遺物：なし。

時期：不明。

(７９)２５５号土坑(第130図、ＰＬ．67) 

位置：Ｃ区・Ｃ３調査区の中央よりやや北東寄りの位

置。２５６号土坑の西側、２７３号土坑の東側に位置する。Ｘ

＝４８，０９８～４８，０９９、Ｙ＝－６９，４０９～－６９，４１０。

主軸方向：Ｎ－１３°－Ｗ。　    

規模と形状：南北にやや長い楕円形状を呈する。長径
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２４６号土坑
１　黒褐色砂質土１０ＹＲ３／２　やや砂質。パミス

や灰黄色砂質土小ブロック等の混入物がや
や多い。しまり強い。１′では混入物少な
くなる。

２４７号土坑
１　灰黄褐色細粒砂質土１０ＹＲ４／２　上部に小礫混じる。しまりやや強い。１′は地

山砂質土を多く含む。
２　暗褐色砂質土１０ＹＲ３／３　炭化物粒をやや多く含む。
３　灰黄褐色土１０ＹＲ４／２　２層の土と地山砂質土との混土。ややしまり欠く。

２５１号土坑
１　暗褐色細粒砂質土１０ＹＲ３／３　浅間山火山灰Ａｓ－Ｃらしいパ

ミスを不均等にやや多く含む。
２　灰黄褐色土１０ＹＲ４／２　１層の土と地山灰黄色砂質土との

混土。

２５３号土坑
１　黒褐色砂質土１０ＹＲ３／２　礫はほとんどこの層に含まれ

る。ややしまり欠く。
２　灰黄褐色土１０ＹＲ４／２　黄色味の強い粘性土をベースと

し砂質土を不均等に含む。２′は砂質土主体となる。
３　灰黄褐色土１０ＹＲ４／２　地山砂層に暗褐色土が不均等に

混じる。

２５６号土坑
１　黒褐色砂質土１０ＹＲ３／２　黒味の強

い砂質土中に灰黄色砂質土を多量
に含む。ややしまり欠く。２５５号
土坑埋土に近似。

２５５号土坑
１　黒褐色粗粒砂質土１０ＹＲ３／２　壁際に灰黄色砂質土を小ブロック状に含む。１′は地山砂質土を多く含む。

２７２号土坑
１　暗褐色細～中粒砂質土１０ＹＲ３／３　黄褐色砂質土を多く、黄褐色土の小ブロック及び榛名山二ツ岳軽石Ｈｒ－ＦＰらしいパ

ミスを少量含む。しまりやや欠く。
２　灰黄褐色砂質土１０ＹＲ４／２　１層の土と地山砂質土との混土。

２５４号土坑
１　黒褐色粗粒砂質土１０ＹＲ３／２　２５２号土坑埋土１層に近似。黄褐色土粒及び炭化物粒を不均等に少量含む。
２　鈍い黄褐色土１０ＹＲ４／３　黄色味を帯びた粘質土をベースとし砂質土が混入する。
３　灰黄褐色土１０ＹＲ４／２　地山砂層と砂質土との混土。



１．１ｍ・短径０．５２ｍ・深さ０．２８ｍ。

重複：２７２号土坑の北西辺を掘り込む。

埋土：黒褐色土。

遺物：なし。

時期：不明。

(８０)２５６号土坑(第130図、ＰＬ．67) 

位置：Ｃ区の中央よりやや北東寄りの位置。Ｃ３調査区

の北寄りの位置。東端付近。２５５号土坑の東側、３６号住

居・２４５号土坑の北側に位置する。Ｘ＝４８，０９８～４８，０９９、

Ｙ＝－６９，４２２～－６９，４２３。

主軸方向：Ｎ－９８°－Ｗ。　    

規模と形状：ほぼ円形状を呈する。径１．０６ｍ・深さ０．４２ｍ。

重複：なし。

埋土：黒褐色土。

遺物：なし。

時期：不明。

(８１)２５７号土坑(第131図、ＰＬ．67) 

位置：Ｃ区の中央より北寄りの位置。Ｃ３調査区の北東

寄りの位置。２７３号土坑の南東に位置する。Ｘ＝４８，０９５

～４８，０９７、Ｙ＝－６９，４２８～－６９，４３１。

主軸方向：Ｎ－９３°－Ｅ。　    

規模と形状：東西に長い楕円形状を呈する。長径１．４１ｍ・

短径１．２ｍ・深さ０．８１ｍ。

重複：３３号住居に掘り込まれる。

埋土：上層鈍い黄褐色土　下層灰黄褐色土    

遺物：なし。

時期：平安時代中期(１０世紀後半)以降。

(８２)２５８号土坑(第131図、ＰＬ．67) 

位置：Ｃ区の中央、南端付近。Ｃ３調査区の中央よりや

や東寄りの位置。南端付近。２６号住居の東側、１４号溝の

の北側に位置する。Ｘ＝４８，０７６～４８，０７７、Ｙ＝－６９，４２８

～－６９，４３０。

主軸方向：Ｎ－０°－Ｗ。　    

規模と形状：ほぼ円形状を呈する。径１．２８ｍ・深さ０．３４ｍ。

重複：２５９号土坑に南辺を掘り込まれる。

埋土：暗褐色土、底面付近に灰黄褐色土が堆積する。

遺物：なし。

時期：不明。

(８３)２５９号土坑(第131図、ＰＬ．67) 

位置：Ｃ区の中央、南端付近。Ｃ３調査区の中央よりや

や東寄りの位置。南端付近。２６号住居の東側、１４号溝の

の北側に位置する。Ｘ＝４８，０７５～４８，０７６、Ｙ＝－６９，４２８

～－６９，４３０。

主軸方向：Ｎ－７°－Ｅ。　    

規模と形状：南北に長い不整楕円形状を呈する。長径

１．７２ｍ・短径１．３２ｍ・深さ０．３４ｍ。

重複：２５８号土坑の南辺を掘り込む。２６９号土坑に南辺を

掘り込まれる。

埋土：暗褐色土。

遺物：なし。

時期：不明。

(８４)２６０号土坑(第131・138図、PL.108) 

位置：Ｃ区・Ｃ4調査区の中央、北端付近。１４号溝の

南側に隣接する。Ｘ＝４８，１１２～４８，１１３、Ｙ＝－６９，４０９～

－６９，４１０。

主軸方向：Ｎ－２０°－Ｅ。　    

規模と形状：東西に長い楕円形状を呈する。長径１．４２ｍ・

短径０．８６ｍ・深さ０．１４ｍ。

重複：59号住居の南西隅を掘り込む。

埋土：暗褐色土。

遺物：須恵器椀１点（埋土）。         

時期：不明。

(８５)２６２号土坑(第131・138図、ＰＬ．67・108) 

位置：Ｃ区の中央より東寄りの位置。Ｃ４調査区の中

央よりやや南寄りの位置。西端付近。Ｘ＝４８，０９０～

４８，０９１、Ｙ＝－６９，４１８～－６９，４１９。

主軸方向：Ｎ－５°－Ｅ。　    

規模と形状：北東－南西方向に長い不整楕円形状を呈す

る。径１．４８ｍ・深さ０．３ｍ。

重複：２６３号土坑の南辺を掘り込む。

埋土：暗灰黄褐色土。

遺物：用途不明鉄製品2点・鉄鈴2点（埋土）。

時期：近世。
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２５７号土坑
１　鈍い黄褐色土１０ＹＲ４／３　黄褐色粘質

土と黒褐色土との混土。
２　灰黄褐色土１０ＹＲ４／２　互層状の堆積。

炭化物等粒子の混入は少ない。

２６０号土坑
１　暗褐色細粒砂質土１０ＹＲ３／３　榛名山二ツ岳軽石Ｈｒ－ＦＰらしい

不揃いのパミスを少量含む。焼土及び炭化物粒が散見する。
１′は地山砂質土を多く含む。

２５８・２５９号土坑
１　暗褐色細粒砂質土１０ＹＲ３／３　炭化物粒を不均等に含む。しまりやや

強い。１′は大粒の榛名山二ツ岳軽石Ｈｒ－ＦＰらしいパミスをやや多く
含む。

２　暗褐色土１０ＹＲ３／３　１層と区別難しいが、やや黒味強い。２′は１′
との区別は難しいが、２′では１′の下部に多い炭化物粒が見えない。

３　灰黄褐色土１０ＹＲ４／２　地山砂質土をベースとし、２′層の土を含む。
しまりあり。

２６８・２６９号土坑
１　暗褐色細粒砂質土１０ＹＲ３／３　黄褐色土を不均等にやや多く含む。１′

は黄褐色土の混入が増えるものの黒味が強くなる。
２　暗褐色土１０ＹＲ３／３　土質は１層に同じ。やや黒味が強い。１層より

黄褐色土ブロックが大粒で炭化物粒が散見する。２′は焼土粒が混
じる。

３　黒褐色土１０ＹＲ３／２　土質は１層に同じ。炭化物粒の混入が部分的に
顕著。

２６２・２６３号土坑
１　暗灰黄色土２．５Ｙ４／２　２６１号土坑埋土１層に近似。浅間山火山灰Ａｓ

－Ｃ混入黒色土及び黄褐色土の小ブロック等雑多な混入物を少量含
む。しまりやや強い。１′は混入物少ない。

２　浅間山火山灰Ａｓ－Ｃ混入黒色土のブロック。
３　暗灰黄色土２．５Ｙ４／２　１層に類似。混入物は小粒で少ない。３′は

地山砂質土を多量に含む。



(８６)２６３号土坑(第131・198図、ＰＬ．67・108) 

位置：Ｃ区の中央より東寄りの位置。Ｃ４調査区の中

央よりやや南寄りの位置。西端付近。Ｘ＝４８，０９１～

４８，０９２、Ｙ＝－６９，４１８～－６９，４１９。

主軸方向：Ｎ－５°－Ｅ。　    

規模と形状：南北方向に長い不整楕円形状を呈する。長

径１．５ｍ・短径１．４ｍ・深さ０．１８ｍ。

重複：２６２号土坑に南辺を掘り込まれる。

埋土：暗灰黄褐色土。

遺物：在地系土器焙烙片１点・板碑片１点（埋土、304頁

第198図に掲載）。

時期：近世。

(８７)２６６号土坑(第132・138図、ＰＬ．67) 

位置：Ｃ区の中央より東寄りの位置。Ｃ４調査区の中央

よりやや南寄りの位置。Ｃ３調査区との境に掛かる。３２

号住居の東側に隣接する。Ｘ＝４８，０９０～４８，０９２、Ｙ＝

－６９，４１９～－６９，４２１。

主軸方向：Ｎ－１０°－Ｅ。　    

規模と形状：南北方向に長い不整楕円形状を呈する。長

径２．３２ｍ・短径２．０１ｍ・深さ０．３ｍ。

重複：２６７号土坑の北辺を掘り込む。

埋土：暗褐色土。

遺物：砥石１点（埋土）。

時期：不明。

(８８)２６７号土坑(第132図、ＰＬ．67) 

位置：Ｃ区の中央より東寄りの位置。Ｃ４調査区の中央

よりやや南寄りの位置。Ｃ３調査区との境に掛かる。３２

号住居の東側に隣接する。Ｘ＝４８，０８９～４８，０９０、Ｙ＝

－６９，４１９～－６９，４２０。

主軸方向：Ｎ－５°－Ｅ。　    

規模と形状：南北方向に長い不整楕円形状を呈する。検

出南北最大径０．９８ｍ・東西径１．２５ｍ・深さ０．１６ｍ。

重複：２６６号土坑に北辺を掘り込まれる。

埋土：暗褐色土。

遺物：なし。

時期：不明。

(８９)２６８号土坑(第131図、ＰＬ．67) 

位置：Ｃ区の中央、南端付近。Ｃ3調査区の中央よりや

や東寄りの位置、南端付近。４７号住居の北東側に隣接す

る。Ｘ＝４８，０７３～４８，０７５、Ｙ＝－６９，４２８～－６９，４３０。

主軸方向：Ｎ－８９°－Ｅ。　    

規模と形状：南北にやや長い隅丸方形状を呈している。

径０．７５ｍ・深さ０．１９ｍ。

重複：１４号溝を掘り込む。２６９号土坑の西側を掘り込む。

埋土：暗褐色土、底面に黒褐色土が堆積する。

遺物：なし。

時期：不明。

(９０)２６９号土坑(第131図、ＰＬ．67) 

位置：Ｃ区の中央、南端付近。Ｃ４調査区の中央よりや

や東寄りの位置、南端付近。４７号住居の北東側に隣接す

る。Ｘ＝４８，０７３～４８，０７５、Ｙ＝－６９，４３０～－６９，４３１。

主軸方向：Ｎ－９°－Ｗ。　    

規模と形状：２６８号土坑に西側を掘り込まれており､ 全

容は不明である。南北径１．５１ｍ・検出最大東西径１．４８ｍ・

深さ０．４ｍ。

重複：２６８号土坑に西側を掘り込まれ、１４号溝及び２５９号

土坑を掘り込む。

埋土：暗褐色土。

遺物：なし。

時期：不明。

(９１)２７１号土坑(第132図、ＰＬ．67) 

位置：Ｃ区の中央からやや東寄りの位置、北端付近。Ｃ

３調査区の中央から東寄りの位置、北端付近。２７８号土

坑の北側に隣接する。Ｘ＝４８，１０２、Ｙ＝－６９，４３６。

主軸方向：Ｎ－６２°－Ｅ。　    

規模と形状：ほぼ円形状を呈する。径０．９６ｍ・深さ０．２８ｍ。

重複：なし。

埋土：上層暗褐色土、下層灰黄褐色土。

遺物：なし。

時期：不明。

(９２)２７２号土坑(第130図、ＰＬ．68) 

位置：Ｃ区の中央からやや北東寄りの位置。Ｃ３調査区

の北東寄りの位置。２５６号土坑の西側に隣接する。Ｘ＝
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４８，０９７～４８，０９８、Ｙ＝－６９，４２５～－６９，４２６。

主軸方向：Ｎ－１００°－Ｅ。　    

規模と形状：北西辺を２５５号土坑に掘り込まれているが、

東西にやや長い楕円形状を呈する。長径１．２５ｍ・短径

１．０３ｍ・深さ０．３ｍ。

重複：北西辺を２５５号土坑に掘り込まれる。

埋土：暗褐色土、底面付近に灰黄褐色土が僅かに堆積す

る。

遺物：なし。

時期：不明。

(９３)２７３号土坑(第132図、ＰＬ．68) 

位置：Ｃ区・Ｃ３調査区の北東寄りの位置。３３号住居の

北側に隣接する。Ｘ＝４８，０９７～４８，０９８、Ｙ＝－６９，４３０～

－６９，４３１。

主軸方向：Ｎ－１９°－Ｅ。　    

規模と形状：南北にやや長い楕円形状を呈する。長径

１．０２ｍ・短径０．９６ｍ・深さ０．１３ｍ。

重複：なし。

埋土：暗褐色土、底面付近に灰黄褐色土が堆積する。

遺物：なし。

時期：不明。

(９４)２７４号土坑(第132図、ＰＬ．68) 

位置：Ｃ区・Ｃ３調査区の北東寄りの位置。Ｘ＝４８，１００

～４８，１０１、Ｙ＝－６９，４３１。

主軸方向：Ｎ－８５°－Ｅ。　    

規模と形状：東西にやや長い楕円形状を呈する。長径

０．７４ｍ・短径０．６８ｍ・深さ０．１３ｍ。

重複：なし。

埋土：暗褐色土、底面付近に灰黄褐色土が堆積する。

遺物：なし。

時期：不明。

(９５)２７５号土坑(第132図、ＰＬ．68) 

位置：Ｃ区・Ｃ３調査区の北東寄りの位置。Ｘ＝４８，１０１

～４８，１０２、Ｙ＝－６９，４２８。

主軸方向：Ｎ－２２°－Ｗ。　    

規模と形状：南北にやや長い楕円形状を呈する。長径

０．６４ｍ・短径０．５４ｍ・深さ０．３ｍ。

重複：なし。

埋土：暗褐色土と灰黄褐色土の互層。

遺物：なし。

時期：不明。

(９６)２７６号土坑(第132図、ＰＬ．68) 

位置：Ｃ区・Ｃ３調査区の中央、北寄りの位置。Ｘ＝

４８，０９８、Ｙ＝－６９，４３３～－６９，４３４。

主軸方向：Ｎ－３０°－Ｗ。　    

規模と形状：東西にやや長い楕円形状を呈する。長径

０．７ｍ・短径０．６ｍ・深さ０．３ｍ。

重複：なし。

埋土：暗褐色土。

遺物：なし。

時期：不明。

(９７)２７７号土坑(第132図、ＰＬ．68) 

位置：Ｃ区・Ｃ３調査区の中央、北端付近。Ｘ＝４８，１０１

～４８，１０３、Ｙ＝－６９，４３２～－６９，４３３。

主軸方向：Ｎ－１００°－Ｅ。　    

規模と形状：北西－南東にやや長い隅丸台形状を呈する。

長径１．２８ｍ・短径１．２２ｍ・深さ０．６２ｍ。

重複：なし。

埋土：上層暗褐色土、下層黒褐色土。

遺物：なし。

時期：不明。

(９８)２７８号土坑(第133図、ＰＬ．68) 

位置：Ｃ区・Ｃ３調査区の中央、北端。北壁に掛かる。

Ｘ＝４８，１０２、Ｙ＝－６９，４３４。

主軸方向：不明。　    

規模と形状：北側調査区外に大きく出るため、全容は不

明である。

重複：なし。

埋土：暗褐色土。

遺物：なし。

時期：不明。

(９９)２７９号土坑(第133図、ＰＬ．68) 

位置：Ｃ区・Ｃ３調査区の中央、北端。北壁に掛かる。

第４節　Ｃ区で検出された遺構と遺物
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２６６・２６７号土坑
１　暗褐色土１０ＹＲ３／３　榛名山二ツ岳軽石Ｈｒ－ＦＰらしいバミス・炭化物粒・焼土等をやや多く含む。し

まり強い。１′は地山砂質土との混土。
２　暗褐色土１０ＹＲ３／３　１層と区別が難しいが黄色味が強い。２′は地山砂質土との混土。

２７１号土坑
１　暗褐色中～粗粒砂質土１０ＹＲ３／３　黄褐色土

小ブロックを少量、炭化物粒をやや多く含
む。ややしまり欠く。

２　灰黄褐色土１０ＹＲ４／２　１層の土と地山砂質
土との混土。地山砂質土を多く含む。

２７４号土坑
１　暗褐色細～中粒砂質土１０ＹＲ３／３　黄褐色土

の小ブロック及び榛名山二ツ岳軽石Ｈｒ－ＦＰ
らしいパミスを少量含む。しまりやや欠く。
炭化物粒を少量含む。

２　灰黄褐色砂質土１０ＹＲ４／２　１層の土と地山
砂質土との混土。

２７３号土坑
１　暗褐色細～中粒砂質土１０ＹＲ３／３　黄褐色土

の小ブロック及び榛名山二ツ岳軽石Ｈｒ－ＦＰ
らしいパミスを少量含む。しまりやや欠く。

２　灰黄褐色土１０ＹＲ４／２　１層の土と地山砂質
土との混土。炭化物を不均等にやや多く含
む。

２７５号土坑
１　暗褐色細～中粒砂質土１０ＹＲ３／３　砂質土ブ

ロック及び黄色土粒をやや多く、黄褐色土
の小ブロック及び榛名山二ツ岳軽石Ｈｒ－ＦＰ
らしいパミスを少量含む。しまりやや欠く。

２　灰黄褐色砂質土１０ＹＲ４／２　１層の土と地山
砂質土との混土。２′は黒味を帯びる。

２７７号土坑
１　暗褐色中～粗粒砂質土１０ＹＲ３／３　黄褐色土小ブ

ロックを少量含む。ややしまり欠く。
２　黒褐色土１０ＹＲ３／２　黒味強く粒子が細かい。混入

物少ない。ややしまり欠く。
３　灰黄褐色砂質土１０ＹＲ４／２　１層の土と地山砂質土

との混土。



Ｘ＝４８，１０２～４８，１０３、Ｙ＝－６９，４３２～－６９，４３３。

主軸方向：不明。　    

規模と形状：北側調査区外に大きく出るため、全容は不

明である。東西径０．５８ｍ・南北径０．４ｍ・深さ０．６２ｍ。

重複：なし。

埋土：暗褐色土。

遺物：なし。

時期：不明。

(１００)２８０号土坑(第133図、ＰＬ．68) 

位置：Ｃ区の中央、北端付近。Ｃ３調査区の西寄り、北

端付近。Ｘ＝４８，０９９、Ｙ＝－６９，４４１～－６９，４４２。

主軸方向：Ｎ－６５°－Ｗ。　    

規模と形状：東西に長い楕円形状を呈する。長径１ｍ・

短径０．６１ｍ・深さ０．１６ｍ。

重複：なし。

埋土：暗褐色土、底面近くには灰黄褐色土が堆積する。

遺物：なし。

時期：不明。

(１０１)２８１号土坑(第133図、ＰＬ．68) 

位置：Ｃ区の中央、北端付近。Ｃ３調査区の西寄り、北

端付近。Ｘ＝４８，０９６～４８，０９７、Ｙ＝－６９，４４２～－６９，４４３。

主軸方向：Ｎ－５９°－Ｗ。　    

規模と形状：東西に長い楕円形状を呈する。長径１．４６ｍ・

短径１．１４ｍ・深さ０．３２ｍ。

重複：なし。

埋土：暗褐色土、底面近くには灰黄褐色土が堆積する。

遺物：なし。

時期：不明。

(１０２)２８２号土坑(第133図、ＰＬ．69) 

位置：Ｃ区の中央、北端付近。Ｃ３調査区の西寄り、北

端付近。Ｘ＝４８，０９６～４８，０９７、Ｙ＝－６９，４４５～－６９，４４６。

主軸方向：Ｎ－５°－Ｅ。　    

規模と形状：不整円形状を呈する。径１．３６ｍ・深さ０．１２ｍ。

重複：２８３号土坑の西北側を掘り込む。

埋土：暗褐色土。

遺物：なし。

時期：不明。

(１０３)２８３号土坑(第133図、ＰＬ．69) 

位置：Ｃ区の中央、北端付近。Ｃ３調査区の西寄り、北

端。Ｘ＝４８，０９６、Ｙ＝－６９，４４２～－６９，４４３。

主軸方向：Ｎ－９８°－Ｅ。　    

規模と形状：東西に長い楕円形状を呈する。検出最大長

径０．９５ｍ・短径０．７４ｍ・深さ０．１８ｍ。

重複：２８２号土坑に西北側を掘り込まれる。

埋土：灰黄褐色土。

遺物：なし。

時期：不明。

(１０４)２９２号土坑(第133図、ＰＬ．69) 

位置：Ｃ区の中央、やや北寄りの位置。Ｃ３調査区の中

央、西端寄り。１４号溝の西側、４３号住居の南側、５３号住

居の北側、２９３号土坑の東側に隣接する。Ｘ＝４８，０８１～

４８，０８８、Ｙ＝－６９，４４１～－６９，４４３。

主軸方向：Ｎ－１２５°－Ｅ。　    

規模と形状：北西－南東方向に長い楕円形状を呈する。

長径１．５ｍ・短径１．３４ｍ・深さ０．１８ｍ。

重複：なし。

埋土：上層暗褐色土、下層灰黄褐色土。

遺物：なし。

時期：不明。

(１０５)２９３号土坑(第134図、ＰＬ．69) 

位置：Ｃ区の中央、やや北寄りの位置。Ｃ３調査区の

中央、やや北寄りの位置、西端寄り。５３号住居の北側、

２９2号土坑の西側に隣接する。Ｘ＝４８，０８８、Ｙ＝－６９，４４３

～－６９，４４４。

主軸方向：Ｎ－７１°－Ｅ。　    

規模と形状：西端を２９４号土坑に掘り込まれているが、

東西に長い楕円形状を呈する。検出最大東西径０．６８ｍ・

南北径０．７８ｍ・深さ０．１８ｍ。

重複：西端を２９４号土坑に掘り込まれる。

埋土：上層暗褐色土、下層灰黄褐色土。

遺物：なし。

時期：不明。

(１０６)２９４号土坑(第134図、ＰＬ．69) 

位置：Ｃ区の中央、やや北寄りの位置。Ｃ３調査区の

第４節　Ｃ区で検出された遺構と遺物

175



０ １ｍ１:40

Ａ Ａ′

103-435

調査区外

L=125.70mＡ Ａ′

1
2

3
3

Ａ Ａ′

09
8

-4
46

282土

283土

L=125.50mＡ Ａ′

3

2 1

282土 283土

Ａ Ａ′

105-433

調査区外

L=125.60mＡ Ａ′

2 2

1 Ａ Ａ′

099
-443

L=125.40mＡ Ａ′

1
2

Ａ Ａ′

097
-444

L=125.40mＡ Ａ′

1

2

Ａ Ａ′

089
-443

L=125.40mＡ Ａ′

1

2

第１３３図  Ｃ区土坑　平面図・土層断面図(12)

２７８号土坑 ２８２・２８３号土坑

２７９号土坑

２８０号土坑 ２８１号土坑

２９２号土坑

第３章　調査の成果

176

２７８号土坑
１　暗褐色土１０ＹＲ３／３　上部にパミス多い。ややしまり欠く。
２　暗褐色中～粗粒砂質土１０ＹＲ３／３　黄褐色土小ブロックを少量、

黄色土を含む。ややしまり欠く。
３　暗褐色細～中粒砂質土１０ＹＲ３／３　黄褐色土の小ブロック及び

榛名山二ツ岳軽石Ｈｒ－ＦＰらしいパミスを少量含む。しまりや
や欠く。

２８２・２８３号土坑
１　暗褐色細～中粒砂質土１０ＹＲ３／３　黄褐色土の小ブロック及び榛

名山二ツ岳軽石Ｈｒ－ＦＰらしいパミスを少量含む。しまり弱い。
２　暗褐色中～粗粒砂質土１０ＹＲ３／３　黄褐色土の小ブロックを少量、

黄色味を帯びた砂質土を多く含む。しまりやや欠く。
３　灰黄褐色砂質土１０ＹＲ４／２　１層の土と地山砂質土との混土。上

部には斑鉄はみられない。

２８０号土坑
１　暗褐色中～粗粒砂質土１０ＹＲ３／３　黄褐色土小ブロックを少量含む。砂質土は下部側

に偏って混入している。ややしまり欠く。
２　灰黄褐色砂質土１０ＹＲ４／２　暗褐色細～中粒砂質土と地山砂質土との混土。バミスを

多く、砂質土をブロック状に含む。

２８１号土坑
１　暗褐色細～中粒砂質土１０ＹＲ３／３　黄褐色土の小ブロック及び榛名山二ツ岳軽石Ｈｒ－ＦＰ

らしいパミスを少量、黄色味を帯びた砂質土を多く含む。しまりやや欠く。
２　灰黄褐色砂質土１０ＹＲ４／２　１層の土と地山砂質土との混土。

２９２号土坑
１　暗褐色細～中粒砂質土１０ＹＲ３／３　黄褐色土小ブロック、榛名山二ツ岳軽石Ｈｒ－ＦＰらし

いパミスを少量含む。混入物は少ない。ややしまり欠く。
２　灰黄褐色砂質土１０ＹＲ４／２　１層の土と地山砂質土との混土。粘性が弱い黒色土が小

ブロック状に混入する。下半部では砂質土が主体となる。

２７９号土坑
１　暗褐色土１０ＹＲ３／３　上部にパミス多い。
２　暗褐色中～粗粒砂質土１０ＹＲ３／３　黄褐色土小

ブロックを少量、黄色土を含む。ややしまり
欠く。



中央、やや北寄りの位置、西端寄り。５３号住居の北側、

２９７号土坑の東側に隣接する。Ｘ＝４８，０８８、Ｙ＝－６９，４４３

～－６９，４４４。

主軸方向：Ｎ－７１°－Ｅ。　    

規模と形状：２９３号土坑の西端を掘り込む。北西－南東方

向に僅かに長い楕円形状を呈する。長径１．０１ｍ・短径

０．９６ｍ・深さ０．2２ｍ。

重複：２９３号土坑の西端を掘り込む。

埋土：上層暗褐色土、下層灰黄褐色土。

遺物：なし。

時期：不明。

(１０７)２９５号土坑(第134図、ＰＬ．69) 

位置：Ｃ区の中央から西北寄りの位置。Ｃ３調査区の西

端、やや北寄りの位置、西端。１７５号土坑の東側に隣接

する。Ｘ＝４８，０８５～４８，０８６、Ｙ＝－６９，４４６～－６９，４４７。

主軸方向：Ｎ－７０°－Ｅ。　    

規模と形状：２９６号土坑の西端を掘り込む。東西にやや

長い隅丸長方形状を呈する。長径１．０１ｍ・短径０．８４ｍ・

深さ０．３ｍ。

重複：２９６号土坑の西端を掘り込む。

埋土：上層暗褐色土、下層灰黄褐色土。

遺物：なし。

時期：不明。

(１０８)２９６号土坑(第134図、ＰＬ．69) 

位置：Ｃ区の中央から西北寄りの位置。Ｃ３調査区の西

端、やや北寄りの位置、西端付近。２９７号土坑の南側、

５３号住居の西側に隣接する。Ｘ＝４８，０８５～４８，０８６、Ｙ＝

－６９，４４６～－６９，４４７。

主軸方向：Ｎ－７０°－Ｅ。　    

規模と形状：２９５号土坑に西端を掘り込まれる。東西に

やや長い隅丸長方形状を呈する。検出最大長径１．１ｍ・

短径１ｍ・深さ０．１ｍ。

重複：２９5号土坑に西端を掘り込まれる。

埋土：灰黄褐色土。

遺物：なし。

時期：不明。

(１０９)２９７号土坑(第134図、ＰＬ．69) 

位置：Ｃ区の中央から西北寄りの位置。Ｃ３調査区の

西端、やや北寄りの位置、西端付近。２９６号土坑の北

側 に 隣 接 す る。 Ｘ ＝４８，０８７～４８，０８８、 Ｙ ＝ －６９，４４５～

－６９，４４６。

主軸方向：Ｎ－５°－Ｗ。　    

規模と形状：南北にやや長い隅丸長方形状を呈する。長

径１．８４ｍ・短径１．２６ｍ・深さ０．１４ｍ。

重複：なし。

埋土：暗褐色土、底部付近に僅かに灰黄褐色土、壁際に

鈍い黄褐色土がそれぞれ堆積する。

遺物：なし。

時期：不明。

(１１０)２９８号土坑(第134図、ＰＬ．69) 

位置：Ｃ区の中央、やや北寄りの位置。Ｃ３調査区の中

央、やや北西寄りの位置。５５号住居の西側、３０３号土坑

の北側に隣接する。Ｘ＝４８，０８３～４８，０８４、Ｙ＝－６９，４４２

～－６９，４４４。

主軸方向：Ｎ－４２°－Ｅ。　    

規模と形状：東西にやや長い楕円形状を呈する。長径

１．１８ｍ・短径１．０８ｍ・深さ０．４４ｍ。

重複：２５３号土坑に西側を掘り込まれる。５３号住居の上

面を掘り込むが、住居の遺構を破壊するまでには土坑の

掘り込みは及んでいない。

埋土：暗褐色土、底部付近及び壁際に灰黄褐色土が堆積

する。

遺物：なし。

時期：不明。

(１１１)２９９号土坑(第134図、ＰＬ．69) 

位置：Ｃ区の中央、南端寄り。Ｃ３調査区の南西寄り

の位置。３０１号土坑の東側に隣接する。Ｘ＝４８，０７４～

４８，０７６、Ｙ＝－６９，４３７～－６９，４３８。

主軸方向：不明。　    

規模と形状：南西側を３００号土坑に北東側を２７号住居に

掘り込まれているため、形状は不明である。検出最大南

北径１．８６ｍ・検出最大東西径０．８４ｍ・深さ０．１６ｍ。

重複：南端で１４号溝を掘り込み、南西側を３００号土坑に、

北東側を２７号住居に掘り込まれている。
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２９７号土坑
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２９３・２９４号土坑
１　暗褐色細～中粒砂質土１０ＹＲ３／３　黄褐色土の小ブロック及び榛名山

二ツ岳軽石Ｈｒ－ＦＰらしいパミスを少量含む。混入物少ない。黒味が
やや強い。ややしまり欠く。

２　灰黄褐色砂質土１０ＹＲ４／２　１層の土と地山砂質土との混土。
３　暗褐色細～中粒砂質土１０ＹＲ３／３　黄褐色土の小ブロック及び榛名山

二ツ岳軽石Ｈｒ－ＦＰらしいパミスを少量含む。ややしまり欠く。
４　灰黄褐色土１０ＹＲ４／２　３層の土と地山砂質土との混土。砂質土の混

入は少ない。

２９８号土坑
１　暗褐色中～粗粒砂質土１０ＹＲ３／３　黄褐色土の小ブロックを少量、極

細かなパミスをやや多く含む。しまりやや欠く。各層の境は漸移的
で不明瞭。

２　暗褐色細～中粒砂質土１０ＹＲ３／３　黄褐色土の小ブロック及び榛名山
二ツ岳軽石Ｈｒ－ＦＰらしいパミスを少量含む。混入物少なく粒子細か
い。各層の境は漸移的で不明瞭。粘性僅かでややしまり欠く。

３　灰黄褐色土１０ＹＲ４／２　２層と地山砂質土との混土。

２９５・２９６号土坑
１　暗褐色細～中粒砂質土１０ＹＲ３／３　黄褐色土の小ブロック及び榛名山

二ツ岳軽石Ｈｒ－ＦＰらしいパミスを少量含む。１・２層は互層状に堆
積している。ややしまり欠く。

２　灰黄褐色砂質土１０ＹＲ４／２　１層の土と地山砂質土との混土。１・２
層は互層状に堆積している。

３　灰黄褐色砂質土１０ＹＲ４／２　暗褐色中～粗粒砂質土と地山砂質土との
混土。　

２９９・３００号土坑
１　暗褐色中～粗粒砂質土１０ＹＲ３／３　やや黒味を帯びる。黄褐色土の小

ブロックを少量含む。しまりやや欠く。
２　暗褐色中～粗粒砂質土１０ＹＲ３／３　１層に近似するが粒子がより細か

い。
３　暗褐色細～中粒砂質土１０ＹＲ３／３　黄褐色土の小ブロック及び榛名山

二ツ岳軽石Ｈｒ－ＦＰらしいパミスを少量、大粒の炭化物粒をやや多く
含む。ややしまり欠く。

４　灰黄褐色砂質土１０ＹＲ４／２　３層の土と地山砂質土との混土。

２９７号土坑
１　暗褐色中～粗粒砂質土１０ＹＲ３／３　黄褐色土の小ブロック及び榛名山二ツ岳軽石Ｈｒ－ＦＰ

らしいパミスを少量含みしまりやや欠く土と黒味が強い粘質土との混土。土質は地
山砂質土主体の鈍い黄褐色砂質土に近似しており、２９０号土坑埋土１層に近似して
いる。

２　灰黄褐色砂質土１０ＹＲ４／２ 　１層の土と地山砂質土との混土。
３　鈍い黄褐色砂質土１０ＹＲ４／３　地山と区別が難しい。若干混入物があったり、シミの

ような色調変化が確認できる。　



埋土：暗褐色土。

遺物：なし。

時期：古代。

(１１２)３００号土坑(第134図、ＰＬ．69) 

位置：Ｃ区の中央、南寄り。Ｃ３調査区の南西寄りの位

置。３０１号土坑の東側に隣接する。Ｘ＝４８，０７４～４８，０７５、

Ｙ＝－６９，４３７～－６９，４３８。

主軸方向：Ｎ－１２５°－Ｅ。　    

規模と形状：東西に長い楕円形状を呈する。長径１．０４ｍ・

検出最大東西径０．８４ｍ・深さ０．３４ｍ。

重複：１４号溝を掘り込む。２９９号土坑の南西端を掘り込む。

埋土：上層・中層暗褐色土、下層灰黄褐色土。

遺物：なし。

時期：不明。

(１１３)３０１号土坑(第135図、ＰＬ．69) 

位置：Ｃ区の中央、南寄り。Ｃ３調査区の南西寄りの位

置。２９９・３００号土坑の西側に隣接する。Ｘ＝４８，０７５～

４８，０７７、Ｙ＝－６９，４３８～－６９，４４０。

主軸方向：Ｎ－６１°－Ｅ。　    

規模と形状：東西に長い楕円形状を呈する。長径２．５５ｍ・

短径１．２４ｍ・深さ０．２２ｍ。

重複：なし。

埋土：上層暗褐色土、下層灰黄褐色土。

遺物：なし。

時期：不明。

(１１４)３０２号土坑(第135図、ＰＬ．69) 

位置：Ｃ区の中央から西寄りの位置。Ｃ３調査区の西端、

中央。３０５・３０６号土坑の西側、５４号住居の東側に隣接す

る。Ｘ＝４８，０８２～４８，０８３、Ｙ＝－６９，４４５～－６９，４４６。

主軸方向：Ｎ－９６°－Ｅ。　    

規模と形状：東西に長い楕円形状を呈する。長径 １．６８ｍ・

短径１．５６ｍ・深さ０．２８ｍ。

重複：なし。

埋土：上層暗褐色土、中層暗褐色土及び灰黄褐色土。下

層灰黄褐色土。

遺物：なし。

時期：不明。

(１１５)３０３号土坑(第135図、ＰＬ．70) 

位置：Ｃ区の中央から西寄りの位置。Ｃ３調査区の中

央、西端寄りの位置。３０５号土坑の西側、５０・５５号住居

の西側に隣接する。Ｘ＝４８，０８２～４８，０８３、Ｙ＝－６９，４４２

～－６９，４４３。

主軸方向：Ｎ－１０°－Ｅ。　    

規模と形状：不整円形状を呈する。径 １ｍ・深さ０．２ｍ。

重複：３０４号土坑に南辺を掘り込まれる。

埋土：暗褐色土。

遺物：なし。

時期：不明。

(１１６)３０４号土坑(第135図、ＰＬ．70) 

位置：Ｃ区の中央から西寄りの位置。Ｃ３調査区の中央、

西端寄りの位置。３１９号土坑の北側、３０６号土坑の東側、

５０号住居の西側に隣接する。Ｘ＝４８，０８１～４８，０８２、Ｙ＝

－６９，４４２～－６９，４４３。

主軸方向：Ｎ－１０５°－Ｅ。　    

規模と形状：東西にやや長い楕円形状を呈する。長径 

１．２８ｍ・短径１．２２ｍ・深さ０．２８ｍ。

重複：３０３号土坑の南辺を掘り込む。

埋土：暗褐色土。

遺物：なし。

時期：不明。

(１１７)３０５号土坑(第135図、ＰＬ．70) 

位置：Ｃ区の中央から西寄りの位置。Ｃ３調査区の中央、

西端寄りの位置。５３号住居・２５３・２５４号土坑の南側、３０６

号土坑の北側、３０２号土坑の東側、３０３号土坑の西側に隣

接する。Ｘ＝４８，０８２～４８，０８３、Ｙ＝－６９，４４４～－６９，４４５。

主軸方向：Ｎ－２７°－Ｅ。　    

規模と形状：不整円形状を呈する。径 １．２５ｍ・深さ

０．２５ｍ。

重複：なし。

埋土：暗褐色土。

遺物：なし。

時期：不明。

第４節　Ｃ区で検出された遺構と遺物

179



(１１８)３０６号土坑(第135図、ＰＬ．70) 

位置：Ｃ区の中央から西寄りの位置。Ｃ３調査区の中

央、西端寄りの位置。３０５号土坑の南側、３２０号土坑の北

側、３０２号土坑の東側、３０４号土坑の西側に隣接する。Ｘ

＝４８，０８１～４８，０８２、Ｙ＝－６９，４４４～－６９，４４５。

主軸方向：Ｎ－１１５°－Ｅ。　    

規模と形状：不整楕円形状を呈する。長径 １．５４ｍ・短

径１．１６ｍ・深さ０．２２ｍ。

重複：なし。

埋土：暗褐色土。

遺物：なし。

時期：不明。

 (１１９)３１２号土坑(第135図、ＰＬ．70) 

位置：Ｃ区の中央から西寄りの位置。Ｃ３調査区の中央

から南寄り、西端寄りの位置。３１４号土坑の南側、３１５号

土坑の北側、１４号溝の西側に隣接する。Ｘ＝４８，０７６～

４８，０７７、Ｙ＝－６９，４４３～－６９，４４４。

主軸方向：Ｎ－５５°－Ｅ。　    

規模と形状：不整円形状を呈する。径 １．０４ｍ・深さ０．２ｍ。

重複：３１３号土坑の東端を掘り込む。

埋土：暗褐色土。

遺物：なし。

時期：不明。

(１２０)３１３号土坑(第135図、ＰＬ．70) 

位置：Ｃ区の中央から西寄りの位置。Ｃ３調査区の中央

から南寄り、西端寄りの位置。３１４号土坑の南側、３１５号

土坑の北側に位置する。Ｘ＝４８，０７６、Ｙ＝－６９，４４４。

主軸方向：Ｎ－５６°－Ｅ。　    

規模と形状：東西に長い楕円形状を呈する。長径 ０．７ｍ・

短径０．６ｍ・深さ０．１８ｍ。

重複：３１２号土坑に東端を掘り込まれる。

埋土：暗褐色土。

遺物：なし。

時期：不明。

(１２１)３１４号土坑(第136図、ＰＬ．70) 

位置：Ｃ区の中央から西寄りの位置。Ｃ３調査区の中

央から南寄り、西端寄りの位置。３１２・３１３号土坑の北

側、３１９・３２０号土坑の南側に隣接する。Ｘ＝４８，０７８～

４８，０７９、Ｙ＝－６９，４４３～－６９，４４４。

主軸方向：Ｎ－８４°－Ｅ。　    

規模と形状：東西に長い楕円形状を呈する。長径 １．７ｍ・

短径１．０４ｍ・深さ０．１ｍ。

重複：なし。

埋土：上層暗褐色土、下層鈍い黄褐色土。

遺物：なし。

時期：不明。

(１２２)３１５号土坑(第136図、ＰＬ．70) 

位置：Ｃ区の中央から西寄りの位置。Ｃ３調査区の中央

から南寄り、西端寄りの位置。３１２・３１３号土坑の南側、

５１号住居の北側に隣接する。Ｘ＝４８，０７４～４８，０７５、Ｙ＝

－６９，４４４～－６９，４４５。

主軸方向：Ｎ－９３°－Ｅ。　    

規模と形状：東西に長い楕円形状を呈する。長径 １．３ｍ・

短径１．０４ｍ・深さ０．２４ｍ。

重複：なし。

埋土：上層暗褐色土・鈍い黄褐色土、下層鈍い黄褐色土。

遺物：なし。

時期：不明。

(１２３)３１６号土坑(第136図、ＰＬ．70) 

位置：Ｃ区の中央から西寄りの位置。Ｃ３調査区の中央

から南寄り、西端。３１７号土坑の北側に隣接する。Ｘ＝

４８，０７７～４８，０７８、Ｙ＝－６９，４４７～－６９，４４８。

主軸方向：Ｎ－３５°－Ｅ。　    

規模と形状：不整円形状を呈する。径 ０．８８ｍ・深さ０．２ｍ。

重複：なし。

埋土：上層暗褐色土、下層灰黄褐色土。

遺物：なし。

時期：不明。

(１２４)３１７号土坑(第136図、ＰＬ．70) 

位置：Ｃ区の西寄りの位置。Ｃ３調査区の中央から南寄

り、西端。３１６号土坑の南側、３１８号土坑の北側に隣接す

る。Ｘ＝４８，０７６～４８，０７７、Ｙ＝－６９，４４７～－６９，４４８。

主軸方向：Ｎ－２０°－Ｗ。　    

規模と形状：南北に長い不整楕円形状を呈する。長径 
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３０１号土坑
１　暗褐色細～中粒砂質土１０ＹＲ３／３　黄褐色土の小ブロック及び榛名山

二ツ岳軽石Ｈｒ－ＦＰらしいパミスを少量含む。ややしまり欠く。
２　灰黄褐色砂質土１０ＹＲ４／２　１層の土と地山砂質土との混土。やや粗

粒。下部に砂質土をブロック状に多く含む。
３　暗褐色砂質土１０ＹＲ３／３　１層と近似するが壁際は砂質土主体。

３０３・３０４号土坑
１　暗褐色細～中粒砂質土１０ＹＲ３／３　黄褐色土の小ブロック及び榛名山

二ツ岳軽石Ｈｒ－ＦＰらしいパミスを少量、下部に砂質土を多く含む。
ややしまり欠く。

２　暗褐色細～中粒砂質土１０ＹＲ３／３　黄褐色土の小ブロック及び榛名山
二ツ岳軽石Ｈｒ－ＦＰらしいパミスを少量、大粒の砂質土ブロックを多
く含む。ややしまり欠く。

３０２号土坑
１　暗褐色細～中粒砂質土１０ＹＲ３／３　黄褐色土の小ブロック及び榛名山

二ツ岳軽石Ｈｒ－ＦＰらしいパミスを少量含む。ややしまり欠く。１′は
砂質土の混入が多い。

２　灰黄褐色砂質土１０ＹＲ４／２　１層と地山砂質土との混土。２′は黄色味
の強い土粒を霜降り状に含む。

３０５・３０６号土坑
１・２　暗褐色細～中粒砂質土１０ＹＲ３／３　黄褐色土の小ブロック及び榛

名山二ツ岳軽石Ｈｒ－ＦＰらしいパミスを少量含む。ややしまり欠く。
１層は榛名山二ツ岳軽石Ｈｒ－ＦＰらしいパミスがやや多い。２層はや
や粗粒。

３　灰黄褐色砂質土１０ＹＲ４／２　１層の土と地山砂質土との混土。やや大
粒の炭化物粒を含む。

３１２・３１３号土坑
１　暗褐色細～中粒砂質土１０ＹＲ３／３　黄褐色土の小ブロック及び榛名山二ツ岳軽

石Ｈｒ－ＦＰらしいパミスを少量含み、ややしまり欠く。砂粒の混入が多く、暗
褐色細～中粒砂質土と地山砂質土との混土の中間的な土質。

２　鈍い黄褐色土１０ＹＲ４／３　地山砂質土主体。　
３　暗褐色細～中粒砂質土１０ＹＲ３／３　黄褐色土小ブロック及び榛名山二ツ岳軽石Ｈ

ｒ－ＦＰらしいパミスを少量、粒子細かく粘性弱い暗褐色土を含む。ややしまり
欠く。

４　灰黄褐色砂質土１０ＹＲ４／２　３層の土と地山砂質土との混土。



１．０４ｍ・短径０．９ｍ・深さ０．２２ｍ。

重複：なし。

埋土：上層暗褐色土、中層灰黄褐色土、下層鈍い黄褐色土。

遺物：なし。

時期：不明。

(１２５)３１８号土坑(第136図、ＰＬ．70) 

位置：Ｃ区の西寄りの位置。Ｃ３調査区の中央から南寄

り、西端。３１７号土坑の南側に隣接する。Ｘ＝４８，０７５、

Ｙ＝－６９，４４８。

主軸方向：Ｎ－８°－Ｗ。　    

規模と形状：南北に長い不整楕円形状を呈する。長径 

１．８６ｍ・短径０．４４ｍ・深さ０．１８ｍ。

重複：なし。

埋土：上層灰黄褐色土・灰オリーブ色土、下層暗褐色土。

遺物：なし。

時期：不明。

(１２６)３１９号土坑(第136図、ＰＬ．71) 

位置：Ｃ区の西寄りの位置。Ｃ３調査区の中央から南寄

り、西端付近。３０４・３０６号土坑の南側、３１４号土坑の北

側に隣接する。Ｘ＝４８，０８０、Ｙ＝－６９，４４８。

主軸方向：Ｎ－９５°－Ｅ。　    

規模と形状：東西に長い隅丸長方形状を呈する。長径 

０．８６ｍ・短径０．７ｍ・深さ０．１２ｍ。

重複：なし。

埋土：上層暗褐色土、下層灰黄褐色土。

遺物：なし。

時期：不明。

(１２７)３２０号土坑(第136図、ＰＬ．71) 

位置：Ｃ区の西寄りの位置。Ｃ３調査区の中央から南寄

り、西端付近。３０６号土坑の南側、３１９号土坑の西側に隣

接する。Ｘ＝４８，０７９～４８，０８０、Ｙ＝－６９，４４４～－６９，４４６。

主軸方向：Ｎ－１１６°－Ｅ。　    

規模と形状：北西－南東方向に長い不整楕円形状を呈す

る。長径 1．94ｍ・短径1．1ｍ・深さ０．48ｍ。

重複：なし。

埋土：上層灰黄褐色土・鈍い黄褐色土、下層鈍い黄褐色土。

遺物：なし。

時期：不明。

(１２８)３２１号土坑(第137図、ＰＬ．71) 

位置：Ｃ区の西寄りの位置。Ｃ３調査区の中央から南寄

り、西端付近。５１号住居の西側に隣接する。Ｘ＝４８，０６９

～４８，０７０、Ｙ＝－６９，４４７～－６９，４４８。

主軸方向：Ｎ－２０°－Ｅ。　    

規模と形状：東西に若干長い楕円形状を呈する。長

径 １．０４ｍ・短径１．０２ｍ・深さ０．３２ｍ。

重複：なし。

埋土：上・中層暗褐色土、下層灰黄褐色土、最下層暗灰

黄褐色土。

遺物：なし。

時期：不明。

(１２９)３２２号土坑(第137・138図、ＰＬ．71) 

位置：Ｃ区の西寄りの位置。Ｃ３調査区の中央から南寄

り、西端付近。５１号住居の西側に隣接する。Ｘ＝４８，０７２

～４８，０７３、Ｙ＝－６９，４４６～－６９，４４７。

主軸方向：Ｎ－１１０°－Ｅ。　    

規模と形状：東西に長い不整楕円形状を呈する。長径 

１．３６ｍ・短径１．２ｍ・深さ０．４６ｍ。

重複：なし。

埋土：上層・灰黄褐色土、下層鈍い黄褐色土。

遺物：須恵器椀１点（埋土）。

時期：不明。
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第１３６図  Ｃ区土坑　平面図・土層断面図(15)
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３１４号土坑
１　暗褐色中～粗粒砂質土１０ＹＲ３／３　黄褐色土の小ブロックを少量含む。

混入物少ない。ややしまり欠く。
２　鈍い黄褐色土１０ＹＲ４／３　地山砂質土主体。　
３　鈍い黄褐色砂質土１０ＹＲ４／３　地山との区別難しい。混入物若干あり。

シミのような色調変化が確認できる。　

３１５号土坑
１　暗褐色中～粗粒砂質土１０ＹＲ３／３　黄褐色土の小ブロックを少

量含む。ややしまり欠く。
２　灰黄褐色砂質土１０ＹＲ４／２　１層の土と地山砂質土との混土。

３１７号土坑
１　暗褐色細～中粒砂質土１０ＹＲ３／３　黄褐色土

の小ブロック及び榛名山二ツ岳軽石Ｈｒ－ＦＰ
粒らしいパミスを少量含む。ややしまり欠
く。１′は黒味を帯びた粘性の弱い土が多
くなる。しまり欠く。

２　灰黄褐色砂質土１０ＹＲ４／２　　１層の土と地
山砂質土との混土。

３　鈍い黄褐色砂質土１０ＹＲ４／３　地山砂質土主
体。黒味強い。

３１６号土坑
１　暗褐色中～粗粒砂質土１０ＹＲ３／３　黄褐色土

の小ブロックを少量含む。上部は砂質土主
体で下部は黒味を帯びた土が多くなる。し
まりややあり。１′は砂質土と黒味を帯び
た土がブロック状に混じる。

３１８号土坑
１　灰黄褐色砂質土１０ＹＲ４／２　暗褐色細～中粒

砂質土と地山砂質土との混土。しまり欠く。
２　灰オリーブ色砂質土５Ｙ５／２　細粒砂のほ

ぼ純層でしまり強い。地山砂質土に近似。
３　暗褐色細～中粒砂質土１０ＹＲ３／３　黄褐色土

の小ブロック及び榛名山二ツ岳軽石Ｈｒ－ＦＰ
粒らしいパミスを少量含む。ややしまり欠
く。

３２０号土坑
１　灰黄褐色砂質土１０ＹＲ４／２　暗褐色中～粗粒砂質土と地山砂質土との

混土。地山灰黄色砂質土と黒味を帯びた砂質土とが不均等に混じる。
２　鈍い黄褐色土１０ＹＲ４／３　地山砂質土主体。２′は地山砂質土より暗い

色調を呈するが、土質は地山に同じ。

３１９号土坑
１　暗褐色中～粗粒砂質土１０ＹＲ３／３　黄褐色土の小ブロックを少量、

やや大粒の炭化物粒を含む。ややしまり欠く。
２　灰黄褐色土１０ＹＲ４／２　暗褐色細～中粒砂質土と地山砂質土との混

土。
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３２１号土坑
１　暗褐色細～中粒砂質土１０ＹＲ３／３　黄褐色土の小ブロック及び榛名山

二ツ岳軽石Ｈｒ－ＦＰ粒らしいパミスを少量含む。ややしまり欠く。
２　灰黄褐色砂質土１０ＹＲ４／２　１層の土と地山砂質土との混土。　
３　暗黄褐色砂質土１０ＹＲ４／３　地山の黄色味強い砂質土主体。

３２２号土坑
１　灰黄褐色砂質土１０ＹＲ４／２　暗褐色中～粗粒砂質土と地山砂質土との

混土。地山の灰黄色砂質土と黒味を帯びた砂質土とが不均等に混入。
２　鈍い黄褐色土１０ＹＲ４／３　地山砂質土主体。地山砂質土より暗い色調

を呈するものの、土質は地山に同じ。
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　5.ピット
　Ｃ区では、ピットは全域から７８基が検出されているが、

主に中央部であるＣ２・Ｃ３区から集中して検出された。

規模等は２５４頁からの第５表ピット一覧表に示した。

第１３９図  Ｃ区ピット　平面図・土層断面図(1)

２９４・３１１号ピット ２９５号ピット ２９６号ピット ３０１号ピット ３０６号ピット

３０７号ピット ３０８号ピット ３０９号ピット

３１０号ピット

３１３・３１４号ピット ３１５号ピット

３１６号ピット ３１７号ピット ３１８号ピット

３１２号ピット

３１９号ピット ３２０号ピット ３２２号ピット３２３号ピット３２１号ピット

第３章　調査の成果

186

２９４・３１１号ピット
１　灰黄褐色土１０ＹＲ４／２　鈍い黄褐色砂質土を含む。しまりやや強い。
２　暗褐色土１０ＹＲ３／３　褐灰色砂粒を約２０％程度、φ約５㎜〜 １ｃｍ程度の

白色ブロックを約３％程度含む。しまりやや強い。
２９５号ピット
１　灰黄褐色土１０ＹＲ４／２　鈍い黄褐色砂質土を含む。しまりやや強い。
２９６号ピット
１　暗褐色土１０ＹＲ３／３　黄褐色粒及び炭化物を約２％程度含む。しまり強い。
３０１号ピット
１　灰黄褐色砂質土１０ＹＲ４／２　φ約１〜５㎜程度の白色粒を僅かに、褐灰

色砂粒を含む。しまり強い。
３０６号ピット
１　鈍い黄褐色砂質土１０ＹＲ４／３　
３０７号ピット
１　暗褐色砂粒状土１０ＹＲ３／４　白色粒を微量含む。　
２　暗褐色砂粒状土１０ＹＲ３／４　浅黄橙土ブロックを少量含む。しまりあり。

３０８号ピット
１　鈍い黄褐色砂粒状土１０ＹＲ４／３　ややしまりあり。
３０９号ピット
１　鈍い黄褐色砂粒状土１０ＹＲ５／４　
２　鈍い黄褐色土１０ＹＲ５／４　白色軽石を微量含む。しまりあり。
３　暗褐色土１０ＹＲ３／３　φ約５ｍｍ程度の白色軽石を微量含む。１層より脆い。
310・３１２号ピット
１　暗褐色土１０ＹＲ３／３　灰黄褐色砂粒を２０％、φ約１〜２㎜程度の明黄褐

色粒を僅かに含む。しまり強い。
２　暗褐色土１０ＹＲ３／３　φ約１〜２㎜程度の白色粒及び炭化物を僅かに含

む。しまり強い。
３１３ 〜 ３１８号ピット
１　暗褐色土１０ＹＲ３／３　やや粘質。　
３１９号ピット
１　灰黄褐色土１０ＹＲ４／２　暗褐色土を約２０％程度、φ約５〜 １０ｍｍ程度の鈍

い黄褐色ブロックを約１０％程度含む。しまりやや強い。
３２０ 〜 ３２3号ピット
１　鈍い黄褐色砂質土１０ＹＲ４／３　
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３２４号ピット
１　鈍い黄褐色砂質土１０ＹＲ４／３　　
４２１・４２２・４２５ 〜 ４２９号ピット
１　暗褐色土１０ＹＲ３／３　φ約１ｃｍ程度の灰黄褐色土ブロックを含む。
４２３・４２４号ピット
１　灰黄褐色土１０ＹＲ４／２　やや砂質。
４４３号ピット
１　暗褐色土１０ＹＲ３／４　φ約３〜 ５ｍｍ程度の白色軽石を微量含む。しまりあり。粘性ややあり。
４４４号ピット
１　暗褐色土１０ＹＲ３／３　φ約１〜３㎜程度の白色軽石を微量含む。しまりあり。やや粘質。
445・４４６号ピット
１　暗褐色土１０ＹＲ３／３　φ約２～５㎜程度の白色軽石を微量、砂粒を多く含む。しまりややあり。
２　鈍い黄褐色土１０ＹＲ４／３　φ約８～ １０㎜程度の榛名山二ツ岳軽石ＦＰ粒を少量含む。しまりややあり。
４４７号ピット
１　暗褐色砂粒状土１０ＹＲ３／３　φ約３～５㎜程度の白色軽石を微量含む。しまりややあり。
４４８号ピット
１　鈍い黄褐色砂粒状土１０ＹＲ４／３　φ約３～５㎜程度の白色軽石を微量含む。しまりややあり。
２　暗褐色土１０ＹＲ３／３　φ約３～５㎜程度の白色軽石を微量含む。しまりややあり。
４４９号ピット
１　灰黄褐色土１０ＹＲ４／２　φ約５㎜程度の軽石を微量含む。しまりややあり。
２　暗褐色土１０ＹＲ３／３　φ約３～８㎜程度の軽石を微量含む。しまりややあり。
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４５０号ピット
１　黒褐色土１０ＹＲ３／２　φ約２～５㎜程度の軽石を微量含む。しまりあり。

やや粘質。　
４５１号ピット
１　暗褐色土１０ＹＲ３／３　φ約３～８㎜の白色軽石を少量含む。しまりあり。

やや粘質。
４６２号ピット
１　暗褐色砂質土１０ＹＲ３／３　鈍い黄褐色砂粒を約５％程度含む。しまり強

い。
４６３号ピット
１　暗褐色砂粒状土１０ＹＲ３／４　脆い。
４６４号ピット
１　暗褐色砂質土１０ＹＲ３／４　
２　褐色砂質土１０ＹＲ４／４　
４６５号ピット
１　暗褐色砂粒状土１０ＹＲ３／４　やや脆い。
４６６号ピット
１　暗褐色土１０ＹＲ３／３　小粒の白色軽石を微量含む。しまりあり。やや粘質。
４６７号ピット
１　黒褐色土１０ＹＲ３／２　パミスが大粒で上部ほど量が多くなる。しまりは

周辺と変わらない。

２　灰黄褐色土１０ＹＲ４／２　粘性弱い。２′は黄褐色粘性土ブロック多い。し
まりは周辺と変わらない。

４６９号ピット
１　黒褐色土１０ＹＲ３／２　灰黄色粘性土及び榛名山二ツ岳軽石Ｈｒ－ＦＰらしいパ

ミスを不均等に含む。粘性弱くしまりややあり。
２　黒褐色土１０ＹＲ３／２　パミスは大粒で量も多い。
４７１号ピット
１　暗褐色極細粒砂質土１０ＹＲ３／３　混入物少ない。黒味強い。ややしまり

欠く。１′は地山灰黄色砂質土を多量に含む。　
４７２号ピット
１　暗褐色土１０ＹＲ３／３　やや砂質。この部分のみネットリした黒い層。１′

は地山砂質土との混土。
２　灰黄褐色土１０ＹＲ４／２　砂質土中に黒色土が不均等に混じる。ややしま

り欠く。
４７３号ピット
１　オリーブ褐色土２．５Ｙ４／３　黄褐色粘性土ブロック主体。２層の土や浅

間山火山灰Ａｓ－Ｃ混入黒色土ブロックを含む。しまり強い。
２　鈍い黄褐色土１０ＹＲ４／３　地山黄褐色土を主体とする。１層の土が混じ

る。ややサラサラしている。
３　１層の土と浅間山火山灰Ａｓ－Ｃ混入黒色土との混土。
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４７４号ピット
１　灰黄褐色土１０ＹＲ４／２　地山砂質土及び炭化物粒を含む。不均質。
２　暗褐色砂質土１０ＹＲ３／３　炭化物をやや多く含む。ややしまり欠く。
４７５号ピット
１　鈍い黄褐色土１０ＹＲ４／３　砂質土中に多量の黄褐色粘性土ブロックを含

む。焼土粒散見。
２　灰黄褐色土１０ＹＲ４／２　不鮮明な焼土ブロックを多量に、砂質土及び炭

化物粒を含む。
４７６号ピット
１　暗褐色砂質土１０ＹＲ３／３　大粒の灰黄褐色砂質土のブロックを不均等に

含む。粘性ややあり。しまり強い。１′は大粒の灰黄褐色砂質土の量
が多い。

２　黒褐色土１０ＹＲ３／２　混入物少ない。粘性弱い。
４７７号ピット
１　黒褐色土１０ＹＲ３／２　上部に灰黄色砂質土ブロックを含むが、全体的に

混入物は少ない。粘性強い。
２　暗褐色土１０ＹＲ３／３　１層の土と灰黄色土ブロックとの混土。
４８３号ピット
１　暗褐色細～中粒砂質土１０ＹＲ３／３　黄褐色土小ブロック及び榛名山二ツ

岳軽石Ｈｒ－ＦＰらしいパミスを少量含み、ややしまり欠く。大ブロック
状の砂質土が多い。

２　灰黄褐色砂質土１０ＹＲ４／２　１層の土と地山砂質土との混土。
４８４号ピット 
１　暗褐色細～中粒砂質土１０ＹＲ３／３　黄褐色土小ブロック、榛名山二ツ岳
軽石Ｈｒ－ＦＰらしいパミスを少量含み、ややしまり欠く。炭化物粒少量含む。
２　灰黄褐色砂質土１０ＹＲ４／２　１層の土と地山砂質土の混土。
４８５号ピット
１　黒褐色土１０ＹＲ３／２　黒味が強い。混入物少ない。ややしまり欠く。

２　灰黄褐色砂質土１０ＹＲ４／２　暗褐色細～中粒砂質土と地山砂質土の混土。
２′は地山砂質土主体。

４８６号ピット
１　暗褐色中～粗粒砂質土１０ＹＲ３／３　黄褐色土小ブロックを少量含む。や

やしまり欠く。上部に斑鉄と硬化面が見られる。
２　灰黄褐色土１０ＹＲ４／２　１層の土と地山砂質土の混土。地山砂質土を多

く含む。
４８７号ピット
１　暗褐色細～中粒砂質土１０ＹＲ３／３　黄褐色土小ブロック及び榛名山二ツ

岳軽石ＦＰらしいパミスを少量含む。ややしまり欠く。
２　黒褐色土１０ＹＲ３／２　黒味強く粒子が細かい。混入物少ない。ややしま

り欠く。
３　鈍い黄褐色土１０ＹＲ４／３　地山砂質土主体。
４８８号ピット
１　黒褐色土１０ＹＲ３／２　黒味強く粒子細かい。混入物少ない。しまり欠く。

１′は黄褐色土の混入が多く、炭化物をやや多く含む。
２　鈍い黄褐色土１０ＹＲ４／３　地山砂質土主体。
４８９号ピット
１　暗褐色細～中粒砂質土１０ＹＲ３／３　黄褐色土小ブロック及び榛名山二ツ

岳軽石Ｈｒ－ＦＰらしいパミスを少量含む。ややしまり欠く。
２　灰黄褐色砂質土１０ＹＲ４／２　１層の土と地山砂質土の混土。しまり強い。
４９０号ピット
１　黒褐色土１０ＹＲ３／２　黒味強く粒子が細かい。混入物少ない。ややしま

り欠く。１′は柱痕らしいしまりを欠く部分。
２　鈍い黄褐色土１０ＹＲ４／３　地山砂質土主体。混入物はほとんどない。
３　灰黄褐色砂質土１０ＹＲ４／２　暗褐色細～中粒砂質土と地山砂質土との混

土。
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４９１号ピット
１　黒褐色土１０ＹＲ３／２　黒味強く粒子が細かい。炭化物粒をやや多く含むが

混入物は少ない。しまり弱い。１′は地山砂質土を含む。
２　鈍い黄褐色砂質土１０ＹＲ４／３　地山と区別難しい。混入物若干あり。シミ

のような色調変化が確認できる。
４９２号ピット
１　黒褐色土１０ＹＲ３／２　黒味強く粒子が細かい。混入物は少ない。ややしま

り欠く。
２　暗褐色細～中粒砂質土１０ＹＲ３／３　黄褐色土の小ブロック及び榛名山二ツ

岳軽石Ｈｒ－ＦＰらしいパミスを少量含む。ややしまり欠く。
３　灰黄褐色砂質土１０ＹＲ４／２　２層の土と地山砂質土の混土。
４　鈍い黄褐色砂質土１０ＹＲ４／３　地山と区別難しい。混入物若干あり。シミ

のような色調変化が確認できる。
４９３号ピット
１　黒褐色土１０ＹＲ３／２　黒味強く粒子が細かい。炭化物粒を少量含むが混入

物は少ない。ややしまり欠く。
２　灰黄褐色砂質土１０ＹＲ４／２　暗褐色細～中粒砂質土と地山砂質土との混土。

しまりやや強い。
４９４号ピット
１　黒褐色土１０ＹＲ３／２　黒味強く粒子が細かい。炭化物粒の混入は多いが、

全体に混入物は少ない。ややしまり欠く。
２　灰黄褐色砂質土１０ＹＲ４／２　砂質土主体。暗褐色細～中粒砂質土と地山砂

質土との混土。
４９５号ピット
１　黒褐色土１０ＹＲ３／２　黒味強く粒子が細かい。黄褐色土の混入は多く、炭

化物粒が少量混じるが、全体的に混入物は少ない。１′はややしまり欠く。
２　鈍い黄褐色土１０ＹＲ４／３　地山砂質土主体。
４９６号ピット
１　黒褐色土１０ＹＲ３／２　黒味強く、粒子が細かい。炭化物粒を少量含むが、

全体的に混入物少ない。ややしまり欠く。１′は砂質土の混入が多く、

しまり欠く。
４９７号ピット
１　黒褐色土１０ＹＲ３／２　黒味強く粒子が細かい。砂質土の混入は多いもの

の全体的には混入物は少ない。しまり欠く。
２　鈍い黄褐色土１０ＹＲ４／３　地山砂質土主体。
４９８号ピット
１　黒褐色土１０ＹＲ３／２　黒味強く粒子が細かい。上部に砂質土をやや多く

含むものの、全体的に混入物は少ない。ややしまり欠く。
２　灰黄褐色砂質土１０ＹＲ４／２　暗褐色細～中粒砂質土と地山砂質土との混

土。
４９９号ピット
１　暗褐色細～中粒砂質土１０ＹＲ３／３　黄褐色土小ブロック及び榛名山二ツ

岳軽石Ｆｒ－ＦＰらしいパミスを少量含むものの全体的には混入物は少な
い。しまりやや強い。

２　灰黄褐色砂質土１０ＹＲ４／２　１層の土と地山砂質土との混土。
５００・501号ピット
１　黒褐色土１０ＹＲ３／２　黒味強く、粒子が細かい。混入物少ない。ややし

まり欠く。
２　灰黄褐色砂質土１０ＹＲ４／２　暗褐色細～中粒砂質土と地山砂質土との混

土。　
５０２号ピット
１　暗褐色細～中粒砂質土１０ＹＲ３／３　黄褐色土小ブロック及び榛名山二ツ

岳軽石Ｈｒ－ＦＰらしいパミスを少量含む。しまりややあり。粘性弱い。
２　灰黄褐色砂質土１０ＹＲ４／２　１層の土と地山砂質土との混土。
５０３ピット
１　黒褐色土１０ＹＲ３／２　黒味強く粒子が細かい。混入物少ない。しまり欠く。
２　灰黄褐色砂質土１０ＹＲ４／２　暗褐色細～中粒砂質土と地山砂質土との混

土。
３　暗褐色細～中粒砂質土１０ＹＲ３／３　黄褐色土小ブロック及び榛名山二ツ

岳軽石Ｈｒ－ＦＰらしいパミスを少量含む。ややしまり欠く。
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　6.遺構外出土遺物

　表土中から出土した遺物５４点を図化掲載した。古代の

土器が２４点、中近世陶磁器類が２４点、石製品が４点、鉄

製品が２点である。中近世陶磁器類は、第１９８ ～ ２００図

に別掲した。石製品では板碑片２点、鉄製品では火打金

が特筆される。

第１４５図　Ｃ区遺構外出土遺物(１)

第１４４図  Ｃ区ピット　出土遺物

第４節　Ｃ区で検出された遺構と遺物
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第１４６図  Ｃ区遺構外出土遺物(２)
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第１４７図  Ｃ区遺構外出土遺物(３)
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　Ｄ区は、全調査区内の西南端の一帯を占め、最大面積

の調査区であるＣ区とは南北方向に走行する生活道路を

挟んだ西側に当たる。道路本体に係る部分と北西側に突

出した北西側からの進入路に係る部分から校正される。

　Ｃ区西端で検出された南北方向の旧河道はＤ区側にま

では及んでいなかった。Ｃ区で検出された平安時代前～

中期の集落はこの河川を挟んだ西側対岸に当たるＤ区側

にも展開しているが、東側Ｃ区中央部における住居の密

集が圧倒的に顕著であり、Ｄ区側ではまばらな印象を受

ける。このことから集落の中心はＣ区側であり、Ｄ区側

は集落の西の縁辺部あったと考えられる。なお、Ｄ区で

は、Ｃ区に比べて住居はかなり散在しているが、住居は

Ｄ区の西端近くにも造られており、集落の範囲は西側に

さらに広がる可能性も存在している。集落の東側の範囲

は、先述したとおり、Ｂ区の西北隅付近で１棟だけ竪穴

住居が検出されているので、その付近が東限であると見

て良いだろう。

　Ｄ区は面積的にはＣ区に次いで広い調査区ではある

が、Ａ～Ｃ区のように、調査区は細分されていない。

　Ｄ区からは６棟の竪穴住居、２棟の掘立柱建物、７条

の溝、１箇所の鍛冶遺構、２箇所の畠、１箇所の窪地、

４０基の土坑、１0５基のピットなどの遺構が検出された。

　竪穴住居と掘立柱建物及び溝・鍛冶遺構・土坑・畠・

窪地の大部分は平安時代前～中期・９～ １０世紀のもの

であり、ピットはほとんどのものが年代不詳であった。

で検出された竪穴住居でも、竃が検出された事例ではい

ずれも東壁側に竃が造られており、本遺跡で検出された

竪穴住居における全般的な傾向と言える。

(１)１３号住居(第148図、ＰＬ．74・109)

位置：Ｄ区の東端、中央よりやや北寄りの位置。東

壁 に か か る。 Ｘ ＝４８，１０１ ～ ４８，１０５、 Ｙ ＝ －６９，３９６ ～

－６９，４００。

主軸方向：Ｎ－２３°－Ｅ。

検出面積：５．９６㎡。　

規模と形状：東側約半分以上が調査区外に出るため、全

容は明確ではないが、検出状況から方形ないし長方形状

を呈するものと思われる。東西径３．６１ｍ・南北径２．４３ｍ・

確認面からの深さ０．５２ｍ。しっかりとした掘方を有する。

重複：なし。

埋土：上層に暗褐色土、下層に褐色土が堆積し、壁際に

黒褐色土が斜めに流入している。　

竈・柱穴：検出されなかった。

周溝：南・西・北の各壁際で、周回せず断続的に検出さ

れた。溝幅約０．０９ ～ ０．１８ｍ、深さは約０．０１ ～ ０．０５ｍ。

貯蔵穴：検出されなかった。

床面：地山を平坦に削りだして床面を形成している。顕

著な硬化面は検出されなかった。

掘方：床面と掘方が一致している。

遺物：須恵器杯１点・同椀１点（埋土）。

時期：平安時代前期、９世紀第３四半期。

(２)１４号住居(第149 ～ 151図、ＰＬ．74 ～ 77・109)

位置：Ｄ区のほぼ中央、南端際。１４７・１４８・１８７号土坑、

３５９・３７２ ～ ３７５・４６０・４６１号ピットの南側に隣接する。

Ｘ＝４８，０４８ ～ ４８，０５３、Ｙ＝－６９，４９２ ～－６９，４９８。

主軸方向：Ｎ－６７°－Ｗ。竃主軸方位：Ｎ－５９°－Ｗ。

検出面積：１２．２４㎡。　

規模と形状：北東－南西方向にやや長い隅丸長方形状を

呈し、南西側に東西に長い長方形状の張り出し部が付く。

西壁際周溝南先端が張り出し部に向かって南西側に屈曲

していること、また張り出し部からも、本体と同様、床

面直上から焼失した部材と見られる炭化材塊や炭化物の

集中的堆積箇所が検出されたところから、張り出し部は

住居と一体のものと考えられる。ただし、この張り出し

第５節　Ｄ区で検出された遺構と遺物

　１．住居

　先述したようにＤ区からは６棟の竪穴住居が検出され

た。本遺跡では合計５９棟の竪穴住居が検出されている。

約９割の５２棟の竪穴住居はＣ区で検出されたことにな

る。Ｃ区で検出された住居は、Ｃ区の中央部であるＣ３

区に特に集中し、激しく重複しており、その辺りが集落

の中心と考えられる。先述したようにＤ区で検出された

住居は、集落の西端部の一画を構成するものと見られる。

　Ｄ区における竪穴住居の分布は東西両端付近に及んで

いるが、住居相互の重複はなく、散在している。また、

北西側からの進入路部分における検出はない。本調査区

第３章　調査の成果
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部の用途・機能は不明である。長辺５．３３ｍ・短辺３．９６ｍ・

確認面からの深さ０．６１ｍ。しっかりとした掘方を有する。

南西側張り出し部は、東西径約１．８ｍ・東西径１．５８ｍ。

重複：なし。

埋土：暗褐色土をベースとし、床面付近及び壁際にごく

わずかに黒褐色土が堆積している。　

竈：東壁の南寄りの位置に取り付く。残存状態は不良で

あった。両袖は川原石を芯材とし、粘質土を貼り付けて

形成されるが、住居内にはさほど張り出していない。竃

左袖の芯材はすでに失われており、痕跡のみが窪地とし

て検出された。燃焼部は住居の壁の外側に形成されてお

り、竃奧壁の芯材に使用された川原石は原位置を保った

まま検出された。煙道は地山を削り出して住居の外側に

延びている。燃焼部から煙道まで約０．０２ ～ ０．０３ｍの厚

さで、薄く粘灰黄褐色土を貼り付けて火床面を形成して

いる。竈前面の床面には、住居の中央部まで及ぶ広範囲

に焼土及び炭化材の顕著な堆積が認められた。

貯蔵穴：竃の右脇、住居の南東隅壁際から検出された。

不整円形状を呈し、径0.３８ｍ・床面からの深さは０．35ｍ、

暗褐色土が堆積している。

柱穴：検出されなかった。

土坑・ピット：住居本体の西端でピット１基(Ｐ1)、張

り出し部で土坑１基(１号土坑)とピット１基(Ｐ2)が検

出された。住居本体の西端、南寄りの位置で検出され

たＰ１は、北西－南東方向に長い楕円形状を呈し、長径

０．3５ｍ・短径０．２６ｍ・床面からの深さ０．16ｍ、灰黄褐色

土が堆積している。張り出し部の南壁際から検出された

１号土坑は、東西に僅かに長い不整楕円形状を呈してお

り、長径０．6ｍ・短径０．51ｍ・床面からの深さ０．13ｍ、

暗褐色土が堆積していた。同じく張り出し部内、１号土

坑の東側に近接する２ピットは東西に長い不整楕円形状

を呈しており、長径０．３９ｍ・短径０．３１ｍ・床面からの深

さ０．15ｍ、灰黄褐色土が堆積していた。

周溝：張り出し部を含め、南・西・北の各壁際で検出さ

１３号住居

第１４８図　Ｄ区１３号住居　平面図・土層断面図・出土遺物

第５節　Ｄ区で検出された遺構と遺物
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１　暗褐色土１０ＹＲ３／３　 φ約１〜 ２ｍｍ程度の榛名山二ツ岳軽石Ｈｒ－ＦＰ粒及び炭化物を含む。
２　褐色土１０ＹＲ４／６　φ約１〜 ２ｍｍ程度の褐色ブロックと極少量の榛名山二ツ岳軽石Ｈｒ－ＦＰ粒

を含む。
３　黒褐色粘質土１０ＹＲ３／２
４　黒褐色粘質土１０ＹＲ２／３

１

２



れた。竃が取り付く東壁際では、北東コーナー部分まで

周溝が巡るものの、それ以外の箇所では検出されなかっ

た。１３号住居の周溝に比べると連続性は顕著であるが、

完全に周回はせず、断続的な検出であった。とくに南西

張り出し部分では、部分的にしか検出されなかった。溝

幅約０．１２ ～ ０．２ｍ、深さは約０．０５ ～ ０．１５ｍ。

床面：地山を平坦に削り出して床面を形成している。顕

著な硬化面は検出さなかった。張り出し部を含む床面直

上からは焼けた住居の梁材と見られる多量の炭化物が散

乱し、炭化物の集中的堆積箇所が満遍なく検出された。

掘方：床面と掘方が一致している。

遺物：須恵器杯２点(ともにほぼ完存、床直１、壁際１)、

同高台付杯１点（床直・貯蔵穴）、同椀点１点（埋土）、同

皿２点(うち１点は完存、竈１、床直・貯蔵穴１)、灰釉

陶器椀１点（床直）、土師器杯２点(ともにほぼ完存、壁

際)、同甕片３点（床直１、竈２）、砥石１点（埋土）、不

明鉄製品3点（埋土２、床直１）、鉄製刀子１点（床直）。

時期：平安時代前期、９世紀第３四半期後半。

(３)１５号住居(第152・153図、ＰＬ．77・78・109)

位置：Ｄ区の中央、南寄りの位置。１４６号土坑・４４０号

ピットの西側、３８２・３８３号ピットの南側、３８４ ～ ３８６号

ピットの東側に隣接する。Ｘ＝４８，０５６ ～ ４８，０５９、Ｙ＝

－６９，４９７ ～－６９，５０１。

主軸方位：Ｎ－６３°－Ｗ。竃主軸方位：Ｎ－６７°－Ｗ。

面積：７．０４㎡。

規模と形状：北東－南西方向にやや長い隅丸長方形状を

呈する。長辺３．４９ｍ・短辺３．３８ｍ・確認面からの床面

ま で の 深 さ０．３１ ～ ０．３４ｍ、 掘 方 ま で の 深 さ０．３６ｍ。

しっかりとした掘方を有する。竃を挟んだ両側約１．９ ～

２．２ｍの範囲が西側に約０．３８ ～ ０．５４ｍほど棚状に張り出

しているが、この部分は浅く、住居の造り替えがなされ

た痕跡ではなく、住居に付属するテラス・棚状の施設で

あると考えられる。

重複：北東隅が１５６号土坑を、北辺が３８１号ピットをそれ

ぞれ掘り込む。

埋土：上層に暗褐色土及び灰黄褐色土、中・下層に暗褐

色土が堆積する。　

竈：東壁の南寄りの位置に取り付く。ほぼ掘方の状態で

検出された。両袖ともに地山を削り出して形成されてい

る。芯材・支脚等は全く検出されなかった。煙道は地山

を削り出し、住居外側に延びている。燃焼部は住居の壁

の位置に形成されている。

貯蔵穴：大きな川原石で蓋をされたような形で住居の南

東隅で検出された。東西に長い楕円形状を呈しており、

長径０．５４ｍ・短径０．４ｍ・深さ０．０８ｍ。

柱穴：検出されなかった。

周溝：北壁の西寄り、西壁の北及び南寄りの位置でのみ

部分的に検出された。溝幅は約０．０９ ～ ０．２４ｍ・深さは

約０．０１ ～ ０．０３ｍ。

床面：地山を平坦に削り出し、暗褐色土を約０．０２ ～

０．０５ｍほど貼り付けて床面を形成している。顕著な硬化

面は検出されなかった。竃の西南側、住居の東壁際から

中央部の北寄りの位置にかけて、焼土の堆積が顕著な部

分が検出されている。

掘方：地山をほぼ平坦に掘り出してはいるが、中央部南

寄りの一部の径１．５ｍの不整形の範囲が、最大で深さ約

０．０５ｍほど一段深く掘り窪められている。

遺物：須恵器椀4点（埋土3、床直1）、灰釉陶器椀１点・

土師器杯片２点（埋土）、同甕片４点（埋土２、竈２）。

時期：平安時代中期、９世紀第４四半期～ １０世紀第

１四半期。

(４)１６号住居(第154 ～ 156図、ＰＬ．78 ～ 80・110)

位置：Ｄ区の西端付近、北壁際。１０号溝の西側に近接す

る。Ｘ＝４８，０７０ ～ ４８，０７５、Ｙ＝－６９，５１４ ～－６９，５１８。

主軸方位：Ｎ－８２°－Ｅ。竃主軸方位：Ｎ－９２°－Ｅ。

面積：８．１９㎡。

規模と形状：南北に長い隅丸長方形状を呈する。長径

４．１７ｍ・短径３．２７ｍ・確認面から床面までの深さ０．5ｍ、

掘方までの深さ０．６１ｍ。しっかりとした掘方を有する。

東辺竃の両側、東西約２．５ｍに亘って東側に張り出して

いるように見られるが、１５号住居に見られるようなテラ

ス・棚状の施設ではなく、元来あった住居を、竃の位置

を南北方向に移動させずに、竃及び住居本体を西側に拡

張して確認された形状になったものと考えられる。竃の

南側、住居の南東隅付近で、径約０．３８ ～ ０．４６ｍほどの

扁平な川原石が出土しているが、用途は不明である。

重複：なし。

埋土：暗褐色土、床面付近に黒褐色土が堆積する。　

第３章　調査の成果
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第５節　Ｄ区で検出された遺構と遺物

197

Ａ－Ａ′・Ｂ－Ｂ′　
１　褐色土１０ＹＲ４／６　褐色粘質土ブロック及び榛名山二ツ岳軽石Ｈｒ－ＦＰ粒を少

量、炭化物を含む。
２　暗褐色土１０ＹＲ３／３　榛名山二ツ岳軽石Ｈｒ－ＦＰ粒、炭化物含む。
３　暗褐色土１０ＹＲ３／４　褐色粘質土ブロック・炭化物・榛名山二ツ岳軽石Ｈｒ－ＦＰ

粒等を含む。
４　黒褐色土１０ＹＲ３／２　炭化物を多く、榛名山二ツ岳軽石Ｈｒ－ＦＰ粒を含む。
５　褐色粘質土１０ＹＲ４／６　
６　黒褐色土１０ＹＲ３／２　炭化物・榛名山二ツ岳軽石Ｈｒ－ＦＰ粒・焼土等を含む。
Ｃ－Ｃ′　
１　灰黄褐色土１０ＹＲ４／２　φ約１㎜程度の白色粒及びφ約２〜５㎜程度の榛名

山二ツ岳軽石Ｈｒ－ＦＰ粒を約５％程度含む。しまりやや強い。
２　暗褐色土１０ＹＲ３／３　褐灰色土を約１０％程度、榛名山二ツ岳軽石Ｈｒ－ＦＰ粒を約

５％程度、炭化物を僅かに含む。しまり強い。
３　鈍い黄褐色土１０ＹＲ４／３　榛名山二ツ岳軽石Ｈｒ－ＦＰ粒を約３％程度、黄褐色粒

を約２％程度、炭化物を約５％程度含む。しまり強い。

１　暗褐色土１０ＹＲ３／３　炭化物
がラミナ状に入る。 １　暗褐色土１０ＹＲ３／３　榛名山二ツ岳軽石Ｈ

ｒ－ＦＰ粒及び炭化物を僅かに含む。

１４号住居ピット１・２　
１　灰黄褐色土１０ＹＲ４／２　灰と焼土を約１０％程度

含む。しまり強くやや粘性あり。

１ ２ ３
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第１５０図　Ｄ区１４号住居　竈平面図・土層断面図、住居出土遺物(２)

竈 竈掘方

第３章　調査の成果
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１　鈍い黄褐色土１０ＹＲ４／３　炭化物及びφ約５ｍｍ程度の焼土ブロックを多く含む。
２　暗赤褐色土５ＹＲ３／３　炭化物及び焼土粒多く、榛名山二ツ岳軽石Ｈｒ－ＦＰ粒を少量含む。
３　明赤褐色土５ＹＲ４／６　φ約１〜 １０ｍｍ程度の焼土ブロック主体。
４　暗赤褐色土５ＹＲ３／３　炭化物及び焼土が多い。
５　赤褐色土５ＹＲ４／８　炭化物含む。焼土ブロック入る。
６　暗褐色土１０ＹＲ３／３　炭化物及び焼土を多く含む。
７　鈍い赤褐色土５ＹＲ４／４　φ約１ｃｍ程度の焼土ブロックを含む。
８　褐色粘質土１０ＹＲ３／４　粘土質。
９　灰黄褐色土１０ＹＲ４／２　焼土を約１０程度％、灰を約５％程度含む。しまりやや強い。

４
５ ６

７
８
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０ ５㎝１:２

第１５１図  Ｄ区１４号住居　出土遺物(３)

第５節　Ｄ区で検出された遺構と遺物
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第１５２図　Ｄ区１５号住居　平面図・土層断面図

１５号住居 掘方

竈 竈掘方
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１　暗褐色土１０ＹＲ３／４　榛名山二ツ岳軽石Ｈｒ－ＦＰ粒及び炭化物を含む。
２　鈍い黄褐色土１０ＹＲ５／４　ブロック状に入る粒子が細かい砂質土。
３　暗褐色土１０ＹＲ３／３　榛名山二ツ岳軽石Ｈｒ－ＦＰ粒及び炭化物を含む。
４　鈍い黄褐色砂質土１０ＹＲ５／４　炭化物を少量含む。
５　黒褐色土１０ＹＲ３／２　φ約１〜 ２ｍｍ程度の榛名山二ツ岳軽石Ｈｒ－ＦＰ粒及び黄褐色ブロックを含む。
６　褐色土７．５ＹＲ４／４　焼土･炭化物層。
７　暗褐色土１０ＹＲ３／４　焼土及び炭化物含む。よくしまっている。

１　暗褐色土１０ＹＲ３／４　榛名山二ツ岳軽石Ｈｒ－ＦＰ粒及び炭化物を含む。
２　鈍い黄褐色砂質土１０ＹＲ５／４　ブロック状に入る粒子が細かい。
３　褐灰色土１０ＹＲ４／１　φ約２〜 ３ｍｍ程度の榛名山二ツ岳軽石Ｈｒ－ＦＰ粒・焼土・炭化物等を含む。
４　黒褐色土１０ＹＲ２／２　φ約２〜 ３ｍｍ程度の榛名山二ツ岳軽石Ｈｒ－ＦＰ粒・焼土・炭化物等を含む。
５　鈍い黄褐色粘質土１０ＹＲ５／４　
６　灰黄褐色土１０ＹＲ４／２　焼土及び炭化物を含む。
７　黒褐色土１０ＹＲ２／３　炭化物が多い。
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竈：東壁の中央よりやや南寄りの位置に取り付く。ほぼ

掘方に近い状態で検出された。両袖は地山を削り出し、

芯材に自然石を据えて土を貼って形成されたものと考え

られるが、破壊されており、芯材の自然石が剥き出しの

状態で検出された。燃焼部は住居の壁よりも外側に形成

され、火床面上には径約０．２９ｍほどの扁平な円盤状の自

然石が据えられていた。その下、掘方から厚さ約０．１ ～

０．２ｍほど灰黄褐色土及び黒褐色土を貼り付けて火床面

を形成している。煙道は地山を削りだして形成され、住

居の外側に伸びている。

貯蔵穴・柱穴：検出されなかった。

周溝：南壁際から西壁際北西隅に至る部分にかけては周

回しているが、北西隅及び北東隅部では検出されず、北

壁側は南壁～西壁側とは繋がっていない。東壁側では北

第１５３図  Ｄ区１５号住居　出土遺物

第５節　Ｄ区で検出された遺構と遺物
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第１５４図　Ｄ区１６号住居　平面図・土層断面図・出土遺物(１)

１６号住居

掘方

第３章　調査の成果
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１　暗褐色粘質土１０ＹＲ３／３　φ約１〜 ５ｍｍ程度の榛名山二ツ岳軽石Ｈｒ－ＦＰ粒及び炭化物を含む。
２　黒褐色粘質土１０ＹＲ２／３　榛名山二ツ岳軽石Ｈｒ－ＦＰ粒を少量、褐色土ブロックを含む。
３　黒褐色粘質土１０ＹＲ３／１　炭化物及び灰混じりの層。
４　灰黄褐色粘質土１０ＹＲ４／２　炭・灰・榛名山二ツ岳軽石Ｈｒ－ＦＰ粒等を含む。
５　褐色粘質土１０ＹＲ４／４　炭・灰・榛名山二ツ岳軽石Ｈｒ－ＦＰ粒等を少量含む。
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第１５５図  Ｄ区１６号住居　竈平面図・土層断面図、住居出土遺物(２)

竈 竈掘方

第５節　Ｄ区で検出された遺構と遺物
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１　暗褐色粘質土１０ＹＲ３／３　φ約１〜 ５ｍｍ程度の榛名山二ツ岳軽石Ｈｒ－ＦＰ粒及び炭化
物を含む。

２　明黄褐色土５ＹＲ５／６　焼土及び炭化物が多い。榛名山二ツ岳軽石Ｈｒ－ＦＰ粒を少量
含む。

３　鈍い赤褐色土５ＹＲ４／４　焼土及び炭化物が多い。榛名山二ツ岳軽石Ｈｒ－ＦＰ粒を少
量含む。

４　暗赤褐色土５ＹＲ３／６　炭化物・灰・焼土等を多く含む。
５　灰黄褐色土１０ＹＲ４／２　焼土及び炭化物を多く含む。
６　黒褐色土１０ＹＲ２／３　焼土及び炭化物混じり。
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９ １０
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寄りの位置で部分的に検出されたに止まる。溝幅は約０．

１ ～ ０．２２ｍ・深さは約０．０６ ～ ０．１２ｍ。

床面：地山を凹凸激しく掘り込んだ上に、黒褐色土、灰

黄褐色土、褐色土を０．１ ～ ０．２５ｍ貼って硬化面を形成し、

床面を形成している。

掘方：床面地山を凹凸激しく大きく掘り込んでいる。住

居の北側半分で、掘り込みが著しい。

遺物：須恵器椀5点（埋土１、床直２、壁際２）、同杯2

点（床直１、壁際１）、同皿２点（埋土１、床直１）、土師

器杯１点（床直）、同甕片4点（埋土２、壁際２）、緑釉陶

器椀蓋１点（壁際）、砥沢石製砥石１点（床直）。

時期：平安時代前期、９世紀第３四半期。

(５)１７号住居(第157・158図、ＰＬ．80・81・110)

位置：北西部からの進入路から道路本体部分への接続

箇 所 の 西 端。 Ｘ ＝４８，０７５ ～ ４８，０７８、 Ｙ ＝ －６９，５０７ ～

－６９，５０９。

主軸方位：Ｎ－６５°－Ｗ。竃主軸方位：Ｎ－６７°－Ｗ。

検出面積：１．７８㎡。

規模と形状：南側大半が調査区外に出るため、東側に取

り付く竃と東辺及び南辺の一部が検出されたのみであ

り、全容は不明である。検出南北径３．６９ｍ・検出東西径

１．１１ｍ・確認面から床面までの深さ０．４６ｍ、掘方までの

深さ０．５４ｍ。しっかりとした掘方を有する。

埋土：暗褐色土、床面付近に黒褐色土が堆積する。

重複：なし。

第１５６図  Ｄ区１６号住居　出土遺物(３)

第３章　調査の成果
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第１５７図　Ｄ区１７号住居　平面図・土層断面図・出土遺物(１)

１７号住居 掘方

竈 竈掘方

第５節　Ｄ区で検出された遺構と遺物
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１　暗褐色土１０ＹＲ３／３　榛名山二ツ岳軽石Ｈｒ－ＦＰ粒を約１０％程度、黄褐色粘質ブ
ロックを約５％程度含む。固くしまり強い。

２　暗褐色土１０ＹＲ３／４　榛名山二ツ岳軽石Ｈｒ－ＦＰ粒を約５％程度、黄褐色粘質ブ
ロックを約１０％程度含む。固くしまり強い

３　黒褐色土１０ＹＲ３／２　榛名山二ツ岳軽石Ｈｒ－ＦＰ粒を約２％程度、黄褐色粘質ブ
ロックを約３％程度含む。しまり強く粘性あり。

４　鈍い黄褐色粘質土１０ＹＲ４／３　榛名山二ツ岳軽石Ｈｒ－ＦＰ粒を僅かに含む。しま
り強い。

５　明黄褐色シルト質土１０ＹＲ７／６　灰層との互層。粘性ややあり。

１　暗褐色土１０ＹＲ３／３　榛名山二ツ岳軽石Ｈｒ－ＦＰ粒・炭化物・焼土等を含む。
２　明黄褐色土５ＹＲ５／６　焼土及び炭化物多い。榛名山二ツ岳軽石Ｈｒ－ＦＰ粒を少量含む。
３　鈍い赤褐色土５ＹＲ４／４　焼土及び炭化物多い。榛名山二ツ岳軽石Ｈｒ－ＦＰ粒を少量含む。
４　暗褐色土６ＹＲ４／６　焼土及び炭化物を多く含む。
５　暗褐色土１０ＹＲ３／３　炭化物及び焼土が多い。　

１
２ ３



０ ５㎝１:２

０ 10㎝１:３

竈：東壁の南寄りの位置に取り付く。両袖は地山を削り

出して形成され、住居の内側にはほとんど張り出さない。

両袖の芯材、支脚等は検出されなかった。燃焼部は住居

の壁とほぼ同位置に形成されている。煙道は住居の外側

に伸びる。竃前から住居南東隅にかけて、灰・炭化材・

焼土の堆積が顕著に見られた。

貯蔵穴：掘方において検出された。住居の南東隅に位置

する。南北に長い楕円形状を呈しており、長径０．５５ｍ・

短径０．４７ｍ・深さ０．１６ｍ。明黄褐色土が堆積。

柱穴・周溝：検出されなかった。

床面：地山を比較的平坦に削り出した上に、明黄褐色シ

ルト質土を厚さ０．０２ ～ ０．０８ｍ程薄く貼り付けて平坦な

床面を形成している。顕著な硬化面は検出されなかった。

掘方：比較的平坦ではあるが、住居の南東隅部で若干凹

凸がある。

遺物：須恵器椀4点（掘方３、竈１）、同杯2点（埋土１、

床直１）、土師器小型甕１点（竈）、用途不明鉄製品１点（埋

土）。

時期：平安時代前期、９世紀第３四半期。

(６)１８号住居(第159 ～ 161図、ＰＬ．81 ～ 83・110・111)

位置：Ｄ区の南端、東寄りの位置。１４号住居のすぐ東

側に隣接する。Ｘ＝４８，０４６ ～ ４８，０５１、Ｙ＝－６９，４８８ ～

－６９，４９２。

主軸方位：Ｎ－８０°－Ｗ。竃主軸方位：Ｎ－８２°－Ｗ。

検出面積：１０．４６㎡。

規模と形状：南北に長い隅丸長方形状を呈する。長径

４．４６ｍ・短径３．３１ｍ・床面までの深さ０．４３ ～ ０．４５ｍ・

掘方までの深さ０．５７ｍ。しっかりとした掘方を有する。

重複：住居の中央部、やや南寄りの位置の上面を北東か

ら南西にかけて８号溝に掘り込まれるが、破壊は床面ま

では達していない。北東隅部上面を１８０号土坑に掘り込

まれるが、こちらも床面までは破壊されていない。

埋土：暗褐色土。床近くに褐色土が堆積する。

竈：東壁の中央部からやや南寄りの位置に取り付く。先

述したように、上面を８号溝に掘り込まれているため、

残存状態は良くない。両袖の芯材は発見されなかったが、

掘方において左袖芯材及び支脚の痕跡が検出された。た

だし、右袖芯材を据えた痕跡は発見されていない。検出

第１５８図  Ｄ区１７号住居　出土遺物(２)

第３章　調査の成果
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第１５９図　Ｄ区１８号住居　平面図・土層断面図

１８号住居

掘方

第５節　Ｄ区で検出された遺構と遺物
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１　暗褐色土１０ＹＲ３／３　榛名山二ツ岳軽石Ｈｒ－ＦＰ粒及び炭化物を含む。
２　暗褐色土１０ＹＲ３／４　炭化物を少量、φ約１０ｍｍ程度の褐色土ブロック及び榛名山二ツ岳軽石Ｈｒ－ＦＰ粒を含む。
３　褐色土１０ＹＲ４／４　やや砂質。榛名山二ツ岳軽石Ｈｒ－ＦＰ粒を極少量含む。
４　黒褐色土１０ＹＲ３／２　やや粘質。浅間山火山灰Ａｓ－Ｃ軽石含む黒色土崩落土。
５　暗褐色粘質土１０ＹＲ３／４　φ約３〜５㎜程度の白色軽石を少量含む。しまりあり。
６　鈍い黄褐色粘質土１０ＹＲ４／３　黒色粘土と黄褐色粘土を多く、φ約３〜 ８ｍｍ程度の白色軽石を少量含む。しまりあり。
７　暗褐色粘質土１０ＹＲ３／３　φ約３〜 ５ｍｍ程度の白色軽石を少量含む。しまりあり。

１　灰黄褐色土１０ＹＲ４／２　φ約３〜 ５ｍｍの
明黄褐色ブロックを約１０％程度、榛名
山二ツ岳軽石Ｈｒ－ＦＰ粒及び炭化物を僅
かに含む。粘性あり。しまり強い。

１８号住居Ｐ１～４　
１　黒褐色土１０ＹＲ３／２　φ約１～５㎜程度の浅間

山火山灰Ａｓ－Ｃ粒を約３％程度、鈍い黄橙色
シルト質土を約２％程度含む。しまり強い。

２　暗褐色土１０ＹＲ３／３　鈍い黄橙色シルト質土を
約５％程度含む。しまり強い。
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第１６０図　Ｄ区１８号住居　竈平面図・土層断面図、住居出土遺物(１)

竈 竈掘方
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１　明黄褐色土１０ＹＲ６／６　焼土及び炭化物を含む。
２　鈍い赤褐色土１０ＹＲ４／３　焼土及び炭化物が多い。
３　明黄褐色粘質土１０ＹＲ６／８
４　鈍い赤褐色粘質土５ＹＲ４／４　焼土。しまりあり。
５　暗褐色粘質土１０ＹＲ３／４　褐色の粘土混じり。しまりあり。
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０ 10㎝１:３

状況の現状から見る限り、両袖は住居内部にはほとんど

張り出さない。燃焼部は住居の壁とほぼ同位置に形成さ

れ、煙道は住居の外側に長く伸びている。

貯蔵穴：住居南東隅において検出された。東西に長い楕

円形状を呈しており、長径０．６１ｍ・短径０．５２ｍ・深さ

０．１８ｍ。灰黄褐色土が堆積している。

柱穴：明らかに柱穴と考えられるものはないが、床面に

おいて計４基のピットが検出された。これらを、掘り直

しを含めて柱穴と仮定した場合、相対する柱穴に相当す

るピットが検出されていない。８号溝による掘り込みは

浅く、深い箇所でも埋土中層程度までなので、仮に南側

の柱穴が存在していたとすれば８号溝によって完全に破

壊されて痕跡が全く残らないような事態にはなり得な

い。住居の東側北寄りの位置で１基検出されたピットを

Ｐ1とし、住居の北西側で検出された３基のピットは、

北から順にＰ２～４とした。これらのうち、Ｐ３・Ｐ４

は一部重複しており、Ｐ３がＰ４を掘り込んでいる。Ｐ

１は南北にやや長い不整円形状を呈し、長径０．４ｍ・短

径０．３８ｍ・深さ０．１６ｍ。Ｐ２は不整円形状を呈し、径０．

４ｍ前後・深さ０．１７ｍ。Ｐ３も不整円形状を呈しており、

径０．３７ｍ前後・深さ０．１８ｍ。Ｐ４は本住居内検出のピッ

ト４基の中では最小の規模で、北西側をＰ３に掘り込ま

れているが、東西に長い楕円形状を呈し、長径０．３４ｍ・

検出短径０．２４ｍ・深さ０．１８ｍ。Ｐ１～４ともに埋土はほ

ぼ共通しており、上層に黒褐色土、下層に暗褐色土が堆

積している。

周溝：検出されなかった。

床面：地山を凹凸激しく掘り込んだ上に暗褐色土及び鈍

い黄褐色土を約０．１１ ～ ０．１４ｍ程貼って床面を形成して

いる。顕著な硬化面は検出されなかった。

掘方：全体的に凹凸激しく掘り込まれている。とくに東

辺北半分から北辺・西辺・南辺西半分側が一段深く掘り

込まれている。

遺物：須恵器椀２点（貯蔵穴）、同杯２点（埋土）、同瓶片

１点（壁際）、土師器甕片9点（埋土7、竈2）。

時期：平安時代前期、９世紀第４四半期。

第１６１図　Ｄ区１８号住居　出土遺物(２)

第５節　Ｄ区で検出された遺構と遺物
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　先述したようにＤ区からは２棟の掘立柱建物が検出さ

れた。本遺跡では合計４棟の掘立柱建物が検出されてお

り、他２棟はＡ区からの検出である。

　Ｄ区で検出された掘立柱建物は、Ｄ区のほぼ中央部と

南東寄りに位置している。いずれも側柱建物である。主

軸方向は約９０°異なるが基準方位はほぼ一致しており、

相互の関連が考えられる。

(１)３号掘立柱建物(第162図、ＰＬ．83)

位置：Ｄ区の中央から南東寄りの位置。１４３・１７６号土

坑の東、１７７号土坑の北側に近接する。Ｘ＝４８，０５５ ～

４８，０５９、Ｙ＝－６９，４８５ ～－６９，４９０。

主軸方位：Ｎ－６８°－Ｗ。　検出面積：１８．６５９㎡。　

規模と形状：西北西－東南東方向に長い長方形状を呈す

る。やや南側にひしゃげた平面形態となっている。桁行・

梁間ともに２間四方の側柱建物。梁間１．４ ～ １．６５ｍ、一

方、桁行１．７ ～ ２．２ｍで、南東辺のみ短く、他はおよそ

２．２ｍである。北東隅の１ピット(以下Ｐ１と称する、他

　２．掘立柱建物

第１６２図  Ｄ区３号掘立柱建物　平面図・土層断面図

３号掘立柱建物

第３章　調査の成果
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３掘立Ｐ１～7　
１　黒褐色粘質土１０ＹＲ３／２　φ約１〜 ２ｍｍ程度の榛名山二ツ岳軽石Ｈｒ－ＦＰ粒及び炭化物を含む。
２　灰黄褐色粘質土１０ＹＲ４／２　φ約５ｍｍ程度の褐色土ブロックを含む。
３　鈍い黄褐色粘質土１０ＹＲ４／３　
４　灰黄褐色土１０ＹＲ４／２　φ約５ｍｍ程度の褐色土ブロック含む。



の穴も同様)から時計回りに、東辺中央Ｐ２、南東隅Ｐ

３、南辺中央Ｐ４、南西隅Ｐ５、西辺中央Ｐ６、北西隅

Ｐ７、北辺中央Ｐ８の８基の柱穴が検出されている。柱

穴芯々間における東西長４．１８ ～ ４．４８ｍ・南北幅３．１２ｍ。

南北辺の西隅柱と中央柱との柱間がとくに長い。

柱穴：Ｐ１(北東隅)：形状：南北に長い不整楕円形状

を呈する。長径０．４４ｍ・短径０．４ｍ・確認面からの深さ

０．６１ｍ、埋土：黒褐色土。

Ｐ２(東辺中央)：形状：不整円形状を呈する。径０．４２ｍ・

確認面からの深さ０．６１ｍ、埋土：上層黒褐色土、下層灰

黄褐色土。

Ｐ３(南東隅)：形状：不整円形状を呈する。径０．３２ｍ・

確認面からの深さ０．４２ｍ、埋土：黒褐色土。

Ｐ４(南辺中央)：形状：東西に長い楕円形状を呈する。

長径０．４２ｍ・短径０．３８ｍ・確認面からの深さ０．３ｍ、埋土：

上層黒褐色土、下層鈍い黄褐色土。

Ｐ５(南西隅)：形状：東西に長い楕円形状を呈する。長

径０．５ｍ・短径０．４ｍ・確認面からの深さ０．５２ｍ、埋土：

上層黒褐色土、下層灰黄褐色土。

Ｐ６(東辺中央)：形状：東西に長い楕円形状を呈する。

長径０．５ｍ・短径０．４ｍ・確認面からの深さ０．２４ｍ、埋土：

上層黒褐色土、下層灰黄褐色土。

Ｐ７(北西隅)：北西－南東方向にやや長い不整楕円形状

を呈する。長径０．３８ｍ・短径０．３４ｍ・確認面からの深さ

０．４６ｍ、埋土：上層黒褐色土、下層灰黄褐色土。

Ｐ８(北列中央)：東側３号畠南端付近のさくを掘り込む。

東西に僅かに長い楕円形状を呈する。長径０．４５ｍ・短径

０．４３ｍ・確認面からの深さ０．３ｍ、埋土：上層黒褐色土、

下層灰黄褐色土。

重複：３号畠を掘り込む。

遺物：なし。

時期：古代。

(２)４号掘立柱建物(第163図、ＰＬ．83・84・111)

位置：Ｄ区のほぼ中央部。１５号住居の北側に隣接する。

Ｘ＝４８，０５９ ～ ４８，０６９、Ｙ＝－６９，４９３ ～－６９，５００。

主軸方位：Ｎ－２０°－Ｅ。　検出面積：３２．６６㎡。　

規模と形状：東北東－西南西方向に長い長方形状を呈す

る桁行４間・梁間２間の側柱建物。北東隅の１ピット(以

下Ｐ１と称する、他の穴も同様)から時計回りに、東辺

北から２番目Ｐ２、東辺中央Ｐ３、東辺南から２番目Ｐ

４、南東隅Ｐ５、南辺中央Ｐ６、南西隅Ｐ７、西辺南か

ら２番目Ｐ８、西辺中央Ｐ９、西辺北から２番目Ｐ１０、

北西隅Ｐ１１、北辺中央Ｐ１２の１２基の柱穴が検出されてい

る。柱穴芯々間における東西長４．６２ ～ ４．７４ｍ・南北長

７．１ ～ ７．３４m。梁間の柱間は約１．６ ～ ２．４ｍ、桁行の柱

間は約１．６ ～ １．８５ｍ。東西辺の西隅柱と中央柱との柱間

がとくに長い。

柱穴：Ｐ１(北東隅)：形状：南北に僅かに長い楕円形状

を呈する。長径０．４４ｍ・短径０．４２ｍ・確認面からの深さ

０．４９ｍ。埋土：暗褐色土。

Ｐ２(東列北から２番目)：形状：東西に長い楕円形状を

呈する。長径０．３８ｍ・短径０．３５ｍ・確認面からの深さ

０．６ｍ。埋土：暗褐色土。

Ｐ３(東列中央)：形状：現状では東西に長い不整楕円形

状を呈しているが、他の柱穴からみて特異なほど大きく、

後世に掘り広げられているものと考えられる。柱穴本来

としてはもっと小規模であったものと考えられる。長径

１ｍ・短径０．７７ｍ・確認面からの深さ０．７５ｍ。埋土：暗

褐色土。

Ｐ４(東列南から２番目)：形状：南北にやや長い楕円形

状を呈する。長径０．３９ｍ・短径０．３４ｍ・確認面からの深

さ０．4１ｍ。埋土：上層黒褐土、下層灰黄褐色土。

Ｐ５(東南隅)：形状：東西に僅かに長い楕円形状を呈す

る。長径０．２６ｍ・短径０．２４ｍ・確認面からの深さ０．２ｍ。

埋土：暗褐色土。

Ｐ６(南列中央)：形状：不整円形状を呈する。径０．４ｍ・

確認面からの深さ０．３４ｍ。埋土：灰黄褐色土。

Ｐ７(南西隅)：形状：南北に長い楕円形状を呈する。長

径０．３２ｍ・短径０．２７ｍ・確認面からの深さ０．２５ｍ。埋土：

褐色土。

Ｐ８(西辺南から２番目)：形状：不整円形状を呈する。

径０．３５ｍ・確認面からの深さ０．３２ｍ。埋土：暗褐色土。

Ｐ９(西辺中央)：形状：南北に長い楕円形状を呈する。

長径０．６ｍ・短径０．４５ｍ・確認面からの深さ０．６２ｍ。埋土：

褐灰色土。

Ｐ１０(西辺北から２番目)：南北に長い楕円形状を呈する。

長径０．４２ｍ・短径０．３８ｍ・確認面からの深さ０．５ｍ。埋土：

黒褐色土。

Ｐ１１(北西隅)：ほぼ円形状を呈する。径０．３６ｍ・確認
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４掘立Ｐ１　
１　暗褐色土１０ＹＲ３／３　鈍い黄褐色粘質土を約２０％程度、榛名山二ツ岳軽石Ｈｒ－ＦＰ粒を僅かに

含む。しまり強い。
４掘立Ｐ２　
１　暗褐色土１０ＹＲ３／４　榛名山二ツ岳軽石Ｈｒ－ＦＰ粒を約２％程度、明黄褐色粒を約３％程度、

炭化物を僅かに含む。しまり強い。
４掘立Ｐ３　
１　暗褐色土１０ＹＲ３／３　榛名山二ツ岳軽石Ｈｒ－ＦＰ粒及び黄褐色粒を約２％程度、炭化物を僅か

に含む。しまり強い。
２　暗褐色土１０ＹＲ３／３　黄褐色粒を僅かに含む。しまりやや弱い。
４掘立Ｐ４　
１　黒褐色土１０ＹＲ３／２　榛名山二ツ岳軽石Ｈｒ－ＦＰ粒を約３％程度、鈍い黄褐色粒を約５％程度

含む。しまり強い。
２　灰黄褐色砂質土１０ＹＲ４／２　榛名山二ツ岳軽石Ｈｒ－ＦＰ粒を僅かに含む。しまり強い。

１（Ｐ１２）

２（Ｐ２）



面からの深さ０．４８ｍ。埋土：暗褐色土。

Ｐ１２(北辺中央)：不整楕円形状を呈する。径０．４ｍ・確

認面からの深さ０．４ｍ、埋土：上層暗褐色土、下層鈍い

黄褐色土。

重複：１４４号土坑に、Ｐ２の北東辺が掘り込まれる。Ｐ

１が3号畠のさくを掘り込む。１５３号土坑、３５５・３５７・

３５８・３６２・３６４ ～ ３６６・３７１・３７７ ～ ３７９・３９０・３９６ ～

３９９・４３２・４５３号ピット。

遺物：土師器杯1点・同甕片１点（埋土）。

時期：古代。

　３．畠

　北西側から県道本線への進入・接続路(２号)と中央部

(３号)の２区画の畠が検出された。

　本遺跡で畠が検出されたのは本調査区とＢ４調査区か

らのみで、Ｂ４調査区で検出された１・４号畠が近世の

ものと考えられるのに対し、本調査区で検出されたもの

は古代のものである。集落と並存する畠として、古代の

当該地域における土地利用を考える上で重要な遺構と位

置付けられる。

　古代の畠はＤ区でのみ検出された。古代集落の中心部

であるＣ区を外れ、比較的住居がまばらな地域の、住居

の狭間に比較的小規模に作られている。このことから、

当該地域に畠作地帯が広がっていたわけでは決して無

く、住居に隣接して作られた屋敷畠のような耕作地であ

ると考えられよう。

　　　　　　　　　

(１)２号畠(第164図、ＰＬ．84)

位置：Ｄ 区 の 北 西 部。 Ｘ ＝４８，０９０ ～ ４８，１０２、 Ｙ ＝

－６９，５０１ ～－６９，５１１。

主軸方向：Ｎ－１１°－Ｅ。

検出面積：５５．７７㎡。　

規模と形状：中央部を大きく１号窪地に掘り込まれ､ ま

た北端も７号溝に掘り込まれ､ 東西両側は調査区外に出

るため全容は全く不明である。東西方向に長い畝間が南

北４条、南北方向に長い畝間が東西８条検出された。１

号窪地北辺・東辺・南辺際では一部東西方向に畝立てさ

れているが、全体的には南北方向に畝立てされていたも

のと考えられる。東西及び南北方向の畝立てに新旧関係

があるのかあるいは同時並存であるのかは不明である。

東西１０．０８ｍ・南北１３．２ｍに亘って検出されており、畝

間個々の長さ０．８５ｍ～、畝間個々の幅０．５ ～ ０．９ｍ、畝

跡部分の個々の幅０．２ ～ ０．４ｍ、確認面からの畝間の深

さ０．０５～０．１６ｍ。上面を何カ所も大きく攪乱されており、

また、上面を削平されているため、残存状態は悪く、ご

く部分的にしか検出されなかった箇所も存在している。

重複：中央部を大きく１号窪地に掘り込まれ､ また北端

も７号溝に掘り込まれる。

埋土：畝間には砂粒混じりの暗褐色土が堆積する。　

遺物：なし。

時期：平安時代前～中期。
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４掘立Ｐ５　
１　暗褐色砂質土１０ＹＲ３／３　榛名山二ツ岳軽石Ｈｒ－ＦＰ粒及び黄褐色粒を僅かに含む。しまりやや強く粘性あり。
４掘立Ｐ６　
１　灰黄褐色砂質土１０ＹＲ４／２　榛名山二ツ岳軽石Ｈｒ－ＦＰ粒を約３％程度含む。しまり強い。
４掘立Ｐ７　
１　褐色土１０ＹＲ４／６　榛名山二ツ岳軽石Ｈｒ－ＦＰ粒を少量含む。
４掘立Ｐ８　
１　暗褐色土１０ＹＲ３／３　焼土粒を約７％程度、炭化物粒を約３％程度含む。しまり強い。
２　暗褐色土１０ＹＲ３／３　灰黄褐色砂粒を約５％程度含む。しまりやや強い。
４掘立Ｐ９　
１　暗褐色土１０ＹＲ３／３　榛名山二ツ岳軽石Ｈｒ－ＦＰ粒を約３％程度、灰黄褐色砂粒を約１０％程度含む。しまり強い。
２　暗褐色土１０ＹＲ３／３　灰黄褐色砂粒を約５％程度含む。しまりやや強い。
４掘立Ｐ１０　
１　黒褐色土１０ＹＲ３／２　榛名山二ツ岳軽石Ｈｒ－ＦＰ粒、炭化物粒を僅かに含む。しまり強い。
４掘立Ｐ１１　
１　暗褐色土１０ＹＲ３／３　榛名山二ツ岳軽石Ｈｒ－ＦＰ粒を約２％程度、黄褐色粒を約２％程度含む。しまり強く粘性あり。
２　暗褐色土１０ＹＲ３／３　黄褐色粒を僅かに含む。しまりやや弱い。
４掘立Ｐ１２　
１　暗褐色土１０ＹＲ３／３　灰黄褐色砂粒を約２％程度、榛名山二ツ岳軽石Ｈｒ－ＦＰ粒を僅かに含む。しまり強い。
２　鈍い黄褐色土１０ＹＲ４／３　灰黄褐色砂粒と暗褐色土との混土。しまりやや強い。　
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(２)３号畠(第165図、ＰＬ．85)

位置：Ｄ 区 の 中 央 部。 Ｘ ＝４８，０５１ ～ ４８，０７０、 Ｙ ＝

－６９，４８１ ～－６９，５１０。

主軸方向：Ｎ－５６°－Ｗ。

検出面積：２９０．８２㎡。　

規模と形状：南北約１０ｍの、竪穴住居・掘立柱建物・土

坑・ピットが所在する区間を挟んで、北側と南側とに分

かれている。北側の部分では、東西方向に長い畝間が南

北１２条にわたって検出された。検出された北側部分全体

の長さは最大で１６ｍ・全体幅１０．７ｍ、・畝間個々の長さ

０．９６ ～ ６．８６ｍ・幅０．２ ～ ０．５２ｍ、畝跡部分の個々の幅

０．２２ ～ １．４１ｍ、確認面からの畝間の深さ０．０４ ～ ０．１２ｍ。

上面を削平されているため、残存状態は悪い。一方、南

側の部分では、東西方向に長い畝間が南北４条にわたっ

て検出された。検出された南側部分全体の長さは最大で

１４ｍ・全体幅２．３ｍ、・畝間個々の長さ１．０４ｍ～・幅０．１８

～ ０．７２ｍ、畝部分の個々の幅０．１４ ～ ０．３２ｍ、確認面か

らの畝間の深さ０．０４ ～ ０．１２ｍ。上面を削平されている

ため、残存状態は悪い。

重複：3号掘立柱建物Ｐ８、４号掘立柱建物Ｐ1、

３４９・３５０・３51号ピットに掘り込まれる。

埋土：畝間には灰黄褐色土が堆積する。　

遺物：なし。

時期：平安時代前～中期。
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1　暗褐色土10YR3/3　φ約1〜2mm程度の榛名山二ツ岳軽石
Hr-FP粒及び砂粒混じり。
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１　灰黄褐色土 10YR4/2　　榛名山二ツ岳軽石 Hr-FP 粒を約２％程度、黄褐色粒を約５％程度含む。しまり強い。
２　灰黄褐色土 10YR5/2　　褐灰色砂粒を約５％程度、褐色粒を約 10％程度含む。しまり強い。



　４．鍛冶遺構

　Ｄ区北端に近い位置、北西側から県道本線への進入・

接続路に当たる部分の北寄りの位置から鍛冶遺構が１基

検出された。本遺跡では唯一の鍛冶遺構である。

　近年、本遺跡の比較的近辺で実施されている上武道路

建設に伴う発掘調査においても、いくつかの鍛冶遺構や

製鉄遺構が検出されており(前橋市関根町関根細ヶ沢遺

跡、同関根赤城遺跡、同田口町田口上田尻遺跡、同田口

下田尻遺跡、前橋市上細井町王久保遺跡など)、本遺跡

における鍛冶遺構も、僅か１基とは言え、古代の利根川

左岸地域、赤城山南東における集落のあり方を考える上

で貴重な資料の一つと位置付けられる。

　幅・深さともに各々約１ｍ程度の堀が二重にめぐり、

古代の豪族居館の区画溝と考えられる６・７号溝の埋没

後、外堀に当たる７号溝が完全に埋まって機能しなく

なった後に、この鍛冶遺構がつくられている。なお、本

遺跡で検出された鍛冶遺構は、この１基のみである。本

遺跡において大規模な製鉄が行われていたわけでは決し

てない。鍛冶遺構は大きく破壊されており、残存状態は

悪く、また、焼土や炭の検出もさほどには顕著ではなく、

遺物も少ない。あくまでも村落内の小集団内における小

規模な鍛冶とみられよう。

・１号鍛冶遺構(第166・167図、ＰＬ．85・86・111)

位置：Ｄ区北端に近い位置、北西側から県道本線への進

入・接続路に当たる部分の北寄りの位置。２号畠の北

側に隣接する。Ｘ＝４８，１０１ ～ ４８，１０３、Ｙ＝－６９，５０５ ～

－６９，５０６。

主軸方向：Ｎ－２２°－Ｅ。

規模と形状：東西２．６ ～ ２．８７ｍ・南北２．４２ ～ ２．６８ｍ・

確認面から作業床までの深さは０．１５ｍ・掘方までの深さ

は０．３２ｍ。隅丸方形状に掘り込みの、中央から北西寄り

の位置に幅約１．４ｍの不整隅丸方形状の一段深い炉の掘

り込みが設けられており、この内側の炉の掘り込みの周

囲に台石、金床石、炉の構築材と考えられる石材片など

が散乱した状態で検出された。台石、火床石、構築材は、

大小はあるもののいずれも川原石状の自然石で、金床石

や石材は、一部、炉の外側の、鍛冶遺構外周の掘り込み

にまで散乱していた。

　鉄を赤熱させる炉の東側に位置する大きめの自然石

は、表面が平らで、鉄を叩いた際の痕跡が表面に看取さ

れた。また、炉内の北西では径０．３ｍの歪な円形状の硬

化面が検出された。作業箇所とも推測できるが、それに

しては範囲が狭小すぎるように思われる。

　炉内およびその周囲からは、炭化材や焼土塊が検出さ

れたが、量的にはそれほど多くはない。また、鞴の羽口

や製品を研ぐための砥石、鉄を鍛えるときに出来る鍛造

剥片や粒状滓などがごく少量出土した。

　炉で１箇所（Ｐ１）、炉の外側、鍛冶遺構外周内で３箇

所(Ｐ２～Ｐ４）、ピットが検出されたが、鍛冶遺構の上

屋を支える柱穴等は検出されなかった。また、これらの

ピットの位置から、台石や金床石を据えた痕跡とも考え

難く、用途・機能は不明である。

重複：７号溝を掘り込む。

埋土：褐色土。掘方埋土は黒褐色土。炉内には焼土塊が

若干混入している。　

Ｐ１：　炉の南西隅。北西－南東に長い不整楕円形状を

呈する。長径０．５５ｍ・短径０．３８ｍ・確認面からの深さ０．

１ｍ、黒褐色土が堆積する。

Ｐ2：外周部の南東寄り。Ｐ３の北東隅を掘り込む。北

東－南西に長い不整楕円形状を呈する。長径０．２９ｍ・短

径０．２７ｍ・確認面からの深さ０．１ｍ、黒褐色土が堆積する。

Ｐ３：外周部の南東隅。径０．５２ ～ ０．６２ｍの不整円形状

を呈する。確認面からの深さ０．２ｍ、黒褐色土が堆積する。

Ｐ４：外周南壁際。東辺がＰ３の西辺に接する。隅丸三

角形状を呈する。長径０．５４ｍ・短径０．３７ｍ・確認面から

の深さ０．２５ｍ、黒褐色土が堆積する。

掘方：床面地山を凹凸激しく掘り込んだ上に、外周部で

約０．１８ｍ、炉の部分で０．０４ｍ、黒褐色土を貼り付けて、

平坦な作業面、炉床を形成している。台石や金床石を据

えた痕跡とＰ５（径0.35ｍ）が検出された。

遺物：須恵器椀片１点・粗粒輝石安山岩製金床石1点・

細粒輝石安山岩製金床石１点・鞴羽口片１点・鉄製刀子

１点（埋土）。

時期：平安時代中期、１０世紀前半。

第５節　Ｄ区で検出された遺構と遺物
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１　褐色粘質土１０ＹＲ４／６　φ約１〜 ２ｍｍ程度の榛名山二ツ岳軽石Ｈｒ－ＦＰ粒及び炭化物粒を含む。
２　黒褐色砂質土１０ＹＲ２／３　榛名山二ツ岳軽石Ｈｒ－ＦＰ粒を極少量含む。
３　赤褐色焼土塊５ＹＲ４／６　

１　黒褐色粘質土１０ＹＲ２／３　 榛名山二ツ岳軽石Ｈｒ－ＦＰ粒を極少量、炭化物を多く含む。
２　黒褐色砂質土１０ＹＲ２／３　 榛名山二ツ岳軽石Ｈｒ－ＦＰ粒を極少量、炭化物を含む。

１

４ ５（１／２）

２（１／４）



０ 10㎝１:４

　５．窪地

・１号窪地(第168図、ＰＬ．86・111)

位置：北西側から県道本線への進入・接続路に当たる部

分の中央北寄りの位置。古代の豪族居館の区画溝と考え

られる６・７号溝、鍛冶遺構の南側に位置する。Ｘ＝

４８，０９０ ～ ４８，０９８、Ｙ＝－６９，５０２ ～－６９，５１１。

主軸方向：Ｎ－６８°－Ｗ。

規模と形状：西側が調査区外に出るため、全容は明確で

はないが、検出状況から東西に長い隅丸方形状を呈する

ものと思われる。検出東西径１０．３ｍ・南北径６．４２ｍ・確

認面からの深さ０．３１ｍ。非常に綺麗に掘り込まれ、内側

には平坦面が丁寧に形成されているが、機能は不明であ

る。底部の掘り込み、貼床状の造作はなかった。

重複：２号畠を掘り込む。

埋土：褐色土をベースとし、上層に一部鈍い黄褐色土　

が堆積する。　

遺物：須恵器椀１点・同皿１点・同杯片2点（埋土）。

時期：平安時代前期、９世紀後半。

　先述したようにＤ区からは７条の溝(５～ １１号)が検

出された。本遺跡では合計１４条の溝が検出されているの

で、そのうちの半数がＤ区から検出されていることにな

る。東側に隣接するＣ区から６条、北東端のＡ区から１

条検出されており、本遺跡で検出された溝のほとんどが

Ｃ・Ｄ区で検出されたことになる。Ｄ区で検出された溝

で、特筆されるのは、幅・深さともに各々約１ｍ程度の

堀が二重にめぐり、古代の豪族居館の区画溝と考えられ

る６・７号溝である。Ｃ３・Ｃ４調査区のほぼ大部分を

方形に囲む１４号溝と、その北側を方形に囲む１５号溝がＣ

区では検出されているものの、Ｃ区で検出された２つの

方形区画溝は近世の屋敷地を囲む溝と考えられるのに対

し、本Ｄ区で検出された方形区画溝は古代のものと考え

　６．溝

第１６７図  Ｄ区１号鍛冶遺構　出土遺物(２)

鉄を鍛造した際に出た滓が付着した範囲
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１　暗褐色土１０ＹＲ３／３　φ約５ｍｍ程度の榛名山二ツ岳軽石Ｈｒ－ＦＰ粒及び炭化物を多く含む。
２　褐色土１０ＹＲ４／４　φ約２ｍｍ程度の榛名山二ツ岳軽石Ｈｒ－ＦＰ粒及び炭化物を含む。
３　褐色土１０ＹＲ４／６　榛名山二ツ岳軽石Ｈｒ－ＦＰ粒を極少量、炭化物を含む。
４　鈍い黄褐色土１０ＹＲ４／３　榛名山二ツ岳軽石Ｈｒ－ＦＰ粒及び炭化物を含む。
５　褐色土１０ＹＲ４／６　褐色土ブロックを含む。

１

２

３

４



られ、古代の豪族居館自体の検出例が極めてまれなだけ

に重要な事例である。ただし、内部構造に関わる部分が

調査区外になっており、解明することはできなかった。

　

(１)５号溝(第169図、ＰＬ．86)

位置：Ｄ区の北端。北・東・西壁に掛かる。東西方向に

走行する。Ｘ＝４８，１１8、Ｙ＝－６９，５０8 ～－６９，５１０。

主軸方向：Ｎ－８５°－Ｗ。 　

規模と形状：ほぼ東西方向に流れる。北・東・西壁に掛

かっており、全長で３．７ｍ分のみしか検出出来なかった。

検出幅０．７ｍ・確認面からの深さ０．４７ｍ。断面は台形状

を呈し、しっかりとした掘方を有している。５号溝は、６・

７号溝とは規模形状が異なるので、６・７号溝が区画す

る平安時代前期の豪族居館との関係は考えにくい。

重複：なし。

遺物：なし。

時期：不明。

(２)６・７号溝(第169 ～ 171図、ＰＬ．86 ～ 88・111)

位置：Ｄ区北端に近い位置、北西側から県道本線への進

入・接続路に当たる部分の北寄りの位置。二重に巡る溝

のうち、南西隅で北側に向かって屈曲する内側の溝が６

号、東西方向に延びる外側が７号である。両溝とも東西

両壁に掛かる。Ｘ＝４８，１０１ ～ ４８，１１２、Ｙ＝－６９，５０２ ～

－６９，５２２。

主軸方向：６号溝：東壁から１２．８ｍまでは東西方向でＮ

－８６°－Ｗ、東壁から約ほぼ１３．２ｍの位置で直角に南北方

向に屈曲しＮ－４°－Ｗ。７号溝：東西方向にＮ－８６°－Ｗ。

規模と形状：平安時代前期の豪族居館を方形に区画する

ものと考えられる二重の溝の一部と考えられる。区画内

の建物遺構は調査区内では検出されておらず、北側の調

査区外に展開していたものと考えられる。

６号溝：東端は調査区外に延びる。東西方向に走行し、

東壁から東１２．８ｍの地点で止まる。東壁から１３．２ｍの位

置からは直角に南北方向に走行し、北端は調査区外に延

びる。全体的にＬ字状を呈する。東西方向検出長１２．８ｍ、

上幅０．９６ ～ １．８８ｍ、底幅０．４３ ～ ０．８２ｍ、確認面からの

深さ０．３６ ～ ０．９１ｍ。南北方向検出長５．０６ｍ、上幅０．７４

～ １．３ｍ、底幅０．３２ ～ ０．７３ｍ、確認面からの深さ０．１３

～ ０．２９ｍ。ともに断面は逆台形状を呈し、しっかりと

した掘方を有するが、南北方向の部分は掘方が浅い。全

体的に炭化材塊の出土が顕著であったが、この炭化材塊

の由来、すなわち、溝に囲まれた内部の建物の建築部材

であるのか、あるいは外部からの流入であるのかは明ら

かにできなかった。

７号溝：東西方向から南北方向にＬ字状に屈曲する６号

溝の南側を東西方向に走行する。東西両側調査区外に延

びている。東壁から１３．８ｍのところで止まり、幅１．４ｍ

の土橋状の掘り残し部分を挟む。

　東側検出長１３．８ｍ、上幅０．８２ ～ １．６１ｍ、底幅０．４３ ～

０．７２ｍ、確認面からの深さ０．２６ ～ ０．７７ｍ。西側検出長

４．７ｍ、上幅１．１７ ～ １．６２ｍ、底幅０．４ ～ ０．７３ｍ、確認面

からの深さ０．６１ ～ ０．８ｍ。ともにしっかりとした掘方を

有するが、断面は不整形である。

重複：２号畠を掘り込む。埋没後の７号溝の上面に鍛冶

遺構が形成される。

埋土：上層に鈍い黄褐色土・灰黄褐色土。下層に黒褐色

土・褐色土が堆積する。　

遺物：須恵器杯１点・同皿２点・粗粒輝石安山岩製砥石

片１点（埋土）。

時期：平安時代前期、９世紀後半。

(３)８・９号溝(第171・200図、ＰＬ．89)

位置：Ｄ区の南東隅寄り。８号溝の南側２．３ ～ ２．４ｍの

位置を並行して同方向に走行する８号溝よりも小規模な

溝が９号溝である。Ｘ＝４８，０４５ ～ ４８，０５２、Ｙ＝－６９，４７７

～－６９，４９３。

主軸方向：Ｎ－６６°－Ｅ。

規模と形状：８号溝：東西両端とも調査区外に延びる。

東北東－西南西方向に走行する。検出長１７．３ｍ、上幅

０．６８ ～ １．１２ｍ、底幅０．２６ ～ ０．６８ｍ、確認面からの深さ

０．２５ ～ ０．３８ｍ。断面は浅い逆台形状を呈する。

９号溝：西端は調査区外に延びる。東端は、西壁から

８．４ｍのところで止まる。上幅０．２４ ～ ０．５６ｍ、底幅０．０６

～ ０．２７ｍ、確認面からの深さ０．０７ ～ ０．１６ｍ。断面は不

整形である。

重複：８号溝が１８号住居を掘り込む。

埋土：暗褐色土。　

遺物：須恵器椀片１点（埋土）。

時期：平安時代中期、１０世紀前半。

第５節　Ｄ区で検出された遺構と遺物
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６号溝Ｂ～Ｅ　
１　暗褐色土１０ＹＲ３／３　榛名山二ツ岳軽石Ｈｒ－ＦＰ粒及び炭化物を含む。
２　暗褐色土１０ＹＲ３／４　焼土ブロックを含む。
３　褐色粘質土１０ＹＲ４／４　φ約１〜 ２ｃｍ程度の黄褐色土ブロックを含む。

６号溝Ａ　
１　灰黄褐色土１０ＹＲ４／２　φ約３～ １０㎜程度の榛名山二ツ岳軽石Ｈｒ－ＦＰ粒が混じる。褐色土

ブロックが約２０％程度混じる。炭化物を少量含む。　
２　鈍い黄褐色粘質土１０ＹＲ４／３　φ約３㎜程度の榛名山二ツ岳軽石Ｈｒ－ＦＰ粒を少量含む。
３　暗褐色土１０ＹＲ３／４　φ１〜 ２ｍｍ程度の榛名山二ツ岳軽石Ｈｒ－ＦＰ粒及び炭化物を含む。
４　褐色土１０ＹＲ４／４　褐色土がブロック状に入り、その間に砂粒が混じる。炭化物を少量含む。
５　黒褐色土１０ＹＲ３／１　浅間山火山灰Ａｓ－Ｃ軽石粒混入黒色土の崩落土。　

６溝１ ６溝２
６溝３



０ ５㎝１:２

(４)１０・１１号溝(第172図、ＰＬ．89・90)

位置：Ｄ区の東寄りの位置。１６号住居の東側に近接する。

Ｘ＝４８，０５７ ～ ４８，０75、Ｙ＝－６９，５１１ ～－６９，５16。

主軸方向：Ｎ－４°－Ｗ。　

規模と形状：Ｄ区の西寄りの位置をわずかに西から東に

蛇行しながら南から北北西方向に走行する。１１号溝は１０

号溝の底部下から検出された。両溝の走行方向はほぼ一

致しており、１１号溝が掘り直されたのが１０号溝と考えら

れる。

１０号溝：Ｄ区南壁から約１４．５ｍ北の位置から検出され、

北端は調査区外に延び、北西側から県道本線への進入・

接続路に当たる部分においてさらに北側に続く部分が検

出されたが、この部分で検出されたのは痕跡に留まる。

検出全長18ｍ、上幅０．５５ ～ １．７１ｍ、底幅０．２２ ～ ０．８８ｍ、

確認面からの深さ０．１１ ～ ０．１９ｍ。断面は浅く扁平な逆

台形状を呈する。

１１号溝：Ｄ区南壁から約１４ｍ北の位置から検出され、北

壁調査区外に延びる。北西側から県道本線への進入・接

続路に当たる部分においては検出されなかった。上幅０．

４９ ～ ０．７９ｍ、底幅０．１４ ～ ０．４４ｍ、１０号溝の底部から確

認できた深さは０．０４ ～ ０．０５ｍ。断面は扁平な形状であ

る。

重複：１０号溝は１１号溝を掘り込む。４０１・４０２号ピットに

掘り込まれる。１１号溝は１０号溝に掘り込まれる。

埋土：１０号溝は黒褐色土をベースとし、下層に褐色土、

暗褐色土が堆積する。１１号溝の検出部分では黄褐色土の

堆積が認められた。　

遺物：なし。

時期：不明。

第１７０図　Ｄ区６号溝　出土遺物(２)
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７号溝Ａ－Ａ′　
１　灰黄褐色粘質土１０ＹＲ４／２　φ約１〜 ５ｍｍ程度の榛名山二ツ岳軽石Ｈｒ－ＦＰ粒を約５％程度、φ５～ １０㎜の黄褐

色ブロックを約７％程度含む。しまり強い。
２　灰黄褐色粘質土１０ＹＲ４／２　φ約１〜 ５ｍｍ程度の榛名山二ツ岳軽石Ｈｒ－ＦＰ粒を約２％程度、φ約１〜 ２ｃｍ程度

の黄褐色ブロックを約５％程度含む。しまり強い。
３　褐色土１０ＹＲ４／４　２層の土と黄褐色粘質土との混土。しまり強い。
４　黒褐色土１０ＹＲ３／１　浅間山火山灰Ａｓ－Ｃ粒混入黒色土と黄褐色粘質土とが混じる。
５　褐灰色粘質土１０ＹＲ４／１　焼土粒及び炭化物粒を僅かに含む。しまり強い。

８号溝　
１　暗褐色土１０ＹＲ３／３　φ約１〜２㎜程度の榛

名山二ツ岳軽石Ｈｒ－ＦＰ粒を含む。

９号溝　
１　暗褐色土１０ＹＲ３／６　榛名山二ツ岳軽石Ｈｒ－ＦＰ

粒を極少量含む。
２　褐色土１０ＹＲ４／４　φ約１ｃｍ程度の褐色土ブ

ロックを含む。

８溝１
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１　黒褐色粘質土１０ＹＲ３／２　φ約２〜 ３ｍｍ程
度の榛名山二ツ岳軽石Ｈｒ－ＦＰ粒を含む。

２　褐色土１０ＹＲ４／４　褐色ブロックに浅間山
火山灰Ａｓ－Ｃ粒を少量含む。

３　暗褐色土１０ＹＲ３／４　榛名山二ツ岳軽石Ｈｒ－
ＦＰ粒及び砂粒を含む。

１　黄褐色土１０ＹＲ５／８　黄褐土層がラ
ミナ状に入る。榛名山二ツ岳軽石
Ｈｒ－ＦＰ粒を少量と褐色土粒を含む。



　Ｄ区からは４０基の土坑(１３１、１３３ ～ １５６、１６０、１６１、

１６３、１７６ ～ １８７号)が検出された。

　本遺跡では合計209基の土坑が検出されている。本遺

跡で検出された土坑の約６割がＣ区で、約２割がＤ区で

検出されたことになる。

　いずれも用途不明であり、大きさ、深さもまちまちで

あった。

(１)１３１号土坑(第173図)

位置：Ｄ区北端に近い位置、北西側から県道本線への進

入・接続路に当たる部分の北寄りの位置。二重に巡る

溝のうち、南西隅で北側に向かって屈曲する内側の６

号溝と、東西方向に延びる外側の７号溝の間に位置し、

西壁に掛かる。Ｘ＝４８，１０６ ～ ４８，１０７、Ｙ＝－６９，５２０ ～

－６９，５２１。

規模と形状：西側大半が調査区外に出るため全容は全く

不明。検出北東－南西径１．１６ｍ、検出北西－南東径０．３４ｍ、

検出深度０．68ｍ。

重複：なし。

埋土：上層に灰黄褐色土、中層に鈍い黄褐色土、下層に

暗褐色土が堆積する。　

遺物：なし。

時期：不明。

(２)１３３号土坑(第173図、ＰＬ．90)

位置：Ｄ区北端に近い北西側から県道本線への進入・接

続路に当たる部分の南寄りの位置。１号窪地の東側に

位置する。東壁に掛かる。Ｘ＝４８，０９０ ～ ４８，０９１、Ｙ＝

－６９，５００。

主軸方向：Ｎ－３６°－Ｗ。　

規模と形状：東側大半が調査区外に出るため全容は全く

不明。検出南北径０．８ｍ、検出東西径０．３２ｍ、検出深度

０．６７ｍ。

重複：なし。

埋土：上層暗褐色土、下層鈍い黄褐色土。　

遺物：なし。

時期：不明。

(３)１３４号土坑(第173図、ＰＬ．90)

位置：Ｄ区北端に近い北西側から県道本線への進入・

接続路に当たる部分の南寄りの位置。１号窪地の南側

に 隣 接 す る。 Ｘ ＝４８，０８８ ～ ４８，０８９、 Ｙ ＝ －６９，５０５ ～

－６９，５０６。

主軸方向：Ｎ－３７°－Ｗ。　

規模と形状：北西－南東方向に長い不整楕円形状を呈す

る。長径１ｍ・短径０．７５ｍ・深さ０．１７ｍ。

重複：なし。

埋土：暗褐色土。　

遺物：なし。

時期：不明。

(４)１３５号土坑(第173図、ＰＬ．90)

位置：Ｄ区北端に近い北西側から県道本線への進入・接

続路に当たる部分の西寄りの位置。南壁にかかる。Ｘ＝

４８，０９９、Ｙ＝－６９，５２２ ～－６９，５２３。

規模と形状：南側が調査区外に大きく出るために全容不

明。検出南北径０．６２ｍ・検出東西径０．５３ｍ・深さ０．３２ｍ。

重複：なし。

埋土：上層暗褐色土、中層明黄褐色土、下層灰黄褐色土・

黒褐色土。　

遺物：なし。

時期：不明。

(５)１３６号土坑(第173図、ＰＬ．91)

位置：Ｄ区の北寄りの位置。東壁際。１３号住居の北側に

位置する。Ｘ＝４８，０75 ～ 48.076、Ｙ＝－６９，475 ～－６９，

476。

主軸方向：Ｎ－２１°－Ｗ。　

規模と形状：南北に長い不整楕円形状を呈する。長径

０．７４ｍ・短径０．６１ｍ・深さ０．１５ｍ。

重複：なし。

埋土：上層灰黄褐色土、下層褐色土。　

遺物：なし。

時期：不明。

(６)１３７号土坑(第173図、ＰＬ．91)

位置：Ｄ区の中央、やや北寄りの位置。１３号住居の南側

に位置する。東壁に掛かる。Ｘ＝４８，０６３ ～ ４８，０６４、Ｙ

　７．土坑
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＝－６９，４７６ ～－６９，４７７。

規模と形状：東側が調査区外に出るため全容は不明であ

るが、東西方向に長い楕円形状を呈するものと考えられ

る。南北径０．６５ｍ・検出東西径０．５７ｍ・深さ０．２１ｍ。

重複：なし。

埋土：黒褐色土。　

遺物：なし。

時期：不明。

(７)１３８号土坑(第173図、ＰＬ．91)

位置：Ｄ区の中央、東寄りの位置。１３９号土坑の北側に

位置する。Ｘ＝４８，０６４ ～ ４８，０６５、Ｙ＝－６９，４８０。

主軸方向：Ｎ－２８°－Ｗ。　

規模と形状：南北に僅かに長い惰円形状を呈する。長径

０．６８ｍ・短径０．６４ｍ・深さ０．１１ｍ。

重複：なし。

埋土：暗褐色土。　

遺物：なし。

時期：不明。

(８)１３９号土坑(第173図、ＰＬ．91)

位置：Ｄ区の中央、東寄りの位置。１３８号土坑の南側に

位置し、１４０号土坑の北側に隣接する。Ｘ＝４８，０６２、Ｙ

＝－６９，４８０ ～－６９，４８１。

主軸方向：Ｎ－７°－Ｅ。　

規模と形状：南北にやや長い惰円形状を呈する。長径

０．５４ｍ・短径０．５ｍ・深さ０．１１ｍ。

重複：なし。

埋土：上層暗褐色土、下層鈍い黄褐色土。　

遺物：なし。

時期：不明。

(９)１４０号土坑(第173図、ＰＬ．91)

位置：Ｄ区の中央、東寄りの位置。１３９号土坑の南側に

隣接し、１４１号土坑の北側に位置する。Ｘ＝４８，０６０ ～

４８，０６１、Ｙ＝－６９，４８０ ～－６９，４８１。

主軸方向：Ｎ－７°－Ｅ。　

規模と形状：南北に長い惰円形状を呈する。長径０．６２ｍ・

短径０．４１ｍ・深さ０．１３ｍ。

重複：なし。

埋土：灰黄褐色土。　

遺物：なし。

時期：不明。

(１０)１４１号土坑(第174図、ＰＬ．91)

位置：Ｄ区の中央、東寄りの位置。１４０号土坑の南側、

１４２号土坑の北側に位置する。Ｘ＝４８，０５８ ～ ４８，０５９、Ｙ

＝－６９，４８１。

主軸方向：Ｎ－８０°－Ｗ。　

規模と形状：東西にやや長い楕円形状を呈する。長径

０．９４ｍ・短径０．８８ｍ・深さ０．２６ｍ。

重複：なし。

埋土：暗褐色土。　

遺物：なし。

時期：不明。

(１１)１４２号土坑(第174図、ＰＬ．91)

位置：Ｄ区の中央、東寄りの位置。１４１号土坑の南側

に 位 置 す る。 Ｘ ＝４８，０５６ ～ ４８，０５７、 Ｙ ＝ －６９，４８０ ～

－６９，４８１。

主軸方向：Ｎ－５°－Ｅ。　

規模と形状：南北に長い惰円形状を呈する。長径０．９３ｍ・

短径０．8６・深さ０．２ｍ。

重複：なし。

埋土：暗褐色土。　

遺物：なし。

時期：不明。

(１２)１４３号土坑(第174図、ＰＬ．91)

位置：Ｄ区の中央、やや東寄りの位置。３号掘立柱建

物の西側、１７６号土坑の北側に近接する。Ｘ＝４８，０５８ ～

４８，０６１、Ｙ＝－６９，４９０ ～－６９，４９１。

主軸方向：Ｎ－１１°－Ｅ。　

規模と形状：南北に長い隅丸長方形状を呈する。長径

２．２３ｍ・短径１．２９ｍ・深さ０．２４ｍ。

重複：なし。

埋土：鈍い黄褐色土。　

遺物：須恵器杯片１点（埋土）。

時期：不明。
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１３３号土坑
１　暗褐色土１０ＹＲ３／３　榛名山二ツ岳軽石Ｈｒ－

ＦＰ粒を僅かに含む。しまり強く粘性あり。
２　鈍い黄褐色土１０ＹＲ４／３　暗褐色土との混

土でしまり強く粘性あり。

１３４号土坑
１　暗褐色土１０ＹＲ３／３　φ約１〜 ５ｍｍ

程度の榛名山二ツ岳軽石Ｈｒ－ＦＰ粒
を約５％程度、鈍い黄褐色砂質土
を約５０％程度含む。しまり強い。

１３１号土坑
１　灰黄褐色土１０ＹＲ４／２　褐色土ブロックが約２０％程度及びφ約３～ １０ｍｍ程度の榛名山二ツ岳軽石Ｈｒ－ＦＰ粒が混じる。炭化物を少量含む。　
２　鈍い黄褐色粘質土１０ＹＲ４／３　φ約３ｍｍ程度の榛名山二ツ岳軽石Ｈｒ－ＦＰ粒を少量含む。
３　暗褐色粘質土１０ＹＲ３／３　φ約１〜 ２ｍｍ程度の榛名山二ツ岳軽石Ｈｒ－ＦＰ粒及び褐色粒を少量含む。

１３５号土坑
１　暗褐色粘質土１０ＹＲ３／４　φ約１〜 ５ｍｍ程度の榛名山二ツ岳軽石Ｈｒ－ＦＰ粒を約３％程度含む。しまり強い。
２　明黄褐色粘質土１０ＹＲ６／６　炭化物を僅かに含む。しまり強い。
３　灰黄褐色土１０ＹＲ５／２　炭化物粒を含む砂層。しまりやや弱い。
４　黒褐色土１０ＹＲ３／２　炭化物粒を約１０％程度含む。しまり強く粘性あり。

１３６号土坑
１　灰黄褐色土１０ＹＲ４／２　φ約１〜 ５ｍｍ程度の榛名山二ツ岳

軽石Ｈｒ－ＦＰ粒を約２％程度含む。しまり強く粘性あり。
２　褐色砂質土１０ＹＲ４／４　φ約１〜 ５ｍｍ程度の榛名山二ツ岳

軽石Ｈｒ－ＦＰ粒をを約３％程度含む。しまり強い。

１３７号土坑
１　黒褐色土１０ＹＲ２／２　φ約１〜

５ｍｍ程度の榛名山二ツ岳軽石
Ｈｒ－ＦＰ粒を約５％程度含む。
しまりやや強く粘性あり。

１４０号土坑
１　灰黄褐色土１０ＹＲ４／２　浅間山火山灰Ａ

ｓ－Ｃ粒を約１０％程度含む層と粘性の
ある褐色土との混土。しまり強い。

１３８・１３９号土坑
１　暗褐色土１０ＹＲ３／３　土質粗く黒褐色ブロック、褐色土混じりで鉄分沈着あり。榛名山二ツ

岳軽石Ｈｒ－ＦＰ粒を約２％程度含む。
２　鈍い黄褐色土１０ＹＲ５／３　砂層と１層の土との混土。



(１３)１４４号土坑(第174図、ＰＬ．91)

位置：Ｄ区の中央、やや東寄りの位置。Ｘ＝４８，０６５ ～

４８，０６６、Ｙ＝－６９，４９３ ～－６９，４９４。

主軸方向：Ｎ－３７°－Ｗ。　

規模と形状：北西－南東方向に長い不整楕円形状を呈す

る。長径０．８６ｍ・短径０．４３ｍ・深さ０．２７ｍ。

重複：4号掘立柱建物Ｐ２を掘り込む。

埋土：暗褐色土。　

遺物：なし。

時期：不明。

(１４)１４５号土坑(第174図、ＰＬ．91・92)

位置：Ｄ区の中央よりやや南東寄りの位置。３５3号ピッ

ト の 南 西 側、４４１号 ピ ッ ト の 北 側 に 位 置 す る。 Ｘ ＝

４８，０５７、Ｙ＝－６９，４９５。

主軸方向：Ｎ－４７°－Ｗ。　

規模と形状：北西－南東方向に長い不整楕円形状を呈す

る。長径０．７ｍ・短径０．６２ｍ・深さ０．５３ｍ。

重複：なし。

埋土：暗褐色土。　

遺物：なし。

時期：不明。

(１５)１４６号土坑(第174図、ＰＬ．92)

位置：Ｄ区の中央よりやや南寄りの位置。１５号住居の東

側に隣接する。Ｘ＝４８，０５７ ～ ４８，０５８、Ｙ＝－６９，４９６ ～

－６９，４９７。

主軸方向：Ｎ－２２°－Ｅ。　

規模と形状：南北に僅かに長い楕円形状を呈する。長径

０．６ｍ・短径０．５７ｍ・深さ０．４６ｍ。

重複：なし。

埋土：暗褐色土。　

遺物：なし。

時期：不明。

(１６)１４７号土坑(第174図、ＰＬ．92)

位置：Ｄ区の南東寄りの位置。１４号住居の北側、３７２号ピッ

トの西側、３７３号ピットの東側に隣接する。Ｘ＝４８，０５３

～ ４８，０５４、Ｙ＝－６９，４９２。

主軸方向：Ｎ－１８°－Ｅ。　

規模と形状：南北に長い楕円形状を呈する。長径０．５１ｍ・

短径０．４２ｍ・深さ０．１５ｍ。

重複：１４８号土坑の北端を掘り込む。

埋土：灰黄褐色土。　

遺物：なし。

時期：不明。

(１７)１４８号土坑(第174図、ＰＬ．92)

位置：Ｄ区の南東寄りの位置。１４号住居の北側、３７２号ピッ

トの西側、３７３号ピットの東側に隣接する。Ｘ＝４８，０５３、

Ｙ＝－６９，４９２。

主軸方向：Ｎ－５°－Ｗ。　

規模と形状：南北に長い楕円形状を呈する。長径０．５１ｍ・

短径０．４２ｍ・深さ０．１５ｍ。

重複：１４７号土坑に北端を掘り込まれる。

埋土：暗褐色土。　

遺物：なし。

時期：不明。

(１８)１４９号土坑(第174図、ＰＬ．92)

位置：Ｄ区の中央部。１５１号土坑・４０３号ピットの北側、

３９４・３９５号ピットの東側に位置する。Ｘ＝４８，０６２、Ｙ＝

－６９，５０１。

主軸方向：Ｎ－６°－Ｗ。　

規模と形状：南北に僅かに長い不整惰円形状を呈する。

長径０．７３ｍ・短径０．７ｍ・深さ０．６６ｍ。

重複：なし。

埋土：褐色土・暗褐色土。　

遺物：なし。　

時期：不明。

(１９)１５０号土坑(第174図、ＰＬ．92)

位置：Ｄ区の中央部、やや南寄りの位置。４０３号ピット

の南側、１５１号土坑のすぐ西側、４００号ピットのすぐ北

側、４０７号ピットの北東側に近接する。Ｘ＝４８，０６０ ～

４８，０６１、Ｙ＝－６９，５０１ ～－６９，５０２。

主軸方向：Ｎ－４°－Ｅ。　

規模と形状：南北に長い楕円形状を呈する。長径０．７４ｍ・

短径０．５３ｍ・深さ０．１３ｍ。
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１４１・１４２号土坑
１　暗褐色土１０ＹＲ３／３　榛名山二ツ岳軽石Ｈｒ－ＦＰ粒を約５％程度、褐灰色砂粒を約１０％程度含む。固く

しまり強い。

１４４号土坑
１　暗褐色土１０ＹＲ３／３　焼土粒及び榛名山

二ツ岳軽石Ｈｒ－ＦＰ粒をそれぞれ約２％
程度含む。しまり強い。

１４５号土坑
１　暗褐色土１０ＹＲ３／３　榛名山二ツ岳軽石Ｈｒ－ＦＰ

粒及び黄褐色砂粒をそれぞれ約５％程度、
炭化物を僅かに含む。しまり強い。

２　暗褐色土１０ＹＲ３／３　ほぼ均一でわずかに榛
名山二ツ岳軽石Ｈｒ－ＦＰ粒及び黄褐色粒を含
む。しまりやや強く粘性あり。

１４６号土坑
１　暗褐色土１０ＹＲ３／３　榛名山二ツ岳軽

石Ｈｒ－ＦＰ粒及び灰黄褐色砂粒をそれ
ぞれ約５％程度含む。しまり強い。

１４７・１４８号土坑
１　灰黄褐色砂質土１０ＹＲ４／２　暗褐色土と

の混土で、榛名山二ツ岳軽石Ｈｒ－ＦＰ粒
を約２％程度含む。しまり強い。

２　暗褐色土１０ＹＲ３／３　榛名山二ツ岳軽石Ｈ
ｒ－ＦＰ粒を約３％程度含む。しまりやや
強く粘性あり。

１４９号土坑
１　暗褐色粘質土１０ＹＲ３／３　φ約１〜 ３ｍｍ程

度の榛名山二ツ岳軽石Ｈｒ－ＦＰ粒を含む。
２　褐色土１０ＹＲ４／６　榛名山二ツ岳軽石Ｈｒ－ＦＰ

粒を少量含む。

１５０号土坑
１　褐色土１０ＹＲ４／６　榛名山二ツ岳軽

石Ｈｒ－ＦＰ粒を少量含む。
２　褐色土１０ＹＲ３／３　榛名山二ツ岳軽

石Ｈｒ－ＦＰ粒を少量含む。

１４３号土坑
１　暗褐色土１０ＹＲ３／３　φ約１〜 ５ｍｍ程度の榛名山二ツ岳軽石Ｈｒ－ＦＰ粒を約２％程度、焼土粒、炭化物

粒を僅かに含む。しまり強い。
２　鈍い黄褐色土１０ＹＲ４／３　褐色砂粒層と１層の土との混土。しまり強い。　



重複：なし。

埋土：褐色土。　

遺物：なし。

時期：不明。

(２０)１５１号土坑(第175図、ＰＬ．92)

位置：Ｄ区の中央部、やや南寄りの位置。１４９号土坑

のすぐ南側、１５０号土坑のすぐ東側に近接する。Ｘ＝

４８，０６１、Ｙ＝－６９，５０１。

主軸方向：Ｎ－３９°－Ｅ。　

規模と形状：北東－南西方向に長い不整惰円形状を呈す

る。長径０．７７ｍ・短径０．７２ｍ・深さ０．４１ｍ。

重複：４０３号ピットの南東隅を掘り込む。

埋土：上層鈍い黄褐色土、下層褐色土。　

遺物：なし。

時期：不明。

(２１)１５２号土坑(第175図、ＰＬ．92)

位置：Ｄ区の中央部、やや南寄りの位置。４００号ピット

のすぐ南側、４０７号ピットの東側、３８４ ～ ３８６号ピットの

東側に近接する。Ｘ＝４８，０５９ ～ ４８，０６０、Ｙ＝－６９，５０１

～－６９，５０２。

主軸方向：Ｎ－３６°－Ｅ。　

規模と形状：南北にやや長い楕円形状を呈する。長径０．

７１ｍ・短径０．６２ｍ・深さ０．２２ｍ。

重複：なし。

埋土：暗褐色土。　

遺物：なし。

時期：不明。

(２２)１５３号土坑(第175図、ＰＬ．92・93)

位置：Ｄ区の中央部。やや南寄りの位置。３９６ ～ ３９８号

ピットの南側、３７８・３７９号ピットの東側、３５７・３５８号

ピットの西側に位置する。Ｘ＝４８，０６２ ～ ４８，０６３、Ｙ＝

－６９，４９８。

主軸方向：Ｎ－４°－Ｅ。　

規模と形状：南北に長い長方形状を呈する。南側が浅く、

中央部から北側にかけて段をつけて深く掘り込まれてい

る。長径１．１８ｍ・短径０．６２ｍ・深さ０．６３ｍ。しっかりと

した掘方を有する。

重複：４号掘立柱建物と重複するが新旧関係は不明。

埋土：灰黄褐色土。　

遺物：なし。

時期：不明。

(２３)１５４号土坑(第175図、ＰＬ．93)

位置：Ｄ区の中央部、西寄りの位置。１５５号土坑のすぐ

北側に接し、１０号溝の東側に位置する。Ｘ＝４８，０６１ ～

４８，０６２、Ｙ＝－６９，５０９ ～－６９，５１０。

主軸方向：Ｎ－８１°－Ｗ。　

規模と形状：東西に長い不整形を呈する。北側に一段と

深く掘り込んだ部分が２箇所検出された。長径１．４１ｍ・

短径０．９５ｍ・深さ０．６８ｍ。

重複：４１３号ピットの南辺を掘り込む。

埋土：上層褐色土、下層鈍い黄褐色土。　

遺物：なし。

時期：不明。

(２４)１５５号土坑(第175図、ＰＬ．93)

位置：Ｄ区の中央部、西寄りの位置。１５４号土坑のすぐ

南側に接し、４１４・４１５号ピットの北側に位置する。Ｘ＝

４８，０６０ ～ ４８，０６１、Ｙ＝－６９，５１０。

主軸方向：Ｎ－３６°－Ｅ。　

規模と形状：北東－南西方向に長い不整形を呈する。長

径０．９７ｍ・短径０．７５ｍ・深さ０．６１ｍ。

重複：なし。

埋土：上層褐色土・鈍い黄褐色土、下層褐色土。　

遺物：なし。

時期：不明。

(２５)１５６号土坑(第175図、ＰＬ．93・111)

位置：Ｄ区の中央、南寄りの位置。１４６号土坑の北西

側に隣接する。Ｘ＝４８，０５８ ～ ４８，０５９、Ｙ＝－６９，４９７ ～

－６９，４９８。

主軸方向：Ｎ－２８°－Ｗ。　

規模と形状：北西－南東方向に長い不整楕円形状を呈す

る。長径０．７６ｍ・南北径０．５１ｍ・深さ０．６５ｍ。

重複：１５号住居に西側を掘り込まれる。

埋土：上層黒褐色土、中層灰黄褐色土、下層褐灰色土。

遺物：須恵器杯１点（埋土）。
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時期：古代。

(２６)１６０号土坑(第175図、ＰＬ．93)

位置：Ｄ区の中央部、東寄りの位置。Ｘ＝４８，０７９、Ｙ＝

－６９，４８２。

主軸方向：Ｎ－５４°－Ｗ。　

規模と形状：北西－南東方向にやや長い楕円形状を呈す

る。長径０．６２ｍ・短径０．４８ｍ・深さ０．１６ｍ。

重複：なし。

埋土：暗褐色土。　

遺物：なし。

時期：不明。

(２７)１６１号土坑(第175図、ＰＬ．93)

位置：Ｄ区北端に近い北西側から県道本線への進入・接

続路に当たる部分とＤ区本線部分とが接続する位置の中

央。３３９号ピットのすぐ南側に近接し、１６３号土坑・４３０

号ピットの北側に隣接する。Ｘ＝４８，０８０、Ｙ＝－６９，５０３。

主軸方向：Ｎ－７９°－Ｅ。　

規模と形状：東西に長い楕円形状を呈する。長径０．７８ｍ・

短径０．６２ｍ・深さ０．１７ｍ。

重複：なし。

埋土：暗褐色土。　

遺物：なし。

時期：不明。

(２８)１６３号土坑(第175図、ＰＬ．93)　

位置：Ｄ区北端に近い北西側から県道本線への進入・接

続路に当たる部分とＤ区本線部分とが接続する位置の中

央。１６1号土坑の南側、４３８号ピットの北東側に位置する。

Ｘ＝４８，０７９、Ｙ＝－６９，５０２ ～－６９，５０３。

主軸方向：Ｎ－５６°－Ｗ。　　　

規模と形状：北西－南東方向に長い楕円形状を呈する。

長径０．８ｍ・短径０．４７ｍ・深さ０．１１ｍ。

重複：４３０号ピットの南東側を掘り込む。　　　　　　

埋土：暗褐色土。　　　

遺物：なし。　　　　　　

時期：不明。　　　　　　

(２９)１７６号土坑(第175図、ＰＬ．93)　

位置：Ｄ区の中央よりやや南東寄りの位置。３号掘立柱

建物のすぐ西側に近接し、１４３号土坑の南側に隣接する。

Ｘ＝４８，０５７ ～ ４８，０５８、Ｙ＝－６９，４９０ ～－６９，４９１。

主軸方向：Ｎ－２７°－Ｗ。　　　

規模と形状：北東－南西方向にやや長い楕円形状を呈す

る。長径０．８９ｍ・短径０．８６ｍ・深さ０．１９ｍ。

重複：なし。　　　　　　

埋土：暗褐色土。

遺物：なし。　　　　　　

時期：不明。　　　　　　

(３０)１７７号土坑(第176図、ＰＬ．93)　

位置：Ｄ区の中央よりやや南東寄りの位置。３号掘立柱

建物のすぐ南側に近接する。Ｘ＝４８，０５５ ～ ４８，０５６、Ｙ

＝－６９，４９０ ～－６９，４９１。

主軸方向：Ｎ－７３°－Ｅ。　　　

規模と形状：北西－南東方向にやや長い楕円形状を呈す

る。長径０．５６ｍ・短径０．４５ｍ・深さ０．１３ｍ。

重複：なし。

埋土：黒褐色土。

遺物：なし。　　　　　　

時期：不明。　　　

(３１)１７８号土坑(第176図、ＰＬ．94)　

位置：Ｄ区の中央より北東寄りの位置。Ｘ＝４８，０７２ ～

４８，０７３、Ｙ＝－６９，４８６ ～－６９，４８８。

主軸方向：Ｎ－８５°－Ｗ。　　　

規模と形状：東西に長い隅丸長方形状を呈する。長径

１．４２ｍ・短径０．７５ｍ・深さ０．１８ｍ。

重複：なし。

埋土：暗褐色土。

遺物：なし。　　　　　　

時期：不明。　

(３２)１７９号土坑(第176図、ＰＬ．94)　

位置：Ｄ区北端に近い北西側から県道本線への進入・接

続路に当たる部分とＤ区本線部分とが接続する位置の東

寄り。北壁に掛かる。４５５号ピットの北東側に位置する。

Ｘ＝４８，０８１ ～ ４８，０８２、Ｙ＝－６９，４９２ ～－６９，４９３。
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第１７５図　Ｄ区土坑　平面図・土層断面図(3)

１５１号土坑 １５２号土坑 １５３号土坑

１５４・１５５号土坑 １６０号土坑 １６１号土坑

１５６号土坑 １６３号土坑 １７６号土坑
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１５１号土坑
１　鈍い黄褐色土１０ＹＲ４／３　細かい軽石粒含む。
２　褐色土１０ＹＲ４／６　榛名山二ツ岳軽石Ｈｒ－ＦＰ粒

を少量含む。

１５２号土坑
１　暗褐色土１０ＹＲ３／３　灰黄褐色砂粒を約１０％

程度、榛名山二ツ岳軽石Ｈｒ－ＦＰ粒を僅かに
含む。しまり強い。

１５３号土坑
１　灰黄褐色土１０ＹＲ４／２　褐灰色土との混

土で一括埋土。しまりやや弱い。

１６０・161号土坑
１　暗褐色土１０ＹＲ３／３　黄褐色粒を約５％程度、灰黄褐色砂粒を約１０％程度、榛名山二ツ岳軽

石Ｈｒ－ＦＰ粒を約３％程度含む。しまり強い。

１５６号土坑
１　黒褐色土１０ＹＲ３／２　やや砂質。榛名山二ツ岳軽石Ｈｒ－ＦＰ粒を含む。
２　灰黄褐色土１０ＹＲ４／２　やや砂質。φ約５ｍｍ程度の褐色土ブロックを含む。
３　褐灰色砂質土１０ＹＲ４／１　φ約２〜 ３ｍｍ程度の礫を少量含む。

１６３号土坑
１　暗褐色土１０ＹＲ３／３　榛名山二ツ岳軽石Ｈｒ－ＦＰ

粒を約３％程度、灰黄褐色砂粒を約１０％程
度含む。しまり強い。

１７６号土坑
１　黒褐色土１０ＹＲ３／２　榛名山二ツ岳軽石Ｈｒ－ＦＰ

粒及び炭化物粒を僅かに含む。しまり強い。
２　灰黄褐色土１０ＹＲ４／２　鈍い黄褐色砂質土と

の混土。しまりやや強い。

１５４・１５５号土坑
１　褐色粘質土１０ＹＲ４／６　榛名山二ツ岳軽石Ｈｒ－ＦＰ粒及び黄褐色土ブロックを含む。
２　鈍い黄褐色土１０ＹＲ４／３　黄褐色土ブロック含む。榛名山二ツ岳軽石Ｈｒ－ＦＰ粒を少量含む。
３　褐色粘質土１０ＹＲ４／６　榛名山二ツ岳軽石Ｈｒ－ＦＰ粒及び黄褐色土ブロックを含む。
４　鈍い黄褐色土１０ＹＲ４／３　黄褐色土ブロックを含む。榛名山二ツ岳軽石Ｈｒ－ＦＰ粒を少量含む。
５　褐色粘質土１０ＹＲ４／４　黄褐色土ブロックを含む。



主軸方向：Ｎ－７４°－Ｗ。　　　

規模と形状：北側が調査区外に出るため全容は不明。検

出東西径０．７３ｍ・短径０．３７ｍ・深さ０．１８ｍ。

重複：なし。

埋土：上層暗褐色土、下層鈍い黄褐色土。

遺物：なし。　　　　　　

時期：不明。　

(３３)１８０号土坑(第176図、ＰＬ．94)　

位置：Ｄ区の南東寄りの位置。８号溝のすぐ北側に近接

する。Ｘ＝４８，０５０ ～ ４８，０５１、Ｙ＝－６９，４８８ ～－６９，４８９。

主軸方向：Ｎ－５７°－Ｗ。　　　

規模と形状：東北東－西南西方向に長い楕円形状を呈す

る。長径１．０８ｍ・検出南北径０．８２ｍ・深さ０．２ｍ。

重複：18号住居を掘り込む。

埋土：暗褐色土。

遺物：なし。　　　　　　

時期：不明。　

(３４)１８１号土坑(第176図、ＰＬ．94)　

位置：Ｄ区のやや北東寄りの位置。４５６号ピットの北東

側に隣接する。Ｘ＝４８，０７４ ～ ４８，０７５、Ｙ＝－６９，４９３ ～

－６９，４９４。

主軸方向：Ｎ－１０°－Ｅ。　　　

規模と形状：南北に長い楕円形状を呈する。長径１．１１ｍ・

短径０．８２ｍ・深さ０．１３ｍ。

重複：なし。

埋土：上層黒褐色土、下層鈍い黄褐色土。

遺物：なし。　　　　　　

時期：不明。　

(３５)１８２号土坑(第176図、ＰＬ．94)　

位置：Ｄ 区 の 中 央 よ り や や 北 東 寄 り の 位 置。４５７号

ピットの南側に隣接する。Ｘ＝４８，０７２ ～ ４８，０７３、Ｙ＝

－６９，４９５ ～－６９，４９６。

主軸方向：Ｎ－６０°－Ｅ。　　　

規模と形状：東北東－西南西方向に長い楕円形状を呈す

る。断面は東側が浅く、西側が一段深くなっている。長

径１．０１ｍ・短径０．６８ｍ・深さ０．４７ｍ。

重複：なし。

埋土：黒褐色土。

遺物：なし。　　　　　　

時期：不明。　

(３６)１８３号土坑(第176図、ＰＬ．94)　

位置：Ｄ区の中央よりやや北寄りの位置。Ｘ＝４８，０６９

～ ４８，０７０、Ｙ＝－６９，４９９。

主軸方向：Ｎ－８°－Ｗ。　　　

規模と形状：東北東－西南西方向に僅かに長い楕円形状

を呈する。長径０．５５ｍ・短径０．５２ｍ・深さ０．１５ｍ。

重複：なし。

埋土：上層黒褐色土、下層暗褐色土。

遺物：なし。　　　　　　

時期：不明。　

(３７)１８４号土坑(第176図、ＰＬ．94・111)　

位置：Ｄ区の北西寄りの位置、北壁付近。１８５号土坑

の南側、１０・１１号溝の東側に隣接する。Ｘ＝４８，０７３ ～

４８，０７４、Ｙ＝－６９，５１１。

主軸方向：Ｎ－８６°－Ｗ。　　　

規模と形状：東西に僅かに長い楕円形状を呈する。南側

約半分は、試掘トレンチにより破壊されているものの、

大きさは判明する。長径０．７３ｍ・短径０．７ｍ・深さ０．１７ｍ。

重複：なし。

埋土：暗褐色土。

遺物：土師器小型甕口縁部片１点・須恵器椀１点（埋土）。

時期：不明。　

(３８)１８５号土坑(第176図、ＰＬ．94)　

位置：Ｄ区の北西寄りの位置、北壁に掛かる。１８４号

土坑の北側に隣接する。Ｘ＝４８，０７４ ～ ４８，０７５、Ｙ＝

－６９，５１０ ～－６９，５１２。

主軸方向：Ｎ－８７°－Ｗ。　　　

規模と形状：北側が調査区外に出るため、全容は不明で

ある。検出東西径１．２６ｍ・検出南北径０．４８ｍ・深さ０．3５ｍ。

重複：なし。

埋土：上層暗褐色土、下層灰黄褐色土。

遺物：なし。　　　　　　

時期：不明。　

第３章　調査の成果

234



Ａ Ａ′

056
-490

L=125.40mＡ Ａ′
1

Ａ Ａ′

074
-488

L=125.40mＡ Ａ′

12 2

Ａ Ａ′調査区外

082
-494

L=125.40mＡ Ａ′

2

1

Ａ Ａ′

18住

05
0
-4
89

L=125.40mＡ Ａ′

1

Ａ Ａ′
074
-494

L=125.40mＡ Ａ′

2

1

Ａ Ａ′

073-495

L=125.40mＡ Ａ′

1

Ａ Ａ′075
-500

L=125.40mＡ Ａ′

2
1

Ａ Ａ′

074
-512

4
3

L=125.20mＡ Ａ′

1 P P

Ａ Ａ′調査区外

075
-512

L=125.40mＡ Ａ′

2

1

０ １ｍ１:40

第１７６図  Ｄ区土坑　平面図・土層断面図(4)

１７７号土坑 １７８号土坑 １７９号土坑

１８０号土坑 １８１号土坑 １８２号土坑

１８３号土坑 １８４号土坑 １８５号土坑
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１７７号土坑
１　黒褐色土１０ＹＲ３／２　榛名山二ツ岳軽石Ｈｒ－ＦＰ粒及

び鈍い黄褐色粒をそれぞれ約３％程度含む。し
まり強い。

１７９号土坑
１　暗褐色土１０ＹＲ３／３　やや粘質。φ約３〜

５ｍｍ程度の白色軽石を微量、砂粒ブロッ
クを少量含む。しまりあり。

２　鈍い黄褐色土１０ＹＲ５／３　暗褐色土との混
土。やや脆い。

１７８号土坑
１　暗褐色土１０ＹＲ３／４　小・中粒の白色軽石を少量含む。ややしまりあり。
２　暗褐色土１０ＹＲ３／４　砂粒状のブロックを多く含む。やや脆い。

１８０号土坑
１　暗褐色土１０ＹＲ３／３　灰黄褐色粒を約１０％

程度、榛名山二ツ岳軽石Ｈｒ－ＦＰ粒を約２％
程度含む。しまり強い。

１８１号土坑
１　黒褐色土１０ＹＲ３／２　灰黄褐色砂粒を約

１０％程度、榛名山二ツ岳軽石Ｈｒ－ＦＰ粒を
約２％程度含む。しまりやや強い。

２　鈍い黄褐色砂質土１０ＹＲ４／３　１層の土が
少量混じる。粘性あり。しまりやや強い。

１８２号土坑
１　黒褐色土１０ＹＲ３／２　φ約１〜 ２ｃｍ程度の

鈍い黄褐色ブロックを約１０％程度、榛名
山二ツ岳軽石Ｈｒ－ＦＰ粒を約５％程度含む。
しまり強い。

１８３号土坑
１　黒褐色土１０ＹＲ３／２　鈍い褐色粒及び榛名

山二ツ岳軽石Ｈｒ－ＦＰ粒を僅かに含む。し
まり強い。

２　暗褐色土１０ＹＲ３／４　鈍い黄褐色砂粒を約
２０％程度含む。しまりやや強い。

１８４号土坑
１　暗褐色土１０ＹＲ３／３　榛名山二ツ岳軽石Ｈｒ

－ＦＰ粒を約３％程度、φ約５〜 １０㎜程度
の鈍い黄褐色ブロックを僅かに含む。し
まり強く粘性あり。

１８５号土坑
１　暗褐色粘質土１０ＹＲ３／３　榛名山二ツ岳軽石Ｈｒ－ＦＰ粒を約

１０％程度含む。しまり強い。
２　灰黄褐色粘質土１０ＹＲ５／２　榛名山二ツ岳軽石Ｈｒ－ＦＰ粒を

僅かに含む。しまり強い。
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(３９)１８６号土坑(第177図、ＰＬ．94・95)　

位置：Ｄ区の北西端付近。Ｘ＝４８，０７３ ～ ４８，０７４、Ｙ＝

－６９，５２０ ～－６９，５２１。

主軸方向：Ｎ－１４°－Ｗ。　　　

規模と形状：北西－南東方向にやや長い楕円形状を呈す

る。長径０．８９ｍ・短径０．８５ｍ・深さ０．１５ｍ。

重複：なし。

埋土：暗褐色土。

遺物：なし。　　　　　　

時期：不明。　

(４０)１８７号土坑(第177図、ＰＬ．95)　

位置：Ｄ区の中央、南端寄りの位置。１４号住居のすぐ西

側、４６０号ピットのすぐ東側に近接する。Ｘ＝４８，０５２ ～

４８，０５３、Ｙ＝－６９，４９６ ～－６９，４９７。

主軸方向：Ｎ－６２°－Ｗ。　　　

規模と形状：北西－南東方向に長い不整楕円形状を呈す

る。南東側が突起状に飛び出るような平面形態を呈して

いる。長径１．２５ｍ・短径０．９７ｍ・深さ０．６１ｍ。

重複：なし。

埋土：上層・下層鈍い黄褐色土、中層灰黄褐色土。

遺物：土師器甕口縁部～胴部片１点（埋土）。　

時期：不明。

第１７７図　Ｄ区土坑　平面図・土層断面図(5)、Ｄ区土坑出土遺物

１８６号土坑 １８７号土坑
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１８７号土坑
１　鈍い黄褐色土１０ＹＲ４／３　榛名

山二ツ岳軽石Ｈｒ－ＦＰ粒、炭化
物、焼土等を含む。

２　灰黄褐色土１０ＹＲ４／２　榛名山
二ツ岳軽石Ｈｒ－ＦＰ粒を少量、
褐色砂粒、炭化物、焼土粒等
を含む。

３　鈍い黄褐色土１０ＹＲ５／４　極少
量の榛名山二ツ岳軽石Ｈｒ－ＦＰ
粒及び砂粒を含む。１８６号土坑

１　暗褐色粘質土１０ＹＲ３／３　榛名山二ツ岳軽
石Ｈｒ－ＦＰ粒を僅かに含む。しまりやや強
い。

１４３土１

１５６土２

１８４土３

１８４土４

１８７土５
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　8.ピット
　Ｄ区では１１５基のピットが検出された。とくに中央部

からの検出が多い。年代も機能もいずれも不明である。

規模等については、２５４頁からのピット一覧表に示した。

第１７８図  Ｄ区ピット　平面図・土層断面図(1)　　　　　　　　　　　　　　　　
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３２５号ピット
１　鈍い黄褐色土１０ＹＲ４／３　φ約２ｍｍ程度の榛名山二ツ岳軽石Ｈｒ－ＦＰ粒を含む。
３２６ 〜 ３２８号ピット
１　鈍い黄褐色砂質土１０ＹＲ４／３
329 ～ ３３４号ピット
１　暗褐色土１０ＹＲ３／３　φ約１〜 ５ｍｍ程度の榛名山二ツ岳軽石Ｈｒ－ＦＰ粒を約３％程度含

む。しまり強い。
２　灰黄褐色土１０ＹＲ４／２　暗褐色土混じりで榛名山二ツ岳軽石Ｈｒ－ＦＰ粒を僅かに含む。
３３５号ピット
１　灰黄褐色土１０ＹＲ４／２　暗褐色土混じりで榛名山二ツ岳軽石Ｈｒ－ＦＰ粒を僅かに含む。
３３６ 〜 ３４１号ピット
１　暗褐色土１０ＹＲ３／３　φ約１〜 ５ｍｍ程度の榛名山二ツ岳軽石Ｈｒ－ＦＰ粒を僅かに含む。し

まり強い。
２　灰黄褐色土１０ＹＲ４／２　榛名山二ツ岳軽石Ｈｒ－ＦＰ粒を約１５％程度含む。しまり強く粘性

あり。
３　鈍い黄褐色砂質土１０ＹＲ４／３　榛名山二ツ岳軽石Ｈｒ－ＦＰ粒を僅かに含む。しまりやや強

い。
３４２号ピット
１　暗褐色土１０ＹＲ３／３　酸化による鉄分沈着がみられ、榛名山二ツ岳軽石Ｈｒ－ＦＰ粒を約

３％程度含む。しまり強く粘性あり。
２　褐色砂質土１０ＹＲ４／４　φ約１〜 ５ｍｍ程度の榛名山二ツ岳軽石Ｈｒ－ＦＰ粒を約３％程度含

む。しまり強い。　
３４３号ピット
１　灰黄褐色土１０ＹＲ４／２　褐色土との混土で、榛名山二ツ岳軽石Ｈｒ－ＦＰ粒を約５％程度含

む。しまりやや強く粘性あり。
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３４４，３４８号ピット
１　褐色土１０ＹＲ４／４　φ約１〜 ２ｍｍ程度の軽石粒を含む。
３４５ ～ ３４７号ピット
１　暗褐色土１０ＹＲ３／３　φ１ｍｍ程度の榛名山二ツ岳軽石Ｈｒ－ＦＰ粒を含む。
２　黒褐色粘質土１０ＹＲ２／２
３４９号ピット
１　暗褐色砂質土１０ＹＲ３／３　黄褐色粒を僅かに含む。軟らかくしまりやや強い。　
３５０・３５１・３５３・３５４号ピット
１　暗褐色砂質土１０ＹＲ３／３　榛名山二ツ岳軽石Ｈｒ－ＦＰ粒及び黄褐色粒を僅かに含む。しまりやや強く粘性あり。
３５５号ピット
１　灰黄褐色砂質土１０ＹＲ４／２　鈍い黄橙色粘質土を約１０％程度、炭化物を僅かに含む。しまり強い。
３５７・３５８号ピット
１　暗褐色土１０ＹＲ３／３　榛名山二ツ岳軽石Ｈｒ－ＦＰ粒を約３％程度、鈍い黄橙色粘質土を約５％程度含む。しまり強い。
２　暗褐色土１０ＹＲ３／３　灰黄褐色砂粒を約１０％程度含む。しまりやや弱い。
３　褐色土１０ＹＲ３／３　灰黄褐色砂粒を約２％程度含む。しまり強い。
３５９号ピット
１　暗褐色土１０ＹＲ３／３　極少量の炭化物及び白色軽石粒を含む。φ約２〜 ３ｍｍ程度の褐色粒を含む。
３６１・３６２号ピット
１　暗褐色土１０ＹＲ３／３　灰黄褐色砂粒を約１０％程度、榛名山二ツ岳軽石Ｈｒ－ＦＰ粒を僅かに含む。しまり強い。　
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第１８０図  Ｄ区ピット　平面図・土層断面図(3)
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３６４・３６９号ピット
１　暗褐色土１０ＹＲ３／３　榛名山二ツ岳軽石Ｈｒ－ＦＰ粒及び黄褐色粒をそれぞれ約２％程度含む。しまりやや強く粘性あり。
２　鈍い黄褐色土１０ＹＲ４／３　灰黄褐色砂粒と暗褐色土との混土。しまりやや強い。
３６５，３６６号ピット
１　灰黄褐色土１０ＹＲ４／２　榛名山二ツ岳軽石Ｈｒ－ＦＰ粒及び黄褐色粒を僅かに含む。しまり強い。
367・３７１号ピット
１　暗褐色土１０ＹＲ３／４　榛名山二ツ岳軽石Ｈｒ－ＦＰ粒を約２％、明黄褐色粒を３％、炭化物をわずかに含む。しまり強い。
２　暗褐色土１０ＹＲ３／３　灰黄褐色砂粒を約２％程度、炭化物を僅かに含む。
３　鈍い黄褐色砂質土１０ＹＲ４／３　粘性ややあり。しまり強い。
３７２号ピット
１　暗褐色土１０ＹＲ３／３　榛名山二ツ岳軽石Ｈｒ－ＦＰ粒を約１０％程度含む。しまり強い。
３７３号ピット
１　暗褐色土１０ＹＲ３／３　榛名山二ツ岳軽石Ｈｒ－ＦＰ粒を約３％程度、灰黄褐色砂粒を約１０％程度含む。しまり強い。
３７４号ピット
１　灰黄褐色土１０ＹＲ４／２　榛名山二ツ岳軽石Ｈｒ－ＦＰ粒を約２％程度、焼土粒及び炭化物粒を僅かに含む。しまり強くやや粘性あり。
３７５号ピット
１　黒褐色土１０ＹＲ３／２　炭化物粒、焼土粒を約３％程度、φ約５〜 １０㎜程度の明黄褐色土ブロックを約５％程度含む。しまり強い。
３７６号ピット
１　暗褐色土１０ＹＲ３／３　榛名山二ツ岳軽石Ｈｒ－ＦＰ粒及び鈍い黄褐色砂粒をそれぞれ約５％程度含む。しまり強い。
２　暗褐色土１０ＹＲ３／３　鈍い黄褐色砂粒を約３０％程度含む。しまり強い。
３７７号ピット
１　暗褐色土１０ＹＲ３／３　榛名山二ツ岳軽石Ｈｒ－ＦＰ粒を約２％程度、鈍い黄褐色砂粒を約３％程度、炭化物を僅かに含む。しまり強い。
２　灰黄褐色砂層１０ＹＲ５／２　
３７８号ピット
１　暗褐色土１０ＹＲ３／３　鈍い黄褐砂粒を約２０％程度、榛名山二ツ岳軽石Ｈｒ－ＦＰ粒を僅かに含む。しまり強い。
３７９号ピット
１　暗褐色土１０ＹＲ３／３　焼土粒を約７％程度、炭化物粒を約３％程度含む。しまり強い。
２　暗褐色土１０ＹＲ３／３　鈍い黄褐色土混じりで炭化物を僅かに含む。しまり強い。
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第１８１図　Ｄ区ピット　平面図・土層断面図(4)
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３８１号ピット
１　暗褐色砂質土１０ＹＲ３／３　榛名山二ツ岳軽石Ｈｒ－ＦＰ粒及び褐色粒を僅かに含む。しまりやや強く粘性あり。
２　暗褐色土１０ＹＲ３／３　均質。しまりやや強い。　
３８２ 〜 ３８６号ピット
１　暗褐色土１０ＹＲ３／３　榛名山二ツ岳軽石Ｈｒ－ＦＰ粒を約２％程度、鈍い黄褐色砂粒を約３％程度、炭化物を僅かに含む。しまり強い。
３８８号ピット
１　暗褐色土１０ＹＲ３／３　榛名山二ツ岳軽石Ｈｒ－ＦＰ粒を約３％程度、灰黄褐色砂粒を約１０％程度含む。しまり強い。
２　鈍い黄褐色砂質土１０ＹＲ４／３　暗褐色土との混土。しまりやや強い。
３９０号ピット
１　暗褐色土１０ＹＲ３／３　榛名山二ツ岳軽石Ｈｒ－ＦＰ粒を約３％程度、灰黄褐色砂粒を約１０％程度含む。しまり強い。
２　暗褐色土１０ＹＲ３／３　灰黄褐色砂粒を約５％程度含む。しまりやや強い。
３９１号ピット
１　暗褐色土１０ＹＲ３／３　榛名山二ツ岳軽石Ｈｒ－ＦＰ粒及び黄褐色粒をそれぞれ約２％程度含む。しまりやや強く粘性あり。
３９２，３９３号ピット
１　暗褐色土１０ＹＲ３／３　榛名山二ツ岳軽石Ｈｒ－ＦＰ粒及び鈍い黄褐色砂粒をそれぞれ約５％程度含む。しまり強い。
２　暗褐色土１０ＹＲ３／３　鈍い黄褐色土を約１０％程度、榛名山二ツ岳軽石Ｈｒ－ＦＰ粒を僅かに含む。しまりやや強い。
３９４・３９５号ピット
１　暗褐色土１０ＹＲ３／３　榛名山二ツ岳軽石Ｈｒ－ＦＰ粒を約３％程度、黄褐色砂粒を約５％程度含む。しまり強い。
２　灰黄褐色土１０ＹＲ４／２　暗褐色土との混土。明黄褐色粒を僅かに含む。しまり強い。
３９６ ～ ３９８号ピット
１　灰黄褐色土１０ＹＲ４／２　榛名山二ツ岳軽石Ｈｒ－ＦＰ粒及び炭化物粒を僅かに含む。しまり強い。
２　暗褐色土１０ＹＲ３／３　榛名山二ツ岳軽石Ｈｒ－ＦＰ粒を約３％程度、黄褐色砂粒を約５％程度含む。しまり強い。
３　暗褐色土１０ＹＲ３／３　焼土粒を約３％程度、榛名山二ツ岳軽石Ｈｒ－ＦＰ粒及び炭化物粒を僅かに含む。しまり強い。
４　灰黄褐色土１０ＹＲ４／２　鈍い黄褐色砂粒を約２０％程度含む。しまりやや強い。
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第１８２図  Ｄ区ピット　平面図・土層断面図(5)

３９９号ピット ４００号ピット ４０１号ピット ４０２号ピット

４０３号ピット ４０５号ピット ４０６号ピット ４０７号ピット ４０８号ピット

４０９号ピット ４１０号ピット ４１１号ピット ４１２・４１３号ピット ４１４号ピット
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３９９号ピット
１　暗褐色土１０ＹＲ３／３　榛名山二ツ岳軽石Ｈｒ－ＦＰ粒を約２％程度、鈍い黄褐色砂粒を約３％程度、炭化物を僅かに含む。しまり強い。
２　灰黄褐色砂層１０ＹＲ５／２
４００号ピット
１　鈍い黄褐色土１０ＹＲ４／３　細かい軽石粒含む。
４０１号ピット
１　黒褐色粘質土１０ＹＲ３／２　φ約２〜 ３ｍｍ程度の榛名山二ツ岳軽石Ｈｒ－ＦＰ粒を含む。
２　褐色土１０ＹＲ４／４　褐色ブロックに浅間山火山灰Ａｓ－Ｃ粒を少量含む。
４０２号ピット
１　暗褐色土１０ＹＲ３／４　榛名山二ツ岳軽石Ｈｒ－ＦＰ粒及び炭化物含む。
４０３号ピット
１　褐色土１０ＹＲ４／６　榛名山二ツ岳軽石Ｈｒ－ＦＰ粒を少量含む。
４０５，４０６号ピット
１　灰黄褐色土１０ＹＲ４／２　φ約１ｍｍ程度の黄褐色粒を約５％程度、榛名山二ツ岳軽石Ｈｒ－ＦＰ粒を僅かに含む。しまり強い。
４０７号ピット
１　暗褐色土１０ＹＲ３／３　榛名山二ツ岳軽石Ｈｒ－ＦＰ粒を約５％程度含む。固くしまり強い。
２　暗褐色土１０ＹＲ３／３　黄褐色粒を約５％程度含む。しまりやや弱い。
４０８号ピット
１　暗褐色土１０ＹＲ３／３　榛名山二ツ岳軽石Ｈｒ－ＦＰ粒及び鈍い黄褐色砂粒を約２％程度含む。しまり強い。
２　暗褐色土１０ＹＲ３／３　黄褐色粒を約５％程度含む。しまりやや弱い。
４０９号ピット
１　暗褐色土１０ＹＲ３／３　榛名山二ツ岳軽石Ｈｒ－ＦＰ粒を約２％程度、鈍い黄褐色砂粒を約３％程度含む。固くしまり強い。
４１０号ピット
１　暗褐色土１０ＹＲ３／４　榛名山二ツ岳軽石Ｈｒ－ＦＰ粒を僅かに含む。しまりやや強く粘性あり。　
４１１号ピット
１　暗褐色土１０ＹＲ３／３　鈍い黄褐色粘質土を約２０％程度、榛名山二ツ岳軽石Ｈｒ－ＦＰ粒を僅かに含む。しまり強い。
４１２ 〜 ４１４号ピット
１　褐色粘質土１０ＹＲ４／６　榛名山二ツ岳軽石Ｈｒ－ＦＰ粒及び黄褐色土ブロックを含む。
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第１８３図  Ｄ区ピット　平面図・土層断面図(6)

４１５号ピット ４１６号ピット ４１７号ピット ４１８号ピット ４２０号ピット

４３０号ピット ４３２号ピット
４３４号ピット

４３５号ピット ４３６号ピット

４３７号ピット ４３８号ピット ４４０号ピット ４４１・４４２号ピット
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４１５ ～ 418号ピット
１　褐色粘質土１０ＹＲ４／６　榛名山二ツ岳軽石Ｈｒ－ＦＰ粒及び黄褐色土ブロックを含む。
２　鈍い黄褐色土１０ＹＲ４／３　黄褐色土ブロックを含む。榛名山二ツ岳軽石Ｈｒ－ＦＰ粒を少量含む。
４２０号ピット
１　褐色粘質土１０ＹＲ４／６　榛名山二ツ岳軽石Ｈｒ－ＦＰ粒及び黄褐色ブロックを含む。
２　鈍い黄褐色土１０ＹＲ４／３　褐色ブロック及び榛名山二ツ岳軽石Ｈｒ－ＦＰ粒を含む。やや砂質。
４３０号ピット
１　暗褐色土１０ＹＲ３／３　灰黄褐色砂粒を約７％程度、榛名山二ツ岳軽石Ｈｒ－ＦＰ粒を僅かに含む。しまり強い。
４３２号ピット
１　暗褐色土１０ＹＲ３／３　榛名山二ツ岳軽石Ｈｒ－ＦＰ粒を約５％程度、鈍い黄褐色砂粒を約１０％程度含む。しまり強い。
２　灰黄褐色砂質土１０ＹＲ４／２　榛名山二ツ岳軽石Ｈｒ－ＦＰ粒を僅かに含む。しまり強い。
４３４号ピット
１　灰黄褐色土１０ＹＲ４／２　榛名山二ツ岳軽石Ｈｒ－ＦＰ粒を約２％程度含む。しまりやや強い。
４３５・436号ピット
１　暗褐色土１０ＹＲ３／３　榛名山二ツ岳軽石Ｈｒ－ＦＰ粒を約３％程度、鈍い黄褐色粒を僅かに含む。しまりやや強い。
４３７号ピット
１　灰黄褐色土１０ＹＲ４／２　φ約１〜 ５ｍｍ程度の焼土粒を約７％程度、榛名山二ツ岳軽石Ｈｒ－ＦＰ粒を約２％程度含む。しまり強い。
２　暗褐色土１０ＹＲ３／３　均質で軟らかくしまりやや弱い。
４３８号ピット
１　暗褐色土１０ＹＲ３／３　榛名山二ツ岳軽石Ｈｒ－ＦＰ粒を約２％程度、鈍い黄褐色砂粒を約１０％程度含む。しまり強い。
４４０号ピット
１　暗褐色土１０ＹＲ３／３　鈍い黄褐色砂粒を約１０％程度、榛名山二ツ岳軽石Ｈｒ－ＦＰ粒を僅かに含む。しまり強い。
４４１・４４２号ピット
１　暗褐色土１０ＹＲ３／３　榛名山二ツ岳軽石Ｈｒ－ＦＰ粒を僅かに含む。しまり強い。
２　暗褐色土１０ＹＲ３／３　鈍い黄褐色土との混土。しまりやや弱い。
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　9.遺構外出土遺物（第185・200図）

　Ｄ区の遺構外の表土から出土した遺物２点を図化・掲

載した。１は土師器甕口縁部片、２は中国龍泉窯製青磁

蓮弁文碗口縁片である（３０6頁、第２００図）。

第１８５図  Ｄ区遺構外出土遺物

第１８４図　Ｄ区ピット　平面図・土層断面図(7)、Ｄ区ピット出土遺物

４５９号ピット ４５６号ピット ４５７号ピット ４５８号ピット

４５２号ピット ４５３号ピット ４５４号ピット ４５５号ピット ４６０・４６１号ピット
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４５２号ピット
１　暗褐色土１０ＹＲ３／３　鈍い黄褐色土を約１０％程度、榛名山二ツ岳軽石Ｈｒ－ＦＰ粒を約３％程度含む。しまり強い。
４５３号ピット
１　暗褐色土１０ＹＲ３／３　φ約５～ １０㎜程度の鈍い黄橙色ブロックを約５％程度、榛名山二ツ岳軽石Ｈｒ－ＦＰ粒を僅かに含む。しまり強い。
４５４号ピット
１　暗褐色砂質土１０ＹＲ３／３　鈍い黄褐色土との混土で、榛名山二ツ岳軽石Ｈｒ－ＦＰ粒を僅かに含む。しまりやや強い。
２　暗褐色土１０ＹＲ３／４　φ約５～ １０㎜程度の鈍い黄褐色ブロックを約５％程度含む。しまりやや弱い。
４５５号ピット
１　黒褐色土１０ＹＲ３／２　φ約３～ ５ｍｍ程度の白色軽石を微量含む。しまりあり。
４５６号ピット
１　黒褐色土１０ＹＲ３／２　炭化物粒及び焼土粒を約３％程度、φ約５～ １０㎜程度の明黄褐色ブロックを約５％程度含む。しまり強い。
４５７号ピット
１　黒褐色土１０ＹＲ３／２　鈍い黄褐色砂粒を約１０％程度含む。しまりやや強い。
４５８号ピット
１　暗褐色土１０ＹＲ３／３　褐灰色粘質土を約１０％程度、榛名山二ツ岳軽石Ｈｒ－ＦＰ粒を約２％程度含む。しまりやや強い。
４５９号ピット
１　灰黄褐色土１０ＹＲ４／２　やや砂質。
４６０号ピット
１　黒褐色土１０ＹＲ３／２　炭化物粒及び焼土粒を約３％程度、φ約５～ １０㎜程度の明黄褐色ブロックを約５％程度含む。しまり強い。
４６１号ピット
１　黒褐色土１０ＹＲ３／２　炭化物を約１０％程度、焼土粒を約２％程度含む。しまりやや強い。
２　暗褐色土１０ＹＲ３／３　黄褐色粒を約５％程度、炭化物及び焼土粒を僅かに含む。しまりやや強い。

３７３ピット１

３９０ピット２

１
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　Ｅ区は、全調査区内で最小面積の調査区であり、Ｂ４

調査区とは北東－南西方向に走行する生活道路を挟んだ

北側、Ａ区の西側に位置する。調査区自体が小規模なた

め、調査区内の区分は無い。

　調査区の南側で東西方向の旧河道が検出された。Ａ２

調査区南寄りの位置から検出された１号河道とは位置的

に近い場所であり、方向的にも近似するが、Ａ２調査区

で検出された１号河道とは規模が大きく異なっているの

で、その継続部分か否かは明らかではない。なお、調査

区が狭小であり、調査遂行上の安全確保の観点から、こ

の河道は位置が確認されたのみで、発掘調査は行うこと

が出来なかった。

　検出された遺構は、土坑３基とピット５基のみである。

遺構は、すべて近世以降のものである。

遺物：なし。

時期：近世以降。

(２)２６４号土坑(第187図)

位置：Ｅ区のほぼ中央、西寄りの位置。２６５号土坑の南

側、４７８号ピットの南西側に近接する。Ｘ＝４８，１４２、Ｙ

＝－６９，３８６ ～－６９，３８７。

主軸方向：Ｎ－６３°－Ｗ。　

規模と形状：東西に長い不整楕円形状を呈する。長径０．

８７ｍ・短径０．５５ｍ・深さ０．５４ｍ。

重複：河道を掘り込む。

埋土：暗灰黄褐色土ベース。　

遺物：なし。

時期：近世以降。

(３)２６５号土坑(第187・201図、ＰＬ．111)

位置：Ｅ区の中央よりやや東に寄った位置。北端。北壁

にかかる。２６１号土坑・４７８号ピットの北側、４７９・４８２号

ピットの北東側に隣接する。Ｘ＝４８，１４４ ～ ４８，１４６、Ｙ

＝－６９，３８３ ～－６９，３８６。

主軸方向：Ｎ－８３°－Ｅ。　

規模と形状：北辺が調査区外に出るが、東西に長い楕円

形状を呈するものと思われる。長径３．１ｍ・検出短径１．

６８ｍ・深さ０．３２ｍ。

重複：なし。

埋土：暗褐色土。　

遺物：在地系土器甕片１点・同内耳鍋片１点・須恵器１

点・緑色片岩板碑片１点（埋土、２・３は３０７頁第201図

に掲載）。

時期：近世以降。

第６節　Ｅ区で検出された遺構と遺物

　１．土坑

　先述したようにＥ区からは３基の土坑(２６１・２６４・２６５

号)が検出された。

　

(１)２６１号土坑(第186図)

位置：Ｅ区のほぼ中央から東寄りの位置。２６５号土坑の

南側、４７８号ピットの北東側に近接する。Ｘ＝４８，１４３ ～

４８，１４４、Ｙ＝－６９，３８４。

主軸方向：Ｎ－３３°－Ｅ。　

規模と形状：北東－南西方向に長い不整楕円形状を呈す

る。長径１．０２ｍ・短径０．９ｍ・深さ０．２７ｍ。

重複：なし。

埋土：暗灰黄褐色土。　

第１８６図　Ｅ区２６１号土坑　平面図・土層断面図

２６１号土坑

第３章　調査の成果

244

２６１号土坑
１　暗灰黄色土２．５Ｙ４／２　微粘性の粒子細かな

土でややしまり欠く。やや大粒の黄褐色土
小ブロックを含み、１′で多くなる。

２　灰黄褐色土１０ＹＲ４／２　地山と同質の粘性土。
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　2.ピット
　Ｅ区の中央部から５基のピットが検出された。いずれ

も用途や年代は不明である。出土遺物はない。

　3.遺構外出土遺物

　Ｅ区の遺構外の表土から出土した近世磁器３点を図

化・掲載した（307頁、第201図）。1・2は瀬戸・美濃産

磁器、３は肥前磁器である。

第１８８図  Ｅ区ピット　平面図・土層断面図

２６４号土坑

２６５号土坑

４７８号ピット ４７９号ピット ４８０号ピット
４８１号ピット

４８２号ピット

第１８７図  Ｅ区２６４・２６５号土坑　平面図・土層断面図、Ｅ区土坑出土遺物
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２６４号土坑
１　暗灰黄色土２．５Ｙ４／２　２６１号土坑１層に近似。浅間山火山灰Ａｓ－Ｃ粒

混入黒色土や褐色土の微細なブロックなど雑多な混入物を少量含
む。ややしまり強い。１′は混入物が少ない。

２　黒褐色土１０ＹＲ２／２　浅間山火山灰Ａｓ－Ｃ粒混入黒色土のブロック。
３　暗灰黄色土２．５Ｙ４／２　１層に近似。混入物小粒で少量。しまりは強い。
４　灰黄褐色土１０ＹＲ４／２　しまり強い。黒色土小ブロック散見。

２６５土坑
１　暗褐色土１０ＹＲ３／３　浅間山火山灰Ａｓ－Ｃ粒混入黒色

土や黄褐色土ブロックを不均等に含む。やや砂質。

４７８号ピット
１　暗灰黄色土２．５Ｙ５／２　炭化物粒散見。粒子細かい。粘性弱くややしまり欠く。
２　暗灰黄色土２．５Ｙ４／２　土質は１層と同じ。黄褐色粘性土の混入が多い。
４７９号ピット
１　暗灰黄色土２．５Ｙ５／２　炭化物粒少ない。粒子細かい。粘性弱くややしまり欠く。１′は黄褐色土ブロック散見。
４８０号ピット
１　灰黄褐色土１０ＹＲ４／２　暗褐色土と灰黄褐色粘性土の混土。
２　暗灰黄色土２．５Ｙ５／２　炭化物粒散見。粒子細かい。粘性しまりともに弱い。
４８１号ピット
１　暗灰黄色土２．５Ｙ５／２　炭化物粒散見。粒子細かい。粘性弱くしまりやや欠く。１′は黄褐色土小ブロック多い。
４８２号ピット
１　暗灰黄色土２．５Ｙ５／２　炭化物粒散見。粒子細かい。粘性弱くしまりやや欠く。１′はしまり欠く。
２　鈍い黄褐色土１０ＹＲ４／３　黄褐色粘性土主体に１層の土をブロック状に含む。
３　暗灰黄色土２．５Ｙ４／２　１層の土をベースとし黄褐色粘性土小ブロックを含む。

２６５土１

２６５土４（１／４）
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第１節　調査成果のまとめ

　１．近世の遺構

　近世の遺構は、いずれも大堰川や桃ノ木川の氾濫によ

る洪水堆積土に厚く覆われた状態で検出された。

　本遺跡で検出された近世の遺構は、土坑やピットなど

小規模なものが多かったが、Ｃ区の中央部から東寄りに

かけてＬ字型に検出された、近世の屋敷を囲む溝である

１４・１５号溝は特筆される。

　Ｃ区中央部で南北方向から東向きににＬ字状に直角に

屈曲する外郭大溝が１４号溝、Ｃ区の北東部付近で南北方

向から東西方向に直角に西向きに屈曲する逆Ｌ字状の溝

が１５号溝で、１５号溝は、１４号溝で大きく区画された内側

をさらに細かく区画する溝の一つであると考えられる。

Ｃ区中央部で南北方向から東向きにＬ字状に直角に屈曲

する１４号溝は、Ｃ区の北東隅部でも東西方向の溝として

検出されており、屋敷の北限を区画するものと考えられ

る。そうなると屋敷の南北幅はおよそ４０ｍ前後と考えら

れる。屋敷東側の区画溝は調査範囲内からは検出されて

いないので、東西幅は確定できないが、Ｂ区よりもさら

に東側までは広がってはいないものと想定されるから、

調査対象とはされなかったＢ１調査区西端とＣ４調査区

東端との間を南北に走行する生活道路下に存在したもの

　以上、見てきたように、本遺跡は、遺跡の西側を南北

に流れる桃ノ木川と、東側を南北に流れ、遺跡の南側で

桃ノ木川に合流する大堰川という、両利根川支流に挟ま

れた台地上に立地する、平安時代前～中期を中心とする

集落遺跡である。

　発見された遺構は古代と近世のもので、両時代の中間

にあたる中世の明確な遺構は、調査対象範囲内では検出

されなかった。

　大堰川の対岸や、桃ノ木川と大堰川とに挟まれた周辺

でも平安時代の集落遺跡が発見されているので、同時代

において本遺跡の周辺は集落を形成する上での好適地で

あったと考えられる。

　２．古代の遺構

と考えられる。

　このＣ区１４号溝を屋敷の西及び南側の外郭溝と仮定す

ると、東側の外郭溝は調査範囲内からは検出されていな

い。

　第３章の冒頭で述べたように、今回の調査で検出され

た遺構の大半は平安時代前～中期、９～ １０世紀のもの

であった。

住居　Ｂ区では、竪穴住居はＢ４調査区北西隅近くで１

棟が検出されたに過ぎない。南北方向に走行する生活道

路を挟んで西側に隣接するＣ区では、平安時代前～中期

の竪穴住居からなる集落が検出され、Ｂ区に隣接するＣ

区東端の一帯においても数棟の竪穴住居が検出された

にも関わらず、Ｂ区で検出されたのは１棟のみに過ぎな

かった。平安時代の集落の範囲は、こちら側まではほと

んど及んでいなかったということになろう。

集落の展開　調査区全体の西寄りの位置を北から南へと

流れる幅約２～３ｍ、深さ約１．５ｍ程度の旧河道(３号河

道)が検出されている。この川を挟んだ東西の両側でそ

れぞれ竪穴住居、掘立柱建物、土坑、井戸、溝、畠など

の遺構が検出され、川の両側に集落が広がっていた様子

がうかがえる。畠は住居と住居の間に作られていること

から、畠作地帯としての耕地の広がりを示すものではな

く、住居に隣接して小規模に営まれた菜園程度のもので

あったとみられる。

　竪穴住居は、主に調査範囲の中央から西寄りを占める

最大の調査区であるＣ区で検出された。ほとんどの住居

が重複が認められ、住居の占地について、強い制約とあ

る程度の計画性が存在していたように感じられる。これ

らの竪穴住居はいずれも平安時代前～中期９～ １０世紀

のものに限定されている。関東地方においては一般的に、

古墳時代後期(鬼高期)から平安時代中期まで集落が連綿

と営まれているケースが概して多い。集落から出土した

遺物の中では東海地方で生産された灰釉陶器の出土量の

多さが特筆できる。これだけの灰釉陶器をこの地に流通

第４章　調査成果のまとめ

246



　はじめに　

第２節　出土した施釉陶器について　

させた主体としては、荘所や官衙、あるいはそれらとと

結びついた「富豪輩」の存在が想定できるかも知れない。

　なお、検出された集落の規模に比して、墨書・刻書土

器等の文字資料の出土は非常に少なく、特筆すべき内容

のものも存在しない。周辺部では、特徴的な内容を有す

る墨書・刻書土器の出土も見られなくはないので、文字

資料の極端な僅少さという点も、本遺跡において検出さ

れた古代集落の特徴の一つと言えるだろう。

施設の区画溝　最西端のＤ区の北端付近では、Ｌ字型に

直角に屈曲する溝(６号溝)と、その南側に位置し、東西

方向に一直線に伸びる溝(７号溝)が検出された。それぞ

れ幅約１ｍ・深さ約１ｍ程度の規模を呈しており、規模

や形状から一連のものと看做すのが妥当と判断され、居

館や官衙・寺院など何らかの施設を区画するための二重

の溝と考えられる。調査の結果、内側の溝である６号溝

は日輪寺側に延びることが判明している。

　溝内からは９世紀の土器が出土している。また、外郭

溝(７号溝)が埋没した後に営まれた鍛冶の遺構が検出さ

れており、この鍛冶遺構が９世紀後半のものと考えられ

ることから、９世紀中葉以前における何らかの施設を区

画した溝跡とみられる。

　今回の調査範囲では、溝で区画された内側からは建物

類をはじめとする遺構は全く検出されなかったので、区

画された施設の構造は全く不明であるが、二重の溝に

よって方形に区画されている何らかの施設とは、それな

りの規模や地域における重要性を有するものであったと

想定出来る。本遺跡では古代の瓦の出土は皆無であるが、

平安時代後期の作とはいえ古代の仏像が現存する日輪寺

の前身的な寺院・仏堂や、本遺跡周辺に所在していたこ

とが推定される。拝志荘・拝志牧に関連する施設、９世

紀という時代から考えれば「富豪輩」の居宅などの可能性

も想定できよう。

鍛冶遺構　Ｄ区で検出された１号鍛冶遺構では、炉の部

分から炭化物や焼土が検出され、炉の周囲からは鞴の羽

口片や鉄を鍛える台石、砥石、鍛造剥片、粒状滓などが

出土している。今回の調査区内において検出された鍛冶

遺構は１基のみであったことから、集落内における需要

に対応した小鍛冶と考えられる。この地域においては、

鍛冶遺構の検出が少なくないものの、本例は、工房群の

ようなものとは結び付くものではないとみられよう。

墓壙　１基のみであるが、Ｃ区の中央から東南寄りの位

置で、集落と同時期の墓壙が検出されている(Ｃ区２４４号

土坑)。出土した土器から平安時代中期、１０世紀前半のも

のと考えられる。南北に長い楕円形状を呈しており、底

面に川原石が敷き詰められている。主軸方位はＮ－１５°－Ｅ、

長径２．６４ｍ・短径１．２４・深さ０．６４ｍで、墓壙と考えら

れ、供献されたと考えられる完形ないしほぼ完形に近い

灰釉陶器碗１点、同皿１点、須恵器碗２点が出土してい

る。人骨や人体の痕跡は全く検出されなかったが、規模

からみて土葬の伸展葬であったとみられる。近接する上

細井町からは９世紀後半～ １０世紀頃のものとみられる石

製骨蔵器が出土しており、当該期には当地にも火葬とい

う葬法は間違いなく伝来していた。それにも関わらず、

土葬という方法をとったことの意味を考える必要があろ

う。また、住居の多さに比して検出された墓壙がこれ１

基であること、墓壙の底面に川原石を敷き詰め、非日常

的な食器と位置付けられる施釉陶器である灰釉陶器が複

数点供献されているという特異な状況、重複が激しい住

居群内に位置するにも拘わらず住居とは一切重複してお

らず、集落が継続する間、集落内において墓として意識

され続けていたと考えらえること、などからも、この墓

壙が、集落における特別な階層に属した人物ないしは有

力な指導者の墳墓とみることが出来るかもしれない。

　本遺跡で検出された平安時代の竪穴住居からは当然、

施釉陶器の出土も想定できるが、その出土を概観すると

発掘調査時から共伴する土師器や須恵器に比較してもそ

の割合が比較的多いとみられていた。整理作業において

も灰釉陶器４８点、緑釉陶器５点について実測することが

できた。こうした状況から施釉陶器について図示したも

の以外の未掲載の施釉陶器について観察し、周辺遺跡な

どとの比較検討を行うこととした。なお、数量について

は同一個体とみられるものでも接合しないものはそれぞ

れを１点として点数に数えている。
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　１．出土した施釉陶器について

　２．施釉陶器を出土した遺構について

　出土した施釉陶器は図示できなかったものを含めて第

３表に示したように５７５点である。内訳は灰釉陶器が５６８

点、緑釉陶器が７点である。そのうち、図示できたもの

は前記のように灰釉陶器４８点、緑釉陶器５点の５４点であ

る。灰釉陶器５６８点の器種は椀、深椀、輪花椀、稜椀、皿、

段皿、輪花皿、耳皿、鉢、小瓶、長頸壺、短頸壺である。

緑釉陶器７点はであるが、すべて破片である。内訳は図

化したものが椀蓋１点、椀２点、稜椀１点、段皿１点で

ある。未掲載のものは椀１点と器種不明１点である。

　灰釉陶器は５６８点が出土しているが、その詳細は椀３０３

点、深椀２点、輪花椀１点、稜椀７点、皿６８点、段皿４点、

輪花皿１点、椀または皿とみられる個体１２４点、鉢３点、

長頸瓶２８点、長頸瓶または小瓶などとみられる個体２４点

である。大別すると供膳具５１６点、貯蔵具５２点で供膳具

が９０％を占める。

　灰釉陶器の生産地は東濃窯跡群産が大部分を占める

が、３２号竪穴建物から出土した５と６の椀は胎土の色調

が黒色を帯び、胎土に黒斑が多くみられることから猿投

窯跡群産とみられる。灰釉陶器の時期は９世紀後半から

１０世紀後半の窯式期に比定されるが、椀・皿の体部片な

どで施釉方法の判別ができないものや長頸瓶などの胴部

片で時期の比定ができないものは表中では不明として取

り扱い、その個体は１７５点である。残り３９３点は猿投窯跡

群産の椀２点が黒笹９０号窯式期に比定され、東濃窯跡群

産４９１点は光ヶ丘１号窯式期が５３点、大原２号窯式期が

３３１点、虎渓山１号窯式期７点である。灰釉陶器全体の

中で占める割合は黒笹９０号窯式期０．４％、光ヶ丘１号窯

式期９％、大原２号窯式期５８％、虎渓山１号窯式期１％

である。

　緑釉陶器は７点と少なく、器種は椀・椀蓋、皿の供膳

具だけである。生産地は東海産、東海産系が３点、京都

産が４点である。内訳は３１号竪穴住居出土の１４の稜椀と

３４号竪穴住居出土の未掲載の椀１点が東海産と、３３号竪

穴住居出土の１の段皿が高台内側に段を有していること

から三河二川産か近江産とみられる。残りの４点は京都

産である。未掲載の椀は口唇部の小片のため詳細は不明

であるが、胎土は灰色を呈する硬質で、口唇端部にやや

外反がみられることから９世紀後半から１０世紀前半に比

定できる。京都産は４点で、１６号竪穴住居の１１の椀蓋が

器面を磨いているようであるが釉薬によって不鮮明であ

る。図化した５３号竪穴住居の２とＣ区遺構外１５の椀はと

もに底部から体部下位片であるが、高台が削り出されて

おり、高台内部は施釉されていないことから１０世紀前半

代の丹波篠産とみられる。残り１点は１１５号土坑から出

土した微細な破片のため図化できなかったが、釉薬は剥

落してわずかに残る程度であるが内外面で確認され、体

部の弧も緩いことから椀の破片と想定される。この個体

の色調は白色を呈し、胎土が軟質であることなどから京

都産と想定され、制作年代も９世紀代のものと考えられ

る。また、胎土などからは緑釉単彩陶の可能性も窺える。

　施釉陶器を出土した遺構は竪穴住居４５棟、土坑３７基、

ピット６基、溝４条、河道である。出土点数は竪穴住居

から灰釉陶器４０９点、緑釉陶器５点、土坑から灰釉陶器

５３点、緑釉陶器１点、ピットから灰釉陶器６点、溝から

灰釉陶器８点、河道から灰釉陶器１７点である。この他に

遺構外と撹乱から灰釉陶器７５点、緑釉陶器Ｃ区遺構外１５

の１点が出土している。以上が施釉陶器を出土した遺構

であるが、施釉陶器のほとんどは竪穴住居からの出土で

ある。こうしたことから今回は竪穴住居からの出土を中

心にみていくことにする。

　竪穴住居からは灰釉陶器４０９点、緑釉陶器５点が出土

している。出土した竪穴住居のうち４号竪穴住居と２２号

竪穴住居は出土した土師器や須恵器から８世紀第１四半

期、９世紀第１四半期に比定される。４号竪穴住居から

は灰釉陶器の時期不明の椀か皿の小片が１点、２２号竪穴

住居からは１０世紀前半代の大原２号窯式期の椀または皿

の破片が出土している。これらの灰釉陶器は竪穴住居が

存続した期間より後に生産されたものであることから竪

穴住居が埋没していく過程で混入したものと考えられ

る。また、９世紀後半代の２１号、２７号、２８号、３６号、５０

号、５１号、５４号、５７号などの竪穴住居には１０世紀前半代

の大原２号窯式期の灰釉陶器出土例もみられる。この中

の５０号と５１号竪穴住居は９世紀後半でも前半代の第３四

半期に比定されることから後の混入品とみられる。その

ほかの竪穴住居は第４四半期に比定される。時期の比定

は出土遺物の中でも図化したもので判断していることか
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　３．他の遺跡との比較検討　

　まとめ　

ら竪穴住居自体の存続は１０世紀代まで続く可能性があり

一概に混入品とは断定できない。

　竪穴住居から出土した灰釉陶器の状況をみると９世紀

第３四半期以前は後の混入の可能性が高いことから検討

から除外すると９世紀第４四半期では１０棟中６棟、１０世

紀前半代では２４棟中２１棟、後半代では５棟中５棟と９世

紀第４四半期から急激に増加する傾向がみられる。竪穴

住居１棟当たりの出土量も９世紀第４四半期では１棟当

たり３．８３点であるのに対して１０世紀前半代の竪穴住居で

は１棟当たり１２．５３点、１０世紀後半代では１棟当たり１３

点と大幅に増加している。また、９世紀第３四半期以前

に比定される竪穴住居(８世紀代の４号竪穴住居を除く)

は１３棟が該当するが出土した施釉陶器の生産年代と竪穴

住居の存続年代との間に齟齬のないものは１４号、５９号竪

穴住居の２棟でだけで、この他の竪穴住居から出土した

施釉陶器は後の混入と判断される。

　竪穴住居以外では土坑からの出土を多く見ることがで

きるが、土坑１基当たりの出土量は１．４６点と少なく、残

存状態もほとんどが破片である。そうした中では２４４号

土坑から完形品の灰釉陶器椀と皿が各１点ずつ出土して

おり注目される。この土坑は底面に扁平な円礫を敷き詰

めており墓坑と想定されている。また、副葬品には灰釉

陶器の他に須恵器の椀が２点あり、副葬品の状況は前橋

市清里長久保遺跡１号土壙墓、高崎市下佐野遺跡７区

１１３号土坑の墓坑と類似した状態である。

　本遺跡は赤城山西南麓立地する遺跡で、北側に川端根

岸遺跡、川端山下遺跡が存在し、西側には関根細ケ沢遺

跡、桃ノ木川の支流細ケ沢川を挟んだ西側に関根赤城遺

跡、田口下田尻・上田尻遺跡などが存在している。北側

の川端根岸遺跡、川端山下遺跡は古代の竪穴住居も４棟

と１棟と少なく小規模な集落遺跡であるが、西側の関根

細ケ沢遺跡や関根赤城遺跡、田口下田尻・上田尻遺跡は

多くの竪穴建物や製鉄炉、鍛冶路が検出されている古代

の大規模集落である。また、田口下田尻・上田尻遺跡を

はじめとする西側の集落からは多量の施釉陶器が出土し

ていることが知られている。特に田口上田尻遺跡・下田

尻遺跡では１１３点に及ぶ緑釉陶器が出土していることが

知られている。この緑釉陶器の出土量は前橋市天神遺跡、

吉岡村清里陣馬遺跡、玉村町福島曲戸遺跡、高崎市三ツ

寺大下Ⅳ遺跡に次ぐ量である。このように周辺遺跡から

も多くの施釉陶器が出土している。

　他の遺跡と比較するにあたっては遺跡によって条件が

異なるため単純に比較しても「多い・少ない」の比較にし

かならないため高橋照彦氏が試算した１００㎡当たりの出

土点数による比較を試みてみた。筆者は今までにいくつ

かの発掘調査された遺跡で施釉陶器の分析注１を実施し

ている。こうした遺跡と施釉陶器が多く出土している遺

跡を取り上げて作成したものが表４施釉陶器出土量比較

表である。この表のように日輪寺観音前遺跡から出土し

た緑釉陶器の出土量は少ないが、灰釉陶器の出土量は国

府周辺の一般的な集落とみられる前橋市稲荷台道東遺跡

と比較してもその比率は２倍近い出土がある。竪穴住居

の年代構成が同様な吉岡町十日市遺跡と比較すると大量

の出土となる。近隣の田口上田尻・下田尻遺跡とは緑釉

陶器の出土量では大きな差があるが、灰釉陶器の比率で

は近いものがあることが提示された。

　今回、本遺跡出土の施釉陶器について検討した結果、

緑釉陶器の出土量は少ないものの灰釉陶器についてはこ

の時期の一般的な集落より多いことが示された。また、

出土した灰釉陶器は１０世紀前半代の大原２号窯式期のも

のが圧倒的に大きな比率を占めていることが示された。

こうした背景としては発掘調査では区画溝の一部しか調

査できなかった居宅の存在が大きいと考えられる。この

居宅の区画の一部とみられる６号溝と７号溝からは施釉

陶器が出土していないが、第169図に図示されている遺

物が示すように９世紀後半から１０世紀前半代に存続した

とみられる。この居宅の存続時期と施釉陶器が多く搬入

された時期が一致しており、施釉陶器の搬入にはこの居

宅に居住した富豪層の存在が大きくかかわっていること

は明らかである。

　この地域では田口上田尻・下田尻遺跡、関根細ケ沢遺

跡の成果から、集落は９世紀後半から拡大していること

がわかっている。この集落の拡大は当時の社会情勢から

みると富豪層による空閑地開発が行われる中で形成され

たと考えられ、施釉陶器は富豪層によって「非日常の供

膳具」注２として導入されたものが竪穴住居の庶民に再配

第2節　出土した施釉陶器について
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分された結果と想定される。
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注
１．高橋照彦氏は官衙における施釉陶器を検討する際に種々の差異が存
在することから各遺跡の出土比較を同格にするために１００㎡当たりの
出土量で比較している(高橋照彦２０１５「都と地方の土器」『第１８回古代
官衙・集落研究会報告書　官衙・集落と土器１―宮都・官衙と土器―』
独立行政法人国立文化財機構 奈良文化財研究所

２．施釉陶器が非日常のものであることは筆者らによって引用・参考文
献 で上げた「群馬における施釉陶器の様相について」(１)『研究紀要』
９で明らかにしている。

引用・参考文献
綿貫邦男・神谷佳明・桜岡正信１９９２「群馬における施釉陶器の様相につ
いて(１)」『研究紀要』９　(財)群馬県埋蔵文化財調査事業団　
古代の土器研究会１９９４『古代の土器研究―律令的土器様式の東・西３　
施釉陶器―』
東海土器研究会２０１５『第３回東海土器研究会　灰釉陶器生産における地
方窯の成立と展開』

(財)群馬県埋蔵文化財調査事業団１９８１『清里陣馬遺跡』
(財)群馬県埋蔵文化財調査事業団１９９６『元総社寺田遺跡』Ⅲ
(財)群馬県埋蔵文化財調査事業団１９９８『下東西清水上遺跡』
(財)群馬県埋蔵文化財調査事業団１９９９『下芝五反田遺跡―奈良・平安時
代以降編―』

(財)群馬県埋蔵文化財調査事業団２００１『波志江中野面遺跡』(１)
(財)群馬県埋蔵文化財調査事業団２００１『波志江西屋敷遺跡』
(財)群馬県埋蔵文化財調査事業団２００３『稲荷台道東遺跡』
(財)群馬県埋蔵文化財調査事業団２００７『下原遺跡Ⅱ』
(財)群馬県埋蔵文化財調査事業団２００８『楡木Ⅱ遺跡(１)』　
前橋市教育委員会２０１２『山王廃寺―平成２２年度調査報告―』

(財)群馬県埋蔵文化財調査事業団２０１２『田口上田尻遺跡・田口下田尻　　
遺跡』

(公財)群馬県埋蔵文化財調査事業団２０１３『新屋敷遺跡・上西根遺跡・　　
関遺跡』(１)

(公財)群馬県埋蔵文化財調査事業団２０１３『十日市遺跡・住遺跡・千代　　
開南遺跡・千代開北遺跡』

(公財)群馬県埋蔵文化財調査事業団２０１５『関根細ケ沢遺跡』
高崎市教育委員会２００１『保渡田徳昌寺遺跡・三ツ寺大下Ⅳ遺跡』
前橋市教育委員会・前橋市埋蔵文化財発掘調査団１９８７『天神遺跡』
前橋市教育委員会・前橋市埋蔵文化財発掘調査団１９８９『天神Ⅱ遺跡』
前橋市教育委員会２００８『天神Ⅲ遺跡』
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．
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０
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椀
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１(
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１
２

２
１

１０
０

１０
０

Ｃ
４７

竪
穴
住
居

１０
Ｃ
．後

半
０

０
１

５
１

３
１

１
１２

０
１４

０
Ｃ

４８
竪
穴
住
居

１０
Ｃ
．代

０
０

４
１

３
１

１
１０

０
１０

０
Ｃ

４９
竪
穴
住
居

１０
Ｃ
．Ⅰ

０
０

１
１

０
１

０
Ｃ

５０
竪
穴
住
居

９
Ｃ
．Ⅲ

皿
１(

光
)、

長
頸
壺

２
０

２
１

５
１

１
２

１２
０

１２
０

Ｃ
５１

竪
穴
住
居

９
Ｃ
．Ⅲ

０
０

１
１

０
１

０
Ｃ

５２
竪
穴
住
居

１１
Ｃ
．前

半
０

０
１

１
１

１
４

０
４

０
Ｃ

５３
竪
穴
住
居

１０
Ｃ
．Ⅰ

稜
椀
１(

光
)、

緑
１

１
１

２
１

４
０

５
１

Ｃ
５４

竪
穴
住
居

９
Ｃ
．後

半
か

０
０

１
１

０
１

０
Ｃ

５５
竪
穴
住
居

９
Ｃ
．Ⅱ

０
０

０
０

０
０
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区
遺
構
 

ＮＯ
．

遺
構
種

時
期

掲
載

未
掲
載

灰
 

釉
 

陶
 

器
 

総
 

数

緑
 

釉
 

陶
 

器
 

総
 

数

出
土
器
種

灰
 

釉
 

陶
 

器

緑
 

釉
 

陶
 

器

椀
深
椀

輪 花 椀
稜
椀

皿
段
皿

輪 花 皿
耳
 

皿

椀
・
皿

鉢
小
 

 瓶

手
 

付
 

瓶
 

長
頸
壺

短
 

頸
 

壺

瓶
類

合 計

緑 釉 陶 器
光 ケ 丘 １

大 原 ２

虎 渓 山 １

不 明
光 ケ 丘 １

大 原 ２

虎 渓 山 １

不 明
不 明
光 ケ 丘 １

大 原 ２

虎 渓 山 １

不 明
光 ケ 丘 １

大 原 ２

虎 渓 山 １

不 明
光 ケ 丘 １

大 原 ２

虎 渓 山 １

不 明
光 ケ 丘 １

大 原 ２

光 ケ 丘 １

大 原 ２

虎 渓 山 １

不 明
光 ケ 丘 １

大 原 ２

虎 渓 山 １

不 明
光 ケ 丘 １

大 原 ２

虎 渓 山 １

不 明

Ｃ
５６

竪
穴
住
居

１０
Ｃ
．前

半
０

０
２

２
１

１
１

７
０

７
０

Ｃ
５７

竪
穴
住
居

９
Ｃ
．Ⅲ

０
０

１
１

２
０

２
０

Ｃ
５８

竪
穴
住
居

１０
Ｃ
．Ⅰ

０
０

２
３

１
１

７
０

７
０

Ｃ
１４

溝
１０
Ｃ
．前

半
椀
１(

光
）

１
０

１
１

２
４

０
５

０
Ｃ

１５
溝

１０
Ｃ
．前

半
椀
１(

大
)

１
０

０
０

１
０

Ｃ
３

河
道

１０
Ｃ
．

椀
１(

大
）、

椀
１(

虎
)

２
０

１
３

１
１

１
７

０
９

０
Ｃ

３
河
道

０
０

５
５

４
４

１８
０

１８
０

Ｃ
９５

土
坑

０
０

１
１

０
１

０
Ｃ

１１
１

土
坑

０
０

１
１

０
１

０
Ｃ

１１
２

土
坑

０
０

１
１

０
１

０
Ｃ

１１
５

土
坑

０
０

０
１

０
１

Ｃ
１１
８

土
坑

０
０

１
１

０
１

０
Ｃ

１６
６

土
坑

０
０

２
２

０
２

０
Ｃ

１７
１

土
坑

椀
１(

大
)

１
０

４
１

１
３

９
０

１０
０

Ｃ
１７
２

土
坑

椀
１(

大
)

１
０

０
０

１
０

Ｃ
２２
９

土
坑

０
０

１
１

０
１

０
Ｃ

２３
０

土
坑

１０
Ｃ
．前

半
０

０
２

２
１

１
６

０
６

０
Ｃ

２３
３

土
坑

０
０

１
１

０
１

０
Ｃ

２４
３

土
坑

１０
Ｃ
．前

半
皿
１(

光
）

１
０

０
０

１
０

Ｃ
２４
４

土
坑

１０
Ｃ
．前

半
椀
１(

大
)皿

１(
大
）

２
０

０
０

２
０

Ｃ
２４
７

土
坑

０
０

１
１

０
１

０
Ｃ

２５
３

土
坑

０
０

１
１

０
１

０
Ｃ

２５
５

土
坑

０
０

１
１

０
１

０
Ｃ

２５
７

土
坑

０
０

１
１

０
１

０
Ｃ

２５
８

土
坑

０
０

１
１

０
１

０
Ｃ

２６
０

土
坑

１０
Ｃ
．前

半
０

０
１

１
０

１
０

Ｃ
２６
２

土
坑

０
０

１
１

０
１

０
Ｃ

２６
３

土
坑

０
０

１
１

０
１

０
Ｄ

２６
５

土
坑

０
０

１
１

０
１

０
Ｃ

２７
３

土
坑

０
０

１
１

０
１

０
Ｃ

２７
７

土
坑

０
０

１
１

２
０

２
０

Ｃ
２７
９

土
坑

０
０

１
１

０
１

０
Ｃ

２９
７

土
坑

０
０

１
１

０
１

０
Ｃ

２９
８

土
坑

０
０

１
１

０
１

０
Ｃ

３１
７

土
坑

０
０

２
２

０
２

０
Ｃ

３２
０

土
坑

０
０

１
１

０
１

０
Ｃ

遺
構
外

０
０

２
１

１
２

６
０

６
０

Ｃ
遺
構
外

椀
２(

大
)、

緑
１

２
１

７
１９

５
３

１２
１

２
２

５１
０

５５
１

Ｃ
遺
構
外

０
０

１
１

４
３

９
０

９
０

Ｃ
遺
構
外

椀
１
・
段
皿
１
・
鉢
１(

光
)

３
０

２
０

２
０

Ｃ
遺
構
外

０
０

１
１

０
１

０
Ｃ

遺
構
外

０
０

２
２

０
２

０
Ｃ

遺
構
外

０
０

１
１

０
１

０
Ｃ

遺
構
外

０
０

５
５

０
５

０
Ｃ

遺
構
外

段
皿
１(

光
)

１
０

０
０

１
０

Ｃ
遺
構
外

椀
１(

大
)

１
０

１
１

１
１

４
０

５
０

Ｃ
遺
構
外

０
０

２
２

０
２

０
Ｄ

遺
構
外

０
０

１
１

０
１

０
合
計

４８
５

３４
２１
０
４

２３
０

０
２

０
１

０
６

０
０

３
５１

０
０

０
２

０
０

０
３

１
０

２２
０

１０
０
２

０
０

０
６

０
２０

０
０

０
０

２２
５１
２

２
５６
８

７
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区
遺
構
 

ＮＯ
．

遺
構
種

時
期

掲
載

未
掲
載

灰
 

釉
 

陶
 

器
 

総
 

数

緑
 

釉
 

陶
 

器
 

総
 

数

出
土
器
種

灰
 

釉
 

陶
 

器

緑
 

釉
 

陶
 

器

椀
深
椀

輪 花 椀
稜
椀

皿
段
皿

輪 花 皿
耳
 

皿

椀
・
皿

鉢
小
 

 瓶

手
 

付
 

瓶
 

長
頸
壺

短
 

頸
 

壺

瓶
類

合 計

緑 釉 陶 器
光 ケ 丘 １

大 原 ２

虎 渓 山 １

不 明
光 ケ 丘 １

大 原 ２

虎 渓 山 １

不 明
不 明
光 ケ 丘 １

大 原 ２

虎 渓 山 １

不 明
光 ケ 丘 １

大 原 ２

虎 渓 山 １

不 明
光 ケ 丘 １

大 原 ２

虎 渓 山 １

不 明
光 ケ 丘 １

大 原 ２

光 ケ 丘 １

大 原 ２

虎 渓 山 １

不 明
光 ケ 丘 １

大 原 ２

虎 渓 山 １

不 明
光 ケ 丘 １

大 原 ２

虎 渓 山 １

不 明

Ｃ
５６

竪
穴
住
居

１０
Ｃ
．前

半
０

０
２

２
１

１
１

７
０

７
０

Ｃ
５７

竪
穴
住
居

９
Ｃ
．Ⅲ

０
０

１
１

２
０

２
０

Ｃ
５８

竪
穴
住
居

１０
Ｃ
．Ⅰ

０
０

２
３

１
１

７
０

７
０

Ｃ
１４

溝
１０
Ｃ
．前

半
椀
１ (

光
）

１
０

１
１

２
４

０
５

０
Ｃ

１５
溝

１０
Ｃ
．前

半
椀
１(

大
)

１
０

０
０

１
０

Ｃ
３

河
道

１０
Ｃ
．

椀
１(

大
）、

椀
１(

虎
)

２
０

１
３

１
１

１
７

０
９

０
Ｃ

３
河
道

０
０

５
５

４
４

１８
０

１８
０

Ｃ
９５

土
坑

０
０

１
１

０
１

０
Ｃ

１１
１

土
坑

０
０

１
１

０
１

０
Ｃ

１１
２

土
坑

０
０

１
１

０
１

０
Ｃ

１１
５

土
坑

０
０

０
１

０
１

Ｃ
１１
８

土
坑

０
０

１
１

０
１

０
Ｃ

１６
６

土
坑

０
０

２
２

０
２

０
Ｃ

１７
１

土
坑

椀
１(

大
)

１
０

４
１

１
３

９
０

１０
０

Ｃ
１７
２

土
坑

椀
１(

大
)

１
０

０
０

１
０

Ｃ
２２
９

土
坑

０
０

１
１

０
１

０
Ｃ

２３
０

土
坑

１０
Ｃ
．前

半
０

０
２

２
１

１
６

０
６

０
Ｃ

２３
３

土
坑

０
０

１
１

０
１

０
Ｃ

２４
３

土
坑

１０
Ｃ
．前

半
皿
１(

光
）

１
０

０
０

１
０

Ｃ
２４
４

土
坑

１０
Ｃ
．前

半
椀
１(

大
)皿

１(
大
）

２
０

０
０

２
０

Ｃ
２４
７

土
坑

０
０

１
１

０
１

０
Ｃ

２５
３

土
坑

０
０

１
１

０
１

０
Ｃ

２５
５

土
坑

０
０

１
１

０
１

０
Ｃ

２５
７

土
坑

０
０

１
１

０
１

０
Ｃ

２５
８

土
坑

０
０

１
１

０
１

０
Ｃ

２６
０

土
坑

１０
Ｃ
．前

半
０

０
１

１
０

１
０

Ｃ
２６
２

土
坑

０
０

１
１

０
１

０
Ｃ

２６
３

土
坑

０
０

１
１

０
１

０
Ｄ

２６
５

土
坑

０
０

１
１

０
１

０
Ｃ

２７
３

土
坑

０
０

１
１

０
１

０
Ｃ

２７
７

土
坑

０
０

１
１

２
０

２
０

Ｃ
２７
９

土
坑

０
０

１
１

０
１

０
Ｃ

２９
７

土
坑

０
０

１
１

０
１

０
Ｃ

２９
８

土
坑

０
０

１
１

０
１

０
Ｃ

３１
７

土
坑

０
０

２
２

０
２

０
Ｃ

３２
０

土
坑

０
０

１
１

０
１

０
Ｃ

遺
構
外

０
０

２
１

１
２

６
０

６
０

Ｃ
遺
構
外

椀
２(

大
)、

緑
１

２
１

７
１９

５
３

１２
１

２
２

５１
０

５５
１

Ｃ
遺
構
外

０
０

１
１

４
３

９
０

９
０

Ｃ
遺
構
外

椀
１
・
段
皿
１
・
鉢
１(

光
)

３
０

２
０

２
０

Ｃ
遺
構
外

０
０

１
１

０
１

０
Ｃ

遺
構
外

０
０

２
２

０
２

０
Ｃ

遺
構
外

０
０

１
１

０
１

０
Ｃ

遺
構
外

０
０

５
５

０
５

０
Ｃ

遺
構
外

段
皿
１(

光
)

１
０

０
０

１
０

Ｃ
遺
構
外

椀
１(

大
)

１
０

１
１

１
１

４
０

５
０

Ｃ
遺
構
外

０
０

２
２

０
２

０
Ｄ

遺
構
外

０
０

１
１

０
１

０
合
計

４８
５

３４
２１
０
４

２３
０

０
２

０
１

０
６

０
０

３
５１

０
０

０
２

０
０

０
３

１
０

２２
０

１０
０
２

０
０

０
６

０
２０

０
０

０
０

２２
５１
２

２
５６
８

７

遺
跡
名

所
在
地

性
格

時
代

調
査
面
積

緑
釉
陶
器

灰
釉
陶
器

出
土
点
数

１０
０㎡

あ
た
り
の

出
土
点
数

出
土
点
数

１０
０㎡

あ
た
り
の

出
土
点
数

日
輪
寺
観
音
前
遺
跡

前
橋
市
日
輪
寺
町

集
落

平
安
時
代

９，
２０
７ 

７
０．
０７
６ 

５６
８ 

６．
２ 

関
根
細
ケ
沢
遺
跡

前
橋
市
関
根
町

集
落

平
安
時
代

９，
３０
３ 

２０
 

０．
２１
５ 

１０
９ 

１．
２ 

田
口
上
田
尻
・
下
田
尻
遺
跡

前
橋
市
田
口
町

集
落

古
墳
時
代
、
飛
鳥
～
平
安
時
代

１５
，４
８５
 

１１
３ 

０．
７３
 

１，
２１
１ 

７．
８ 

元
総
社
寺
田
遺
跡

前
橋
市
元
総
社
町

国
府
域
の
祭
祀

古
墳
時
代
～
平
安
時
代

４，
５５
０ 

１１
 

０．
２４
 

５４
７ 

１２
．０
 

天
神
遺
跡(

Ⅱ
・
Ⅲ
を
含
む
)

前
橋
市
元
総
社
町

国
府
域
の
祭
祀
集
落

古
墳
時
代
～
平
安
時
代

２，
７２
２ 

１７
８ 

６．
５４
 

１，
９６
５ 

７２
．２
 

稲
荷
塚
道
東
遺
跡

前
橋
市
総
社
町

国
府
周
縁
の
集
落

平
安
時
代

６，
５０
０ 

０
 

０
 

２２
３ 

３．
４ 

山
王
廃
寺

前
橋
市
総
社
町

寺
院

飛
鳥
時
代
創
建

１，
４３
１ 

３６
 

２．
５ 

下
東
西
・
清
水
上
遺
跡

前
橋
市
青
梨
子
町

集
落
・
富
豪
層
の
居
宅

飛
鳥
～
平
安
時
代

８，
２２
５ 

５１
 

０．
６ 

１，
１６
２ 

１４
．１
 

清
里
・
陣
馬
遺
跡

吉
岡
町
陣
馬

空
間
地
開
発
の
拠
点
集
落

平
安
時
代

４，
１３
０ 

１６
８ 

４．
１ 

１，
２３
４ 

２９
．９
 

十
日
市
遺
跡

吉
岡
町
南
下

空
閑
地
開
発
の
集
落

平
安
時
代

１３
，１
７０
 

０
 

０
 

３６
 

０．
００
３ 

三
ツ
寺
大
下
Ⅳ
遺
跡

高
崎
市
三
ツ
寺

拠
点
集
落

平
安
時
代

３，
７０
０ 

１１
６ 

３．
１ 

８２
 

２．
２ 

下
芝
五
反
田
遺
跡

高
崎
市
下
芝
町

空
閑
地
開
発
の
集
落

平
安
時
代

９，
０５
０ 

２４
 

０．
２７
 

５，
４３
６ 

６０
．１
 

関
遺
跡
・
上
西
根
遺
跡

伊
勢
崎
市
本
関
町
他

集
落

古
墳
時
代
～
平
安
時
代

５，
６６
９ 

０
 

０
 

１６
 

０．
００
３ 

波
志
江
中
野
面
遺
跡

伊
勢
崎
市
波
子
江
末

空
閑
地
開
発
の
集
落

平
安
時
代

２０
，９
５４
 

４
 

０．
００
０ 

２４
 

０．
００
１ 

波
志
江
西
屋
敷
遺
跡

伊
勢
崎
市
波
子
江
末

空
閑
地
開
発
の
集
落

平
安
時
代

１８
，２
１５
 

０
 

０
 

２５
 

０．
００
１ 

福
島
曲
戸
遺
跡

玉
村
町
福
島

集
落
、
富
豪
層
の
居
宅

平
安
時
代

１１
，３
９９
 

１１
７ 

１．
０３
 

２，
０１
１ 

１７
．６
 

下
原
遺
跡

長
野
原
町
林

山
間
地
開
発
の
集
落
・
交
通
路
の
祭
祀

平
安
時
代

１５
，４
９５
 

０
 

０
 

１４
４ 

０．
９ 

当
該
期
２
棟
／
２

楡
木
Ⅱ
遺
跡

長
野
原
町
林

山
間
地
開
発
の
集
落

平
安
時
代

１３
，０
００
 

０
 

０
 

１８
３ 

１．
４ 

当
該
期
３１
棟
／
３１
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調査区 面 番号 グリッド(下３桁のみ表記) 長径×短径×深さ(ｃｍ） 主軸方位 備考
Ａ１ １ ２ １５9・－３５０ ～ ３５１ ３８×３８×１４
Ａ１ １ ３ １５９・－３５３ ３１×２８×１２ Ｎ－２４°－Ｅ
Ａ１ １ ４ １６１・－３５５ ３０×２７×１３ Ｎ－４１°－Ｗ １号河道と重複
Ａ１ １ ５ １６２・－３５７ ２６×２５×２５ Ｎ－２７°－Ｗ １号河道と重複
Ａ１ １ ６ １６３・－３５７ ２３×２３×２８
Ａ１ １ ７ １６５・－３５６ ２８×２１×２４ Ｎ－７７°－Ｗ
Ａ１ １ ８ １６７・－３５３ ～ ３５４ (４４)×３３×２９ Ｎ－１７°－Ｅ 2号土坑と重複
Ａ１ １ ９ １６７・－３５３ ３５×３５×13
Ａ１ １ １０ １６７・－３５１ ～ ３５２ ３３×３０×４０ Ｎ－１０°－Ｗ
Ａ１ １ １１ １６８・－３５１ ～ ３５２ ３１×２７×１０ Ｎ－１３°－Ｅ
Ａ１ １ １２ １６８ ～ １６９・－３５０ ３８×３２×４４ Ｎ－３３°－Ｗ
Ａ１ １ １３ １６８・－３５１ ４１×３０×４７ Ｎ－８°－Ｅ
Ａ１ １ １４ １６８・－３５０ ３２×２５×１９ Ｎ－４０°－Ｗ
Ａ１ １ １５ １６８ ～ １６９・－３４８ ～ ３４９ ２７×２６×２８ Ｎ－６０°－Ｗ ２号河道と重複
Ａ１ １ １６ １６５・－３５１ ２７×２７×１６
Ａ１ １ １７ １６８・－３４９ ４４×３３×２９ Ｎ－６５°－Ｗ
Ａ１ １ １８ １６７・－３４９ ３０×２８×５１ Ｎ－７°－Ｅ
Ａ１ １ １９ １６８・－３４８ ３０×２８×１６ Ｎ－７４°－Ｅ
Ａ１ １ ２０ １６７・－３４９ ～ ３５０ ３９×３４×４３ Ｎ－１５°－Ｗ
Ａ１ １ ２１ １６６・－３４９ ３３×３４×３８ Ｎ－６５°－Ｗ
Ａ１ １ ２２ １６６・－３４８ ３３×３１×１４ Ｎ－７７°－Ｅ
Ａ１ １ ２３ １６６・－３４８ ４１×３９×３３ Ｎ－２０°－Ｅ
Ａ１ １ ２４ １６８・－３４７ ４６×４１×３６ Ｎ－６４°－Ｗ
Ａ１ １ ２５ １６７・－３４６ ５８×３９×１９ Ｎ－８８°－Ｅ
Ａ１ １ ２６ １６６・－３４５ ～ ３４６ ４９×４６×３８ Ｎ－３１°－Ｅ
Ａ１ １ ２７ １６６・－３４５ ４０×３６×２９ Ｎ－９°－Ｗ
Ａ１ １ ２８ １６６ ～ １６６・－３４５ ４５×４３×１４ Ｎ－４１°－Ｅ
Ａ１ １ ２９ １６５・－３４５ ３４×３１×２５ Ｎ－１８°－Ｅ
Ａ１ １ ３０ １６４ ～ １６５・－３４７ ～ ３４８ ３４×３２×３２ Ｎ－４５°－Ｅ
Ａ１ １ ３１ １６３・－３４６ ３７×３２×３０ Ｎ－２６°－Ｅ
Ａ１ １ ３２ １６４ ～ １６５・－３４９ ３４×２９×３３ Ｎ－８１°－Ｗ
Ａ１ １ ３３ １６４ ～ １６５・－３４８ ３５×３２×８ Ｎ－１８°－Ｗ
Ａ１ １ ３４ １６４・－３４８ ～ ３４９ ３０×２８×１０ Ｎ－８°－Ｗ
Ａ１ １ ３５ １６４・－３４７ ～ ３４８ ３９×３６×３２ Ｎ－７８°－Ｅ
Ａ１ １ ３６ １６２ ～ １６３・－３４６ ～ ３４７ ５４×３５×３９ Ｎ－４８°－Ｗ
Ａ１ １ ３８ １６２・－３４８ ～ ３４９ ２８×２７×２９ Ｎ－１７°－Ｗ
Ａ１ １ ３９ １６２・－３４９ ２８×２６×２２ Ｎ－７°－Ｗ
Ａ１ １ ４０ １５８・－３４８ ５３×４９×２５ Ｎ－４６°－Ｅ
Ａ１ １ ４１ １６２・－３４３ ２９×２９×２２
Ａ１ １ ４２ １６１ ～ １６２・－３４４ ４１×３８×９ Ｎ－８°－Ｗ
Ａ１ １ ４３ １６１ ～ １６２・－３４２ ～ ３４３ ４０×３９×２１ Ｎ－７°－Ｗ
Ａ１ １ ４４ １６２・－３４２ ３３×３３×３２
Ａ１ １ ４５ １６２・－３４１ ～ ３４２ ４１×４０×５４ Ｎ－２０°－Ｗ
Ａ１ １ ４６ １６２・－３４１ ３３×３２×５２ Ｎ－３６°－Ｗ
Ａ１ １ ４７ １６１・－３４２ ４８×４６×５４ Ｎ－４６°－Ｅ
Ａ１ １ ４８ １６１・－３４２ ３５×２８×２６ Ｎ－７４°－Ｗ
Ａ１ １ ４９ １６２・－３４２ ２８×２７×１７ Ｎ－６６°－Ｗ
Ａ１ １ ５０ １６１・－３４２ ３４×３２×２９ Ｎ－７１°－Ｗ
Ａ１ １ ５１ １６１・－３４２ ４１×４０×２０ Ｎ－１１°－Ｅ
Ａ１ １ ５２ １６１・－３３８ ３８×３６×１２ Ｎ－２９°－Ｗ
Ａ１ １ ５３ １６２ ～ １６３・－３５０ ～ ３５１ ３７×３２×２２ Ｎ－６０°－Ｗ
Ａ１ １ ５４ １６８・－３５３ ３４×３３×１４ Ｎ－６７°－Ｗ
Ａ１ １ ５５ １６９ ～ １７０・－３５１ ２７×２５×１６ Ｎ－１６°－Ｅ
Ａ１ １ ５６ １６７・－３４６ ～ ３４７ ３４×３３×１４ Ｎ－１２°－Ｅ
Ａ１ １ ５７ １６４・－３４３ ３４×２７×５１ Ｎ－６°－Ｗ
Ａ１ １ ５８ １６２ ～ １６３・－３４１ ～ ３４２ ２７×２２×１０ Ｎ－８４°－Ｗ
Ａ１ １ ５９ １６０・－３３７ ３７×２９×１８ Ｎ－２６°－Ｅ
Ａ１ １ ６０ １６０・－３４４ ３０×３０×１１
Ａ１ １ ６１ １６０・－３４４ ２８×２７×１８ Ｎ－１２°－Ｗ
Ａ１ １ ６２ １６１・－３４４ ２８×２８×１６ Ｎ－３°－Ｗ
Ａ１ １ ６３ １５９・－３４６ ３３×３１×８ Ｎ－２３°－Ｗ
Ａ２ １ １０６ １４８・－３６６ ４０×２７×３３ Ｎ－２３°－Ｗ 41号土坑と重複
Ａ２ １ １１１ １５６・－３４２ ２６×２４×２７ Ｎ－１０°－Ｅ
Ａ２ １ １１２ １５６・－３４２ ４２×３１×２２ Ｎ－２°－Ｗ １１３号ピットを掘り込む
Ａ２ １ １１３ １５６・－３４２ ４０×(２５)×１４ Ｎ－１４°－Ｗ １１２号ピットに掘り込まれる
Ａ２ １ １１４ １５５ ～ １５６・－３４２ ３２×２７×２４ Ｎ－１０°－Ｅ
Ａ２ １ １１５ １５４ ～ １５５・－３４２ ２９×２４×９ Ｎ－８２°－Ｗ １１６号ピットと重複
Ａ２ １ １１６ １５４ ～ １５５・－３４２ ～ ３４３ ３７×３５×１５ Ｎ－４５°－Ｅ １１５号ピットと重複
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調査区 面 番号 グリッド(下３桁のみ表記) 長径×短径×深さ(ｃｍ） 主軸方位 備考
Ａ２ １ １１７ １５４ ～ １５５・－３４３ ４０×３６×１４ Ｎ－２３°－Ｅ
Ａ２ １ １１８ １５５・－３４３ ２３×２２×17 Ｎ－１３°－Ｅ
Ａ２ １ １１９ １５６・－３４３ ４４×３９×１２ Ｎ－４°－Ｅ
Ａ２ １ １２０ １５７・－３４１ ～ ３４２ ３０×２６×２８ Ｎ－２１°－Ｅ
Ａ２ １ １２１ １５６・－３４４ ３３×(１６)×１９ Ｎ－８０°－Ｗ １２２号ピット、５４号土坑と重複
Ａ２ １ １２２ １５６ ～ １５７・－３４４ ４５×４３×２４ Ｎ－７°－Ｗ １２１号ピットと重複
Ａ２ １ １２３ １５７ ～ １５８・－３４５ ～ ３４６ ３７×３３×１４ Ｎ－４２°－Ｗ
Ａ２ １ １２４ １５７・－３４５ ２８×２５×３１ Ｎ－４３°－Ｅ
Ａ２ １ １２５ １５７・－３４５ ２４×２２×２０ Ｎ－５２°－Ｅ
Ａ２ １ １２６ １５７・－３４５ ２１×２１×１５
Ａ２ １ １２７ １５７ ～ １５８・－３４６ ４５×４２×３５ Ｎ－２９°－Ｗ
Ａ２ １ １２８ １５７ ～ １５８・－３４６ ６７×３７×１７ Ｎ－８７°－Ｅ
Ａ２ １ １２９ １５６・－３４６ ４０×３６×１１ Ｎ－６１°－Ｗ
Ａ２ １ １３０ １５５ ～ １５６・－３４６ ～ ３４７ ３９×３７×２５ Ｎ－７３°－Ｗ
Ａ２ １ １３１ １５８・－３４７ ２５×２３×１９ Ｎ－２２°－Ｅ
Ａ２ １ １３２ １５８・－３４７ ２３×２２×２２ Ｎ－５°－Ｅ
Ａ２ １ １３３ １５７・－３４６ ～ ３４７ ８３×５１×１１ Ｎ－６３°－Ｗ
Ａ２ １ １３４ １５６ ～ １５７・－３４７ ４７×３４×２３ Ｎ－６０°－Ｅ
Ａ２ １ １３５ １５６・－３４７ ３４×３１×１９ Ｎ－６８°－Ｅ
Ａ２ １ １３７ １５６・－３４９ ～ ３５０ ３１×２６×１２ Ｎ－４８°－Ｗ
Ａ２ １ １３８ １５６ ～ １５７・－３４９ ３２×３１×１１ Ｎ－２５°－Ｅ
Ａ２ １ １３９ １４５・－３４８ ２９×２１×１９ Ｎ－１０°－Ｅ
Ａ２ １ １４０ １４５・－３４８ １９×１７×３９ Ｎ－８２°－Ｗ
Ａ２ １ １４１ １４５・－３４８ ２９×２９×１５
Ａ２ １ １４２ １４５・－３４８ ～ ３４９ ２８×２３×１４ Ｎ－８８°－Ｅ
Ａ２ １ １４３ １４６・－３４９ ２４×２３×１８ Ｎ－１５°－Ｗ
Ａ２ １ １４４ １４５・－３４９ １９×１７×１３ Ｎ－３０°－Ｅ
Ａ２ １ １４５ １４４ ～ １４５・－３４９ ～ ３５０ ２５×２４×１０ Ｎ－７６°－Ｅ
Ａ２ １ １４６ １４５・－３５０ ３５×３０×３９ Ｎ－９°－Ｅ
Ａ２ １ １４７ １４６・－３５０ ３１×３１×１７
Ａ２ １ １４８ １４６ ～ １４７・－３４９ ２３×１８×１２ Ｎ－４１°－Ｗ
Ａ２ １ １４９ １４６ ～ １４７・－３５０ ２７×２３×２５ Ｎ－１６°－Ｅ
Ａ２ １ １５０ １４７・－３５０ ２４×１９×１７ Ｎ－４°－Ｗ
Ａ２ １ １５１ １４７・－３５０ ～ ３５１ １８×１８×１０
Ａ２ １ １５２ １４７・－３５１ ２４×２２×１６ Ｎ－５６°－Ｗ
Ａ２ １ １５３ １４７・－３５１ ～ ３５２ ２４×２０×１３ Ｎ－３６°－Ｗ
Ａ２ １ １５４ １４７・－３４９ ２９×２６×４ Ｎ－１６°－Ｅ
Ａ２ １ １５５ １４７・－３４９ ３１×(１４)×５６ Ｎ－８０°－Ｗ
Ａ２ １ １５６ １４７・－３５０ ２４×(１９)×６ Ｎ－８２°－Ｗ
Ａ２ １ １５７ １４７・－３５０ ３５×(２１)×３５ Ｎ－７９°－Ｗ
Ａ２ １ １５８ １４７・－３５０ ～ ３５１ ５０×(３１)×２９ Ｎ－８６°－Ｅ
Ａ２ １ １５９ １４７ ～ １４８・－３５１ ～ ３５２ (３８)×２４×２４ Ｎ－８°－Ｅ １６０号ピットに掘り込まれる
Ａ２ １ １６０ １４７ ～ １４８・－３５２ ４１×４１×４３ １５９号ピットを掘り込む
Ａ２ １ １６１ １４７ ～ １４８・－３５２ ～ ３５３ １９×１６×１２ Ｎ－７８°－Ｅ
Ａ２ １ １６２ １４８・－３５３ (３３)×(２１)×８ Ｎ－５９°－Ｗ ４４号土坑に掘り込まれる
Ａ２ １ １６３ １４８・－３５２ ３４×３４×４４
Ａ２ １ １６４ １４８・－３５１ ～ ３５２ (２１)×２０×１０ Ｎ－１２°－Ｅ
Ａ２ １ １６５ １４８・－３５２ ２９×(１５)×２８ Ｎ－８２°－Ｗ
Ａ２ １ １６６ １４８・－３５０ ４９×(３１)×１８ Ｎ－８２°－Ｗ
Ａ２ １ １６７ １４８・－３４９ ～ ３５０ ２１×(１２)×１１ Ｎ－８２°－Ｗ
Ａ２ １ １６８ １４８・－３４９ ２９×(１０)×１５ Ｎ－８２°－Ｗ
Ａ２ １ １６９ １４８・－３４９ ～ ３５０ ４６×３２×２３ Ｎ－１８°－Ｅ
Ａ２ １ １７０ １４８ ～ １４９・－３５１ ～ ３５２ ３９×３２×５１ Ｎ－８°－Ｅ
Ａ２ １ １７１ １４９・－３５０ ～ ３５１ ３８×３４×２７ Ｎ－０°
Ａ２ １ １７２ １４７ ～ １４８・－３４６ ２６×２４×１３ Ｎ－７８°－Ｅ
Ａ２ １ １７３ １４８・－３４６ ３３×２８×３９ Ｎ－７５°－Ｅ １号河道と重複
Ａ２ １ １７４ １４７・－３４６ ～ ３４７ ３５×２７×２２ Ｎ－７４°－Ｗ
Ａ２ １ １７５ １４７・－３４６ ２６×２６×１０
Ａ２ １ １７６ １４９・－３５３ ～ ３５４ ２９×２４×１７ Ｎ－８３°－Ｗ ４３号土坑と重複
Ａ２ １ １７８ １５０・－３５４ ４９×４７×５３ Ｎ－８１°－Ｅ ４３号土坑、２５５号ピットと重複
Ａ２ １ １７９ １４９・－３５４ ～ ３５５ ４０×３３×２３ Ｎ－９°－Ｅ
Ａ２ １ １８０ １４９・１５０ ～－３５５ ４６×４０×４４ Ｎ－６２°－Ｗ
Ａ２ １ １８１ １５０・－３５５ ２９×２８×７ Ｎ－６８°－Ｅ
Ａ２ １ １８２ １５０ ～ １５１・－３５５ ４８×４８×４６
Ａ２ １ １８３ １４７・－３５０ ３４×３０×４４ Ｎ－４０°－Ｅ １８４号ピットを掘り込む
Ａ２ １ １８４ １４７・－３５０ ２０×(１４)×６ Ｎ－３２°－Ｅ １８３号ピットに掘り込まれる
Ａ２ １ １８５ １４７ ～ １４８・－３５４ ２４×２４×２５
Ａ２ １ １８６ １４７・－３５４ ～ ３５５ ３６×２２×２６ Ｎ－８４°－Ｅ
Ａ２ １ １８７ １４７・－３５５ ３２×２９×２２ Ｎ－１３°－Ｗ
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調査区 面 番号 グリッド(下３桁のみ表記) 長径×短径×深さ(ｃｍ） 主軸方位 備考
Ａ２ １ １８８ １４７ ～ １４８・－３５５ ３５×３３×１９ Ｎ－８２°－Ｅ
Ａ２ １ １８９ １４８・－３５５ ３１×(２１)×１９ Ｎ－８５°－Ｅ
Ａ２ １ １９０ １４８・－３５６ ２８×２５×２３ Ｎ－３°－Ｅ
Ａ２ １ １９１ １４７・－３５６ ３２×(２０)×２３ Ｎ－８３°－Ｅ
Ａ２ １ １９２ １４９・－３５６ ～ ３５７ ３０×(２１)×１３ Ｎ－７９°－Ｗ
Ａ２ １ １９３ １４９・－３５５ ～ ３５６ ３１×(２４)×１８ Ｎ－８２°－Ｗ
Ａ２ １ １９４ １４８ ～ １４９・－３５５ (６０)×４３×２６ Ｎ－２３°－Ｗ
Ａ２ １ １９５ １４９ ～ １５０・－３５５ ～ ３５６ ３９×３６×３６ Ｎ－４２°－Ｗ
Ａ２ １ １９６ １５０・－３５５ ～ ３５６ ３０×２８×２９ Ｎ－２７°－Ｗ
Ａ２ １ １９７ １５１・－３５５ ３４×２９×１４ Ｎ－２５°－Ｗ
Ａ２ １ １９８ １５５・－３５５ ３４×２９×１４ Ｎ－８°－Ｗ
Ａ２ １ １９９ １５１・－３５５ ２８×２５×１１ Ｎ－５６°－Ｗ
Ａ２ １ ２００ １５１ ～ １５２・－３５５ ～ ３５６ ３７×３５×２６ Ｎ－５３°－Ｗ
Ａ２ １ ２０１ １５１・－３５２ ３２×２６×(２１) Ｎ－８４°－Ｅ １号河道と重複
Ａ２ １ ２０２ １５０ ～ １５１・－３５２ ３８×３３×１７ Ｎ－４８°－Ｗ １号河道と重複
Ａ２ １ ２０３ １４９・－３５６ ２４×２４×６
Ａ２ １ ２０４ １４８・－３５７ ２９×２８×１１ Ｎ－８°－Ｅ
Ａ２ １ ２０５ １４８・－３５６ ２７×２５×２０ Ｎ－５°－Ｅ
Ａ２ １ ２０６ １４９ ～ １５０・－３５８ ２８×２６×４ Ｎ－１０°－Ｅ
Ａ２ １ ２０７ １４７・－３５９ ２９×２６×１０ Ｎ－４２°－Ｗ
Ａ２ １ ２０８ １４７・－３６０ ３４×(２２)×１５ Ｎ－６５°－Ｅ ２５７号ピットと重複
Ａ２ １ ２０９ １４７・－３６０ ４４×(３８)×５９ Ｎ－７９°－Ｗ ２１０・２５６・２５７号ピットと重複
Ａ２ １ ２１０ １４７・－３６０ ５３×４９×３５ Ｎ－３３°－Ｅ ２０９・２５６号ピットと重複
Ａ２ １ ２１１ １４９・－３６０ ３５×３５×５５
Ａ２ １ ２１２ １５０ ～ １５１・－３５９ ３６×(２５)×４７ Ｎ－８６°－Ｗ
Ａ２ １ ２１３ １５１ ～ １５２・－３５９ ３０×(２６)×４９ Ｎ－１１°－Ｗ ２１4号ピットと重複
Ａ２ １ ２１４ １５１ ～ １５２・－３５９ ～ ３６０ ３２×２２×２２ Ｎ－１２°－Ｗ ２１3号ピットと重複
Ａ２ １ ２１５ １５２ ～ １５３・－３５９ ～ ３６０ ６１×５１×３９ Ｎ－２４°－Ｗ
Ａ２ １ ２１６ １５３・－３５９ ３９×３３×４０ Ｎ－５７°－Ｅ
Ａ２ １ ２１７ １５３・－３６０ ２５×２４×２３ Ｎ－６９°－Ｗ
Ａ２ １ ２１８ １５３ ～ １５４・－３５９ ～ ３６０ ２８×２６×４×４６ Ｎ－５０°－Ｗ
Ａ２ １ ２１９ １５３・－３６０ ３０×２９×９ Ｎ－４０°－Ｗ
Ａ２ １ ２２０ １５１・－３６１ ３６×３２×３６ Ｎ－６７°－Ｅ
Ａ２ １ ２２１ １５２・－３６１ ４５×３６×３４ Ｎ－１０°－Ｗ
Ａ２ １ ２２２ １５１ ～ １５２・－３６１ ３８×２８×１７ Ｎ－２４°－Ｅ
Ａ２ １ ２２３ １５１ ～ １５２・－３６１ ３３×２７×２６ Ｎ－１７°－Ｗ
Ａ２ １ ２２４ １５０・－３６１ ３３×２８×３３ Ｎ－５４°－Ｗ
Ａ２ １ ２２５ １４８・－３６１ ４１×２９×３８ Ｎ－１７°－Ｅ
Ａ２ １ ２２６ １４８ ～ １４９・－３６１ ２５×２０×１１ Ｎ－１°－Ｗ
Ａ２ １ ２２７ １４８ ～ １４９・－３６１ ～ ３６２ ４０×３５×１９ Ｎ－６°－Ｗ
Ａ２ １ ２１８ １４８・－３６２ ２５×２２×１２ Ｎ－３２°－Ｗ
Ａ２ １ ２２９ １４８・－３６１ ～ ３６２ (２９)×２２×１２ Ｎ－３１°－Ｗ １号溝と重複
Ａ２ １ ２３０ １４９ ～ １５０－３６１ ～ ３６２ ４５×４１×３３ Ｎ－５４°－Ｗ
Ａ２ １ ２３１ １５０・－３６２ ４６×４０×３９ Ｎ－３３°－Ｅ ２５９号ピットと重複
Ａ２ １ ２３２ １４７・－３６４ ３４×３１×１５ Ｎ－８４°－Ｅ
Ａ２ １ ２３３ １４８・－３６５ ２７×２５×３７ Ｎ－５°－Ｗ
Ａ２ １ ２３４ １４８・－３６５ ３１×２９×１８ Ｎ－４°－Ｅ
Ａ２ １ ２３５ １５３・－３６４ ４６×３３×４５ Ｎ－８７°－Ｗ ２号掘立柱建物と重複
Ａ２ １ ２３６ １５３・－３６７ ３２×２４×８ Ｎ－４９°－Ｅ ２号掘立柱建物と重複
Ａ２ １ ２３７ １５２・－３６７ ３４×２５×１７ Ｎ－６１°－Ｅ
Ａ２ １ ２３８ １５１・－３６７ ４２×２８×３４ Ｎ－５２°－Ｅ ２号掘立柱建物と重複
Ａ２ １ ２３９ １５１・－３６７ ４０×２８×３４ Ｎ－５２°－Ｅ ２号掘立柱建物と重複
Ａ２ １ ２４０ １５１・－３６７ ２０×１９×９ Ｎ－１３°－Ｅ
Ａ２ １ ２４１ １４７ ～ １４８・－３６７ ４０×３４×７ Ｎ－２０°－Ｅ
Ａ２ １ ２４２ １４７・－３６７ ２１×１７×１８ Ｎ－３３°－Ｗ
Ａ２ １ ２４３ １４７・－３６８ ３４×２８×７ Ｎ－５９°－Ｗ
Ａ２ １ ２４４ １５５ ～ １５６・－３６８ ３４×３１×２７ Ｎ－５９°－Ｅ
Ａ２ １ ２４５ １５５・－３６５ ５９×４８×２３ Ｎ－９°－Ｗ
Ａ２ １ ２４６ １５５・－３６５ ３５×３５×９
Ａ２ １ ２４７ １５５・－３６４ ３０×２７×１２ Ｎ－５°－Ｅ
Ａ２ １ ２４８ １５５・－３６４ ４２×３４×１３ Ｎ－３９°－Ｗ
Ａ２ １ ２４９ １５５ ～ １５６・－３６３ ４３×４１×１３ Ｎ－３８°－Ｗ
Ａ２ １ ２５０ １５３ ～ １５４・－３６１ ５２×３４×３５ Ｎ－４２°－Ｅ ４２号土坑と重複
Ａ２ １ ２５１ １５３ ～ １５４・－３６０ ～ ３６１ ４１×３５×９３ Ｎ－６６°－Ｅ
Ａ２ １ ２５２ １４９ ～ １５０・－３５２ ５９×３５×３０ Ｎ－２４°－Ｅ ２５４号ピットと重複
Ａ２ １ ２５３ １４９・－３５２ ６０×３９×１７ Ｎ－４１°－Ｗ
Ａ２ １ ２５４ １４９ ～ １５０・－３５２ ８４×(７２)×５２ Ｎ－４１°－Ｗ ２５２号ピットと重複
Ａ２ １ ２５５ １５０・－３５４ ４１×(３６)×３０ Ｎ－１３°－Ｗ ４３号土坑、１７８号ピットと重複
Ａ２ １ ２５６ １４８・－３５０ (４３)×(３７)×３１ Ｎ－６２°－Ｅ ２０９・２１０・２５７号ピットと重複
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調査区 面 番号 グリッド(下３桁のみ表記) 長径×短径×深さ(ｃｍ） 主軸方位 備考
Ａ２ １ ２５７ １４７ ～ １４８・－３６０ (３５)×(３５)×１９ ２０８・２０９・2５６号ピットと重複
Ａ２ １ ２５８ １５５ ～ １５６・－３６１ ４３×３４×５４ Ｎ－５°－Ｗ ３７号土坑と重複
Ａ２ １ ２５９ １５０・－３６１ ～ ３６２ ３１×２７×５５ Ｎ－３５°－Ｗ ２３１号ピットと重複
Ａ２ １ ２６４ １５３・－３６９ ３７×３２×２９ Ｎ－８５°－Ｅ
Ａ２ １ ２６５ １５１ ～ １５２・－３６９ ～ ３７０ ３７×３３×１７ Ｎ－８２°－Ｗ
Ａ２ １ ２６６ １４９・－３６９ ～ ３７０ (４４)×３６×２９ Ｎ－６７°－Ｅ
Ａ２ １ ２６７ １４８・－３６９ ３８×２７×３７ Ｎ－８３°－Ｗ
Ａ２ １ ２６８ １４８ ～ １４９・－３６８ ３１×３１×１７×２２
Ａ２ １ ２６９ １４８・－３６８ ～ ３６９ ３２×２９×２７ Ｎ－２７°－Ｅ
Ａ２ １ ２７０ １４７ ～ １４８・－３６９ ～ ３６７ (７２)×５７×７９ Ｎ－８２°－Ｅ
Ａ２ １ ２７１ １４６・－３６７ ～ ３６８ ３８×２８×１９ Ｎ－１３°－Ｅ
Ａ２ １ ２７２ １４８・－３６８ ４２×３９×２３ Ｎ－７８°－Ｗ
Ｂ１ １ ６４ ０９６・－３８８ ３１×２８×４６ Ｎ－５１°－Ｅ
Ｂ１ １ ６５ ０９７ ～ ０９８・－３８８ ～ ３８９ ２１×２０×１７ Ｎ－２３°－Ｗ
Ｂ１ １ ６６ ０９９ ～ １００・－３８９ ２８×２４×１１ Ｎ－８０°－Ｅ
Ｂ１ １ ６７ ０９９ ～ １００・－３８８ ３２×２８×４４ Ｎ－６２°－Ｅ
Ｂ１ １ ６８ １００・－３８８ ４４×４４×４３ 30号土坑と重複
Ｂ１ １ ６９ １００ ～ １０１・－３８８ ～ ３８９ ３１×２５×３５ Ｎ－３３°－Ｅ
Ｂ１ １ ７０ １０１・－３８９ ４２×３１×３１ Ｎ－７５°－Ｅ
Ｂ１ １ ７１ ０９９・－３８７ ～ ３８８ ３５×３１×３０ Ｎ－４６°－Ｗ
Ｂ１ １ ７２ １００・－３８７ ３４×３４×４２
Ｂ１ １ ７３ ０９９・－３８７ ２９×２８×３０ Ｎ－５５°－Ｅ
Ｂ１ １ ７４ ０９９・－３８６ ２３×１８×２７ Ｎ－１０°－Ｅ
Ｂ１ １ ７５ ０９８ ～ ０９９・－３８６ ２５×２４×３５ Ｎ－６°－Ｅ
Ｂ１ １ ７６ ０９８・－３８６ ３１×２９×－ Ｎ－２３°－Ｅ
Ｂ１ １ ７７ １００・－３８６ ３９×３７×４５ Ｎ－４３°－Ｗ
Ｂ１ １ ７８ １００・－３８５ ～ ３８６ ５８×５６×５４ Ｎ－４０°－Ｗ
Ｂ１ １ ７９ ０９８・－３８５ ２５×２２×２８ Ｎ－６７°－Ｗ
Ｂ１ １ ８０ ０９８・－３８５ ３１×２７×２２ Ｎ－４９°－Ｗ
Ｂ１ １ ８１ ０９９・－３８５ ２９×２５×４０ Ｎ－４°－Ｗ
Ｂ１ １ ８２ ０９９・－３８５ ３５×２６×１９ Ｎ－７°－Ｗ
Ｂ１ １ ８３ ０９９・－３８４ ２８×２７×－ Ｎ－７°－Ｗ
Ｂ１ １ ８４ ０９９・－３８３ ～ ３８４ ５０×(３４)×３５ Ｎ－５９°－Ｅ
Ｂ１ １ ８５ １００・－３８３ ～ ３８４ ５６×４７×３９ Ｎ－３４°－Ｗ
Ｂ１ １ ８６ ９９ ～ １００・－３８３ ２２×１８×１４ Ｎ－１４°－Ｅ
Ｂ１ １ ８７ １０１ ～ １０２・－３８５ ３５×３０×２４ Ｎ－６４°－Ｗ
Ｂ１ １ ８８ １０１ ～ １０２・－３８４ ５５×５０×５７ Ｎ－５°－Ｗ
Ｂ１ １ ８９ １０２ ～ １０３・－３８２ ～ ３８３ ５９×４６×３６ Ｎ－５５°－Ｗ
Ｂ１ １ ９０ １０２ ～ １０３・－３８２ ３４×３２×４２ Ｎ－４５°－Ｅ
Ｂ１ １ ９１ １００ ～ １０１・－３８２ ４１×３３×２４ Ｎ－９°－Ｗ
Ｂ１ １ ９２ １０１・－３８１ ～ ３８２ ４１×３６×１２ Ｎ－８８°－Ｅ
Ｂ１ １ ９３ １０１ ～ １０２・－３８２ ３２×２７×３０ Ｎ－７°－Ｅ
Ｂ１ １ ９４ １０１ ～ １０２・－３８２ ６０×５２×３７ Ｎ－１４°－Ｅ
Ｂ１ １ ９５ １００・－３８７ ～ ３８８ ３０×２５×３８ Ｎ－２２°－Ｅ
Ｂ１ １ ９６ １００・－３８３ ３０×(２４)×３９ Ｎ－３°－Ｅ ３2号土坑と重複
Ｂ１ １ ９７ １００・－３８７ ３８×２４×１９ Ｎ－８１°－Ｅ
Ｂ１ １ ９８ １００・－３８８ ２３×２０×１１ Ｎ－５６°－Ｅ
Ｂ１ １ ９９ １０１・－３８７ ２４×２４×４０
Ｂ１ １ １００ １０１・－３８６ ～ ３８７ ２５×２３×２０ Ｎ－３°－Ｅ
Ｂ１ ２ １０７ １０３・－３８３ ～ ３８４ ３１×３０×３４ Ｎ－１４°－Ｗ
Ｂ１ ２ １０８ １０３・－３８５ ２８×２７×２７ Ｎ－２５°－Ｅ
Ｂ１ ２ １０９ １０４ ～ １０５・－．３８３ ～ ３８４ ３７×３５×３８ Ｎ－５９°－Ｅ
Ｂ１ ２ １１０ １０４・－３８３ ３１×２８×４１ Ｎ－２８°－Ｗ
Ｂ２ １ １０１ １２０・－３６２ ～ ３６３ ３５×２６×３２ Ｎ－７１°－Ｗ ３３号土坑と重複
Ｂ２ １ １０２ １２０・－３６１ ４１×２６×１９ Ｎ－１３°－Ｅ ３３号土坑と重複
Ｂ２ １ １０３ １２０・－３６０ ４４×３２×１４ Ｎ－７２°－Ｗ ３３号土坑と重複
Ｂ２ １ １０４ １２２・－３６０ ３４×３２×１２ Ｎ－２０°－Ｅ
Ｂ２ １ １０５ １２４ ～ １２５・－３５６ ６０×３８×２１ Ｎ－１８°－Ｅ
Ｂ３ １ ２６０ １１６・－３６５ ～ ３６０ ３１×２７×５９ Ｎ－８０°－Ｅ
Ｂ３ １ ２６１ １１７・－３６５ ２８×２５×２８ Ｎ－４３°－Ｗ
Ｂ３ １ ２６２ １１６ ～ １１７・－３６３ ３１×２９×２１ Ｎ－８８°－Ｗ
Ｂ３ １ ２６３ １１４・－３６５ ４９×(３０)×２９ Ｎ－３３°－Ｅ
Ｂ４ １ ２７３ １２７ ～ １２８・－３７０・３７１ ３４×３３×２６ Ｎ－７８°－Ｗ
Ｂ４ １ ２７４ １２８・－３７２ ～ ３７３ ４４×４２×４１ Ｎ－６５°－Ｗ
Ｂ４ １ ２７５ １３０・－３７２ ～ ３７３ ３７×３３×４５ Ｎ－８°－Ｅ 1号井戸と重複
Ｂ４ １ ２７６ １２４ ～ １２５・－３６３ ４６×４０×１９ Ｎ－１８°－Ｅ
Ｂ４ １ ２７７ １２４・－３６３ ３３×２７×４８ Ｎ－４１°－Ｅ
Ｂ４ １ ２７８ １２５ ～ １２６・－３７３ ～ ３７４ ５６×３２×３３ Ｎ－７３°－Ｗ
Ｂ４ １ ２７９ １２３・－３７６ ５４×３４×３５ Ｎ－２９°－Ｅ
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調査区 面 番号 グリッド(下３桁のみ表記) 長径×短径×深さ(ｃｍ） 主軸方位 備考
Ｂ４ １ ２８０ １２３・－３７６ ～ ３７７ ２１×１９×１１ Ｎ－１７°－Ｅ
Ｂ４ １ ２８１ １２１ ～ １２２・－３７７ ３１×３１×１８
Ｂ４ １ ２８３ １２２・－３７８ ～ ３７９ ４３×４２×１２ Ｎ－１４°－Ｅ 89号土坑と重複
Ｂ４ １ ２８４ １９１ ～ １２０・－３８０ ２５×２４×１６ Ｎ－７５°－Ｗ
Ｂ４ １ ２８５ １２６ ～ １２７・－３７８ ～ ３７９ ４９×４１×７９ Ｎ－３９°－Ｗ
Ｂ４ １ ２８６ １２６・－３７９ ４１×３９×５３ Ｎ－１０°－Ｗ
Ｂ４ １ ２８７ １２５ ～ １２６・－３７９ ４２×３３×４４ Ｎ－５６°－Ｅ
Ｂ４ １ ２８８ １１９・－３７３ ～ ３７４ ４６×３６×１７ Ｎ－１２°－Ｅ
Ｂ４ １ ２８９ １２３・－３８１ ～ ３８２ ２２×１８×３５ Ｎ－３５°－Ｗ １号住居と重複
Ｂ４ １ ２９７ １２４・－３８２ ３８×３６×３１ Ｎ－１８°－Ｅ １号住居と重複
Ｂ４ １ ２９８ １２３ ～ １２４ ３６×３３×１７ Ｎ－６０°－Ｗ １号住居と重複
Ｂ４ １ ２９９ １２３・－３８２ ３１×２６×２０ Ｎ－３０°－Ｅ １号住居と重複
Ｂ４ １ ３０２ １２４・－３８１ ２５×２３×１２ Ｎ－８５°－Ｅ １号住居と重複
Ｂ４ １ ３０４ １２４・－３８２ ２８×２４×２３ Ｎ－４２°－Ｅ １号住居と重複
Ｂ４ １ ３０５ １２３・－３８２ ３６×２２×１０ Ｎ－７８°－Ｅ １号住居と重複
Ｃ１ １ ３０１ ０４８・－４５７ ～ ４５８ ４４×４２×１２ Ｎ－１０°－Ｅ 6号住居と重複
Ｃ２ １ ２９４ ０６１・－４４８ ２７×２０×１５ Ｎ－１０°－Ｗ ３１１号ピットを掘り込む
Ｃ２ １ ２９５ ０６４・－４４７ ～ ４４８ ２５×２２×７ Ｎ－２０°－Ｗ
Ｃ２ １ ２９６ ０６３・－４４５ ２６×２３×１０ Ｎ－３６°－Ｗ
Ｃ２ １ ３０６ ０６８・－４５４ ７３×４４×５０ Ｎ－１４°－Ｗ
Ｃ２ １ ３０７ ０８６・－４５０ ５５×５１×３１ Ｎ－０°
Ｃ２ １ ３０８ ０８８・－４４９ (３３)×３７×４ Ｎ－７°－Ｅ 168号土坑と重複
Ｃ２ １ ３０９ ０９０ ～ ０９１・－４５０ ～ ４５１ ７７×４８×５３ Ｎ－８°－Ｅ
Ｃ２ １ ３１０ ０６１・－４４７ ２８×２７×２２ Ｎ－６４°－Ｅ
Ｃ２ １ ３１１ ０６１・－４４７ ～ ４４８ ２５×(２２)×１３ Ｎ－１４°－Ｅ 294号ピットに掘り込まれる
Ｃ２ １ ３１２ ０６４・－４５１ ～ ４５２ ４４×２１×２０ Ｎ－１３°－Ｗ

Ｃ２ １ ３１３ ０６１・－４４４ ２６×２４×３７ Ｎ－８０°－Ｅ ３１３号ピットが３１４号ピットを掘り込
む

Ｃ２ １ ３１４ ０６０－０６１・－４４４ (３０)×３２×２０ Ｎ－２０°－Ｅ ３１３号ピットに掘り込まれる
Ｃ２ １ ３１５ ０６０・－４４４ ２３×１７×２８ Ｎ－５６°－Ｗ
Ｃ２ １ ３１６ ０６０・－４４４ ２１×１８×２０ Ｎ－４２°－Ｗ
Ｃ２ １ ３１７ ０５９・－４４４ ～ ４４５ ２８×２７×２２ Ｎ－４５°－Ｗ
Ｃ２ １ ３１８ ０５９ ～ ０６０・－４４５ ２０×１９×２０ Ｎ－５°－Ｅ
Ｃ２ １ ３１９ ０６４・－４４１ ～ ４４２ ２８×２７×３６ Ｎ－０°
Ｃ２ １ ３２０ ０６５ ～ ０６６・４５０ ３６×２７×２１ Ｎ－１９°－Ｅ
Ｃ２ １ ３２１ ０６３・－４５０ ２６×２６×２７ Ｎ－８°－Ｅ
Ｃ２ １ ３２２ ０６３ ～ ０６４・－４５１ １９×１９×１６ Ｎ－０°
Ｃ２ １ ３２３ ０６５ ～ ０６６・－４５２ ３０×２６×４４ Ｎ－２°－Ｅ
Ｃ２ １ ３２４ ０６２・－４５４ ～ ４５５ ２５×２５×１９
Ｃ２ １ ４２１ ０６９・－４５６ ～ ４５７ ３５×２７×５０ Ｎ－９°－Ｅ
Ｃ２ １ ４２２ ０６８ ～ ０６９・－４５６ ４８×４３×３２ Ｎ－４５°－Ｅ
Ｃ２ １ ４２３ ０６７・－４５２ ～ ４５３ ５１×３１×２０ Ｎ－９０°
Ｃ２ １ ４２４ ０６６ ～ ０６７・－４５２ ３６×３３×４４ Ｎ－１３５°－Ｅ
Ｃ２ １ ４２５ ０６７・－４５１ ２８×２６×２７ Ｎ－２°－Ｗ
Ｃ２ １ ４２６ ０８２・－４５６ ３０×２８×３１ Ｎ－２７°－Ｗ
Ｃ２ １ ４２７ ０８２・－４５３ ４２×３１×３７ Ｎ－２５°－Ｗ
Ｃ２ １ ４２８ ０８３ ～ ０８４・－４５３ ３０×２５×４５ Ｎ－０°
Ｃ２ １ ４２９ ０８６・－４５２ ２８×２６×２５ Ｎ－１８°－Ｗ
Ｃ２ １ ４４３ ０８９ ～ ０９０・－４６４ ３８×４０×３３ Ｎ－７５°－Ｅ
Ｃ２ １ ４４４ ０９２・－４５０ ２８×２６×２８ Ｎ－７８°－Ｅ
Ｃ２ １ ４４５ ０９５・－４５０ ５３×４６×２４ Ｎ－１０°－Ｅ
Ｃ２ １ ４４６ ０９５ ～ ０９６・－４５２ ４４×４６×２３ Ｎ－１３°－Ｅ
Ｃ２ １ ４４７ ０９３・－４５２ ４２×３４×２８ Ｎ－８３°－Ｅ
Ｃ２ １ ４４８ ０９１ ～ ０９２・－４５２ ～ ４５３ ５７×４４×３１ Ｎ－８°－Ｅ
Ｃ２ １ ４４９ ０９１ ～ ０９２・－４５４ ～ ４５５ ４９×４１×２０ Ｎ－２５°－Ｗ
Ｃ２ １ ４５０ ０９３・－４５３ ２６×２６×１９ Ｎ－１１°－Ｗ
Ｃ２ １ ４５１ ０９０・－４６４ ～ ４６５ ５０×４０×１１ Ｎ－２６°－Ｗ
Ｃ３ １ ４７２ ０７６・－４２４ ３８×３０×２８ Ｎ－１°－Ｗ
Ｃ３ １ ４７３ ０９２・－４２９ １１０×１０２×２３ Ｎ－７°－Ｗ
Ｃ３ １ ４７４ ０９３・－４２８ ５４×４５×２２ Ｎ－２２°－Ｅ
Ｃ３ １ ４７５ ０９２・－４２８ ７４×４６×１８ Ｎ－９６°－Ｅ
Ｃ３ １ ４７６ ０８５・－４２８ ～ ４２９ ６２×４４×３２ Ｎ－３６°－Ｗ
Ｃ３ １ ４７７ ０８６・－４２８ ～ ４２９ ４２×４２×３４ Ｎ－７４°－Ｗ
Ｃ３ １ ４８３ １０６・－４２６ ３６×３０×１８ Ｎ－２１°－Ｗ
Ｃ３ １ ４８４ １０３・－４２８ ４８×４５×２０ Ｎ－５８°－Ｅ
Ｃ３ １ ４８５ １０３ ～ １０４・－４２８ ３２×３０×２４ Ｎ－２９°－Ｗ
Ｃ３ １ ４８６ １０１・－４０８ ３６×３４×２４ Ｎ－６３°－Ｅ
Ｃ３ １ ４８７ ０９９ ～ １００・－４２４ ～ ４２５ ７４×５０×３４ Ｎ－２７°－Ｗ
Ｃ３ １ ４８８ ０９９ ～ １００・－４２８ ５６×３０×４０ Ｎ－６０°－Ｅ
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調査区 面 番号 グリッド(下３桁のみ表記) 長径×短径×深さ(ｃｍ） 主軸方位 備考
Ｃ３ １ ４８９ １０１・－４３０ ４４×４４×３６ Ｎ－９９°－Ｅ
Ｃ３ １ ４９０ ０９９・－４３２ ３６×３０×２４ Ｎ－７４°－Ｅ
Ｃ３ １ ４９１ ０９９・－４３３ ３２×３０×３２ Ｎ－１２°－Ｗ
Ｃ３ １ ４９２ ０９７・－４３３ ３６×３４×４６ Ｎ－３３°－Ｗ
Ｃ３ １ ４９３ １０１・－４２７ ３５×３０×２７ Ｎ－２７°－Ｗ
Ｃ３ １ ４９４ １００・－４２７ ３４×２８×３４ Ｎ－３５°－Ｗ
Ｃ３ １ ４９５ ０９８ ～ ０９９・－４２８ ３６×３０×６５ Ｎ－３１°－Ｗ
Ｃ３ １ ４９６ ０９９・－４３４ ～ ４３５ ２９×２８×２８ Ｎ－３８°－Ｅ
Ｃ３ １ ４９７ ０９９・－４３０ ３０×２６×２０ Ｎ－８°－Ｅ
Ｃ３ １ ４９８ １０１・－４２５ ３４×３０×１６ Ｎ－１５°－Ｅ
Ｃ３ １ ４９９ ０９９・－４２０ ３６×３２×３４ Ｎ－２０°－Ｗ
Ｃ３ １ ５００ １０１・－４２５ ２８×２６×２２ Ｎ－１９°－Ｅ
Ｃ３ １ ５０１ ０９６・－４２４ ３６×２６×１６ Ｎ－３５°－Ｗ
Ｃ３ １ ５０２ ０９６・－４２５ ４４×３８×１６ Ｎ－２６°－Ｅ
Ｃ３ １ ５０３ １０３・－４３０ ４２×３８×４６ Ｎ－５５°－Ｅ
Ｃ４ １ ４６２ ０８３・－４１７ ４０×３９×３２ Ｎ－１０７°－Ｅ
Ｃ４ １ ４６３ ０８６・－４１０ ３８×３６×１４ Ｎ－５３°－Ｗ
Ｃ４ １ ４６４ ０８７・－４１６ ～ ４１７ ６４×６４×３０ Ｎ－１０°－Ｅ
Ｃ４ １ ４６５ ０８９・－４１０ ５６×４８×２４ Ｎ－１０°－Ｗ
Ｃ４ １ ４６６ ０８８・－４０８ ２６×２０×２２ Ｎ－２３°－Ｗ
Ｃ４ １ ４６７ １０３・－４１６ ５６×５０×３６ Ｎ－４２°－Ｅ 469号ピットと重複
Ｃ４ １ ４６８ ０８９・－３９８ ６３×３６×３８ Ｎ－４０°－Ｅ
Ｃ４ １ ４６９ １０３・－４１６ (４５)×４４×５０ Ｎ－１７°－Ｅ 467号ピットと重複
Ｃ４ １ ４７０ ０８９・－４００ ７５×５２×２７ Ｎ－２２°－Ｗ
Ｃ４ １ ４７１ ９５・－４０５ ４４×３８×３４ Ｎ－３０°－Ｅ
Ｄ １ ３２５ １１１・－５０９ ３８×３０×２９ Ｎ－７°－Ｗ
Ｄ １ ３２６ １１１・－５０８ ５７×３４×６２ Ｎ－２４°－Ｗ
Ｄ １ ３２７ １１１・－５０７ ３３×３３×４０
Ｄ １ ３２８ １１１・－５１３ ３５×３３×３４ Ｎ－１３°－Ｅ
Ｄ １ ３２９ ０８９・－５０６ ４３×４１×２０ Ｎ－６８°－Ｅ
Ｄ １ ３３０ ０８６・－５０８ ３０×２８×３４ Ｎ－７３°－Ｅ
Ｄ １ ３３１ ０８５・－５０７ ３８×２６×５７ Ｎ－１４°－Ｅ
Ｄ １ ３３２ ０８２ ～ ０８３・－５０５ ２７×２５×２４ Ｎ－２２°－Ｅ
Ｄ １ ３３３ ０８７・－５０６ ～ ５０７ ３９×２６×５７ Ｎ－１８°－Ｅ
Ｄ １ ３３４ ０８５ ～ ０８６・－５０３ ６７×４６×４８ Ｎ－６４°－Ｅ
Ｄ １ ３３５ ０８２・－５０３ ～ ５０４ ６８×４８×３０ Ｎ－８５°－Ｅ
Ｄ １ ３３６ ０８３・－５０２ ４４×３７×１２ Ｎ－４°－Ｅ
Ｄ １ ３３７ ０８２・－５０２ ５１×４６×２９ Ｎ－９°－Ｗ
Ｄ １ ３３８ ０８０ ～ ０８１・－５０３ ３７×２９×６ Ｎ－８４°－Ｗ ３３９号ピットを掘り込む
Ｄ １ ３３９ ０８０ ～ ０８１・－５０３ (３８)×３６×１１ Ｎ－８４°－Ｗ ３３８号ピットに掘り込まれる
Ｄ １ ３４０ ０８２・－５０４ ３７×３５×６６ Ｎ－２７°－Ｗ
Ｄ １ ３４１ ０８２・－４９９ ～ ５００ ６１×４９×２２ Ｎ－７７°－Ｅ
Ｄ １ ３４２ ０７３ ～ ０７４・－４７８ ～ ４７９ ４９×４６×１２ Ｎ－３３°－Ｗ
Ｄ １ ３４３ ０７１・－４７９ ２８×２４×１２ Ｎ－１４°－Ｅ
Ｄ １ ３４４ ０７３ ～ ０７４・－４８０ ３８×３８×８
Ｄ １ ３４５ ０６３ ～ ０６４・－４８１ ～ ４８２ ５７×５４×２２ Ｎ－８１°－Ｗ
Ｄ １ ３４６ ０６３・－４８２ ～ ４８３ ４２×４０×６２ Ｎ－７４°－Ｗ
Ｄ １ ３４７ ０６１・－４８３ ３８×３６×３９ Ｎ－８３°－Ｗ
Ｄ １ ３４８ ０６１ ～ ０６２・－４８４ ～ ４８５ ２７×２６×３２ Ｎ－７６°－Ｗ
Ｄ １ ３４９ ０６４・－４３６ ３６×３０×４３ Ｎ－７２°－Ｅ ３号畠と重複
Ｄ １ ３５０ ０６３・－４８５ ～ ４８６ ３３×３３×２１ ３号畠と重複
Ｄ １ ３５１ ０６０・－４８７ ３６×３３×２８ Ｎ－３１°－Ｅ ３号畠と重複
Ｄ １ ３５３ ０５８・－４９４ ４７×３１×５７ Ｎ－１４°－Ｗ
Ｄ １ ３５４ ０６１・－４９３ ２９×２８×３２ Ｎ－７７°－Ｅ
Ｄ １ ３５５ ０６４・－４９４ ～ ４９５ ３０×２５×２６ Ｎ－６７°－Ｗ ３号畠と重複
Ｄ １ ３５７ ０６３・－４９７ ４１×３８×５６ Ｎ－４３°－Ｅ 358号ピットと重複
Ｄ １ ３５８ ０６２ ～ ０６３・－４９７ ２６×(１７)×２６ Ｎ－５５°－Ｗ 357号ピットと重複
Ｄ １ ３５９ ０５１ ～ ０５２・－４９７ ～ ４９８ ５５×４９×１６ Ｎ－１７°－Ｅ ４６１号ピットを掘り込む
Ｄ １ ３６１ ０６９・－４９９ ２８×２７×２５ Ｎ－７６°－Ｗ
Ｄ １ ３６２ ０６８・－４９６ ３０×２８×３４ Ｎ－６°－Ｅ
Ｄ １ ３６４ ０６８・－４９５ ３１×３０×２６ Ｎ－１０°－Ｅ
Ｄ １ ３６５ ０６６ ～ ０６７・－４９８ ４８×３６×３２ Ｎ－２０°－Ｅ
Ｄ １ ３６６ ０６５・－４９７ ４８×４２×３１ Ｎ－７３°－Ｗ ３号畠と重複
Ｄ １ ３６７ ０６４ ～ ０６５・－４９８ ～ ４９９ ５０×４３×６９ Ｎ－３°－Ｅ
Ｄ １ ３６９ ０６３・－５００ ～ ５０１ ５４×５４×６７
Ｄ １ ３７１ ０６５・－４９４ ３４×(２４)×６４ Ｎ－４１°－Ｗ ４号掘立柱建物ピット２と重複
Ｄ １ ３７２ ０５３・－４９１ ６２×５４×２６ Ｎ－５０°－Ｅ
Ｄ １ ３７３ ０５３・－４９３ ４９×４６×１５ Ｎ－８０°－Ｗ
Ｄ １ ３７４ ０５３ ～ ０５４・－４９６ ４６×４２×３３ Ｎ－４４°－Ｅ
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調査区 面 番号 グリッド(下３桁のみ表記) 長径×短径×深さ(ｃｍ） 主軸方位 備考
Ｄ １ ３７５ ０５３・－４９７ ～ ４９８ ４７×４２×１８ Ｎ－７５°－Ｗ
Ｄ １ ３７６ ０５３・－４９９ ～ ５００ ６０×５１×３６ Ｎ－７°－Ｗ
Ｄ １ ３７７ ０６３ ～ ０６４・－４９６ ～ ４９７ ５９×５７×４７ Ｎ－３４°－Ｗ
Ｄ １ ３７８ ０６３・－４９９ ２９×２６×３２ Ｎ－６°－Ｗ
Ｄ １ ３７９ ０６３・－４９９ ３９×３９×３６
Ｄ １ ３８１ ０５９・－４９８ ４３×(３２)×４８ Ｎ－７１°－Ｗ １５号住居と重複
Ｄ １ ３８２ ０５９ ～ ０６０・－４７９ ２２×１８×１９ Ｎ－３°－Ｗ
Ｄ １ ３８３ ０５９ ～ ０６０・－５００ ３４×２９×２５ Ｎ－８°－Ｗ
Ｄ １ ３８４ ０５９ ～ ０６０・－５０１ ３８×３４×５３ Ｎ－４９°－Ｅ
Ｄ １ ３８５ ０５９・－５０１ ３７×３２×３９ Ｎ－７６°－Ｗ
Ｄ １ ３８６ ０５９・－５０１ ３９×３０×４２ Ｎ－６６°－Ｗ
Ｄ １ ３８８ ０５８ ～ ０５９・－４９６ ５５×３８×３９ Ｎ－９°－Ｅ
Ｄ １ ３９０ ０６３ ～ ０６４・－４９９ ～ ５００ ６６×３８×３７ Ｎ－２２°－Ｅ
Ｄ １ ３９１ ０６４・－５０１ ４８×４０×２９ Ｎ－６０°－Ｅ
Ｄ １ ３９２ ０６４・－５０１ ～ ５０２ ８７×５１×５５ Ｎ－８５°－Ｗ ３９３号ピットを掘り込む
Ｄ １ ３９３ ０６４・－５００ ～ ５０１ (９２)×３９×７６ Ｎ－８０°－Ｗ ３９２号ピットに掘り込まれる
Ｄ １ ３９４ ０６２・－５０２ ５３×(３２)×２３ Ｎ－７２°－Ｗ ３９５号ピットに掘り込まれる
Ｄ １ ３９５ ０６２・－５０１ ～ ５０２ ５８×４６×６５ Ｎ－７４°－Ｗ ３９４号ピットを掘り込む
Ｄ １ ３９６ ０６３ ～ ０６４・－４８９ ～ ４９９ ５２×３３×４６ Ｎ－４５°－Ｅ ３９７号ピットを掘り込む

Ｄ １ ３９７ ０６４・－４９８ (３２)×２７×４６ Ｎ－４６°－Ｅ ３９６号ピットに掘り込まれ、３９８号
ピットを掘り込む

Ｄ １ ３９８ ０６４・－４９８ (４６)×４４×３７ Ｎ－４０°－Ｅ ３９７号ピットに掘り込まれる
Ｄ １ ３９９ ０６３ ～ ０６４・－４９７ ３０×２２×４６ Ｎ－４６°－Ｗ
Ｄ １ ４００ ０６０・－５０２ ３４×３３×２９ Ｎ－３１°－Ｅ
Ｄ １ ４０１ ０６３・－５１２ ～ ５１３ ４４×４１×３０ Ｎ－８０°－Ｅ １０号溝と重複
Ｄ １ ４０２ ０６９・－５１２ ６２×４７×１６ Ｎ－２７°－Ｗ １０号溝と重複
Ｄ １ ４０３ ０６１ ～ ０６２・－５０１ ～ ５０２ ５１×(４３)×４７ Ｎ－４７°－Ｅ １５１号土坑に掘り込まれる
Ｄ １ ４０５ ０６８・－５００ ～ ５０１ ２７×２４×３２ Ｎ－８８°－Ｗ
Ｄ １ ４０６ ０６４・－５０３ ２５×２４×１９ Ｍ－９°－Ｗ
Ｄ １ ４０７ ０６０・－５０２ ～ ５０３ ７１×６２×６７ Ｎ－４７°－Ｅ
Ｄ １ ４０８ ０７０ ～ ０７１・－５０７ ５４×４２×５４ Ｎ－６８°－Ｅ
Ｄ １ ４０９ ０６９・－５０７ ４３×４１×５２ Ｎ－１８°－Ｅ
Ｄ １ ４１０ ０６６ ～ ０６７・－５０８ ２９×２５×１６ Ｎ－９０°
Ｄ １ ４１１ ０６１・－５０７ ４４×３７×１４ Ｎ－５３°－Ｅ
Ｄ １ ４１２ ０６２ ～ ０６３・－５０９ ～ ５１０ (７４)×６６×９ Ｎ－１９°－Ｗ ４１３号ピットに掘り込まれる
Ｄ １ ４１３ ０６２・－５０９ ～ ５１０ ５２×３１×２０ Ｎ－６３°－Ｗ １５４号土坑、４１２号ピットを掘り込む
Ｄ １ ４１４ ０６０・－５０９ ～ ５１０ ８０×３１×３２ Ｎ－７１°－Ｗ
Ｄ １ ４１５ ０５９ ～ ０６０・－５１０ ７３×５７×８０ Ｎ－６８°－Ｗ
Ｄ １ ４１６ ０６０・－５１０ ～ ５１１ ４４×３９×５６ Ｎ－６３°－Ｗ
Ｄ １ ４１７ ０５９・－５１０ ～ ５１１ ４２×３２×３５ Ｎ－４５°－Ｅ
Ｄ １ ４１８ ０５８ ～ ０５９・－５１１ ４４×３９×５６ Ｎ－４４°－Ｗ
Ｄ １ ４２０ ０５９・－５０４ ６８×５７×６１ Ｎ－５５°－Ｗ
Ｄ １ ４３０ ０７９・－５０３ ３９×２７×３１ Ｎ－５７°－Ｗ １６３号土坑と重複
Ｄ １ ４３２ ０６４・－４９６ ～ ４９７ ５７×４５×５０ Ｎ－３３°－Ｗ
Ｄ １ ４３４ ０９０・－５００ ３２×２５×３１ Ｎ－４１°－Ｅ
Ｄ １ ４３５ ０８６・－５０５ ３１×２３×２５ Ｎ－７４°－Ｅ
Ｄ １ ４３６ ０８６・－５０４ ２９×２７×２９ Ｎ－６７°－Ｅ
Ｄ １ ４３７ ０８３ ～ ０８４・－５０３ ３２×３０×４９ Ｎ－２０°－Ｗ
Ｄ １ ４３８ ０７８・－５０３ ～ ５０４ ５２×３８×２５ Ｎ－６５°－Ｗ
Ｄ １ ４４０ ０５６・－４９６ ～ ４９７ ３９×２９×３３ Ｎ－６７°－Ｗ
Ｄ １ ４４１ ０５６・－４９５ ４７×３６×４９ Ｎ－７８°－Ｗ
Ｄ １ ４４２ ０５５ ～ ０５６・－４９５ ～ ４９６ ５７×５５×４４ Ｎ－５１°－Ｅ
Ｄ １ ４５２ ０６２・－４９８ ３３×２７×３２ Ｎ－３°－Ｅ
Ｄ １ ４５３ ０６１・－４９６ ～ ４９７ ２９×２７×６０ Ｎ－２９°－Ｗ
Ｄ １ ４５４ ０６２ ～ ０６３・－４９６ ～ ４９７ ４９×４４×３８ Ｎ－４１°－Ｅ
Ｄ １ ４５５ ０８０・－４９３ ～ ４９４ ４９×４３×２９ Ｎ－２３°－Ｅ
Ｄ １ ４５６ ０７３ ～ ０７４・－４９５ ３８×３５×２３ Ｎ－７０°－Ｗ
Ｄ １ ４５７ ０７３・－４９５ ３６×３３×２８ Ｎ－７７°－Ｗ
Ｄ １ ４５８ ０７４・－５０５ ４９×３５×３５ Ｎ－５０°－Ｗ
Ｄ １ ４５９ ０５２・－４８９ ～ ４９０ ５５×４０×６０ Ｎ－３３°－Ｗ
Ｄ １ ４６０ ０５２・－４９７ ５０×３９×１８ Ｎ－８°－Ｅ ４６１号ピットを掘り込む
Ｄ １ ４６１ ０５２・－４９７ ５０×(４３)×５０ Ｎ－７１°－Ｗ ３５９、４６０号ピットに掘り込まれる
Ｅ １ ４７８ １４２ ～ １４３・－３８５ ６９×５２×４８ Ｎ－７４°－Ｗ
Ｅ １ ４７９ １４３・－３８７ ３９×３７×４６ Ｎ－２２°－Ｗ
Ｅ １ ４８０ １４３・－３８７ ～ ３８８ ４０×３４×２７ Ｎ－１０°－Ｅ
Ｅ １ ４８１ １４４・－３８８ ３８×(２８)×３３ Ｎ－２°－Ｗ
Ｅ １ ４８２ １４４・－３８７ ７０×６４×４６ Ｎ－４３°－Ｗ
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挿　図 
ＰＬ．Ｎｏ． Ｎｏ． 種 類 

器 種
出土位置 
残 存 率 計測値 胎土／焼成／色調 

石材・素材等 成 形 ・ 整 形 の 特 徴 備 考

第189図 １
瀬戸･美濃
陶器 
丸皿

P1埋土 
２／３

口 
底

(１１．９) 
７．７

器
高

２．５ 浅黄 内外面に白濁した灰釉。見込みと高台内にトチン痕３
点。 江戸時代前期

A区1号河道
挿　図 
ＰＬ．Ｎｏ． Ｎｏ． 種 類 

器 種
出土位置 
残 存 率 計測値 胎土／焼成／色調 

石材・素材等 成 形 ・ 整 形 の 特 徴 備 考

第189図 １ 肥前磁器 
染付丸碗

埋土 
１／４

口
底

(９．８) 
４．４

高 ５．０ 灰白 厚手、焼成不良。外面に雪輪梅木文染付、内面無文。 江戸時代後期

第189図 ２
瀬戸･美濃
陶器 
天目碗

埋土 
体部１／４

    淡黄 内面から外面腰まで鉄釉。 江戸時代

第189図 ３
瀬戸･美濃
陶器 
灰釉碗か？

埋土 
下半２／３

 
底

 
７．２

  浅黄 厚手で重い。外面に縦位の太線。内面から外面腰まで
緑色の灰釉、貫入入る。高台内に墨書あり。 江戸時代

第189図 ４ 円盤形加工
品

埋土 
完形

長 
短

５．９ 
５．３

厚 ２．４ 灰白 肥前陶器呉器手碗の高台部の周囲を円形状に打ち欠い
たもの。 江戸時代

第189図 ５ 肥前磁器 
染付猪口

埋土 
体部下半１／４

 
底

 
(５．３)

  灰白 外面に染付。内面無文。 江戸時代

第189図 ６ 肥前磁器 
染付皿

埋土 
１／５

口
底

(１３．８) 
(９．０)

高 ３．０ 灰白 口縁部内面に一重圏線、見込み二重圏線と花文様。外
面腰と高台内に一重圏線。 江戸時代

第189図 ７
瀬戸･美濃
陶器 
灰釉皿

埋土 
１／３

口
底

(１３．１) 
(６．６)

高 ２．９ 浅黄～灰オリーブ 内面から外面腰まで灰釉。見込に重焼痕。 江戸時代

第189図 ８ 在地系土器 
灯明受皿

埋土 
１／５

口
底

(１３．０) 
(６．０)

高 ２．３ にぶい赤褐 焼成良、硬質。薄手で大型。底部丸底状。体部外面回
転篦削り。受け部に透かし穴が付くだろう。 近代

第189図 ９
瀬戸･美濃
陶器 
灰釉筒形香
炉

埋土 
体部１／５

口 (６．９)   灰白 体部下半弱く内湾。外面から口縁部内面に灰釉、貫入
入る。内面無釉。 江戸時代

第189図 １０
瀬戸･美濃
陶器 
灰釉香炉

埋土 
破片

 
底

 
(９．０)

  淡灰
被熱変色・劣化。腰が折れて高台がつく。外面腰まで
緑色の灰釉。内面無釉で、薄く釉かかる。高台内面に
赤茶色の付着あり。

江戸時代

第189図 １１
瀬戸･美濃
陶器 
御深井釉手
付水注

埋土 
体部上半１／４

口 (１０．０)   灰白 体部円筒状で蓋が付く。外面から口縁部内面に御深井
釉、貫入入る。外面に鉄摺絵。 江戸時代中期

第189図 １２
瀬戸･美濃
陶器 
半胴か？

埋土 
底部片

 
底

 
(１４．０)

  浅黄 外面に錆釉。底部内外面に錆釉かかる。 江戸時代

第190図 １３ 陶器 
擂鉢

埋土 
体部下半１／３

 
底

 
(１２．５)

  明赤褐 見込み空白に櫛歯条線で十字を描く。底部ナデ。 江戸時代

第190図 １４
瀬戸･美濃
陶器 
擂鉢

埋土 
体部下半１／４

 
底

 
(１２．０)

  浅黄 底部回転糸切り痕。内外面と底面に鉄釉。内面使用に
よる擦れ。内外面に目痕角１箇所。 江戸時代

第190図 １５ 在地系土器 
皿

埋土 
口縁部片

口 (１２．６)   橙 体部外反、口縁部内湾。薄手で焼成良。内外面丁寧な
横ナデ。 江戸時代

第190図 １６ 在地系土器 
焙烙鍋

埋土 
１／４

口
底

(３３．８) 
(１７．６)

高 (１３．０) 黄灰白～黒灰

焼成良、薄手で硬質。内外面燻し、黒色化。体部わず
かに内湾しながら開く。口縁部内外面に幅広の凹線１
条。口唇部丸頭状。内面ていねいナデ、外面に斜行す
る指ナデ痕。外面下半から底部に使用による煤油多量
に付着。

江戸時代

第190図 １７ 在地系土器 
焙烙

埋土 
破片

    黄白灰～黒灰 体部外傾。底部平底、底板薄手。内外面燻し、黒色化。江戸時代

第190図 １８ 在地系土器 
焙烙

埋土 
破片

口
底

(３３．６) 
(３２．４)

高 ５．４ 黄白灰～暗灰 体部内湾ぎみに直立。底部平底、やや厚手。焼成良、
硬質。内外面燻し、黒色化。外面に使用による煤付着。江戸時代

第190図 １９ 在地系土器 
焙烙

埋土 
１／５

口
底

(３３．１) 
(３２．２)

高 ５．５ 黄灰白～黒灰 器厚均質。焼成良、硬質。体部直立、底部平底。内外
面燻し、黒色化。内外面横ナデ。外面に煤付着。 江戸時代

第１０図 
ＰＬ．99 ２０ 石製品 

砥石
埋土 
２／３

長 
幅

(１０．７) 
３．０

厚 
重

３．１ 
１４０．２ 砥沢石

砥面は１面認められ、正面は研ぎ減りによりやや内湾
する。左右側面、裏面、上面には櫛歯タガネ痕がわず
かに残る。下部欠損。

第１０図 
ＰＬ．99 ２１ 石製品 

砥石
埋土 
ほぼ完形

長 
幅

(１２．７) 
３．５

厚 
重

２．５ 
１２２．７ 砥沢石

砥面は４面認められる。正面は研ぎ減りにより外湾す
る。左右側面はほぼ平坦であるが、左側面の中央付近
に横方向の細かい線条痕が集中する。裏面は全体的に
緩やかな凹凸面を呈する。上部及び下部欠損。

第１０図 
ＰＬ．99 ２２ 石製品 

砥石
埋土 
不明

長 
幅

(９．８) 
７．６

厚 
重

７．６ 
４６０．９ 粗粒輝石安山岩 左側面には直径３ｍｍ程度の棒状工具痕がわずかに残

り、加工痕の可能性がある。荒砥。下部欠損。

A区2号河道
挿　図 
ＰＬ．Ｎｏ． Ｎｏ． 種 類 

器 種
出土位置 
残 存 率 計測値 胎土／焼成／色調 

石材・素材等 成 形 ・ 整 形 の 特 徴 備 考

第191図 1 在地系土器 
皿

埋土 
破片

    にぶい橙 体部弱く内湾。内外面横ナデ。 中世

第191図 ２ 在地系土器 
皿

埋土 
１／５

口 
底

(６．８) 
(４．３)

高 １．８５ にぶい橙 小型。口唇部外削ぎ状。内外面横ナデ。底部回転糸切
り痕。 中世か？

第191図 3 在地系土器 
皿

埋土 
１／６

口 
底

(１１．８) 
(６．０)

高 ２．４ 橙 被熱変色。腰弱く外反。底部回転糸切り痕、 中世

A区１号掘立柱建物
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挿　図 
ＰＬ．Ｎｏ． Ｎｏ． 種 類 

器 種
出土位置 
残 存 率 計測値 胎土／焼成／色調 

石材・素材等 成 形 ・ 整 形 の 特 徴 備 考

第191図 ４ 在地系土器 
鉢

埋土 
口縁部片

    にぶい橙 内湾する口縁部の外面に羽釜様の鍔がつく。焼成良、
薄手で硬質。内外面横ナデ。 中世後半

第191図 5 在地系土器 
内耳鍋

埋土 
体部１／２

口 (２５．０)   灰白 やや小型で、口縁部が強く開く。内耳１個残存。内外
面燻し、黒色化。内外面横ナデ、体部外面に粗い研磨。中世

第191図 6 在地系土器 
内耳鍋

埋土 
体部破片

口 (３３．８)   にぶい赤褐 口縁部くの字に折れて外傾。焼成良、硬質。内外面丁
寧な横ナデ。外面に使用による煤付着。 中世

第191図 7 在地系土器 
内耳鍋

埋土 
体部１／４

口 (２９．８)   にぶい褐
口縁部くの字に折れて外傾。焼成良、硬質。内外面丁
寧な横ナデ。体部外面に指頭痕列、下半部に粗い研磨。
外面に使用による煤付着。

中世

第１１図 
ＰＬ．99 8 石製品 

石製品
埋土 
完形

長 
幅

１２．４ 
１４．７

厚 
重

７．１ 
１２８０．８ 粗粒輝石安山岩

正面には漏斗状の孔が認められ、上端部径約８ｃｍ、底
部径約２ｃｍ、深さ約４ｃｍを測る。孔の内部は比較的滑
らかである。外面も全体的に滑らかである。

A区22号土坑
挿　図 
ＰＬ．Ｎｏ． Ｎｏ． 種 類 

器 種
出土位置 
残 存 率 計測値 胎土／焼成／色調 

石材・素材等 成 形 ・ 整 形 の 特 徴 備 考

第191図 １
瀬戸･美濃
陶器 
飴釉碗

埋土 
底部

 
底

 
４．８

  浅黄 内面から外面腰まで緑褐色の飴釉、貫入入る。 江戸時代

第191図 ２
瀬戸･美濃
陶器 
擂鉢

埋土 
口縁部片

    にぶい橙 口縁部受け口状。内外面に鉄釉。 江戸時代前期
１６５０年頃

第１４図 
ＰＬ．99 ３ 石製品 

板碑片
埋土 
不明

長 
幅

(４．３) 
(４．１)

厚 
重

(０．７) 
１５．７ 緑色片岩 わずかな破片であり、全体形状及び部位不明。

第１４図 
ＰＬ．99 ４ 石製品 

板碑片
埋土 
不明

長 
幅

(８．７) 
(７．３)

厚 
重

(２．０) 
１６３．５ 緑色片岩 わずかな破片であり、全体形状及び部位不明。

第１４図 
ＰＬ．99 ５ 銅製品

銭貨
埋土 
ほぼ完形

縦 
横

２．３５９ 
２．３８１

厚 
重

０．１３０ 
２．４１

極めて平坦で外輪・文字の存在はわかるが銭種の判読
困難。 銭文不明

A区18号ピット
挿　図 
ＰＬ．Ｎｏ． Ｎｏ． 種 類 

器 種
出土位置 
残 存 率 計測値 胎土／焼成／色調 

石材・素材等 成 形 ・ 整 形 の 特 徴 備 考

第191図 １ 在地系土器 
内耳鍋

埋土 
胴部片

    灰 内外面横ナデ。外面に粗い研磨。外面に使用による煤
付着。 中世

A区遺構外
挿　図 
ＰＬ．Ｎｏ． Ｎｏ． 種 類 

器 種
出土位置 
残 存 率 計測値 胎土／焼成／色調 

石材・素材等 成 形 ・ 整 形 の 特 徴 備 考

第191図 1 肥前磁器 
染付丸碗

埋土 
１／４

口 (８．９)   灰白 高台欠損。外面に花文染付。口縁部内面に菱形装飾帯、
見込に二重圏線。 江戸時代後期

第191図 2 肥前磁器 
染付丸碗

埋土 
１／４

口 
底

(８．５) 
(３．２)

高 ５．３ 灰白 外面に竹林図染付。口縁部内面に二重圏線、見込一重
圏線。 江戸時代後期

第191図 3 肥前磁器 
染付丸碗

埋土 
１／３

口 
底

(９．５) 
３．８

高 ５．３ 明オリーブ灰 厚手で焼成不良。外面に略した折れ松葉文、内面無文。
高台内に不明文様。

江戸後期、
１８５０年頃

第191図 4
瀬戸･美濃
陶器 
鎧茶碗

埋土 
口縁部片

口 (７．６)   くすんだ灰 外面に櫛歯の刺突列。内面から外面口縁部に鉄釉。外
面に薄く飴釉。 江戸時代

第24図 
ＰＬ．99 5 石製品 

砥石
埋土 
２／３

長 
幅

(１１．９) 
３．８

厚 
重

３．５ 
１６７．４ 砥沢石 砥面は２面認められる。正面は研ぎ減りにより外湾す

る。左右側面の痕跡は平タガネ痕の可能性がある。
第2４図 
ＰＬ．99 6 銅製品 

キセル・雁
埋土 
一部欠損

長 
幅

６．９ 
１．１

厚 
重

１．０ 
７．３９

キセルの雁首で火皿接合部で上下に変形し火皿を欠
く。表面は錆化しメッキ・装飾等は見られない。

第２４図 
ＰＬ．99 7 鉄製品

火打金
埋土 
一部欠損

長 
幅

６．６ 
２．４

厚 
重

０．６ 
１１．９４

山形の火打金と見られる鉄製品。錆化により中央部分
の穴は確認できない。両端部は丸みを持ち終わる。

Ｂ区1号住居
挿　図 
ＰＬ．Ｎｏ． Ｎｏ． 種 類 

器 種
出土位置 
残 存 率 計測値 胎土／焼成／色調 

石材・素材等 成 形 ・ 整 形 の 特 徴 備 考

第２５図 １ 須恵器 
杯蓋

竈 
口縁部小片

口 １５．３    細砂粒／還元焔／
灰黄 ロクロ整形。 9世紀第３四

半期

第２５図 ２ 土師器 
甕

埋土 
口縁部片

口 ２０．０    細砂粒／良好／明
赤褐 口縁部から頸部は横ナデ。 9世紀第３四

半期

第２５図 ３ 土師器 
甕

埋土
口縁部～胴部上
位片

口 １８．２    細砂粒／良好／赤
褐

外面頸部に輪積痕が残る。口縁部から頸部は横ナデ、
胴部はヘラ削り。内面は胴部がヘラナデ。

9世紀第３四
半期

第２６図 ４ 土師器 
甕

竈
口縁部～胴部上
位片

口 １８．９    細砂粒／良好／赤
褐

口縁部から頸部は横ナデ、胴部はヘラ削り。内面は胴
部がヘラナデ。

9世紀第３四
半期

第２６図 ５ 土師器 
甕

竈
口縁部～胴部中
位片

口 
胴

２０．０  
２０．０ 

  細砂粒／良好／橙 口縁部から頸部は横ナデ、胴部はヘラ削り。内面は胴
部がヘラナデ。

9世紀第３四
半期

第２６図 
ＰＬ．99 6 石製品 

砥石
埋土 
破片

長 
幅

(８．５) 
(４．８)

厚 
重

(４．３) 
１５４．３ 砥沢石

砥面は３面認められる。正面はやや内湾した形態であ
る。右側面と左側面はほぼ平坦である。正面上部から
上面にかけての角に、刃慣らし傷が認められる。裏面
から下部欠損。

不明

第２６図 
ＰＬ．99 7 石製品 

砥石
埋土 
破片

長 
幅

６．９ 
５．１

厚 
重

２．１ 
６３．８ 二ッ岳軽石 多孔質。表裏面にほぼ平坦な滑らかな面をもち、砥面

と判断した。 不明
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挿　図 
ＰＬ．Ｎｏ． Ｎｏ． 種 類 

器 種
出土位置 
残 存 率 計測値 胎土／焼成／色調 

石材・素材等 成 形 ・ 整 形 の 特 徴 備 考

第192図 1 肥前磁器 
染付丸碗

埋土 
１／４

口 
底

(９．７) 
(３．７)

高 ５．０ オリーブ灰 厚手、焼成不良。外面に略した雪輪草花文、内面無文。江戸時代後期

第192図 2 肥前磁器 
染付丸碗

埋土 
１／３

口 
底

(８．６) 
３．４

高 ５．１ 白 外面に笹竹雪輪内に農夫。口縁部内面に二重圏線、見
込一重圏線内に略した五弁花。

江戸時代、
１７７０年頃

第192図 ３
瀬戸･美濃
陶器 
飴釉片口

埋土 
体部１／４

口 (１９．０)   淡黄 厚手。内面から外面腰まで飴釉。外面の一部に釉がま
わっていない。焼成も不十分。 江戸時代

第27図 
ＰＬ．99 ４ 石製品 

砥石
埋土 
ほぼ完形

長 
幅

(１５．１) 
３．１

厚 
重

３．３ 
２０５．４ 砥沢石 砥面は２面認められる。表面は研ぎ減りにより外湾する。

左側面と上面には櫛歯タガネ痕が比較的明瞭に残る。

Ｂ区2号井戸
挿　図 
ＰＬ．Ｎｏ． Ｎｏ． 種 類 

器 種
出土位置 
残 存 率 計測値 胎土／焼成／色調 

石材・素材等 成 形 ・ 整 形 の 特 徴 備 考

第２８図 
ＰＬ．99 １ 石製品 

石臼
埋土 
１／４

長 
幅

(３４．８) 
(１３．６)

厚 
重

１４．２ 
７１５０．０ 粗粒輝石安山岩

外面には棒状工具による加工痕が著しい。直径約５ｃｍ
の供給孔が１ヶ所認められ、孔の内部には棒状の工具
痕が認められる。

Ｂ区56号土坑
挿　図 
ＰＬ．Ｎｏ． Ｎｏ． 種 類 

器 種
出土位置 
残 存 率 計測値 胎土／焼成／色調 

石材・素材等 成 形 ・ 整 形 の 特 徴 備 考

第192図 1 肥前磁器 
蓋もの

埋土 
蓋部１／３

口 (８．０)   白 アーチ状の蓋で、上面中央に橋状の摘みがつく。表面
に菊花文染付、内面無文。 江戸時代後期

第192図 2
肥前磁器 
白磁稜花小
碗

埋土 
１／３

口 
底

(８．６) 
３．６

高 ５．７ 白 口縁部端反、稜花。内外面に淡い青灰色の釉。 江戸時代

第192図 ３
瀬戸･美濃
陶器 
鉄釉天目碗

埋土 
２／３

口 
底

１１．２ 
４．７

高 ６．５ 灰白 薄手でやや粗いつくり。内面から外面腰まで鉄釉。 江戸時代前期

第192図 4
瀬戸･美濃
陶器 
飴釉碗

埋土 
底部２／３

 
底

 
５．３

  くすんだ灰 内面から外面腰まで暗緑色の飴釉。 江戸時代

第192図 5
瀬戸･美濃
陶器 
志野丸皿

埋土 
１／３

口 
底

(１１．６) 
(６．７)

高 ２．１ 淡黄白 内外面に長石釉、貫入入る。 江戸時代前期

第192図 6
瀬戸･美濃
陶器 
灰釉端反皿

埋土 
１／３

口 
底

(１３．４) 
(６．８)

高 ２．７ にぶい黄橙 被熱変色か？。見込に稜、見込中央に円形の凹み。内
面から外面腰まで白濁した灰釉。 江戸時代

第192図 7
瀬戸･美濃
陶器 
鉄釉擂鉢

埋土 
胴部片

    淡黄白 内面の体部上半を削って口縁部付近を薄く仕上げる。
内外面に鉄釉。 江戸時代前期

第192図 8 在地系土器 
焙烙

埋土 
１／６

口 
底

(３８．０) 
(３４．０)

高 ５．５ 褐灰
焼成良、硬質。内外面燻し、黒色化。体部外面くの字
状、内面に稜。口唇部に平坦面。内耳体部に１個残存。
外面に煤付着。

中世末～近世
初

第192図 ９ 在地系土器 
焙烙

埋土 
１／５

口 
底

(３２．０) 
(２９．３)

高 ５．５ 灰
焼成良、硬質。内外面燻し、黒色化。口唇部角頭状。
体部中位が食い違い状に屈曲。外面に使用による煤付
着。

江戸時代前期

第３３図 
ＰＬ．99 １０ 石製品 

砥石
埋土 
２／３

長 
幅

(１２．４) 
３．３

厚 
重

４．７ 
２３３．３ 砥沢石

砥面は２面認められる。正面は研ぎ減りにより外湾す
る。裏面はほぼ平坦である。左右側面の痕跡は平タガ
ネ痕の可能性がある。上部欠損。

第３３図 
ＰＬ．99 １１ 石製品 

火輪
埋土 
１／３

長 
幅

１２．２ 
２３．８

厚 
重

１４．２ 
４２１２．８ 粗粒輝石安山岩

全面に研磨整形が認められる。上面に径約７ｃｍ、深さ
約３ｃｍの孔があり、孔の内部には棒状工具による加工
痕が認められる。

第３３図 
ＰＬ．99 １２ 石製品 

地輪
埋土 
ほぼ完形

長 
幅

３０．０ 
３１．０

厚 
重

２２．８ 
２１５００．０ 粗粒輝石安山岩 全面にわたり風化・剥落が著しい。

第３４図 
ＰＬ．99 １３ 石製品 

宝篋印塔
埋土 
４／５

長 
幅

(２４．９) 
１２．５

厚 
重

(１２．３) 
４０２８．２ 粗粒輝石安山岩 相輪部。研磨により丁寧に整形する。上部欠損。

第３４図 
ＰＬ．99 １４ 石製品 

宝篋印塔
埋土 
１／３

長 
幅

１７．２ 
１６．０

厚 
重

１０．７ 
２７３７．２ 粗粒輝石安山岩 塔身部。二面に梵字の一部が残る。上面と下面には平

ノミ状の工具痕が多く認められる。

第３４図 
ＰＬ．1００ １５ 石製品 

不明
埋土 
完形

長 
幅

１６．０ 
１９．３

厚 
重

１１．８ 
２８１３．７ 粗粒輝石安山岩

正面には漏斗状の孔が認められ、上端部径約１１ｃｍ、底
部径約６ｃｍ、深さ約３ｃｍを測る。孔の内部は細かな凹
凸が認められる。裏面は平らに整形されている。上面
は平坦であり平ノミ状の工具痕がわずかに認められる
ことから、再加工の可能性がある。

第３４図 
ＰＬ．1００ １６ 銅製品 

銭貨
埋土 
ほぼ完形

縦 
横

２．４０８ 
２．４０２

厚 
重

０．１４３ 
２．９４

元祐通寶。表面は外輪・文字・郭とも彫深く明瞭。裏
面は平坦で外輪・郭が認められる程度。

第３４図 
ＰＬ．1００ １７ 銅製品

銭貨
埋土 
ほぼ完形

縦 
横

２．３５５ 
２．３１３

厚 
重

０．１３２ 
２．０９

嘉定通寶。表面は外輪・文字・郭とも彫深く明瞭だが
劣化により外輪の損傷が著しい。裏面はやや平坦。

Ｂ区67号土坑
挿　図 
ＰＬ．Ｎｏ． Ｎｏ． 種 類 

器 種
出土位置 
残 存 率 計測値 胎土／焼成／色調 

石材・素材等 成 形 ・ 整 形 の 特 徴 備 考

第192図 18 在地系土器 
焜炉？

埋土 
胴部片

    浅黄～黒灰 内面横ナデ。外面かるい研磨。 江戸時代後期
か？

Ｂ区86号土坑
挿　図 
ＰＬ．Ｎｏ． Ｎｏ． 種 類 

器 種
出土位置 
残 存 率 計測値 胎土／焼成／色調 

石材・素材等 成 形 ・ 整 形 の 特 徴 備 考

第193図 19 肥前磁器 
染付段重

埋土 
１／２

口 
底

７．８ 
５．４

高 ３．８ 白 外面に染付、内面無文。口唇部と口縁部内面縁は無釉。
高台に台痕のヨゴレ２箇所。 江戸時代

Ｂ区1号畠
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挿　図 
ＰＬ．Ｎｏ． Ｎｏ． 種 類 

器 種
出土位置 
残 存 率 計測値 胎土／焼成／色調 

石材・素材等 成 形 ・ 整 形 の 特 徴 備 考

第193図 20
志戸呂陶器 
錆釉灯明受
皿

埋土 
１／２

口 
底

(１０．４) 
(５．２)

高 ２．６ にぶい橙 受け部にアーチ状の透かし穴。内面に錆釉。底部回転
篦切り。 江戸時代後期

第２４図 21 石製品 
砥石

埋土 
不明

長 
幅

(７．１) 
(３．０)

厚 
重

(４．８) 
１６２．６ 砥沢石

砥面は３面認められる。正面は研ぎ減りによりやや内
湾する。左側面と裏面はほぼ平坦である。上面は外湾
し非常に滑らかであり砥面として利用された可能性が
ある。右側面には櫛歯タガネ痕がわずかに残る。下部
欠損。

B区遺構外
挿　図 
ＰＬ．Ｎｏ． Ｎｏ． 種 類 

器 種
出土位置 
残 存 率 計測値 胎土／焼成／色調 

石材・素材等 成 形 ・ 整 形 の 特 徴 備 考

第193図 1 肥前磁器 
染付丸碗

埋土 
２／３

口 
底

(６．８) 
３．５

高 ５．１ 白 外面に手描き染付。内面無文。 江戸時代後期

第193図 2 肥前磁器 
染付碗

埋土
１／３

口 
底

(８．７) 
３．６

高 ４．３ 灰白 外面に矢羽根文。口縁部内面に一重圏線内に不明文様。江戸時代後期

第193図 3 肥前磁器 
染付丸碗

埋土 
１／４

口 
底

(８．２) 
(３．３)

高 ５．３ 白 外面に染付。口縁部内面に四方襷文、見込二重圏線内
に略した五弁花。 江戸時代中期

第193図 4 肥前磁器 
染付丸碗

埋土 
体部下半１／３

 
底

 
３．６

  灰白 厚手。外面に染付、内面無文。高台内に不明文様。 江戸時代後期

第193図 5 肥前磁器 
染付丸碗

埋土 
１／３

 
底

 
(４．２)

  灰白 外面に染付。内面無文。 江戸時代後期

第193図 6 肥前磁器 
染付筒形碗

埋土 
１／３

口 (７．５)   白 外面に染付。口縁部内面に二重圏線、見込に一重圏線。江戸時代後期

第193図 7 肥前磁器 
広東碗

埋土 
底部１／３

 
底

 
(６．５)

  白 外面に染付。見込一重圏線内に不明文様。 江戸時代後期

第193図 8
瀬戸･美濃
磁器 
碗

埋土 
ほぼ完形

口 
底

１０．８ 
３．５

高 ４．９ 白 内外面と見込に型紙刷りの文様。 近代

第193図 9 肥前陶器 
端反碗

埋土 
１／２

口 
底

(１０．３) 
４．０

高 ５．７ 黒灰～暗褐 内外面に白色釉で菊花文を描き、透明釉をかける。貫
入入る。高台内中央に円形の凹み。 江戸時代

第193図 10 肥前陶器 
陶胎染付碗

埋土 
１／２

口 
底

(１０．６) 
４．６

高 ６．８ 灰 厚手。外面に染付、内面無文。貫入入る。 江戸時代後期

第193図 11 肥前陶器 
陶胎染付碗

埋土 
１／２

口 
底

(１０．７) 
５．０

高 ７．２ 淡オリーブ灰 外面に染付、内面無文。貫入入る。 江戸時代後期

第194図 12 肥前陶器 
陶胎染付碗

埋土 
体部下半２／３

 
底

 
５．２

  くすんだ灰 外面に染付。内面無文。内外面に貫入入る。 江戸時代後期

第194図 13 美濃陶器 
鉄絵丸碗

埋土 
１／２

口 
底

(８．７) 
３．４

高 ５．３ くすんだ灰 口縁部外面に鉄絵。内面から外面腰に灰釉、貫入入る。江戸時代後期

第194図 14
瀬戸･美濃
陶器 
腰錆碗

埋土 
口縁部片

口 (９．０)   灰白 灰釉に貫入入る。 江戸時代中期

第194図 15
瀬戸･美濃
陶器 
灰釉腰折碗

埋土 
１／６

口 (１０．８)   灰 体部中位に凹線２条。内外面に灰釉、貫入入る。内面
に茶褐色の釉かかる。 江戸時代中期

第194図 16
瀬戸･美濃
陶器 
鉄釉碗

埋土 
体部下半１／３

 
底

 
５．４

  浅黄 内面から外面腰に鉄釉。高台の内外面に鉄釉刷毛塗り。江戸時代

第194図 17
瀬戸･美濃
陶器 
灰釉せんじ
碗

埋土 
体部上半１／４

口 (９．８)   淡黄白 内外面に灰釉、細かな貫入入る。 江戸時代後期

第194図 18
瀬戸･美濃
陶器 
灰釉せんじ
碗

埋土 
１／４

口 (１０．１)   淡黄白 内外面に灰釉、細かな貫入入る。 江戸時代後期

第194図 19
瀬戸･美濃
陶器 
せんじ碗

埋土 
１／２

口 
底

(１０．２) 
４．５

高 ５．３ 灰白 灰釉と鉄釉を左右掛け分け。灰釉に貫入入る。 江戸時代後期

第194図 20
京・信楽陶
器 
灰釉せんじ
碗

埋土 
体部下半１／３

 
底

 
４．３

  オリーブ灰 内面から外面腰まで灰釉、細かな貫入入る。見込にト
チン痕２個。 江戸時代後期

第194図 21 信楽陶器 
小杉碗

埋土 
体部下半１／４

 
底

 
(３．４)

  淡黄 外面に鉄絵。内外面に灰釉、貫入入る。 江戸時代中期

第194図 22
瀬戸･美濃
陶器 
灰釉小盃

埋土 
１／３

口 (６．５)   灰白 内外面に灰釉、細かな貫入。 江戸時代

第194図 ２3 肥前磁器 
染付猪口

埋土 
１／４

口 
底

(７．０) 
(４．０)

高 ５．３ 白 被熱劣化。外面に染付。内面無文。高台内に圏線。 江戸時代後期

第194図 24 肥前磁器 
染付猪口

埋土 
１／４

口 
底

(７．６) 
(６．０)

高 ６．０ 白 外面に山水図染付。内面無文。口唇部に茶色の錆釉。 江戸時代後期

第194図 25
瀬戸･美濃
陶器 
灰釉皿

埋土 
１／３

口 
底

(１１．０) 
５．３

高 ２．８ 浅黄 内面から外面腰まで灰釉。見込に重焼痕。 江戸時代

第194図 26
瀬戸･美濃
磁器 
皿

埋土 
１／２

口 
底

１５．８ 
９．０

高 ２．６ 白 内外面に銅板転写の文様。 近代
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挿　図 
ＰＬ．Ｎｏ． Ｎｏ． 種 類 

器 種
出土位置 
残 存 率 計測値 胎土／焼成／色調 

石材・素材等 成 形 ・ 整 形 の 特 徴 備 考

第194図 27
瀬戸･美濃
磁器 
灰釉輪禿皿

埋土 
腰下１／３

 
底

 
(４．６)

  灰白 内外面に青灰色の釉。見込の釉を蛇の目に掻き取る。
見込に重焼痕。 近代

第194図 28
瀬戸･美濃
陶器 
刷毛目反り
皿

埋土 
口縁部片

口 (１３．８)   淡黄 腰がくの字に折れて、口縁部端反。内外面に刷毛目文、
貫入入る。 江戸時代

第194図 29
信楽陶器 
灰釉灯明油
皿

埋土 
１／３

口 
底

(１１．０) 
(３．８)

高 ２．３ 灰白 外面体部下半回転ヘラ削り。内面から口縁部外面に灰
釉。見込みにトチン痕２個、外面に重焼痕。 江戸時代後期

第194図 30
瀬戸･美濃
陶器 
錆釉灯明受
皿

埋土 
２／５

口 
底

(８．２) 
(４．４)

高 １．５ 黄灰白 受け部にＵ字形の抉り。内面から口縁部外面に錆釉。
体部外面と底部の釉を拭き取る。外面に重焼痕。 江戸時代後期

第194図 31
信楽陶器 
灰釉灯明受
皿

埋土 
１／３

口 
底

(１０．２) 
(４．０)

高 １．６ にぶい黄橙～白灰 受け部にＵ字形の抉り。内面に灰釉。外面に重焼痕。 江戸時代後期

第194図 32
信楽陶器 
灰釉灯明受
皿

埋土 
１／４

口 
底

(１０．０) 
(３．６)

高 ２．１ オリーブ灰 内面に灰釉。 江戸時代後期

第195図 33
志戸呂陶器 
錆釉灯明受
皿

埋土 
１／３

口 
底

(７．８) 
(６．０)

高 ２．８ くすんだ橙 受け部にアーチ状の透かし穴１箇所。内面から口縁部
外面に錆釉。底部回転篦ナデ。 江戸時代後期

第195図 34
瀬戸･美濃
陶器 
鉄釉ひょう
そく

埋土 
２／３

口 
底

(６．０) 
４．０

高 ４．６ 灰白 内面から外面腰にたっぷりの鉄釉。底面回転糸切り痕、
中央に設置用の穴あり。 江戸時代後期

第195図 35 肥前磁器 
青磁香炉

埋土 
体部片

口 (１１．０)   灰白 口唇部内面が鉤手状に突出、口唇部に平坦面。口縁部
内面から外面に青磁釉。 江戸時代後期

第195図 36 肥前磁器 
灰釉香炉

埋土 
体部上半１／４

口 (１７．０)   灰白 断面５の字状。肩部に菊花状の貼付文様。口縁部内面
から外面に青灰色の灰釉。 江戸時代後期

第195図 37
瀬戸･美濃
陶器 
飴釉筒形香
炉

埋土 
破片

    浅黄 薄手。口唇部内傾、内面に稜。口縁部内面から外面に
暗緑色の飴釉、貫入入る。 江戸時代

第195図 38
瀬戸･美濃
陶器 
飴釉筒形香
炉

埋土 
腰下１／３

 
底

 
(９．０)

  浅黄 腰に隆帯がめぐり、底部に三脚がつく。内面から外面
腰まで暗緑色の飴釉。底部に墨書あり。 江戸時代後期

第195図 39
瀬戸･美濃
陶器 
飴釉片口

埋土 
口縁部片

口 (１６．６)   黄灰 口縁部外面に凹線１条、口唇部平坦。内外面に暗緑色
の飴釉。 江戸時代中期

第195図 40
瀬戸･美濃
陶器 
鉄絵燗徳利

埋土 
口縁部～肩部

口 ４．２   灰白 図の左手片側に注ぎ口尖る。体部片面に鉄絵。口縁部
内面から外面に灰釉、貫入入る。 江戸時代後期

第195図 41
瀬戸･美濃
陶器 
飴釉瓶か？

埋土 
腰下

 
底

 
６．３

  淡灰～黄白 小型で厚手。外面に濃緑色の飴釉、内面無釉。 江戸時代

第195図 42 肥前陶器 
三島手大鉢

埋土 
口縁部片

    にぶい赤褐 口縁部折縁。内面に型押し文。内面から口縁部外面に
錆釉、内面に白色釉。外面下半に薄く錆釉刷毛塗り。 江戸時代中期

第195図 43
瀬戸･美濃
陶器 
練鉢

埋土 
口縁部片

口 (１８．０)   黄白 口縁部外折れ、口唇部に広く平坦面。内面から外面体
部中位まで透明な緑色の灰釉、貫入入る。 江戸時代後期

第195図 44
瀬戸･美濃
陶器 
捏鉢

埋土 
口縁部片

口 (２５．７)   浅黄 内外面に灰釉、細かな貫入。一部に緑色の釉かかる。 江戸時代後期

第195図 45
瀬戸･美濃
陶器 
擂鉢

埋土 
口縁部片

口 (３３．０)   浅黄 口縁部外面肥厚、内面に稜。内外面に錆釉。外面の釉
にムラあり。 江戸時代後期

第196図 46
瀬戸･美濃
陶器 
擂鉢

埋土 
底部１／４

 
底

 
(１４．０)

  にぶい黄橙 厚手。底部回転糸切り痕。内外面に鉄釉。見込上に２
箇所、外面底部端に１個の大きなトチン痕。 江戸時代中期

第196図 47
瀬戸･美濃
陶器 
擂鉢

埋土 
腰下１／４

 
底

 
(１５．０)

  褐灰 器形やや歪み。内外面に錆釉。内外面に目痕各１箇所。江戸時代後期

第196図 48 常滑陶器 
甕

埋土 
口縁部片

   にぶい灰 口縁部強く外反。口唇部外削ぎ状。内外面横ナデ。釉
なし。

平安末～中世
初頭

第196図 49 常滑陶器 
甕

埋土 
肩部片

    褐灰 外面に強い横ナデ。内面に斜めの篦ナデと黄位ナデ。
外面に薄く自然釉かかる。 中世

第196図 50
瀬戸･美濃
陶器 
御深井釉手
付水注

埋土 
胴部片

   淡灰 体部円筒形。内面に轆轤目の凹凸を残す。外面に鉄絵。
外面腰まで施釉、内面に一部かかる。外面貫入入る。

江戸時代、１７
世紀後半

第196図 51 円盤状加工
品

埋土 
完形

長 
短

５．６ 
５．２

厚 １．７ 瀬戸･美濃陶器飴釉碗の高台部の周囲を円形状に打ち
欠いたもの。 江戸時代

第196図 52 泥人形 
恵比寿像

埋土 
一部欠損

高 
幅

２．７ 
１．９

厚 ０．８ にぶい橙 裏面無文。座像で右懐に鯛を抱え、右膝を折る。裏面
右下方に小さな盲穴。 江戸時代後期

第196図 53 在地系土器 
皿

埋土 
底部片

    にぶい橙 体部内湾。底部回転糸切り痕、内面指ナデ。 江戸時代

第196図 54 在地系土器 
皿

埋土 
底部１／２

 
底

 
(７．０)

  橙 厚手で大型。底部回転糸切り痕、内面指ナデ。 中世
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挿　図 
ＰＬ．Ｎｏ． Ｎｏ． 種 類 

器 種
出土位置 
残 存 率 計測値 胎土／焼成／色調 

石材・素材等 成 形 ・ 整 形 の 特 徴 備 考

第196図 55 在地系土器 
皿

埋土 
破片

口 
底

(１１．０) 
(７．８)

高 ２．３ にぶい橙 焼成良、硬質。体部わずかに外反。口縁部外面に段差。
底部回転糸切り痕。

中世末、１６世
紀か？

第196図 56 在地系土器 
皿

埋土 
１／２

口 
底

(８．９) 
６．６

高 １．９ にぶい橙 体部が直線的に開く。底部回転糸切り痕。底部内面指
ナデ。 江戸時代

第196図 57 在地系土器 
皿

埋土 
体部３／４欠損

口 
底

(９．０) 
５．９

高 ２．４ にぶい橙 体部が直線的に開く。底部に回転糸切り痕、内面波紋
様。口唇部全体に煤油付着。 江戸時代

第196図 58 在地系土器 
不明

埋土 
破片

口 (１２．０)   にぶい橙 焼成良、硬質。口縁部が二段になって開く。内外面横
ナデ。外面に淡い褐色の皮膜。塗彩か。 江戸時代

第196図 59 在地系土器 
鉢

埋土 
口縁部片

口 (３５．２)   淡褐～灰
焼成良、硬質。内外面燻し、黒色化。口縁部肥厚、口
唇部に平坦面。内外面入念横ナデ、口唇部と外面に軽
い研磨。植木鉢か？。

近世

第196図 60 在地系土器 
内耳鍋

埋土 
口縁部片

    にぶい灰褐 口縁部外傾、口唇部に平坦面。内外面横ナデ。体部外
面に粗い研磨。外面黒色化、煤付着。 中世後半

第197図 61 在地系土器 
内耳鍋

埋土 
口縁部片

    にぶい赤褐色 口縁部外傾、口唇部に平坦面。内外面横ナデ。体部外
面に粗い研磨。外面黒色化、煤付着。 中世後半

第197図 62 在地系土器 
内耳鍋

埋土 
胴部片

    灰 口縁部くの字に外折。内外面横ナデ。外面下半に粗い
研磨。 中世

第197図 63 在地系土器 
焙烙鍋

埋土 
口縁部片

    くすんだ灰
薄手、硬質で軽質。体部が直線的に開く。口縁端部が
短く外折し、平坦面を形成。内外面燻し、黒色化。外
面に煤付着。

江戸時代

第197図 64 在地系土器 
焙烙鍋

埋土 
体部破片

口 
底

(３４．４) 
(１５．７)

高 (１２．８) 浅黄～黒灰
薄手、硬質。体部が直線的に開く。口縁端部が短く外
折し、平坦面を形成。体部外面に輪積み痕と斜めの指
ナデ痕を残す。内面入念横ナデ。底部外面突出、内面
に段。内外面燻し、黒色化。外面に使用による煤付着。

江戸時代

第197図 65 在地系土器 
焙烙

埋土 
破片

口 
底

(３５．５) 
(３１．５)

高 ５．５ 灰白～黒灰 焼成良、硬質。体部外傾、底部平底、底板厚手。内外
面横ナデ。外面黒色。 江戸時代

第197図 66 在地系土器 
焙烙

埋土 
破片

口 
底

(３８．６) 
(３５．８)

高 ５．２ 淡黄
焼成良、硬質体部やや外傾、底部平底、底板厚手。内
外面燻し、黒色化。内外面横ナデ後、粗い研磨、光沢。
外面に使用による煤付着。

中世末～近世
初

第197図 67 在地系土器 
焙烙

埋土 
１／４

口 
底

(３９．０) 
(３４．２)

高 ５．６ 灰白～黒灰
体部が内湾しながら開く。口唇部に平坦面。内耳は体
部につく。胎土サンドイッチ状。内外面燻し、黒色化。
外面に煤付着。

中世末～江戸
時代前期

第197図 68 在地系土器 
養蚕火鉢

埋土 
底板破片

口 
底

(２９．４) 
(２８．０)

高 ２．２ 黄橙～黒灰 器面燻し、黒色化。裏面剥落。 近代

第197図 69 在地系土器 
火鉢か？

埋土 
胴部片

    淡黄褐～灰 焼成良、硬質。内面ていねい横ナデ。外面かるい研磨。
欠損部断面１箇所が研磨平滑。刃ならしか？

中世末～近世
初

第197図 70 在地系土器 
火鉢か？

埋土 
脚台部片

 
底

 
(２８．６)

  にぶい黄橙～灰 有段の脚台部に円孔がつく。焼成良、硬質。内外面及
び底部内面ていねい横ナデ後、かるい研磨。 江戸時代

第198図 71 在地系土器 
火鉢

埋土 
１／４

幅 ２８．４ 高 ９．１ にぶい黄橙～黒灰
平面形は長方形で、各角に円形の低い脚がつく。各角
外面に面取り。内外面燻し、黒色化。外面丁寧ナデ、
内面と底部に粗いナデ。口唇部平坦面研磨・光沢。口
唇部内外面全面に敲打による潰れ。

江戸時代

第198図 72 在地系土器 
焜炉

埋土 
胴部片

    灰～黒灰 焼成良、硬質。内外面燻し、黒色化。内面に轆轤目。
外面入念ナデ。 江戸時代後期

第198図 73 在地系土器 
焜炉の部材

埋土 
１／３

縦 
横

５．２ 
(３．３)

厚 (１．７) にぶい橙
焜炉の空気調節用の引き戸。いたって軽質、珪藻土使
用か。横断面かまぼこ状で、表面端に指掛け用の凹み
がつく。裏面高温の被熱で劣化。

江戸時代後期
か？

第198図 74 在地系土器 
目皿

埋土 
破片

  厚 ２．２ 橙 格子状で厚手。表面が口縁で変色・劣化。 江戸時代後期
か？

第３８図 75 石製品 
石鉢

埋土 
不明

長 
幅

(１７．３) 
(２１．１)

厚 
重

(９．７) 
３１０１．９ 粗粒輝石安山岩 口唇部は比較的滑らかである。内面には棒状工具と想

定される加工痕が濃密に認められる。

第38図 76 石製品 
石鉢

埋土 
２／３

口 
高

１４．８ 
８．４

厚 
重

 
９４１．３ 粗粒輝石安山岩

内面の底部は全体的に滑らかであるが、内面の側面は
細かな凹凸面で構成されている。外面は全体的に比較
的滑らかである。脚は２個認められるが本来は３個で
あったと考えられる。

第38図 77 剥片石器 
打製石斧

埋土 
ほぼ完形

長 
幅

１５．０ 
８．７

厚 
重

２．５ 
４１０．５ 黒色頁岩

表面と裏面の中央付近に摩滅が認められ装着痕の可能
性がある。上端部及び下端部のつぶれが著しく使用痕
の可能性がある。

分銅型

Ｃ区2号住居
挿　図 
ＰＬ．Ｎｏ． Ｎｏ． 種 類 

器 種
出土位置 
残 存 率 計測値 胎土／焼成／色調 

石材・素材等 成 形 ・ 整 形 の 特 徴 備 考

第３９図 １ 須恵器 
椀

床直 
底部

底 
台

５．２ 
４．９

  細砂粒／酸化焔／
燻／黒褐 ロクロ整形、回転右回り。底部は回転ナデ、高台は貼付。9世紀前半

第３９図 ２ 須恵器 
椀

床直
底部～体部下位
片

底 ６．６    細砂粒／還元焔／
灰黄 ロクロ整形、回転右回り。底部は回転糸切り無調整。 9世紀前半

第３９図 ３ 須恵器 
椀

埋土
底部～体部下位
片

底 ７．３    細砂粒／還元焔／
にぶい黄橙 ロクロ整形、回転右回り。底部は回転糸切り無調整。 9世紀前半

第３９図 
ＰＬ．1００ ４ 石製品 

砥石 不明 長 
幅

(5.1) 
(3.8)

厚 
重

(2.3) 
47.1 溶結凝灰岩 石質は硬質であるが、ほぼ平坦な滑面が認められるこ

とから砥石と判断した。

Ｃ区3号住居
挿　図 
ＰＬ．Ｎｏ． Ｎｏ． 種 類 

器 種
出土位置 
残 存 率 計測値 胎土／焼成／色調 

石材・素材等 成 形 ・ 整 形 の 特 徴 備 考

第４０図 １ 須恵器 
羽釜

床直
口縁部～胴部上
位片

口 
鍔

２２．４  
２６．０ 

  細砂粒・粗砂粒／
酸化焔／にぶい褐

ロクロ整形。鍔は貼付、胴部はヘラ削り。内面はヘラ
ナデ。 10世紀後半
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挿　図 
ＰＬ．Ｎｏ． Ｎｏ． 種 類 

器 種
出土位置 
残 存 率 計測値 胎土／焼成／色調 

石材・素材等 成 形 ・ 整 形 の 特 徴 備 考

第４１図 
ＰＬ．1００ １ 土師器 

杯
竈掘方 
１／２

口 
稜

１８．３  
１６．５ 

高 ４．４ 細砂粒／良好／橙 口縁部は横ナデ、体部(稜下)から底部は手持ちヘラ削
り。

8世紀第1四
半期

第４１図 
ＰＬ．1００ ２ 土師器 

盤
竈掘方 
３／４

口 
高

２２．０  
４．８ 

  細砂粒・粗砂粒／
良好／橙 口縁部は横ナデ、体部と底部はヘラ削り。 8世紀第1四

半期
第４３図 
ＰＬ．1００ ３ 土師器 

小型甕
竈掘方 
口縁部一部欠損

口 
底

１６．３  
６．８ 

高 
胴

１９．１ 
１８．０ 

細砂粒／良好／に
ぶい橙

口縁部から頸部は横ナデ、胴部と底部はヘラ削り。内
面は底部から胴部がヘラナデ。

8世紀第1四
半期

第４３図 
ＰＬ．1００ ４ 鉄製品 

鎌
埋土 
ほぼ完形

長 
幅

１６．９ 
１２．８

厚 
重

０．９ 
９３．２８

幅広く刃部が大きく曲がる鉄鎌。柄装着部は深く折り
曲げる。柄装着部から刃基部の表裏に一部植物痕が付
着する。

Ｃ区5号住居
挿　図 
ＰＬ．Ｎｏ． Ｎｏ． 種 類 

器 種
出土位置 
残 存 率 計測値 胎土／焼成／色調 

石材・素材等 成 形 ・ 整 形 の 特 徴 備 考

第４６図 
ＰＬ．1００ １ 須恵器 

椀
埋土 
１／３

口 
底

１４．４  
７．０ 

台 
高

６．４ 
５．３ 

細砂粒・粗砂粒／
還元焔／浅黄 ロクロ整形、回転右回り。高台は貼付。 9世紀第４四

半期

Ｃ区8号住居
挿　図 
ＰＬ．Ｎｏ． Ｎｏ． 種 類 

器 種
出土位置 
残 存 率 計測値 胎土／焼成／色調 

石材・素材等 成 形 ・ 整 形 の 特 徴 備 考

第４６図 
ＰＬ．1００ 1 須恵器 

杯
床直 
３／４

口 
底

１３．９  
７．２ 

高 ３．９ 細砂粒／還元焔／
灰白 ロクロ整形、回転右回り。底部は回転糸切り無調整。 9世紀第４四

半期

第４６図 2 土師器 
甕

床直
口縁部～胴部上
位片

口 １８．７    細砂粒／良好／橙 外面頸部に輪積痕が残る。口縁部から頸部は横ナデ、
胴部はヘラ削り。内面は胴部がヘラナデ。

9世紀第４四
半期

第４６図 3 土師器 
甕

竈掘方 
胴部片

胴 ２２．０    細砂粒／良好／に
ぶい褐

内面に輪積痕が残る。外面上半は横位、下半は縦位の
ヘラ削り。内面はヘラナデ。

9世紀第４四
半期

Ｃ区9号住居
挿　図 
ＰＬ．Ｎｏ． Ｎｏ． 種 類 

器 種
出土位置 
残 存 率 計測値 胎土／焼成／色調 

石材・素材等 成 形 ・ 整 形 の 特 徴 備 考

第４８図 １ 須恵器 
椀

床直 
１／３

口 
底

１３．２  
７．０ 

台 
高

６．４ 
４．８ 

細砂粒／酸化焔／
にぶい黄橙

ロクロ整形、回転右回り。底部回転糸切り後高台を貼
付。

外面口縁部に
墨書。「本」
9世紀第４四
半期

第４８図 ２ 須恵器 
椀

床直 
１／３

口 
底

１３．０  
７．０ 

台 
高

６．４ 
５．１ 

細砂粒／還元焔／
灰白

ロクロ整形、回転右回り。底部回転糸切り後高台を貼
付。

9世紀第４四
半期

第４８図 ３ 土師器 
甕

竈 
口縁部片

口 ２１．７    細砂粒／良好／に
ぶい褐 外面頸部に輪積痕が残る。口縁部から頸部は横ナデ。 9世紀第４四

半期

第４８図 ４ 鉄製品 
刀子

床直 
ほぼ完形

長 
幅

１３．８ 
１．８

厚 
重

０．７ 
１７．８４

棟・刃側ともに明瞭な関を持つ刀子。茎は長く一部に
広葉樹散孔材の木質が錆化残存するが木取りは不明。

Ｃ区11号住居
挿　図 
ＰＬ．Ｎｏ． Ｎｏ． 種 類 

器 種
出土位置 
残 存 率 計測値 胎土／焼成／色調 

石材・素材等 成 形 ・ 整 形 の 特 徴 備 考

第５０図 
ＰＬ．1００ １ 須恵器 

椀
竈掘方 
１／３

口 
底

１３．４  
７．６ 

台 
高

７．２ 
５．４ 

細砂粒／還元焔／
灰

ロクロ整形、回転右回り。底部回転糸切り後高台を貼
付。

10世紀第1四
半期

Ｃ区19号住居
挿　図 
ＰＬ．Ｎｏ． Ｎｏ． 種 類 

器 種
出土位置 
残 存 率 計測値 胎土／焼成／色調 

石材・素材等 成 形 ・ 整 形 の 特 徴 備 考

第５３図 １ 須恵器 
杯

掘方 
１／３

口 
底

１１．８  
６．０ 

高 ４．０ 細砂粒／還元焔／
浅黄 ロクロ整形、回転右回り。底部は回転糸切り無調整。 10世紀第1四

半期

第５３図 2 土師器 
甕

床直
底部～胴部下位
片

底 ７．３    細砂粒／良好／に
ぶい黄橙

底部は砂底か、周縁部はナデ、胴部はヘラ削り。内面
はヘラナデ。

10世紀第1四
半期

第５３図 ３ 須恵器 
羽釜

埋土
口縁部～胴部上
位片

口 
鍔

２０．０  
２４．６ 

  細砂粒／酸化焔／
にぶい黄橙 ロクロ整形。鍔は貼付。 10世紀第1四

半期

第５３図 ４ 須恵器 
羽釜

埋土 
口縁部片

口 
鍔

２０．０  
２３．０ 

  細砂粒／酸化焔／
橙 ロクロ整形。鍔は貼付、内面胴部はヘラナデ。 10世紀第1四

半期

第５３図 ５ 須恵器 
羽釜

床直
口縁部～胴部上
位片

口 
鍔

２０．５  
２２．８ 

  細砂粒／酸化焔／
灰黄褐 ロクロ整形。鍔は貼付、胴部はヘラ削り。 10世紀第1四

半期

第５３図 6 須恵器 
羽釜

床直
口縁部～胴部上
半片

口 
鍔

２７．８  
２９．７ 

  細砂粒／酸化焔／
灰白・赤褐 ロクロ整形。鍔は貼付。 10世紀第1四

半期

第５３図 ７ 礫石器 
敲石

埋土 
完形

長 
幅

１２．３ 
４．０

厚 
重

３．５ 
３００．５ 変質安山岩 小形棒状の亜円礫を利用する。下端部と左側面の下方

に敲打痕が集中する。

Ｃ区20号住居
挿　図 
ＰＬ．Ｎｏ． Ｎｏ． 種 類 

器 種
出土位置 
残 存 率 計測値 胎土／焼成／色調 

石材・素材等 成 形 ・ 整 形 の 特 徴 備 考

第５５図 １ 土師器 
杯

掘方 
口縁部片

口 １２．８    細砂粒／良好／に
ぶい赤褐

口縁部は横ナデ、体部はナデ、底部は手持ちヘラ削り。
内面の体部から口縁部に放射状暗文。

9世紀第2四
半期

第５５図 
ＰＬ．101 ２ 須恵器 

杯蓋
床直 
３／４

口 
摘

１４．２  
４．９ 

高 ４．７ 細砂粒／還元焔／
灰白

ロクロ整形、回転右回り。摘みは貼付、天井部は中程
まで回転ヘラ削り。

9世紀第2四
半期

Ｃ区4号住居
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挿　図 
ＰＬ．Ｎｏ． Ｎｏ． 種 類 

器 種
出土位置 
残 存 率 計測値 胎土／焼成／色調 

石材・素材等 成 形 ・ 整 形 の 特 徴 備 考

第５５図 ３ 須恵器 
杯

埋土 
口縁部片

口 
底

１２．６  
７．５ 

高 ３．１ 細砂粒／酸化焔・
外燻／灰黄 ロクロ整形、回転右回り。底部位切り離し技法不明。 9世紀第2四

半期

第５５図 
ＰＬ．1０1 ４ 土師器 

小型甕
床直
口縁部～胴部下
位１／３

口 
胴

１３．８  
１５．８ 

  細砂粒／良好／に
ぶい橙

口縁部から頸部は横ナデ、胴部はヘラ削り。内面は胴
部がヘラナデ。

9世紀第2四
半期

第５５図 ５ 土師器 
甕

竈
口縁部～胴部上
位片

口 １４．０    細砂粒／良好／明
赤褐

口縁部から頸部は横ナデ、胴部はヘラ削り。内面は胴
部がヘラナデ。

9世紀第2四
半期

第５５図 ６ 土師器 
甕

竈 
口縁部片

口 ２０．８    細砂粒／良好／赤
褐

口縁部は横ナデ、胴部はヘラ削り。内面は胴部がヘラ
ナデ。

9世紀第2四
半期

第５５図 ７ 土師器 
甕

埋土
口縁部～胴部上
位片

口 ２０．４    細砂粒／良好／橙 口縁部から頸部は横ナデ、胴部はヘラ削り。内面は胴
部がヘラナデ。

9世紀第2四
半期

第５５図 
ＰＬ．1０1 ８ 土師器 

甕
竈
口縁部～胴部上
位片

口 ２３．４    細砂粒／良好／に
ぶい褐

内面頸部に輪積痕が残る。口縁部は横ナデ、胴部はヘ
ラ削り。内面はヘラナデ。

9世紀第2四
半期

第５６図 
ＰＬ．1０1 ９ 土師器 

甕
床直
口縁部～胴部中
位１／３

口 
胴

２１．８  
２４．０ 

  細砂粒／良好／に
ぶい赤褐

口縁部から頸部は横ナデ、胴部はヘラ削り。内面は胴
部がヘラナデ。

9世紀第2四
半期

第５６図 
ＰＬ．1０1 １０ 土師器 

甕
竈
口縁部～胴部下
位１／４

口 
胴

１９．９  
２３．０ 

  細砂粒／良好／橙 口縁部から頸部は横ナデ、胴部はヘラ削り。内面は胴
部がヘラナデ。

9世紀第2四
半期

第５６図 １１ 須恵器 
甕

竈 
口縁部片

口 ４３．９    細砂粒・粗砂粒・
長石／還元焔／灰 ロクロ整形。 9世紀第2四

半期
第５６図 
ＰＬ．1０1 １２ 鉄製品 

刀子
埋土 
一部欠損

長 
幅

１２．９ 
１．５

厚 
重

０．８ 
１１．４７

棟・刃側ともに明瞭な関を持つ刀子。茎は細くわずか
に反りを持つ、木質等の痕跡は見られない。

Ｃ区21号住居
挿　図 
ＰＬ．Ｎｏ． Ｎｏ． 種 類 

器 種
出土位置 
残 存 率 計測値 胎土／焼成／色調 

石材・素材等 成 形 ・ 整 形 の 特 徴 備 考

第５７図 １ 土師器 
杯

竈 
１／３

口 
底

１０．８  
５．１ 

高 ３．６ 細砂粒／良好／に
ぶい橙 口縁部は横ナデ、体部はナデ、底部は手持ちヘラ削り。9世紀第4四

半期

第５７図 ２ 土師器 
杯

埋土 
破片

口 
底

１２．８  
９．０ 

高 ２．９ 細砂粒／良好／橙 口縁部は横ナデ、体部はナデ、底部は手持ちヘラ削り。9世紀第4四
半期

第５７図 ３ 土師器 
杯

埋土 
１／３

口 
底

１１．８  
７．４ 

  細砂粒／良好／橙 口縁部は横ナデ、体部は上～中位がナデ、下位がヘラ
削り、底部は手持ちヘラ削り。

9世紀第4四
半期

第５７図 
ＰＬ．1０1 ４ 土師器 

杯
床直 
３／４

口 
底

１２．０  
８．２ 

高 ３．１ 細砂粒／良好／橙 口縁部は横ナデ、体部はナデ、底部は手持ちヘラ削り。9世紀第4四
半期

第５７図 ５ 須恵器 
椀

埋土 
口縁部～体部片

口 １４．７    細砂粒／還元焔／
灰黄 ロクロ整形、回転右回り。 9世紀第4四

半期

第５７図 ６ 須恵器 
椀

掘方 
口縁部～体部片

口 １２．６    細砂粒・粗砂粒／
還元焔／にぶい黄
橙

ロクロ整形、回転右回り。 9世紀第4四
半期

第５７図 
ＰＬ．1０1 ７ 須恵器 

椀
掘方 
１／３

口 
底

１３．２  
６．４ 

高 ４．１ 細砂粒・粗砂粒・
片岩／酸化焔・燻
／暗灰黄

ロクロ整形、回転右回り。底部は回転糸切り無調整。 9世紀第4四
半期

第５７図 
ＰＬ．1０1 ８ 須恵器 

椀
埋土 
１／３

口 
底

１３．８  
６．４ 

台 
高

５．４ 
５．２ 

細砂粒／還元焔／
灰黄

ロクロ整形、回転右回り。底部回転糸切り後高台を貼
付。

9世紀第4四
半期

第５７図 
ＰＬ．1０1 ９ 須恵器 

椀
埋土 
１／３

口 
底

１４．６  
７．４ 

台 
高

７．０ 
５．２ 

細砂粒／酸化焔／
にぶい褐

ロクロ整形、回転右回り。底部回転糸切り後高台を貼
付。

9世紀第4四
半期

第５８図 
ＰＬ．1０1 １０ 須恵器 

椀
竈袖 
底部～体部下半
片

底 
台

７．８  
７．７ 

  細砂粒・粗砂粒／
還元焔／灰黄

ロクロ整形、回転右回り。底部回転糸切り後高台を貼
付。

9世紀第4四
半期

第５８図 
ＰＬ．1０1 １１ 土師器 

甕
埋土 
口縁部片

口 ２０．０    細砂粒／良好／橙 口縁部から頸部は横ナデ、胴部はヘラ削り。内面は胴
部がヘラナデ。

9世紀第4四
半期

第５８図 
ＰＬ．1０1 １２ 石製品 

砥石
埋土 
２／３

長 
幅

(９．２) 
３．１

厚 
重

３．２ 
１０３．４ 砥沢石

砥面は正面だけであり、研ぎ減りにより外湾する。左
右側面と裏面には櫛歯タガネ痕が明瞭に残る。上部及
び下部欠損。

第５８図 
ＰＬ．1０1 １３ 鉄製品

釘
掘方
ほぼ完形

長 
幅

6.5
0.9

厚
重

0.6 
4.13

断面長方形の角釘。頭は撥状に広げるが折り返しは見
られない。先端に向かい細くなる。木質等は見られない。

Ｃ区22号住居
挿　図 
ＰＬ．Ｎｏ． Ｎｏ． 種 類 

器 種
出土位置 
残 存 率 計測値 胎土／焼成／色調 

石材・素材等 成 形 ・ 整 形 の 特 徴 備 考

第５９図 １ 土師器 
杯

埋土 
口縁部～底部片

口 
底

１２．８  
９．１ 

  細砂粒／良好／に
ぶい褐 口縁部は横ナデ、体部はナデ、底部は手持ちヘラ削り。9世紀第1四

半期
第５９図 
ＰＬ．1０1 ２ 土師器 

杯
埋土 
３／４

口 
底

１２．１  
８．６ 

高 ３．３ 細砂粒／良好／に
ぶい黄褐 口縁部は横ナデ、体部はナデ、底部は手持ちヘラ削り。9世紀第1四

半期

第５９図 ３ 須恵器 
杯

埋土 
１／３

口 
底

１３．８  
９．０ 

高 ３．５ 細砂粒／還元焔／
灰黄 ロクロ整形、回転右回り。底部は回転糸切り無調整。 9世紀第1四

半期
第５９図 
ＰＬ．1０1 ４ 須恵器 

杯
貯蔵穴 
１／２

口 
底

１２．２  
６．８ 

高 ３．９ 細砂粒／還元焔／
灰白 ロクロ整形、回転右回り。底部は回転糸切り無調整。 9世紀第1四

半期

第５９図 ５ 須恵器 
杯

埋土 
底部３／４

底 ７．０    細砂粒／還元焔／
灰白 ロクロ整形、回転右回り。底部は回転糸切り無調整。 9世紀第1四

半期
第６０図 
ＰＬ．1０1 6 須恵器 

脚付盤
埋土 
３／４

口 
底

２０．４  
１１．０ 

脚 
高

１３．０ 
７．０ 

細砂粒／還元焔／
灰

盤身部はロクロ整形、回転右回り。底部は回転糸切り
か。脚部はロクロ整形により成形後身部に貼付。

9世紀第1四
半期

第６０図 7 土師器 
甕

掘方
口縁部～胴部上
位片

口 １９．６    細砂粒／良好／明
赤褐

口縁部から頸部は横ナデ、胴部はヘラ削り。内面は胴
部がヘラナデ。

9世紀第1四
半期
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挿　図 
ＰＬ．Ｎｏ． Ｎｏ． 種 類 

器 種
出土位置 
残 存 率 計測値 胎土／焼成／色調 

石材・素材等 成 形 ・ 整 形 の 特 徴 備 考

第６０図 
ＰＬ．1０1 8 土師器 

甕
床直
口縁部～胴部上
位片

口 １９．２    細砂粒／良好／に
ぶい褐

口縁部から頸部は横ナデ、胴部はヘラ削り。内面は胴
部がヘラナデ。

9世紀第1四
半期

第６０図 9 土師器 
甕

埋土
口縁部～胴部上
位片

口 ２０．７    細砂粒／良好／明
赤褐

口縁部から頸部は横ナデ、胴部はヘラ削り。内面は胴
部がヘラナデ。

9世紀第1四
半期

第６０図 
ＰＬ．1０1 10 土師器 

甕
竈
口縁部～胴部上
位１／３

口 １９．０    細砂粒／良好／明
褐

口縁部から頸部は横ナデ、胴部はヘラ削り。内面は胴
部がヘラナデ。

9世紀第1四
半期

第６１図 
ＰＬ．1０1 １1 土師器 

甕
竈
口縁部～胴部上
位１／２

口 ２０．２    細砂粒／良好／に
ぶい橙

口縁部から頸部は横ナデ、胴部はヘラ削り。内面は胴
部がヘラナデ。

9世紀第1四
半期

第６１図 
ＰＬ．1０2 12 土師器 

甕
掘方
口縁部～胴部上
位辺

口 １９．４    細砂粒／良好／に
ぶい褐

口縁部から頸部は横ナデ、胴部はヘラ削り。内面は胴
部がヘラナデ。

9世紀第1四
半期

第６１図 
ＰＬ．1０2 13 鉄製品

不詳
埋土
完形

長 
幅

3.7
2.7

厚 
重

0.7
7.34

半円形の鉄製品で両端部は耳状に作り折り返す。木質・
有機物等の痕跡は見られない。

Ｃ区23号住居
挿　図 
ＰＬ．Ｎｏ． Ｎｏ． 種 類 

器 種
出土位置 
残 存 率 計測値 胎土／焼成／色調 

石材・素材等 成 形 ・ 整 形 の 特 徴 備 考

第６２図 
ＰＬ．1０2 １ 灰釉陶器 

椀
埋土 
３／４

口 
底

１６．０  
８．０ 

台 
高

７．６ 
４．８ 

微砂粒／還元焔／
灰白

ロクロ整形、回転右回り。底部は回転ヘラナデ、高台
は貼付。施釉方法は漬け掛け。

大原２号窯式
期
10世紀第2四
半期

第６２図 ２ 灰釉陶器 
椀

床直
底部～体部下位
片

底 
台

8.0  
7.6

微砂粒/還元焔/淡
黄

ロクロ整形、回転右回り。底部は回転ヘラナデ、高台
は貼付、体部下位に回転ヘラ削り。施釉方法は漬け掛
けか。

大原２号窯式
期
10世紀第2四
半期

第６２図 
ＰＬ．1０2 3 土師器 

甕
埋土 
口縁部片

口 ２０．４    細砂粒／良好／に
ぶい黄橙

口縁部から頸部は横ナデ、胴部はヘラ削り。内面は胴
部がヘラナデ。

10世紀第2四
半期

第６２図 
ＰＬ．1０2 4 土師器 

甕
掘方
口縁部～底部
１／３

口 
底

１６．６  
５．０ 

高 
胴

２４．６ 
２０．４ 

細砂粒・粗砂粒／
良好／にぶい赤褐

口縁部から頸部は横ナデ、胴部と底部はヘラ削り。内
面は底部から胴部がヘラナデ。

10世紀第2四
半期

Ｃ区24号住居
挿　図 
ＰＬ．Ｎｏ． Ｎｏ． 種 類 

器 種
出土位置 
残 存 率 計測値 胎土／焼成／色調 

石材・素材等 成 形 ・ 整 形 の 特 徴 備 考

第６４図 １ 須恵器 
皿

竈 
口縁部片

口 １２．２    細砂粒／酸化焔　
／にぶい黄橙 ロクロ整形、回転右回り。 9世紀後半

第６４図 ２ 土師器 
甕

埋土
底部～胴部下位
片

底 ４．０    細砂粒／良好／に
ぶい褐 底部と胴部はヘラ削り。内面はヘラナデ。 9世紀後半

Ｃ区25号住居
挿　図 
ＰＬ．Ｎｏ． Ｎｏ． 種 類 

器 種
出土位置 
残 存 率 計測値 胎土／焼成／色調 

石材・素材等 成 形 ・ 整 形 の 特 徴 備 考

第６６図 
ＰＬ．1０2 １ 黒色土器 

椀
床直 
３／４

口 
底

１３．０  
７．２ 

台 
高

６．８ 
５．３ 

細砂粒／酸化焔／
にぶい黄褐

ロクロ整形、回転右回り。内面黒色処理。底部回転糸
切り後高台を貼付。内面は放射状ヘラ磨き。

10世紀第2四
半期

第６６図 
ＰＬ．1０2 ２ 須恵器 

椀
床直 
３／４

口 
底

１５．６  
９．０ 

台 
高

８．６ 
６．３ 

細砂粒・粗砂粒／
酸化焔／にぶい橙 ロクロ整形、回転右回り。底部は回転ナデ、高台は貼付。10世紀第2四

半期

第６６図 
ＰＬ．1０2 ３ 須恵器 

椀
竈 
３／４

底 
台

７．０  
８．０ 

  細砂粒・粗砂粒／
酸化焔／にぶい黄
橙

ロクロ整形、回転右回り。底部回転糸切り後高台を貼
付。

10世紀第2四
半期

第６６図 ４ 灰釉陶器 
椀

埋土
底部～体部下位
片

底 
台

７．５  
７．８ 

 微砂粒／還元焔／
灰白

ロクロ整形、回転右回り。底部は回転ヘラナデ、高台
は貼付。施釉方法は不明。

大原２号窯式
期
10世紀第2四
半期

第６６図 ５ 須恵器 
羽釜

埋土
口縁部～胴部上
位片

口 
鍔

２３．８  
２７．８ 

  細砂粒／酸化焔／
橙

ロクロ整形。外面胴部に輪積痕が残る。鍔は貼付、胴
部はヘラ削り。

10世紀第2四
半期

第６６図 ６ 須恵器 
羽釜

埋土 
口縁部～鍔片

口 
鍔

２３．８  
２７．３ 

  細砂粒・粗砂粒／
酸化焔／にぶい橙 ロクロ整形。鍔は貼付。 10世紀第2四

半期

第６６図 ７ 須恵器 
羽釜

竈 
口縁部片

口 
鍔

２１．８  
２６．０ 

  細砂粒／酸化焔／
橙

ロクロ整形。外面胴部に輪積痕が残る。鍔は貼付、胴
部はヘラ削り。

10世紀第2四
半期

第６６図 
ＰＬ．1０2 ８ 須恵器 

羽釜
床直
口縁部～胴部上
位片

口 
鍔

２３．７  
２９．０ 

  細砂粒・粗砂粒／
酸化焔／橙 ロクロ整形。鍔は貼付、胴部はヘラ削り。 10世紀第2四

半期

第６６図 
ＰＬ．1０2 ９ 須恵器 

羽釜
埋土
口縁部～胴部上
位１／４

口 
鍔

２２．４  
２６．４ 

  細砂粒・粗砂粒／
酸化焔／にぶい褐

ロクロ整形。胴部外面に輪積痕が残る。鍔は貼付、胴
部はヘラ削り。内面胴部はヘラナデ。

10世紀第2四
半期

第６６図 
ＰＬ．1０2 １０ 須恵器 

羽釜
竈
口縁部～胴部中
位１／４

口 
鍔

２３．８  
２６．０ 

  細砂粒・粗砂粒・
褐粒／酸化焔／に
ぶい橙

ロクロ整形。外面胴部に輪積痕が残る。鍔は貼付、胴
部は縦方向のヘラ削り、器面磨滅のため単位不明。内
面胴部はヘラナデ。

10世紀第2四
半期

第６７図 
ＰＬ．1０2 １１ 須恵器 

羽釜
床直
口縁部～胴部中
位１／４

口 
鍔

２０．２  
２６．０ 

  細砂粒・粗砂粒／
酸化焔／にぶい橙

ロクロ整形。胴部外面に輪積痕が残る。鍔は貼付、胴
部はヘラナデ、単位不鮮明。内面胴部はヘラナデ。

10世紀第2四
半期

第６７図 
ＰＬ．1０2 １２ 須恵器 

羽釜
床直
口縁部～胴部下
位１／２

口 
鍔

１９．８  
２５．６ 

  細砂粒・粗砂粒／
酸化焔／にぶい橙

ロクロ整形。外面胴部に輪積痕が残る。鍔は貼付、胴
部はヘラ削り。内面胴部はヘラナデ。

10世紀第2四
半期
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挿　図 
ＰＬ．Ｎｏ． Ｎｏ． 種 類 

器 種
出土位置 
残 存 率 計測値 胎土／焼成／色調 

石材・素材等 成 形 ・ 整 形 の 特 徴 備 考

第６７図 
ＰＬ．1０3 １３ 須恵器 

羽釜
埋土
口縁部～胴部下
位１／４

口 
鍔

２３．８  
２９．６ 

  細砂粒・粗砂粒／
酸化焔／明赤褐

ロクロ整形。鍔は貼付、胴部は縦位のヘラ削り。内面
胴部はヘラナデか、器面磨滅のため単位不明。

10世紀第2四
半期

第６７図 
ＰＬ．1０3 １４ 須恵器 

羽釜
竈
口縁部～胴部中
位１／２

口 
鍔

２３．６  
２７．６ 

  細砂粒・粗砂粒／
酸化焔／にぶい橙

ロクロ整形。外面胴部に輪積痕が残る。鍔は貼付、胴
部はヘラ削り。内面胴部はヘラナデ。

10世紀第2四
半期

Ｃ区26号住居
挿　図 
ＰＬ．Ｎｏ． Ｎｏ． 種 類 

器 種
出土位置 
残 存 率 計測値 胎土／焼成／色調 

石材・素材等 成 形 ・ 整 形 の 特 徴 備 考

第６９図 １ 黒色土器 
椀

床直・竈袖上 
底部片

底 
台

８．０  
８．２ 

  細砂粒／酸化焔／
にぶい赤褐

内外面を黒色処理か、二次焼成で吸炭欠落。底部は回
転ナデ、高台は貼付、体部は内外面ともヘラ磨き。

10世紀第1四
半期

第６９図 2 灰釉陶器 
皿

埋土
底部～体部下位
片

底 
台

７．０  
６．４ 

  微砂粒／還元焔／
灰白

ロクロ整形、回転右回り。底部は回転ヘラナデ、高台
は貼付。施釉方法は不明。

光ケ丘１号窯
式期
10世紀第1四
半期

第６９図 3 灰釉陶器 
椀

埋土
底部～体部下位
片

底 
台

７．０  
６．６ 

  微砂粒／還元焔／
灰白

ロクロ整形、回転右回り。底部は回転ヘラナデ、高台
は貼付。施釉方法は不明。

光ケ丘１号窯
式期
10世紀第1四
半期

第６９図 ４ 土師器 
甕

埋土
口縁部～胴部上
位小片

口 １８．０    細砂粒／良好／明
褐

口縁部は横ナデ、頸部はナデ、胴部はヘラ削り。内面
胴部はヘラナデ。

10世紀第1四
半期

Ｃ区27号住居
挿　図 
ＰＬ．Ｎｏ． Ｎｏ． 種 類 

器 種
出土位置 
残 存 率 計測値 胎土／焼成／色調 

石材・素材等 成 形 ・ 整 形 の 特 徴 備 考

第７０図 
ＰＬ．1０3 １ 須恵器 

羽釜
壁際
口縁部～胴部上
位片

口 
鍔

２３．６  
２６．４ 

  細砂粒／酸化焔／
にぶい黄橙 ロクロ整形、回転方向不明。鍔は貼付、胴部はヘラ削り。9世紀第4四

半期

Ｃ区28号住居
挿　図 
ＰＬ．Ｎｏ． Ｎｏ． 種 類 

器 種
出土位置 
残 存 率 計測値 胎土／焼成／色調 

石材・素材等 成 形 ・ 整 形 の 特 徴 備 考

第７１図 １ 須恵器 
椀

床直
口縁部片

口 １２．５    細砂粒／還元焔／
灰黄 ロクロ整形、回転右回り。 9世紀第4四

半期

第７１図 ２ 土師器 
甕

床直
口縁部～胴部上
位片

口 １７．０    細砂粒／良好／に
ぶい褐

口縁部から頸部は横ナデ、胴部はヘラ削り。内面は胴
部がヘラナデ。

9世紀第4四
半期

Ｃ区29号住居
挿　図 
ＰＬ．Ｎｏ． Ｎｏ． 種 類 

器 種
出土位置 
残 存 率 計測値 胎土／焼成／色調 

石材・素材等 成 形 ・ 整 形 の 特 徴 備 考

第７３図 
ＰＬ．1０3 １ 灰釉陶器 

皿
床直 
１／５

口 
底

１３．８  
７．６ 

台 
高

７．０ 
３．１ 

微砂粒／還元焔／
灰白

ロクロ整形、回転右回り。底部は回転ヘラナデ、高台
は貼付。施釉方法は漬け掛け。

大原２号窯式
期
10世紀第1四
半期

第７３図 
ＰＬ．1０3 ２ 灰釉陶器 

皿
床直 
３／４

口 
底

１４．０  
６．８ 

台 
高

６．２ 
２．９ 

微砂粒／還元焔／
灰白

ロクロ整形、回転右回り。底部は回転ヘラナデ、高台
は貼付、体部下位は回転ヘラ削り。施釉方法は刷毛塗
り。

光ケ丘１号窯
式期
10世紀第1四
半期

第７３図 
ＰＬ．1０3 ３ 灰釉陶器 

椀
竈・床直 
１／２

口 
底

１３．２  
７．０ 

台 
高

６．４ 
３．２ 

微砂粒／還元焔／
灰白

ロクロ整形、回転右回り。底部は回転ヘラナデ、高台
は貼付、体部下位は回転ヘラ削り。施釉方法は漬け掛
けか。

大原２号窯式
期
10世紀第1四
半期

第７３図 ４ 須恵器 
羽釜

竈 
口縁部～鍔片

口 
鍔

１９．４  
２３．０ 

  細砂粒／酸化焔／
にぶい橙 ロクロ整形。鍔は貼付。 10世紀第1四

半期
第７３図 
ＰＬ．1０3 ５ 鉄製品 

かこ
埋土 長 

幅
４．７ 
４．４

厚 
重

１．０ 
２４．２３

Т形の刺金を持つかこで、輪金は隅丸の正方形で閉じ
る。帯等の痕跡は見られない。

Ｃ区31号住居
挿　図 
ＰＬ．Ｎｏ． Ｎｏ． 種 類 

器 種
出土位置 
残 存 率 計測値 胎土／焼成／色調 

石材・素材等 成 形 ・ 整 形 の 特 徴 備 考

第７６図 
ＰＬ．1０3 １ 須恵器 

杯
埋土 
１／３

口 
底

１２．８  
６．０ 

高 ３．８ 細砂粒／酸化焔・
燻／褐灰 ロクロ整形、回転右回り。底部は回転糸切り無調整。 10世紀第1四

半期
第７６図 
ＰＬ．1０3 ２ 黒色土器 

椀
床下土坑 
１／３

口 
底

１４．８  
６．６ 

台 
高

６．５ 
５．６ 

細砂粒／酸化焔／
にぶい黄褐

ロクロ整形、回転右回り。内面黒色処理。底部回転糸
切り後高台を貼付。内面は放射状ヘラ磨き。

10世紀第1四
半期

第７７図 ３ 須恵器 
椀

掘方 
口縁部片

口 １３．６    細砂粒／酸化焔／
灰白 ロクロ整形、回転右回りか。 10世紀第1四

半期

第７７図 ４ 須恵器 
椀

竈Ｂ 
口縁部片

口 １２．６    細砂粒／酸化焔／
にぶい黄橙 ロクロ整形、回転右回りか。 10世紀第1四

半期

第７７図 ５ 須恵器 
椀

竈Ｂ掘方 
口縁部片

口 
底

１２．８  
７．０ 

台 
高

６．０ 
４．２ 

細砂粒／酸化焔／
にぶい黄橙

ロクロ整形、回転右回り。底部切り離し技法不明、高
台は貼付。

10世紀第1四
半期

第７７図 
ＰＬ．1０3 ６ 須恵器 

椀
床直 
１／３

口 
底

１３．２  
７．０ 

台 
高

６．２ 
４．３ 

細砂粒／酸化焔／
にぶい黄橙

ロクロ整形、回転右回り。底部回転糸切り後高台を貼
付。

10世紀第1四
半期

第７７図 
ＰＬ．1０3 ７ 須恵器 

椀
掘方 
１／４

口 
底

１３．４  
７．９ 

台 
高

７．２ 
４．３ 

細砂粒・褐粒／酸
化焔／浅黄橙

ロクロ整形、回転右回り。底部は回転糸切後高台を貼
付。

10世紀第1四
半期

第７７図 
ＰＬ．1０3 ８ 須恵器 

椀
床直 
１／３

口 
底

１３．１  
７．２ 

台 
高

６．０ 
５．７ 

細砂粒／酸化焔／
にぶい黄橙

ロクロ整形、回転右回り。底部回転糸切り後高台を貼
付。

10世紀第1四
半期
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挿　図 
ＰＬ．Ｎｏ． Ｎｏ． 種 類 

器 種
出土位置 
残 存 率 計測値 胎土／焼成／色調 

石材・素材等 成 形 ・ 整 形 の 特 徴 備 考

第７７図 
ＰＬ．1０3 ９ 須恵器 

椀
埋土 
１／３

口 
底

１２．８  
７．０ 

台 
高

６．０ 
５．２ 

細砂粒・粗砂粒／
酸化焔／にぶい橙

ロクロ整形、回転右回り。底部回転糸切り後高台を貼
付。

10世紀第1四
半期

第７７図 
ＰＬ．1０3 １０ 須恵器 

椀
竈Ａ 
３／４

口 
底

１３．６  
６．７ 

台 
高

６．０ 
５．９ 

細砂粒／還元焔／
灰白

ロクロ整形、回転右回り。底部回転糸切り後高台を貼
付。

10世紀第1四
半期

第７７図 １１ 灰釉陶器 
皿

床直
底部～体部下位
片

底 
台

６．４  
５．８ 

  微砂粒／還元焔／
灰白

ロクロ整形、回転右回り。底部は回転ヘラナデ、高台
は貼付。施釉方法は刷毛塗か。

光ケ丘１号窯
式期
10世紀第1四
半期

第７７図 １２ 灰釉陶器 
椀

掘方 
口縁部片

口 １４．８    微砂粒／還元焔／
灰白

ロクロ整形、回転右回り。口縁部下位に回転ヘラ削り。
施釉方法は刷毛塗りか、外面の施釉状態不鮮明。

光ケ丘１号窯
式期
10世紀第1四
半期

第７７図 １３ 灰釉陶器 
椀

床直 
口縁部片

口 １５．９    微砂粒／還元焔／
灰黄 ロクロ整形、回転右回りか。施釉方法は漬け掛け。

大原２号窯式
期
10世紀第1四
半期

第７７図 １４ 緑釉陶器 
稜椀

掘方 
口縁部片

口 15.8  微砂粒/還元焔/黄
灰 ロクロ整形、回転右回り。内外面とも施釉。

東海産。
10世紀第1四
半期

第７７図 
ＰＬ．1０3 １５ 灰釉陶器 

椀
掘方 
１／３

口 
底

１７．０  
８．４ 

台 
高

８．４ 
５．８ 

微砂粒／還元焔／
灰白

ロクロ整形、回転右回り。底部は回転ヘラナデ、高台
は貼付、体部下位に回転ヘラ削り。施釉方法は漬け掛
けか。

大原２号窯式
期
10世紀第1四
半期

第７７図 １６ 灰釉陶器 
椀

埋土
底部～体部下位
片

底 
台

８．２  
８．０ 

  微砂粒／還元焔／
灰白

ロクロ整形、回転右回り。底部は回転ヘラナデ、高台
は貼付。施釉方法は不明。

光ケ丘１号窯
式期
10世紀第1四
半期

第７７図 １７ 須恵器 
短頸壺

掘方 
口縁部片

口 １３．２    細砂粒／還元焔／
灰 ロクロ整形。内面胴部へラナデ。 10世紀第1四

半期

第７７図 １８ 土師器 
甕

埋土 
口縁部片

口 １８．８    細砂粒／良好／明
赤褐

口縁部から頸部は横ナデ、胴部はヘラ削り。内面は胴
部がヘラナデ。

10世紀第1四
半期

第７７図 １９ 土師器 
甕

竈Ｂ
口縁部～胴部上
位片

口 ２３．６    細砂粒／良好／に
ぶい橙

口縁部から頸部は横ナデ、胴部はヘラ削り。内面は胴
部がヘラナデ。

10世紀第1四
半期

第７７図 ２０ 土師器 
甕

掘方
口縁部～胴部上
位片

口 ２３．９    細砂粒・粗砂粒／
良好／褐

口縁部から頸部は横ナデ、胴部はヘラ削り。内面は胴
部がヘラナデ。

10世紀第1四
半期

第７８図 ２１ 須恵器 
羽釜

掘方 
口縁部～鍔片

口 
鍔

１８．８  
２３．０ 

  細砂粒／酸化焔／
にぶい黄橙 ロクロ整形。鍔は貼付。 10世紀第1四

半期

第７８図 ２２ 須恵器 
羽釜

床直
口縁部～胴部上
位片

口 
鍔

１８．９  
２２．０ 

  細砂粒／酸化焔／
にぶい黄橙 ロクロ整形。鍔は貼付。 10世紀第1四

半期

第７８図 ２３ 須恵器 
羽釜

埋土 
口縁部片

口 
鍔

１９．０  
２３．２ 

  細砂粒／還元焔／
灰白 ロクロ整形。鍔は貼付。内面胴部下半はヘラナデ。 10世紀第1四

半期

第７８図 ２４ 須恵器 
羽釜

床直
口縁部～胴部上
位片

口 
鍔

２３．０  
２８．０ 

  細砂粒・粗砂粒／
酸化焔／にぶい橙

ロクロ整形、回転右回りか。鍔は貼付。内面胴部はヘ
ラナデ。

10世紀第1四
半期

第７８図 
ＰＬ．1０3 ２５ 須恵器 

甕
掘方
底部～胴部下位
片

底 １２．６    細砂粒・粗砂粒／
酸化焔／にぶい黄
橙

ロクロ整形、回転右回り。底部には木葉痕が残る、胴
部は回転ヘラ削り。

10世紀第1四
半期

第７８図 
ＰＬ．1０3 26 石製品 

砥石
埋土
1/2

長 
幅

(7.3) 
3.4

厚 
重

3.6 
94.0 砥沢石//

砥面は4面認められる。上方に径約4mmの孔が認めら
れ、孔の中央付近がやや狭くなっていることから両側
穿孔と考えられる。下部欠損。

Ｃ区32号住居
挿　図 
ＰＬ．Ｎｏ． Ｎｏ． 種 類 

器 種
出土位置 
残 存 率 計測値 胎土／焼成／色調 

石材・素材等 成 形 ・ 整 形 の 特 徴 備 考

第80図 
ＰＬ．1０4 １ 須恵器 

椀
埋土 
１／４

口 
底

１３．８  
７．０ 

台 
高

５．９ 
５．４ 

細砂粒・粗砂粒／
酸化焔／にぶい橙

ロクロ整形、回転右回り。底部回転糸切り後高台を貼
付。

10世紀第1四
半期

第80図 
ＰＬ．1０4 ２ 須恵器 

椀
床直 
３／４

口 
底

１３．８  
７．５ 

台 
高

６．３ 
４．８ 

細砂粒／酸化焔／
灰黄

ロクロ整形、回転右回り。底部回転糸切り後高台を貼
付。

10世紀第1四
半期

第8０図 
ＰＬ．1０4 ３ 須恵器 

椀
床直 
１／３

口 
底

１４．０  
６．２ 

台 
高

５．６ 
５．８ 

細砂粒／還元焔／
灰黄

ロクロ整形、回転右回り。底部回転糸切り後高台を貼
付。

10世紀第1四
半期

第80図 
ＰＬ．1０4 ４ 灰釉陶器 

椀
壁際
床直
１／３

口 
底

１４．１  
７．２ 

台 
高

７．０ 
５．０ 

微砂粒／還元焔／
灰白

ロクロ整形、回転右回り。底部は回転ヘラナデ、高台
は貼付、体部下半は回転ヘラ削り。施釉方法は漬け掛
け。

大原２号窯式
期
10世紀第1四
半期

第8０図 ５ 灰釉陶器 
椀

埋土
底部～体部下半
片

底 
台

７．２  
７．０ 

  微砂粒／還元焔／
灰黄

ロクロ整形、回転右回り。底部は回転ヘラナデ、高台
は貼付。施釉方法は不明。

猿投古窯跡群
産か。
10世紀第1四
半期

第8０図 ６ 灰釉陶器 
椀

掘方
底部～体部下位
片

底 
台

６．４  
６．１ 

  微砂粒／還元焔／
灰黄

ロクロ整形、回転右回り。底部は回転ヘラナデ、高台
は貼付、体部下位は回転ヘラ削りか。施釉方法不明。

猿投古窯跡群
産か。
10世紀第1四
半期

第8０図 ７ 須恵器 
羽釜

埋土
口縁部～胴部上
位片

口 
鍔

１７．９  
２０．８ 

  細砂粒／酸化焔／
橙 ロクロ整形。鍔は貼付。 10世紀第1四

半期
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挿　図 
ＰＬ．Ｎｏ． Ｎｏ． 種 類 

器 種
出土位置 
残 存 率 計測値 胎土／焼成／色調 

石材・素材等 成 形 ・ 整 形 の 特 徴 備 考

第80図 ８ 須恵器 
羽釜

竈
口縁部～胴部上
位片

口 
鍔

２１．７  
２４．８ 

  細砂粒／酸化焔／
にぶい橙 ロクロ整形。鍔は貼付。 10世紀第1四

半期

第8０図 
ＰＬ．1０4 ９ 鉄製品 床直

ほぼ完形
長 
幅

６．５ 
６．３

厚 
重

０．９ 
４６．６４

ほぼ円形の紡錘車の紡輪で中央の穴は錆化した土砂で
閉塞されている。

第8０図 
ＰＬ．1０4 １０ 鉄製品 床直

ほぼ完形
長 
幅

５．６ 
５．６

厚
重

０．５ 
２４．２４

ほぼ円形の紡錘車の紡輪で、破損のためか一部凹み錆
で覆われる。中央の穴は錆化した土砂で閉塞されてい
る。

第8０図 
ＰＬ．1０4 １１ 鉄製品

鏃
埋土 
ほぼ完形

長 
幅

１１．１ 
１．５

厚 
重

１．４ 
１７．６７

先端部分断面狭菱形で茎との境に向かい徐々に広がり
境を一周する形で段を持つ。茎先端は劣化破損し木質
等の痕跡は見られない。

Ｃ区33号住居
挿　図 
ＰＬ．Ｎｏ． Ｎｏ． 種 類 

器 種
出土位置 
残 存 率 計測値 胎土／焼成／色調 

石材・素材等 成 形 ・ 整 形 の 特 徴 備 考

第８2図 
ＰＬ．1０4 １ 緑釉陶器 

段皿
埋土 
底部１／４

底 
台

７．０  
７．０ 

  微砂粒／還元焔／
灰オリーブ

ロクロ整形。底部は回転ヘラナデ、高台は貼付。内外
面とも施釉。

近江または二
川産。
10世紀第1～
2四半期

第８2図 
ＰＬ．1０4 ２ 土師器 

片口鉢
床直
口縁部～底部
１／４

口 
底

２２．８  
１３．０ 

高 
最

１３．０ 
２４．０ 

細砂粒／良好／に
ぶい橙

口縁部は横ナデ、体部と底部はヘラ削り。内面はヘラ
ナデか。

10世紀第1～
2四半期

第８2図 
ＰＬ．1０4 ３ 鉄製品 

鏃
床直 
一部欠損

長 
幅

１２．７ 
１．７

厚 
重

０．９ 
１０．０４

先端部分断面狭菱形で先端は破損後錆化する。茎との
境に向かい徐々に広がり境を一周する形で段を持つ。
茎先端は細く尖り木質等の痕跡は見られない。

第８０図 
ＰＬ．1０4 ４ 鉄製品 

釘
埋土 
ほぼ完形

長 
幅

７．０ 
１．３

厚 
重

１．３ 
１３．３５

断面ほぼ正方形の角釘。頭部分は四角く広げ深く折り
曲げる。先端に向かい徐々に細くなるが斜め角形で終
わり尖らない。木質等の痕跡は見られない。

Ｃ区34号住居
挿　図 
ＰＬ．Ｎｏ． Ｎｏ． 種 類 

器 種
出土位置 
残 存 率 計測値 胎土／焼成／色調 

石材・素材等 成 形 ・ 整 形 の 特 徴 備 考

第８３図 
ＰＬ．1０4 １ 緑釉陶器 

椀
埋土 
体部破片

    微砂粒／還元焔／
オリーブ灰 ロクロ整形。 10世紀後半

第８４図 ２ 土師器 
甕

床直
口縁部～胴部上
位片

口 ２１．４    細砂粒・粗砂粒／
良好／にぶい黄橙 口縁部は横ナデ、胴部はナデ。内面胴部はヘラナデ。 10世紀後半

第８３図 ３ 土師器 
甕

床直
口縁部～胴部上
位片

口 ２６．４    細砂粒・粗砂粒／
良好／にぶい褐

口縁部から頸部は横ナデ、胴部はナデ。内面は胴部が
ヘラナデ。 10世紀後半

第８４図 ４ 土師器 
甕

床下土坑
口縁部～胴部上
位片

口 ２３．４    細砂粒／良好／に
ぶい黄橙 口縁部は横ナデ、胴部はナデ。内面胴部はヘラナデ。 10世紀後半

第８４図 ５ 土師器 
甕

床直
口縁部～胴部中
位片

口 ２５．８    細砂粒・粗砂粒／
良好／にぶい黄橙

内面胴部に輪積痕が残る。口縁部は横ナデ、胴部はヘ
ラ削り後ナデ。内面はヘラナデ。 10世紀後半

第８４図 ６ 須恵器 
羽釜

床直 
口縁部～鍔片

口 
鍔

１７．８  
２１．６ 

  細砂粒／酸化焔／
にぶい黄橙 ロクロ整形。鍔は貼付。 10世紀後半

第８４図 ７ 須恵器 
羽釜

埋土 
口縁部～鍔片

口 
鍔

２１．２  
２７．６ 

  細砂粒・粗砂粒／
酸化焔／明赤褐 ロクロ整形。鍔は貼付。 10世紀後半

第８４図 
ＰＬ．1０4 ８ 鉄製品 

不詳
床直 
ほぼ完形

長 
幅

６．６ 
６．１

厚 
重

１．０ 
１９．４８

断面狭三角形から長方形の板状でしの字状に折れ曲が
る。延ばすと全長12㎝程で刀子の曲がったものとも
考えられるが、錆化が進み泥+錆に厚く覆われ詳細は
不明。

Ｃ区35号住居
挿　図 
ＰＬ．Ｎｏ． Ｎｏ． 種 類 

器 種
出土位置 
残 存 率 計測値 胎土／焼成／色調 

石材・素材等 成 形 ・ 整 形 の 特 徴 備 考

第８５図 １ 須恵器 
杯

埋土 
口縁部片

口 
底

１２．７  
８．２ 

高 ４．１ 細砂粒・粗砂粒／
還元焔／灰白 ロクロ整形、回転右回り。底部は回転糸切り無調整。 10世紀第1四

半期
第８５図 
ＰＬ．1０4 ２ 須恵器 

椀
床直 
完形

口 
底

１１．６  
６．４ 

台 
高

６．８ 
５．１ 

細砂粒／酸化焔／
にぶい橙

ロクロ整形、回転右回り。底部回転糸切り後高台を貼
付。

10世紀第1四
半期

Ｃ区36号住居
挿　図 
ＰＬ．Ｎｏ． Ｎｏ． 種 類 

器 種
出土位置 
残 存 率 計測値 胎土／焼成／色調 

石材・素材等 成 形 ・ 整 形 の 特 徴 備 考

第８６図 １ 須恵器 
杯

埋土 
１／４

口 
底

１２．６  
６．４ 

高 ３．７ 細砂粒／還元焔／
灰黄 ロクロ整形、回転右回り。底部はヘラ削りか。 9世紀第4四

半期

第８６図 ２ 土師器 
甕

埋土 
口縁部片

口 １９．０    細砂粒／良好／明
赤褐 口縁部から頸部は横ナデ。 9世紀第4四

半期

Ｃ区37号住居
挿　図 
ＰＬ．Ｎｏ． Ｎｏ． 種 類 

器 種
出土位置 
残 存 率 計測値 胎土／焼成／色調 

石材・素材等 成 形 ・ 整 形 の 特 徴 備 考

第８７図 １ 須恵器 
杯

埋土 
口縁部１／３

口 １４．４    細砂粒・粗砂粒／
酸化焔／にぶい橙 ロクロ整形、回転右回り。 10世紀第1四

半期

第８７図 
ＰＬ．1０4 ２ 灰釉陶器 

皿
埋土 
１／３

口 
底

１２．８  
５．８ 

台 
高

６．０ 
２．７ 

微砂粒／還元焔／
灰白

ロクロ整形、回転右回り。底部は回転ヘラナデ、高台
は貼付。施釉方法は漬け掛け。

大原２号窯式
期
10世紀第1四
半期
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挿　図 
ＰＬ．Ｎｏ． Ｎｏ． 種 類 

器 種
出土位置 
残 存 率 計測値 胎土／焼成／色調 

石材・素材等 成 形 ・ 整 形 の 特 徴 備 考

第８７図 ３ 灰釉陶器 
椀

埋土 
口縁部片

口 １３．８    微砂粒／還元焔／
灰白 ロクロ整形、回転右回り。施釉方法は漬け掛け。

大原２号窯式
期
10世紀第1四
半期

第８７図 
ＰＬ．1０4 ４ 灰釉陶器 

椀
床直 
１／２

口 
底

１３．６  
６．６ 

台 
高

６．６ 
４．６ 

微砂粒／還元焔／
灰白

ロクロ整形、回転右回り。底部は回転ヘラナデ、高台
は貼付、体部下半は回転ヘラ削り。施釉方法は漬け掛
け。

大原２号窯式
期
10世紀第1四
半期

第８７図 
ＰＬ．1０4 ５ 土師器 

甕
床直 
口縁部片

口 
胴

２０．８  
２０．６ 

  細砂粒／良好／明
赤褐

口縁部から頸部は横ナデ、胴部はヘラ削り。内面は胴
部がヘラナデ。

10世紀第1四
半期

第８７図 ６ 須恵器 
羽釜

埋土 
口縁部～鍔片

口 
鍔

２１．６  
２５．６ 

  細砂粒／還元焔／
にぶい黄 ロクロ整形。鍔は貼付。 10世紀第1四

半期

第８７図 ７ 須恵器 
羽釜

床直 
口縁部～胴部上
位片

口 
鍔

２０．０  
２４．１ 

  細砂粒・粗砂粒／
酸化焔／にぶい黄
橙

ロクロ整形。鍔は貼付。 10世紀第1四
半期

第８８図 
ＰＬ．1０4 ８ 須恵器 

羽釜
埋土
口縁部～胴部中
位片

口 
鍔

２０．８  
２４．０ 

  細砂粒／酸化焔／
淡黄 ロクロ整形、鍔は貼付、胴部の一部にヘラナデ。 10世紀第1四

半期

第８８図 
ＰＬ．1０4 ９ 須恵器 

羽釜
竈
口縁部～胴部中
位１／４

口 
鍔

１９．０  
２３．８ 

  細砂粒／酸化焔／
灰黄 ロクロ整形。鍔は貼付、胴部下位にヘラ削り。 10世紀第1四

半期

Ｃ区38号住居
挿　図 
ＰＬ．Ｎｏ． Ｎｏ． 種 類 

器 種
出土位置 
残 存 率 計測値 胎土／焼成／色調 

石材・素材等 成 形 ・ 整 形 の 特 徴 備 考

第９０図 １ 須恵器 
杯

埋土 
１／３

口 
底

１１．７  
６．６ 

高 ３．０ 細砂粒／酸化焔／
にぶい黄橙

ロクロ整形、回転右回り。底部は回転糸切り無調整。
底部糸切痕の径は５．２㎝。

10世紀第1四
半期

第９０図 ２ 須恵器 
高台付杯

埋土 
１／３

口 
底

１３．２  
７．０ 

  細砂粒／還元焔／
灰白

ロクロ整形、回転右回り。底部回転糸切り後高台を貼
付、高台は剥落。

10世紀第1四
半期

第９０図 3 須恵器 
椀

竈 
口縁部片

口 １３．２    細砂粒／還元焔／
灰白 ロクロ整形、回転右回り。 10世紀第1四

半期

第９０図 
ＰＬ．1０4 ４ 灰釉陶器 

椀
床直 
１／３

口 
底

１５．０  
７．０ 

台 
高

６．８ 
５．０ 

微砂粒／還元焔／
灰白

ロクロ整形、回転右回り。底部は回転ヘラナデ、高台
は貼付、胴部下位は回転ヘラ削り。施釉方法は漬け掛
け。

10世紀第1四
半期

第９０図 ５ 土師器 
甕

埋土 
口縁部片

口 １１．６    細砂粒／良好／に
ぶい橙

口縁部から頸部は横ナデ、胴部はヘラ削り。内面は胴
部がヘラナデ。

10世紀第1四
半期

第９０図 6 土師器 
甕

竈掘方
胴部中位～底部
１／４

底 ３．０    細砂粒／良好／赤
褐 底部と胴部はヘラ削り。内面はヘラナデ。 10世紀第1四

半期

Ｃ区39号住居
挿　図 
ＰＬ．Ｎｏ． Ｎｏ． 種 類 

器 種
出土位置 
残 存 率 計測値 胎土／焼成／色調 

石材・素材等 成 形 ・ 整 形 の 特 徴 備 考

第９１図 
ＰＬ．1０4 １ 須恵器 

皿
竈掘方 
口縁部一部欠

口 
底

１３．５  
６．３ 

台 
高

６．４ 
３．１ 

細砂粒／酸化焔／
にぶい黄橙

ロクロ整形、回転右回り。底部回転糸切り後高台を貼
付。

10世紀第1四
半期

第９１図 
ＰＬ．1０4 ２ 須恵器 

椀
床直 
１／２

口 
底

１４．６  
６．４ 

台 
高

７．２ 
５．２ 

細砂粒／還元焔／
灰

ロクロ整形、回転右回り。底部回転糸切り後高台を貼
付。

10世紀第1四
半期

第９１図 ３ 灰釉陶器 
皿

床直 
１／４

口 
底

１４．８  
７．６ 

台 
高

７．０ 
３．２ 

微砂粒／還元焔／
灰白

ロクロ整形、回転右回り。底部は回転ヘラナデ、高台
は貼付。施釉方法は漬け掛け。

大原２号窯式
期
10世紀第1四
半期

第９２図 ４ 土師器 
甕

埋土
口縁部～胴部上
位片

口 １７．０    細砂粒／良好／橙 口縁部から頸部は横ナデ、胴部はヘラ削り。内面は胴
部がヘラナデ。

10世紀第1四
半期

第９２図 
ＰＬ．1０4 ５ 土師器 

甕
竈
口縁部～胴部上
位片

口 １８．３    細砂粒／良好／に
ぶい橙

口縁部から頸部は横ナデ、胴部はヘラ削り。内面は胴
部がヘラナデ。

10世紀第1四
半期

Ｃ区40号住居
挿　図 
ＰＬ．Ｎｏ． Ｎｏ． 種 類 

器 種
出土位置 
残 存 率 計測値 胎土／焼成／色調 

石材・素材等 成 形 ・ 整 形 の 特 徴 備 考

第９４図 
ＰＬ．1０5 １ 須恵器 

椀
床直 
３／４

口 
底

１４．６  
８．０ 

台 
高

８．６ 
６．４ 

細砂粒／酸化焔／
にぶい黄橙

ロクロ整形、回転右回り。底部は回転ヘラナデ、高台
は貼付。

10世紀第1四
半期

第９４図 ２ 灰釉陶器 
椀

床直
底部～体部下位
片

底 
台

6.6  
6.0

微砂粒/還元焔/灰
白

ロクロ整形、回転右回り。底部は回転ヘラナデ、高台
は貼付。施釉方法は漬け掛け。

大原２号窯式
期
10世紀第1四
半期

第９４図 
ＰＬ．1０5 ３

土師器 
小型甕
(ロクロ甕)

竈掘方
口縁部～胴部下
位１／４

口 
胴

１３．０  
１３．３ 

 細砂粒／良好／灰
黄

ロクロ整形。胴部下半に手持ちヘラ削り。内面は胴部
下半に縦位のヘラナデ。

10世紀第1四
半期

第９４図 ４ 須恵器 
羽釜

竈
口縁部～胴部上
位片

口 
鍔

１８．６  
２１．８ 

細砂粒／還元焔／
灰黄 ロクロ整形、回転右回り。鍔は貼付。 10世紀第1四

半期

第９４図 ５ 須恵器 
羽釜

埋土 
口縁部～鍔片

口 
鍔

２１．６  
２５．６ 

細砂粒／酸化焔／
にぶい黄褐 ロクロ整形、回転右回り。鍔は貼付。 10世紀第1四

半期

第９４図 ６ 須恵器 
羽釜

竈掘方
口縁部～胴部上
位片

口 
鍔

２１．８  
２４．６ 

細砂粒／酸化焔／
にぶい黄褐 ロクロ整形、回転右回り。鍔は貼付。 10世紀第1四

半期
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挿　図 
ＰＬ．Ｎｏ． Ｎｏ． 種 類 

器 種
出土位置 
残 存 率 計測値 胎土／焼成／色調 

石材・素材等 成 形 ・ 整 形 の 特 徴 備 考

第９４図 ７ 須恵器 
羽釜

竈
口縁部～胴部上
位片

口 
鍔

２０．８  
２４．０ 

細砂粒／還元焔／
灰黄 ロクロ整形、回転右回り。鍔は貼付。 10世紀第1四

半期

第９４図 
ＰＬ．1０5 ８ 須恵器 

羽釜
竈・床直
口縁部～胴部中
位１／４

口 
鍔

２１．２  
２４．５ 

細砂粒／酸化焔／
浅黄橙 ロクロ整形。鍔は貼付、胴部下半にヘラナデ。 10世紀第1四

半期

第９４図 
ＰＬ．1０5 ９ 須恵器 

羽釜
竈・床直
口縁部～底部
１／４

口 
鍔

２０．０  
２３．５ 

底 
高

４．０ 
２６．０ 

細砂粒・粗砂粒／
酸化焔／にぶい橙

ロクロ整形。外面の鍔下に輪積痕が残る。鍔は貼付、
胴部はヘラ削り。内面は胴部下位にヘラナデ。

10世紀第1四
半期

第９４図 
ＰＬ．1０5 １０ 須恵器 

羽釜
竈・床直
口縁部～底部
１／４

口 
鍔

２３．０  
２６．０ 

底 
高

５．８ 
２３．６ 

細砂粒・粗砂粒／
還元焔／灰黄

ロクロ整形、回転右回り。鍔は貼付、胴部下半と底部
はヘラ削り。

10世紀第1四
半期

Ｃ区41号住居
挿　図 
ＰＬ．Ｎｏ． Ｎｏ． 種 類 

器 種
出土位置 
残 存 率 計測値 胎土／焼成／色調 

石材・素材等 成 形 ・ 整 形 の 特 徴 備 考

第９５図 １ 須恵器 
椀

埋土 
口縁部片

口 １３．２  細砂粒／還元焔／
灰 ロクロ整形、回転右回り。 10世紀第1四

半期

第９５図 
ＰＬ．1０5 ２ 須恵器 

椀
床直 
１／３

口 
底

１１．８  
４．６ 

高 ３．８ 細砂粒／還元焔／
灰黄 ロクロ整形、回転右回り。底部は回転糸切り無調整。

外面口縁部に
墨書。
10世紀第1四
半期

第９５図 ３ 灰釉陶器 
段皿

埋土 
口縁部片

口 
底

１２．６  
６．４ 

台 
高

６．０ 
２．２ 

微砂粒／還元焔／
灰白

ロクロ整形、回転右回り。底部は回転ヘラナデ、高台
は貼付。施釉方法は漬け掛け。

大原２号窯式
期
10世紀第1四
半期

第９５図 
ＰＬ．1０5 ４ 灰釉陶器 

長頸壺
床直 
口縁部～頸部

口 ８．６  微砂粒／還元焔／
灰白 ロクロ整形、回転右回り。施釉方法不明。 10世紀第1四

半期

Ｃ区42号住居
挿　図 
ＰＬ．Ｎｏ． Ｎｏ． 種 類 

器 種
出土位置 
残 存 率 計測値 胎土／焼成／色調 

石材・素材等 成 形 ・ 整 形 の 特 徴 備 考

第９６図 
ＰＬ．1０5 １ 黒色土器 

椀
床直 
１／４

口 
底

１０．６  
６．０ 

台 
高

６．２ 
４．４ 

細砂粒／酸化焔／
にぶい黄橙

ロクロ整形、回転右回り。内面黒色処理。底部回転糸
切り後高台を貼付、体部下半は回転ヘラ削り。内面は
ヘラ磨き。

10世紀第3四
半期

Ｃ区43号住居
挿　図 
ＰＬ．Ｎｏ． Ｎｏ． 種 類 

器 種
出土位置 
残 存 率 計測値 胎土／焼成／色調 

石材・素材等 成 形 ・ 整 形 の 特 徴 備 考

第９７図 
ＰＬ．1０5 １ 須恵器 

椀
床直 
３／４

口 
底

１１．１  
５．０ 

高 ３．８ 細砂粒・粗砂粒・
褐粒／酸化焔／に
ぶい黄橙

ロクロ整形、回転右回り。底部は回転糸切り無調整。 10世紀第1四
半期

第９７図 
ＰＬ．1０5 ２ 須恵器 

椀
床直 
口縁部一部欠

口 
底

１２．６  
６．２ 

台 
高

５．７ 
５．２ 

細砂粒・粗砂粒／
酸化焔／灰白 ロクロ整形、回転右回り。底部は回転糸切り無調整。

外面口縁部に
墨書。
10世紀第1四
半期

第９７図 ３ 須恵器 
椀

掘方 
底部片

底 
台

７．４  
９．３ 

  細砂粒／酸化焔／
にぶい黄橙 ロクロ整形、回転左回り。底部は回転ナデ、高台は貼付。

底部外面に墨
書「日」（則天
文字）。
10世紀第3四
半期

Ｃ区44号住居
挿　図 
ＰＬ．Ｎｏ． Ｎｏ． 種 類 

器 種
出土位置 
残 存 率 計測値 胎土／焼成／色調 

石材・素材等 成 形 ・ 整 形 の 特 徴 備 考

第９８図 
ＰＬ．1０6 １ 須恵器 

皿
床直 
ほぼ完形

口 
底

１０．８  
５．０ 

台 
高

６．０ 
３．４ 

細砂粒・粗砂粒／
酸化焔／灰白

ロクロ整形、回転右回り。底部回転糸切りか、高台を
貼付。

10世紀第3四
半期

第９８図 
ＰＬ．1０6 ２ 須恵器 

杯
床直 
３／４

口 
底

１０．９  
５．０ 

高 ３．７ 細砂粒／酸化焔／
にぶい黄橙

ロクロ整形、回転右回り。底部は回転糸切り無調整。
底部は疑似高台状を呈す。

10世紀第3四
半期

第９８図 
ＰＬ．1０6 ３ 須恵器 

椀
埋土 
１／３

口 
底

１０．８  
５．４ 

台 
高

５．７ 
４．２ 

細砂粒／酸化焔／
にぶい黄橙

ロクロ整形、回転右回り。底部回転糸切り後高台を貼
付。

10世紀第3四
半期

第９９図 
ＰＬ．1０6 ４ 須恵器 

椀
壁際 
３／４

口 
底

１５．３  
６．５ 

台 
高

７．１ 
６．０ 

細砂粒・粗砂粒／
酸化焔・燻／にぶ
い黄橙

ロクロ整形、回転右回り。底部回転糸切り後高台を貼
付。

10世紀第3四
半期

第９９図 ５ 灰釉陶器 
椀

床直 
３／４

口 
底

１６．４  
９．２ 

台 
高

８．７ 
８．８ 

微砂粒／還元焔／
灰白

ロクロ整形、回転右回り。底部は回転ヘラナデ。施釉
方法は漬け掛け。

大原２号窯式
期
10世紀第3四
半期

第９９図 ６ 土師器 
甕

床直
口縁部～胴部上
位片

口 ２２．５  細砂粒・粗砂粒／
酸化焔／にぶい褐

口縁部から頸部は横ナデ、胴部はヘラ削り。内面は胴
部がヘラナデ。

10世紀第3四
半期

第９９図 ７ 土師器 
甕

埋土
頸部～胴部上位
片

細砂粒・粗砂粒／
良好／橙

口縁部は横ナデ、胴部はヘラナデ。内面胴部もヘラナ
デ。

10世紀第3四
半期

第９９図 ８ 須恵器 
羽釜

竈
口縁部～胴部上
位片

口 
鍔

２１．０  
２３．３ 

細砂粒・粗砂粒・
褐粒／酸化焔／明
黄褐

ロクロ整形。鍔は貼付、内面胴部はヘラナデ。 10世紀第3四
半期

第９９図 ９ 須恵器 
羽釜

竈 
口縁部～胴部上
位片

口 １９．８  細砂粒・粗砂粒・
褐粒／酸化焔／明
黄褐

ロクロ整形。鍔は貼付。 10世紀第3四
半期
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挿　図 
ＰＬ．Ｎｏ． Ｎｏ． 種 類 

器 種
出土位置 
残 存 率 計測値 胎土／焼成／色調 

石材・素材等 成 形 ・ 整 形 の 特 徴 備 考

第９９図 １０ 須恵器 
羽釜

埋土
口縁部～胴部上
位１／２

口 
鍔

２０．０  
２４．４ 

細砂粒・粗砂粒／
酸化焔／にぶい黄
橙

ロクロ整形、回転右回りか。鍔は貼付、胴部はヘラ削り。10世紀第3四
半期

第９９図 
ＰＬ．1０6 １１ 須恵器 

羽釜
埋土・竈
口縁部～胴部上
位片

口 
鍔

２０．０  
２４．４ 

細砂粒・粗砂粒／
酸化焔／にぶい褐

ロクロ整形。鍔は貼付、胴部はヘラ削り。内面胴部は
ヘラナデ。

10世紀第3四
半期

第９９図 
ＰＬ．1０6 １２ 須恵器 

羽釜
竈
口縁部～胴部上
半片

口 
鍔

２２．２  
２５．６ 

細砂粒・粗砂粒／
酸化焔／にぶい橙

ロクロ整形、回転右回りか。鍔は貼付、胴部はヘラ削り。
内面胴部はヘラナデ。

10世紀第3四
半期

第９９図 
ＰＬ．1０6 １３ 須恵器 

羽釜
竈 
口縁部～底部
１／４

口 
鍔

２２．４  
２３．５ 

底 
高

９．０ 
２７．９ 

細砂粒・粗砂粒／
酸化焔／にぶい黄
橙

ロクロ整形、回転右回り。鍔は貼付、胴部と底部はヘ
ラ削り。内面は底部から胴部がヘラナデ。

胴部最大径
２４．８㎝
10世紀第3四
半期

Ｃ区46号住居
挿　図 
ＰＬ．Ｎｏ． Ｎｏ． 種 類 

器 種
出土位置 
残 存 率 計測値 胎土／焼成／色調 

石材・素材等 成 形 ・ 整 形 の 特 徴 備 考

第１０１図 
ＰＬ．1０6 １ 須恵器 

椀
床直 
口縁部一部欠

口 
底

１２．３  
６．０ 

台 
高

５．８ 
４．９ 

細砂粒・粗砂粒／
酸化焔／灰白

ロクロ整形、回転右回り。底部回転糸切り後高台を貼
付。

10世紀第2四
半期

第１０１図 
ＰＬ．1０6 ２ 灰釉陶器 

段皿
床直 
１／４

口 
底

１２．７  
６．０ 

台 
高

６．０ 
２．０ 

微砂粒／還元焔／
灰白

ロクロ整形、回転右回り。底部は回転ヘラナデ、高台
は貼付、施釉方法は漬け掛け。内面底部に輪積痕が残
る。

大原２号窯式
期
10世紀第2四
半期

第１０１図 
ＰＬ．０００ ３ 灰釉陶器 

皿
床直 
１／２

口 
底

１２．６  
７．０ 

台 
高

６．６ 
２．６ 

微砂粒／還元焔／
灰白

ロクロ整形、回転右回り。底部は回転ヘラナデ、高台
は貼付、施釉方法は刷毛塗りか。

光ケ丘１号窯
式期
10世紀第2四
半期

第１０１図 
ＰＬ．０００ ４ 土師器 

甕
床直
口縁部～胴部上
位１／２

口 １８．６  細砂粒／良好／赤
褐

口縁部から頸部は横ナデ、胴部はヘラ削り。内面は胴
部がヘラナデ。

10世紀第2四
半期

Ｃ区47号住居
挿　図 
ＰＬ．Ｎｏ． Ｎｏ． 種 類 

器 種
出土位置 
残 存 率 計測値 胎土／焼成／色調 

石材・素材等 成 形 ・ 整 形 の 特 徴 備 考

第１０２図 １ 土師器 
甕

埋土
底部～胴部下位
片

底 １４．０    細砂粒・粗砂粒／
良好／にぶい赤褐

底部は砂底か。胴部はヘラ削り。内面は底部がナデ、
胴部はヘラナデ。 10世紀後半

Ｃ区49号住居
挿　図 
ＰＬ．Ｎｏ． Ｎｏ． 種 類 

器 種
出土位置 
残 存 率 計測値 胎土／焼成／色調 

石材・素材等 成 形 ・ 整 形 の 特 徴 備 考

第１０４図 
ＰＬ．1０6 １ 須恵器 

椀
埋土 
１／２

口 
底

１１．１  
５．２ 

台 
高

５．８ 
４．５

細砂粒／酸化焔／
にぶい黄橙

ロクロ整形、回転右回り。底部は回転ヘラナデ、高台
は貼付。

10世紀第1四
半期

第１０４図 ２ 須恵器 
羽釜

床直 
口縁部～鍔片

口 
鍔

１９．０  
２１．６ 

細砂粒／還元焔／
灰黄 ロクロ整形。鍔は貼付。 10世紀第1四

半期

第１０４図 ３ 須恵器 
羽釜

床直 
口縁部片

口 
鍔

２１．０  
２４．３ 

細砂粒／還元焔／
褐灰 ロクロ整形。鍔は貼付。 10世紀第1四

半期
第１０４図 
ＰＬ．1０6 ４ 石製品 

石製品
床直 
完形

長 
幅

２．０ 
１．９

厚 
重

１．６ 
８．３ 流紋岩 研磨により極円形に整形されていると考えられる。 10世紀第1四

半期

第１０４図 
ＰＬ．1０6 ５ 鉄製品 

刀装具
床直 
ほぼ完形

長 
幅

３．６ 
１．９

厚 
重

１．０ 
６．８６

断面狭長方形の帯状の鉄板を狭卵型に丸めた鉄製品。
刀等刃物の装具とも見られるが錆化が著しく詳細は不
明。

第１０４図 
ＰＬ．1０6 ６ 鉄製品 

刀子
埋土 
ほぼ完形

長 
幅

２２．９ 
５．４

厚 
重

０．７ 
１１１．９３

薄い柳葉形の鉄製品で一端には茎状の突起を持つ。一
見利器とも見られるが薄い板状で刃部は形成されてい
ない。未製品とも考えられるが詳細は不明。

Ｃ区50号住居
挿　図 
ＰＬ．Ｎｏ． Ｎｏ． 種 類 

器 種
出土位置 
残 存 率 計測値 胎土／焼成／色調 

石材・素材等 成 形 ・ 整 形 の 特 徴 備 考

第１０５図 
ＰＬ．1０6 １ 須恵器 

椀
埋土 
３／４

口 
底

１５．３  
７．６ 

台 
高

７．２ 
５．３ 

細砂粒／還元焔／
灰白

ロクロ整形、回転右回り。底部は回転ヘラナデ、高台
は貼付。

10世紀第1四
半期

第１０６図 ２ 須恵器 
皿

埋土 
口縁部～底部片

口 
底

１４．４  
７．２ 

台 
高

７．０ 
３．２ 

微砂粒／還元焔／
灰白

ロクロ整形、回転右回りか。底部整形は不明、高台は
貼付。施釉方法不明。

光ケ丘１号窯
式期か。
10世紀第1四
半期

第１０６図 ３ 灰釉陶器 
壷

埋土 
胴部中位～底部
１／２

底 
台

１０．０  
１０．２ 

微砂粒／還元焔／
灰白

ロクロ整形、回転右回り。底部は回転ヘラナデ、高台
は貼付、胴部下位に回転ヘラ削り。施釉方法は刷毛塗
りか。

長頸壺か。高
台に焼台が付
着。
10世紀第1四
半期

第１０６図 ４ 土師器 
小型甕

埋土
口縁部～胴部上
位片

口 １４．７  細砂粒／良好／に
ぶい褐

口縁部から頸部は横ナデ、胴部はヘラ削り。内面は胴
部がヘラナデ。

10世紀第1四
半期

第１０６図 ５ 土師器 
甕

竈
口縁部～胴部下
位１／３

口 
胴

１９．６  
２１．０ 

細砂粒／良好／に
ぶい橙

外面頸部に輪積痕が残る。口縁部から頸部は横ナデ、
胴部はヘラ削り。内面は胴部がヘラナデ。

10世紀第1四
半期

第１０６図 ６
鉄製品 
紡錘車
(紡輪)

掘方 
ほぼ完形

長 
幅

６．０ 
５．７

厚 
重

０．６ 
２４．４８

ほぼ円形の紡錘車の紡輪。中央の孔は円形で錆化した
土砂により閉塞されている。
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挿　図 
ＰＬ．Ｎｏ． Ｎｏ． 種 類 

器 種
出土位置 
残 存 率 計測値 胎土／焼成／色調 

石材・素材等 成 形 ・ 整 形 の 特 徴 備 考

第１０８図 
ＰＬ．1０7 １ 土師器 

杯
埋土 
３／４

口 
底

１１．７  
９．２ 

高 ３．５ 細砂粒／良好／明
褐 口縁部は横ナデ、体部はナデ、底部は手持ちヘラ削り。10世紀第3四

半期

第１０８図 
ＰＬ．1０7 ２ 土師器 

杯
竈 
３／４

口 
底

１２．０  
９．０ 

高 ３．４ 細砂粒／良好／に
ぶい橙 口縁部は横ナデ、体部はナデ、底部は手持ちヘラ削り。

外面底部に墨
書「大」。
10世紀第3四
半期

第１０８図 ３ 須恵器 
杯

床直 
口縁部～底部片

口 
底

１２．４  
６．０ 

高 ３．５ 細砂粒／還元焔／
灰 ロクロ整形、回転右回り。底部は回転糸切り無調整。 10世紀第3四

半期
第１０８図 
ＰＬ．1０7 ４ 須恵器 

杯
埋土 
１／４

口 
底

１３．４  
６．６ 

高 ３．５ 細砂粒／還元焔／
灰白 ロクロ整形、回転右回り。底部は回転糸切り無調整。 10世紀第3四

半期

第１０８図 ５ 須恵器 
椀

埋土 
１／４

口 
底

１４．２  
７．２ 

高 ５．２ 細砂粒／還元焔／
灰白 ロクロ整形、回転右回りか。底部切り離し具法不明。 10世紀第3四

半期
第１０８図 
ＰＬ．1０7 ６ 須恵器 

小型短頸壺
埋土 
口縁部～胴部片

口 
胴

６．０  
１０．４ 

細砂粒・粗砂粒／
還元焔／黄灰 ロクロ整形、回転右回り。底部は回転糸切り無調整。 10世紀第3四

半期

第１０８図 
ＰＬ．1０7 ７ 土師器 

甕
埋土
口縁部～胴部下
位１／３

口 
胴

１９．６  
２１．６ 細砂粒／良好／橙 口縁部から頸部は横ナデ、胴部はヘラ削り。内面は胴

部がヘラナデ。
10世紀第3四
半期

Ｃ区52号住居
挿　図 
ＰＬ．Ｎｏ． Ｎｏ． 種 類 

器 種
出土位置 
残 存 率 計測値 胎土／焼成／色調 

石材・素材等 成 形 ・ 整 形 の 特 徴 備 考

第１１０図 １ 土師器 
甕

竈
口縁部～胴部上
半小片

口 １９．６    細砂粒・粗砂粒／
良好／にぶい赤褐

口縁部は横ナデ、胴部はヘラ削り。内面は胴部がヘラ
ナデ。

10世紀第1四
半期

第１１０図 ２ 土師器 
甕

竈
口縁部～胴部上
位小片

口 ２２．４    細砂粒・粗砂粒／
良好／にぶい赤褐

口縁部は横ナデ、胴部はヘラ削り。内面は胴部がヘラ
ナデ。

10世紀第1四
半期

第１１０図 ３ 土師器 
甕

竈
底部～胴部下位
片

底 １５．２    細砂粒・粗砂粒／
良好／にぶい赤褐

底部は砂底か。胴部はヘラ削り。内面は底部がナデ、
胴部はヘラナデ。

10世紀第1四
半期

Ｃ区53号住居
挿　図 
ＰＬ．Ｎｏ． Ｎｏ． 種 類 

器 種
出土位置 
残 存 率 計測値 胎土／焼成／色調 

石材・素材等 成 形 ・ 整 形 の 特 徴 備 考

第１１１図 １ 須恵器 
杯蓋

埋土 
天井部・摘み

摘 ２．６  細砂粒／還元焔／
灰黄

ロクロ整形、回転右回り。摘みは貼付、天井部中ほど
は回転ヘラ削り。

10世紀第1四
半期

第１１１図 ２ 緑釉陶器 
椀

埋土
底部～体部下位
片

底 
台

５．２  
５．０ 

  微砂粒／還元焔／
灰白

ロクロ整形、回転右回り。底部はヘラナデ、高台は削
り出し。高台の内側を除き施釉。

京都産
10世紀第1四
半期

第１１１図 ３ 灰釉陶器 
稜椀

床直
底部～体部下半
片

底 
台

８．０  
７．６ 

微砂粒／還元焔／
灰白

ロクロ整形、回転右回り。底部は回転ヘラナデ、高台
は貼付、体部下位は回転ヘラ削り。施釉方法不明。

東濃産
10世紀第1四
半期

第１１１図 ４ 須恵器 
羽釜

竈 
口縁部～鍔片

口 
鍔

２０．４  
２５．０ 

細砂粒／酸化焔／
にぶい橙 ロクロ整形。鍔は貼付。 10世紀第1四

半期

第１１１図 ５ 須恵器 
羽釜

床直 
口縁部～鍔片

口 
鍔

２２．０  
２５．４ 

細砂粒／酸化焔／
橙 ロクロ整形。鍔は貼付。 10世紀第1四

半期

第１１１図 
ＰＬ．1０7 ６ 須恵器 

羽釜
床直
口縁部～胴部上
位片

口 
鍔

２１．８  
２５．３ 

細砂粒・粗砂粒／
酸化焔／にぶい橙 ロクロ整形。鍔は貼付。 10世紀第1四

半期

Ｃ区55号住居
挿　図 
ＰＬ．Ｎｏ． Ｎｏ． 種 類 

器 種
出土位置 
残 存 率 計測値 胎土／焼成／色調 

石材・素材等 成 形 ・ 整 形 の 特 徴 備 考

第１１３図 
ＰＬ．1０7 １ 須恵器 

杯
埋土 
１／３

口 
底

１３．５  
７．０ 

高 ３．７ 細砂粒／還元焔／
黄灰

ロクロ整形、回転右回り。底部は回転糸切り無調整。
底部は疑似高台状を呈す。

9世紀第2四
半期

Ｃ区56号住居
挿　図 
ＰＬ．Ｎｏ． Ｎｏ． 種 類 

器 種
出土位置 
残 存 率 計測値 胎土／焼成／色調 

石材・素材等 成 形 ・ 整 形 の 特 徴 備 考

第１１４図 １ 土師器 
小型甕

埋土
口縁部～胴部上
位片

口 １３．２  細砂粒／良好／に
ぶい橙

口縁部から頸部は横ナデ、胴部はヘラ削り。内面は胴
部がヘラナデ。 10世紀前半

第１１４図 ２
土師器 
甕
(ロクロ甕)

竈 
口縁部～胴部上
位片

口 １６．０  細砂粒／良好／に
ぶい橙 ロクロ整形。 10世紀前半

第１１４図 ３ 須恵器 
羽釜

竈・埋土 
口縁部～鍔片

口 
鍔

１５．６  
２０．０ 

細砂粒／酸化焔／
浅黄 ロクロ整形。鍔は貼付。 10世紀前半

Ｃ区58号住居
挿　図 
ＰＬ．Ｎｏ． Ｎｏ． 種 類 

器 種
出土位置 
残 存 率 計測値 胎土／焼成／色調 

石材・素材等 成 形 ・ 整 形 の 特 徴 備 考

第１１６図 １ 須恵器 
壺

埋土
底部片

底 
台

16.0  
16.0

細砂粒/還元焔/灰
白

ロクロ整形。胴部は底部に粘土紐巻き上げで成形、高
台は貼付。底部は外面が回転ヘラナデ、内面はナデ。

10世紀第1四
半期

第１１６図 ２ 須恵器 
羽釜

埋土 
口縁部～鍔片

口 
鍔

２０．０  
２３．６ 

細砂粒／酸化焔／
橙 ロクロ整形。鍔は貼付。 10世紀第1四

半期

第１１６図 
ＰＬ．1０7 ３ 鉄製品 

釘
埋土 
一部欠損

長 
幅

５．７ 
１．７

厚 
重

１．４ 
１５．１０

断面長方形の角釘。頭は薄く広げて斜めに折り曲げる。
先端は斜めに切断されたような形状で端部も錆に覆わ
れている。

Ｃ区51号住居
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挿　図 
ＰＬ．Ｎｏ． Ｎｏ． 種 類 

器 種
出土位置 
残 存 率 計測値 胎土／焼成／色調 

石材・素材等 成 形 ・ 整 形 の 特 徴 備 考

第１１７図 １ 土師器 
甕

竈
口縁部～胴部上
位片

口 ２０．８  細砂粒／良好／橙 外面頸部に輪積痕が残る。口縁部から頸部は横ナデ、
胴部はヘラ削り。内面は胴部がヘラナデ。

9世紀第2四
半期

Ｃ区13・15号溝
挿　図 
ＰＬ．Ｎｏ． Ｎｏ． 種 類 

器 種
出土位置 
残 存 率 計測値 胎土／焼成／色調 

石材・素材等 成 形 ・ 整 形 の 特 徴 備 考

第１１８図 
ＰＬ．1０7

13
溝
１

須恵器 
椀

13号溝埋土 
口縁部１／４欠損

口 
底

１３．２  
５．４ 

高 ５．１ 細砂粒・粗砂粒／
酸化焔／にぶい黄 ロクロ整形、回転右回り。底部は回転糸切り無調整。 10世紀前半

第１１８図 
ＰＬ．1０7

15
溝
１

灰釉陶器 
椀

15号溝埋土 
１／４

口 
底

１５．４  
７．４ 

台 
高

７．３ 
５．１ 

微砂粒／還元焔／
灰白

ロクロ整形、回転右回り。底部は回転ヘラナデ、高台
は貼付。体部は回転ヘラ削り。 10世紀前半

Ｃ区14号溝
挿　図 
ＰＬ．Ｎｏ． Ｎｏ． 種 類 

器 種
出土位置 
残 存 率 計測値 胎土／焼成／色調 

石材・素材等 成 形 ・ 整 形 の 特 徴 備 考

第１１９図 １ 須恵器 
皿

埋土
完形

口 
底

８．６  
６．３ 

高 ２．６ 細砂粒／酸化焔／
にぶい黄橙 ロクロ整形、回転右回り。底部は回転糸切り無調整。

内面全体と外
面口縁部に煤
が付着。
10世紀前半

第１１９図 ２ 灰釉陶器 
椀

埋土 
３／４

口 
底

１３．９  
７．１ 

台 
高

６．６ 
４．４ 

微砂粒／還元焔／
灰白

ロクロ整形、回転右回り。底部は回転ヘラナデ、高台
は貼付。施釉方法不明。

光ケ丘１号窯
式期
10世紀前半

第１１９図 ３ 石製品 
砥石

埋土 
ほぼ完形

長 
幅

(１３．３) 
３．１

厚 
重

２．８ 
１１４．６ 砥沢石

砥面は１面認められ、正面は研ぎ減りにより外湾する。
右側面の痕跡は平タガネ痕の可能性がある。上部及び
下部欠損。

第１１９図 ４ 石製品 
石臼

埋土 
１／２

径 
高

（３６．０） 
（１４．０）

厚 
重

棒軸径
（3．5） 
９９００．０

粗粒輝石安山岩
上面中央に直径約３５ｍｍの軸受孔が認められる。上面(挽
面)は比較的滑らかである。外面と底面には棒状工具
痕が認められる。

Ｃ区3・4号河道
挿　図 
ＰＬ．Ｎｏ． Ｎｏ． 種 類 

器 種
出土位置 
残 存 率 計測値 胎土／焼成／色調 

石材・素材等 成 形 ・ 整 形 の 特 徴 備 考

第１２１図 
ＰＬ．1０7 １ 須恵器 

椀
埋土 
口縁部片

口 １４．０  細砂粒・粗砂粒・
褐粒／酸化焔／浅
黄橙

ロクロ整形。 10世紀第3四
半期

第１２１図 
ＰＬ．1０7 ２ 須恵器 

椀
埋土 
完形

口 
底

１３．４  
７．０ 

台 
高

８．６ 
５．６ 

細砂粒・粗砂粒／
酸化焔／橙

ロクロ整形、回転右回り。底部回転糸切りか、高台を
貼付。

10世紀第3四
半期

第１２１図 
ＰＬ．1０7 ３ 須恵器 

椀
埋土 
１／３

口 
底

１４．４  
７．４ 

台 
高

８．２ 
６．１ 

細砂粒・粗砂粒／
酸化焔／橙

ロクロ整形、回転右回り。底部は回転ヘラナデ、高台
は貼付。

10世紀第3四
半期

第１２１図 ４ 灰釉陶器 
椀

埋土 
口縁部片

口 １８．０  微砂粒／還元焔／
灰白

ロクロ整形、回転右回りか。体部下位は回転ヘラ削り。
内面口唇部に凹線が１条巡る。施釉方法は漬け掛け。

虎渓山１号窯
式期
10世紀第3四
半期

第１２１図 ５ 灰釉陶器 
椀

埋土
底部～体部下位
片

底 
台

７．０  
７．２ 

微砂粒／還元焔／
灰白

ロクロ整形、回転右回り。底部は回転ヘラナデ、高台
は貼付。施釉方法は不明。

大原２号窯式
期
10世紀第3四
半期

第１２１図 
ＰＬ．1０7 ６ 須恵器 

羽釜
埋土 
１／３

口 
鍔

１９．５  
２４．０ 

底 
高

８．０ 
２５．６ 

細砂粒・粗砂粒／
酸化焔／にぶい橙

ロクロ整形。鍔は貼付、胴部と底部はヘラ削り。内面
は底部から胴部がヘラナデ。

胴部最大径
２３．４㎝
10世紀第3四
半期

Ｃ区土坑
挿　図 
ＰＬ．Ｎｏ． Ｎｏ． 種 類 

器 種
出土位置 
残 存 率 計測値 胎土／焼成／色調 

石材・素材等 成 形 ・ 整 形 の 特 徴 備 考

第１３７図 
ＰＬ．1０7 １ 鉄製品 

釘
102号土坑埋土 
破片

長 
幅

４．９ 
０．９

厚 
重

０．７ 
３．３６

断面ほぼ正方形の角釘と見られる鉄製品破片。端部に
向かい細くなる。頭側は劣化破損する。木質等の痕跡
は見られない。

第１３７図 ２ 灰釉陶器 
椀

171号土坑埋土
底部～体部下位
片

底 
台

８．０  
７．５ 

微砂粒・長石粒／
還元焔／灰白

ロクロ整形、回転右回り。底部は回転ヘラナデ、高台
は貼付。施釉方法は不明。

大原２号窯式
期
10世紀第1四
半期

第１３７図 ３ 灰釉陶器 
椀

172号土坑埋土
底部～体部下半
片

底 
台

７．４  
７．０ 

微砂粒／還元焔／
灰白

ロクロ整形、回転右回り。底部は回転ヘラナデ、高台
は貼付。施釉方法は不明。

内面を転用硯
として使用
か。
10世紀第1四
半期

第198図 ４
瀬戸･美濃
陶器 
火鉢

218号土坑埋土 
肩部片

    浅黄 外面に浮彫様の型作り文様を貼付け、緑色釉を掛ける。
釉に貫入入る。内面無釉。

江戸時代後期
か？

第１98図 ５ 在地系土器 
鉢か？

218号土坑埋土 
底部片

 
底

 
(１３．９)

  淡褐灰 焼成良、硬質。内面横ナデ。外面かるい研磨。底部焙
烙様、かるい研磨。 江戸時代か？

第１３７図 
ＰＬ．1０7 6 須恵器 

椀
230号土坑埋土 
３／４

口 
底

１３．６  
７．０ 

細砂粒・粗砂粒／
酸化焔／にぶい橙 ロクロ整形、回転右回り。底部は回転糸切り無調整。 10世紀前半

第１３７図 7 須恵器 
羽釜

235号土坑埋土 
口縁部～鍔片

口 
鍔

１９．９  
２３．８ 

細砂粒／酸化焔／
にぶい黄橙 ロクロ整形。鍔は貼付。 10世紀前半

Ｃ区59号住居
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挿　図 
ＰＬ．Ｎｏ． Ｎｏ． 種 類 

器 種
出土位置 
残 存 率 計測値 胎土／焼成／色調 

石材・素材等 成 形 ・ 整 形 の 特 徴 備 考

第１３７図 
ＰＬ．1０7 8 灰釉陶器 

皿
243号土坑埋土 
口縁部片

口 １４．０  微砂粒／還元焔／
灰黄 ロクロ整形、回転右回り。施釉方法は刷毛塗り。

光ケ丘１号窯
式期
10世紀前半

第１３７図 
ＰＬ．1０7 9 須恵器 

椀
244号土坑底部
口縁一部欠

口 
底

13.3  
7.1 

台 
高

6.5 
5.0 

細砂粒/還元焔/灰
黄

ロクロ整形、回転右回り。底部回転糸切り後高台を貼
付。

口縁部の一部
に煤が付着。
10世紀前半

第１３７図 
ＰＬ．1０7 10 須恵器 

椀
244号土坑底部 
完形

口 
底

１４．５  
６．３ 

台 
高

５．４ 
５．６ 

細砂粒・粗砂粒・
長石／還元焔／灰
黄

ロクロ整形、回転右回り。底部回転糸切り後高台を貼
付。 10世紀前半

第１３７図 
ＰＬ．1０7 11 灰釉陶器 

皿
244号土坑底部
完形

口 
底

１３．９  
７．２ 

台 
高

６．６ 
３．０ 

微砂粒／還元焔／
灰白

ロクロ整形、回転右回り。底部は回転ヘラナデ、高台
は貼付、体部下半は回転ヘラ削り。施釉方法は漬け掛
け。

大原２号窯式
期
10世紀前半

第１３８図 
ＰＬ．1０7 12 灰釉陶器 

椀
244号土坑底部 
完形

口 
底

１０．８  
５．４ 

台 
高

５．４ 
３．７ 

微砂粒／還元焔／
灰白

ロクロ整形、回転右回り。底部は回転ヘラナデ、高台
は貼付。施釉方法は漬け掛け。内面底部に重ね焼き痕
が残る。

大原２号窯式
期
10世紀前半

第１３８図 13 鉄製品 
釘

244号土坑埋土 
破片

長 
幅

２．９ 
３．４

厚 
重

１．７ 
６．３０

断面長方形の角釘先端付近の破片。先端部分は曲がり
全体に針葉樹板目材の木質に覆われている。

第１３８図 
ＰＬ．1０8 14 鉄製品 

釘
244号土坑底部 
先端欠

長 
幅

６．１ 
１．８

厚 
重

１．６ 
１５．５１

断面ほぼ正方形の角釘。頭は薄く広げ折り曲げる。頭
から約2.5㎝は針葉樹板目材そこから先端までは針
葉樹木口材の木質に覆われる。

第１３８図 
ＰＬ．1０8 15 鉄製品 

釘
244号土坑埋土 
ほぼ完形

長 
幅

８．１ 
２．１

厚 
重

１．２ 
１５．５１

断面ほぼ正方形の角釘。頭は薄く広げ折り曲げるが厚
く木質に覆われているため詳細は不明。頭から約4㎝
は針葉樹板目材そこから先端までは針葉樹木口材の木
質に覆われる。

第１３８図 
ＰＬ．1０8 16 鉄製品 

釘
244号土坑底部 
ほぼ完形

長 
幅

８．３ 
２．７

厚 
重

２．２ 
７．８４

断面長方形の角釘。頭は薄く広げ緩やかに曲がり、先
端はやや丸みを持つ。頭側約3㎝は針葉樹の板目材、
その先は針葉樹木口材の木質に覆われる。

第１３８図 
ＰＬ．1０8 17 須恵器 

椀
260号土坑埋土 
１／３

口 
底

１４．６  
６．８ 

台 
高

６．４ 
５．０ 

細砂粒・粗砂粒／
還元焔／灰黄

ロクロ整形、回転右回り。底部回転糸切り後高台を貼
付。 10世紀前半

第１３８図 
ＰＬ．1０8 18 鉄製品 

鈴
262号土坑埋土 
ほぼ完形

長 
幅

３．８ 
３．８

厚 
重

２．８ 
１４．９０

厚さ1ｍｍほどの薄い金属製板で作られた鈴。下側は
つぶれ変形している。全体に鉄さびに覆われるが一部
に緑青が見られる。

第１３８図 
ＰＬ．1０8 19 鉄製品 

鈴
262号土坑埋土 
一部欠損

長 
幅

３．７ 
３．６

厚 
重

２．９ 
１５．５２

厚さ1ｍｍほどの薄い金属製板で作られた鈴。中央に
重ね部分が有り上下を別々に作り合わせたものと考え
られる。全体に鉄さびに覆われるが一部に銅錆も見ら
れる。

第１３８図 
ＰＬ．1０8 20 鉄製品

不詳
262号土坑埋土 
ほぼ完形

長 
幅

５．７ 
２．７

厚 
重

１．４ 
１２．３４

断面ほぼ正方形でＪの字状に曲がる鉄製品。錆化化著
しく泥錆に厚く覆われ本体は脆弱なため詳細は不明。

第１３８図 
ＰＬ．1０8 21 鉄製品 

不詳
262号土坑埋土
ほぼ完形

長 
幅

９．６ 
２．８

厚 
重

１．２ 
４９．７０

薄い短冊状の鉄板で一端部は丸く舌状。反対側の端部
は不定形でねじ曲がり破損後錆化の可能性もある。木
質等の痕跡は見られない。

第１98図 22 在地系土器 
焙烙

263号土坑埋土 
体部破片

    灰黄白～黒灰 体部外傾。底部平底。内外面燻し、黒色化。内外面横
ナデ。外面に使用による煤付着。 江戸時代

第１３８図 ２3 石製品 
板碑片

263号土坑埋土
不明

長 
幅

（15.9） 
（10.5）

厚 
重

（3.5） 
924.8 緑色片岩 破片であり全体形状及び部位は不明。

第１３８図 
ＰＬ．1０8 24 石製品 

砥石
266号土坑埋土 
ほぼ完形

長 
幅

(１５．０) 
２．７

厚 
重

２．２ 
１２２．３ 砥沢石

砥面は正面だけであり、研ぎ減りにより外湾する。左
右側面と裏面には櫛歯タガネ痕が明瞭に残る。上部欠
損。

第１３８図 25 須恵器 
椀

322号土坑埋土 
１／３

口 
底

１５．８  
６．６ 

細砂粒／還元焔／
灰白

ロクロ整形、回転右回り。底部回転糸切り後高台を貼
付が剥落。 10世紀前半

Ｃ区ピット
挿　図 
ＰＬ．Ｎｏ． Ｎｏ． 種 類 

器 種
出土位置 
残 存 率 計測値 胎土／焼成／色調 

石材・素材等 成 形 ・ 整 形 の 特 徴 備 考

第１４4図 
ＰＬ．1０8 １ 須恵器 

椀
464号ピット
埋土 
完形

口 
底

１３．０  
６．４ 

台 
高

５．２ 
５．６ 

細砂粒・粗砂粒／
酸化焔／にぶい橙

ロクロ整形、回転右回り。底部回転糸切り後高台を貼
付。 10世紀前半

第１４4図 
ＰＬ．1０8 ２ 石製品 

砥石
487号ピット
埋土 
完形

長 
幅

１２．３ 
２．９

厚 
重

２．３ 
１１１．９ 砥沢石

正面は研ぎ減りによりやや外湾する。上面は山形を呈
し斜め方向の細かい線条痕が集中する。左右側面と裏
面には櫛歯タガネ痕が明瞭に残る。右側面の下方には
横方向の線条痕が多数認められ、一部砥面として利用
された可能性がある。

Ｃ区遺構外
挿　図 
ＰＬ．Ｎｏ． Ｎｏ． 種 類 

器 種
出土位置 
残 存 率 計測値 胎土／焼成／色調 

石材・素材等 成 形 ・ 整 形 の 特 徴 備 考

第１４５図 
ＰＬ．1０8 １ 須恵器 

皿
表土 
１／４

口 
底

９．２  
５．０ 

高 １．９ 細砂粒／酸化焔／
浅黄橙 ロクロ整形、回転右回り。底部は回転糸切り無調整。

口唇部の一部
に煤が付着。
10世紀後半

第１４５図 
ＰＬ．1０8 ２ 須恵器 

皿
トレンチ 
１／３

口 
底

１１．４  
６．７ 

台 
高

６．６ 
３．０ 

細砂粒・粗砂粒／
酸化焔／灰白

ロクロ整形、回転右回り。底部回転糸切り後高台を貼
付。 10世紀後半

第１４５図 ３ 須恵器 
杯

表土 
口縁部片

口 １５．０  細砂粒／還元焔／
灰 ロクロ整形、回転右回りか。 10世紀後半

第１４５図 
ＰＬ．1０8 ４ 須恵器 

杯
表土 
１／３

口 
底

９．６  
５．０ 

高 ２．８ 細砂粒／酸化焔／
にぶい橙 ロクロ整形、回転右回り。底部は回転糸切り無調整。 10世紀後半

第１４５図 
ＰＬ．1０8 ５ 須恵器 

杯
表土 
１／４

口 
底

１２．４  
６．０ 

高 ３．５ 細砂粒／酸化焔／
灰黄 ロクロ整形、回転右回り。底部は回転糸切り無調整。 9世紀後半

第１４５図 ６ 須恵器 
椀

表土 
口縁部片

口 １４．８  細砂粒／還元焔／
黄灰 ロクロ整形、回転右回りか。 10世紀後半
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挿　図 
ＰＬ．Ｎｏ． Ｎｏ． 種 類 

器 種
出土位置 
残 存 率 計測値 胎土／焼成／色調 

石材・素材等 成 形 ・ 整 形 の 特 徴 備 考

第１４５図 
ＰＬ．1０8 ７ 須恵器 

椀
表土 
口縁部片

口 １２．６  細砂粒／酸化焔／
浅黄 ロクロ整形、回転右回り。 10世紀後半

第１４５図 
ＰＬ．1０8 ８ 須恵器 

椀
表土 
１／２

口 
底

１２．０  
６．８ 

台 
高

６．４ 
４．８ 

細砂粒・粗砂粒／
還元焔／淡黄

ロクロ整形、回転右回り。底部回転糸切り後高台を貼
付。 10世紀後半

第１４５図 ９ 須恵器 
椀

表土 
１／４

底 
台

７．０  
６．０ 

細砂粒／還元焔・
燻／暗灰黄

ロクロ整形、回転右回り。底部回転糸切り後高台を貼
付。 10世紀後半

第１４５図 １０ 灰釉陶器 
段皿

表土 
口縁部片

口 １２．５    微砂粒／還元焔／
灰白

ロクロ整形、回転右回り。口唇部に輪花が施されてい
る。施釉方法は刷毛塗り。

光ヶ丘１号窯
式期
10世紀後半

第１４５図 １１ 灰釉陶器 
段皿

表土 
口縁部片

口 １６．０    微砂粒／還元焔／
灰白

ロクロ整形、回転右回り。口唇部に輪花が施されてい
る。施釉方法は刷毛塗り。

光ヶ丘１号窯
式期
10世紀後半

第１４６図 １２ 灰釉陶器 
皿

表土 
１／４

口 
底

１３．６  
７．４ 

台 
高

７．０ 
２．７ 

微砂粒／還元焔／
灰白

ロクロ整形、回転右回り。底部は回転ヘラナデ、高台
は貼付。施釉方法は漬け掛け。

大原２号窯式
期
10世紀後半

第１４６図 １３ 灰釉陶器 
椀

表土 
口縁部片

口 １５．２  微砂粒／還元焔／
灰 ロクロ整形、回転右回り。施釉方法は漬け掛け。

大原２号窯式
期
10世紀後半

第１４６図 １４ 灰釉陶器 
椀

表土 
体部片

  微砂粒／還元焔／
灰黄

ロクロ整形。施釉方法は刷毛塗りか。体部に陰刻花文
が施文。

光ヶ丘１号窯
式期
10世紀後半

第１４６図 １５ 緑釉陶器 
椀

表土
底部～体部下位
片

底 
台

６．０  
５．８ 

微砂粒／還元焔／
灰白

ロクロ整形。高台は削り出し。施釉は高台内側を除い
た範囲。

丹波篠産か。
9世紀中半

第１４６図 １６ 灰釉陶器 
椀

表土
底部～体部下位
片

底 
台

６．５  
６．０ 

微砂粒／還元焔／
灰白

ロクロ整形、回転右回り。底部は回転ヘラナデ、高台
は貼付。施釉方法は不明。

大原２号窯式
期
10世紀後半

第１４６図 １７ 灰釉陶器 
鉢

表土 
口縁部片

口 １５．７    微砂粒／還元焔／
灰白 ロクロ整形、回転右回り。施釉方法は刷毛塗りか。

光ヶ丘１号窯
式期
10世紀後半

第１４６図 
ＰＬ．1０8 １８ 須恵器 

長頸壺
表土
口縁部～胴部上
位

口 
胴

５．８  
８．８ 

細砂粒／還元焔／
灰

ロクロ整形、回転右回り。頸部にて口縁部と胴部を接
合。

平城宮分類壺
Ｇ
8世紀後半

第１４６図 
ＰＬ．1０8 １９ 土師器 

小型甕
表土
口縁部～胴部上
位１／３

口 １２．４  細砂粒／良好／褐 外面頸部に輪積痕が残る。口縁部から頸部は横ナデ、
胴部はヘラ削り。内面は胴部がヘラナデ。 10世紀後半

第１４６図 ２０ 土師器 
甕

表土 
口縁部片

口 １９．０  細砂粒／良好／に
ぶい橙 口縁部から頸部は横ナデ。 10世紀後半

第１４６図 ２１ 土師器 
甕

表土
口縁部～胴部上
位片

口 ２０．０  細砂粒／良好／橙 外面頸部に輪積痕が残る。口縁部から頸部は横ナデ、
胴部はヘラ削り。内面は胴部がヘラナデ。 10世紀後半

第１４６図 ２２ 土師器 
甕

表土
口縁部～胴部上
位片

口 １９．７  細砂粒／良好／橙 口縁部から頸部は横ナデ、胴部はヘラ削り。内面は胴
部がヘラナデ。 10世紀後半

第１４６図 ２３ 須恵器 
羽釜

表土 
口縁部～鍔片

口 
鍔

２０．０  
２３．０ 

細砂粒／酸化焔／
にぶい黄褐 ロクロ整形。鍔は貼付。内面胴部に指ナデが残る。 10世紀後半

第１４６図 
ＰＬ．1０8 ２4 須恵器 

不明
表土 
一部欠損

縦 
横

８．８  
１１．１ 

厚 １．０ 細砂粒／還元焔／
灰黄 内外面ともヘラナデ、側面はヘラによる面取り。 10世紀後半

第198図 ２5
瀬戸･美濃
磁器 
染付蓋

表土 
１／４

口 
底

１．１ 
(５．０)

高 １．７ 白 宝珠型の摘みがつく。表面に手描きの染付。裏面無釉。
裏面に重焼痕。 近代

第198図 26
瀬戸･美濃
磁器 
染付端反小
碗

表土 
１／２

口 
底

(７．０) 
３．０

高 ４．４ 白 外面に筏流し図染付。内面無文。 近代

第198図 27
中国龍泉窯
青磁 
蓮弁文碗

表土 
底部１／３

 
底

 
(５．０)

  暗灰 厚手。内外面に緑灰色の青磁釉。畳付と高台内は無釉。
底部内面と畳付がスレ。 中世

第198図 28 肥前磁器 
染付碗

表土 
体部片

口 
底

(７．１) 
(３．５)

高 ５．８ 灰白 外面に染付、内面無文。左手割れ口に焼継ぎ痕。 江戸時代後期

第198図 29
瀬戸･美濃
磁器 
碗

表土 
１／２

口 
底

(１１．５) 
(３．６)

高 ４．６ 白 内外面に型紙摺の文様。 近代

第198図 30
瀬戸･美濃
磁器 
碗

表土 
１／４

口 
底

(１２．１) 
(４．３)

高 ５．１ 白 内外面に型紙摺の文様。 近代

第198図 ３１ 肥前陶器 
呉器手碗

表土 
体部下半1/3

 
底 4.4

 浅黄 内外面に灰釉、貫入入る。 江戸時代

第199図 32
瀬戸･美濃
陶器 
錆釉碗

表土 
体部１／６

口 (１１．７)   浅黄 内外面に泡立つような錆釉。 江戸時代

第199図 ３３
瀬戸･美濃
陶器 
緑釉端反碗

表土 
１／４

口 
底

(１１．０) 
(３．９)

高 ６．７ 浅黄 内面から外面腰上まで緑色の釉、細かな貫入入る。釉
は一部乳青色。 江戸時代

第199図 34
瀬戸･美濃
陶器 
腰錆碗

表土 
底部１／３

 
底

 
(４．０)

  淡黄 内面に灰釉、貫入入る。外面に錆釉。 江戸時代後期

第199図 35 信楽系陶器 
灰釉碗

表土 
１／４

口 
底

(９．５) 
(５．６)

高 ６．０ 淡黄 内面から外面腰まで透明な灰釉、貫入入る。 江戸時代後期
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挿　図 
ＰＬ．Ｎｏ． Ｎｏ． 種 類 

器 種
出土位置 
残 存 率 計測値 胎土／焼成／色調 

石材・素材等 成 形 ・ 整 形 の 特 徴 備 考

第199図 36 肥前磁器 
染付皿

表土 
底部片

 
底

 
(７．８)

  灰白 外面と見込に染付。高台内に一重圏線。 江戸時代

第199図 ３７
瀬戸･美濃
磁器 
皿

表土 
１／３

口 
底

(１４．６) 
(８．０)

高 ２．７ 白 内面に銅板転写の文様。口唇部に錆釉。外面無文。 近代

第199図 38 肥前陶器 
刷毛目皿

表土 
腰下２／３

 
底

 
６．０

  浅黄 内外面に刷毛目。 江戸時代

第199図 ３９
瀬戸･美濃
陶器 
灰釉輪禿皿

表土 
１／５

口 
底

(１１．７) 
(７．０)

高 ２．５ 灰白 厚手。見込に段差。体部内外面と見込に白濁した灰釉。
大窯内禿皿か？ 江戸時代

第199図 40
瀬戸･美濃
陶器 
鉄絵皿

表土 
1/3

口 
底

(11.0) 
(6.8) 高 2.7 灰白 内面に鉄絵、内外面に灰釉。底部内外面に目痕各1箇

所。 江戸時代

第199図 41
瀬戸･美濃
陶器 
鉄釉ひょう
そく

表土 
口縁部片

口 (５．０)   灰褐 薄手で小型。内外面に鉄釉。 江戸時代

第199図 42
瀬戸･美濃
陶器 
染付徳利

表土 
完形

口 
底

２．９ 
７．０

高 ２２．５ 不明 体部に手描き染付。口縁部内面から外面、及び高台内
まで乳灰色の灰釉。 近代

第199図 43
瀬戸･美濃
陶器 
灰釉甕

表土 
底部１／３

 
底

 
(９．２)

  灰 薄手。外面に灰釉、貫入入る。外面無釉、灰釉薄くか
かる。 近代か

第200図 44 常滑陶器 
甕

表土 
胴部片

    暗灰オリーブ～赤
灰

外面平滑、錆釉薄塗り。内面に接合痕と指痕。内面茶
色に変色。 中世

第200図 45
瀬戸･美濃
陶器 
灰釉灰落と
し

表土 
体部下半１／２

 
底

 
６．３

  灰 筒形で外面腰まで灰釉、一部に鉄釉かける。貫入入る。
内面無釉。 江戸時代

第200図 46
瀬戸･美濃
陶器 
戸車

表土 
完形

長 
幅

４．５ 
４．５

厚 １．１ 灰白 内周と外周の平坦面に灰釉。内周のスレほとんど無し。
片面のよごれは墨書か？。 江戸時代後期

第200図 47 在地系土器 
皿

表土 
底部3/4 底 5.4 明橙 体部が内湾しながら開く。底部回転糸切り痕。内面指

ナデ痕。 中世後半

第200図 48 在地系土器 
焙烙

表土 
口縁部片

    黄褐～黒灰 厚手、硬質。口縁部直立、底部平坦。腰下を丸く削り
取る。内外面燻し、黒色化。内外面横ナデ。 江戸時代

第200図 ４９ 在地系土器 
焙烙

表土 
口縁部片 淡黄灰 焼成良、硬質。内外面燻し、黒色化。内外面横ナデ。 江戸時代

第１４７図 
ＰＬ．1０8 ５０ 石製品 

砥石
表土 
２／３

長 
幅

(１１．３) 
３．３

厚 
重

３．４ 
１６８．１ 砥沢石

砥面は２面認められる。正面は研ぎ減りにより外湾す
る。裏面には縦方向の細かい線条痕が集中する。右側
面の痕跡は平タガネ痕の可能性がある。

第１46図 
ＰＬ．1０8 ５１ 石製品 

板碑片
表土 
不明

長 
幅

(１２．８) 
(１１．２)

厚 
重

(２．０) 
４５５．８ 緑色片岩 破片であり全体形状及び部位は不明。

第１４７図 
ＰＬ．1０8 ５２ 石製品 

板碑片
表土 
不明

長 
幅

(１３．０) 
(１０．６)

厚 
重

３．２ 
７４７．５ 緑色片岩 破片であり全体形状及び部位は不明。

第１４７図 
ＰＬ．1０8 ５３ 石製品 

石製品
表土 
ほぼ完形

長 
幅

２３．８ 
２４．６

厚 
重

１２．８ 
７０００．０ 粗粒輝石安山岩

外面にはわずかに平ノミ状の工具痕が残る。中央付近
に上端径約１４ｃｍ、底部径約６ｃｍ、深さ約９ｃｍの漏斗状
の孔があり、底面側からの穿孔によりつながる。

第１４７図 
ＰＬ．1０8 ５４ 鉄製品 

火打金
表土 
ほぼ完形

長 
幅

６．１ 
２．５

厚 
重

０．７ 
１２．５２

山形の火打金で中央部に2.5ｍｍほどの円孔を有す
る。両端丸味を持つがやや形状は異なる。

第１４７図 
ＰＬ．1０8 ５5 鉄製品 

不詳
表土 
両端欠

長 
幅

１３．５ 
１．６

厚 
重

０．８ 
２０．６６

断面台形から長方形の細い板状の鉄製品。両端とも不
定形で破損後の錆化と考えられる。木質等の付着は見
られない。

Ｄ区13号住居
挿　図 
ＰＬ．Ｎｏ． Ｎｏ． 種 類 

器 種
出土位置 
残 存 率 計測値 胎土／焼成／色調 

石材・素材等 成 形 ・ 整 形 の 特 徴 備 考

第１４８図 
ＰＬ．1０9 １ 須恵器 

杯
埋土 
１／２

口 
底

１１．８  
６．０ 

高 ３．５ 細砂粒／還元焔／
灰白 ロクロ整形、回転右回り。底部は回転糸切り無調整。 9世紀第3四

半期

第１４８図 ２ 須恵器 
椀

埋土 
底部片

底 
台

８．４  
９．０ 

  細砂粒／還元焔／
灰白

ロクロ整形、回転右回り。底部は回転糸切り後ナデ、
高台は貼付。内面は器面剥離か、剥離した面にも回転
糸切痕が残る。

底部円柱つく
り。
9世紀第3四
半期

Ｄ区14号住居
挿　図 
ＰＬ．Ｎｏ． Ｎｏ． 種 類 

器 種
出土位置 
残 存 率 計測値 胎土／焼成／色調 

石材・素材等 成 形 ・ 整 形 の 特 徴 備 考

第１４９図 
ＰＬ．1０9 １ 土師器 

杯
壁際 
完形

口 
底

１１．５  
７．５ 

高 ３．６ 細砂粒／良好／に
ぶい黄橙 口縁部は横ナデ、体部はナデ、底部は手持ちヘラ削り。9世紀第3四

半期

第１４９図 
ＰＬ．1０9 ２ 土師器 

杯
壁際 
ほぼ完形

口 
底

１２．１  
８．２ 

高 ３．８ 細砂粒／良好／黄
褐

口縁部は横ナデ、体部は上半がナデ、下半がヘラ削り、
底部は手持ちヘラ削り。

内面の体部か
ら体部にスミ
が付着。
9世紀第3四
半期

第１４９図 
ＰＬ．1０9 ３ 須恵器 

皿
竈 
１／２

口 
底

１６．７  
６．６ 

高 ３．３ 細砂粒・粗砂粒・
片岩／還元焔・燻
／黄灰

ロクロ整形、回転右回り。底部は回転糸切り無調整。 9世紀第3四
半期

第１５０図 
ＰＬ．1０9 ４ 須恵器 

皿
床直・貯蔵穴 
完形

口 
底

１７．３  
６．８ 

高 ３．３ 細砂粒・粗砂粒・
片岩／還元焔／黄
灰

ロクロ整形、回転右回り。底部は回転糸切り無調整。
一部二次被熱を受けている。

9世紀第3四
半期
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挿　図 
ＰＬ．Ｎｏ． Ｎｏ． 種 類 

器 種
出土位置 
残 存 率 計測値 胎土／焼成／色調 

石材・素材等 成 形 ・ 整 形 の 特 徴 備 考

第１５０図 
ＰＬ．1０9 ５ 須恵器 

杯
壁際 
完形

口 
底

１２．５  
６．３ 

高 ３．８ 細砂粒／還元焔／
灰黄 ロクロ整形、回転右回り。底部は回転糸切り無調整。 9世紀第3四

半期
第１５０図 
ＰＬ．1０9 ６ 須恵器 

杯
床直 
ほぼ完形

口 
底

１２．２  
５．８ 

高 ４．３ 細砂粒／酸化焔／
にぶい黄橙 ロクロ整形、回転右回り。底部は回転糸切り無調整。 9世紀第3四

半期

第１５０図 
ＰＬ．1０9 ７ 須恵器 

高台付杯
床直・貯蔵穴 
１／３

口 
底

１５．０  
９．４ 

台 
高

９．８ 
５．４ 

細砂粒／還元焔／
灰白

ロクロ整形、回転右回り。底部回転糸切り後高台を貼
付。

内外面とも全
体的に煤付
着。
9世紀第3四
半期

第１５０図 ８ 須恵器 
椀

埋土 
１／４

口 
底

１５．７  
８．３ 

台 
高

８．０ 
６．３ 

細砂粒／酸化焔／
にぶい褐

ロクロ整形、回転右回り。底部回転糸切り後高台を貼
付。

9世紀第3四
半期

第１５１図 
ＰＬ．1０9 ９ 灰釉陶器 

椀
床直 
１／２

口 
底

１６．９  
８．０ 

台 
高

７．４ 
５．３ 

微砂粒／還元焔／
灰白

ロクロ整形、回転右回り。底部は回転ヘラナデ、高台
は貼付。体部下位は回転ヘラ削り。施釉方法不明。

光ケ丘１号窯
式期
9世紀第3四
半期

第１５１図 
ＰＬ．1０9 １０ 土師器 

甕
床直
口縁部～胴部上
位

口 １９．０    細砂粒／良好／に
ぶい褐

口縁部から頸部は横ナデ、胴部はヘラ削り。内面は胴
部がヘラナデ。

9世紀第3四
半期

第１５１図 
ＰＬ．1０9 １１ 土師器 

甕
竈
口縁部～胴部上
位１／３

口 ２２．０    細砂粒／良好／橙 外面頸部に輪積痕が残る。口縁部から頸部は横ナデ、
胴部はヘラ削り。内面は胴部がヘラナデ。

9世紀第3四
半期

第１５１図 
ＰＬ．1０9 １２ 土師器 

甕
竈
口縁部～胴部下
位３／４

口 
胴

１９．２  
２１．６ 

  細砂粒／良好／に
ぶい黄橙

口縁部から頸部は横ナデ、胴部はヘラ削り。内面は胴
部がヘラナデ。

9世紀第3四
半期

第１５１図 
ＰＬ．1０9 １３ 石製品 

砥石
埋土 
不明

長 
幅

(５．７) 
(５．１)

厚 
重

(２．８) 
７５．２ 砥沢石

砥面は３面認められる。正面はやや内湾した形態であ
る。右側面はやや外湾し、左側面はほぼ平坦である。
裏面から下部欠損。

第１５１図 
ＰＬ．1０9 １４ 鉄製品 

不詳
埋土 
破片

長 
幅

９．２ 
２．３

厚 
重

０．７ 
７．４７

幅5ｍｍ厚さ1ｍｍほどの長い鉄板を吊り金具状に曲
げる。木質・有機物等の痕跡は見られない。

第１５１図 
ＰＬ．1０9 １５ 鉄製品 

不詳
埋土 
完形

長 
幅

１９．４ 
１．１

厚 
重

０．８ 
１１．４１

断面ほぼ正方形の角棒状で、両端に向かい細くなり断
面も円形となる。端部は捻じれるように細くなり尖る。

第１５１図 
ＰＬ．1０9 １６ 鉄製品 

不詳
床直 
ほぼ完形

長 
幅

１０．７ 
１．３

厚 
重

１．０ 
２３．５３

断面長方形から正方形の細い板状の鉄製品。一方端部
は不定形で破損後の錆化とも考えられる。たの端部に
向かい細くなるが端部はやや曲がり尖らない。木質等
の付着は見られない。

第１５１図 １７ 鉄製品 
刀子

床直 
破片

長 
幅

１４．７ 
１．６

厚 
重

０．８ 
１８．２８

棟・刃側ともになだらかな関を持つ刀子。先端および
茎の端部は劣化破損する。茎に木質等の痕跡は見られ
ない。

Ｄ区15号住居
挿　図 
ＰＬ．Ｎｏ． Ｎｏ． 種 類 

器 種
出土位置 
残 存 率 計測値 胎土／焼成／色調 

石材・素材等 成 形 ・ 整 形 の 特 徴 備 考

第１５３図 １ 土師器 
杯

埋土 
口縁部片

口 
底

１２．０  
８．３ 

  細砂粒／良好／橙 口縁部は横ナデ、体部はナデ、底部は手持ちヘラ削り。
内面口縁部に
煤が付着。
9世紀第4四
半期

第１５３図 ２ 土師器 
杯

埋土 
口縁部片

口 
底

１０．８  
７．３ 

  細砂粒／良好／に
ぶい橙 口縁部は横ナデ、体部はナデ、底部は手持ちヘラ削り。9世紀第4四

半期

第１５３図 ３ 須恵器 
椀

埋土 
口縁部片

口 １４．７  細砂粒／酸化焔／
にぶい黄橙 ロクロ整形、回転右回り。 9世紀第4四

半期
第１５３図 
ＰＬ．1０9 ４ 須恵器 

椀
埋土 
口縁部～底部片

口 
底

１２．８  
７．６ 

台 
高

６．２ 
５．５ 

細砂粒／酸化焔／
灰黄

ロクロ整形、回転右回り。底部回転糸切り後高台を貼
付。

9世紀第4四
半期

第１５３図 
ＰＬ．1０9 ５ 須恵器 

椀
床直 
３／４

口 
底

１４．６  
７．０ 

台 
高

７．５ 
６．６ 

細砂粒／酸化焔／
黄灰

ロクロ整形、回転右回り。底部回転糸切り後高台を貼
付。

9世紀第4四
半期

第１５３図 
ＰＬ．1０9 ６ 須恵器 

椀
埋土 
底部～体部片

底 
台

７．５  
７．２ 

  細砂粒／還元焔／
灰白

ロクロ整形、回転右回り。底部回転糸切り後高台を貼
付。

9世紀第4四
半期

第１５３図 ７ 灰釉陶器 
椀

埋土 
１／３

口 
底

１３．６  
６．４ 

台 
高

６．０ 
４．６ 

微砂粒／還元焔／
灰白

ロクロ整形、回転右回り。底部は回転ヘラナデ、高台
は貼付。体部下位は回転ヘラ削り。施釉方法は刷毛塗
りか。。

9世紀第4四
半期

第１５３図 ８ 土師器 
甕

埋土
口縁部～胴部上
位片

口 １１．８    細砂粒／良好／橙 口縁部から頸部は横ナデ、胴部はヘラ削り。内面は胴
部がヘラナデ。

9世紀第4四
半期

第１５３図 ９ 土師器 
甕

埋土
口縁部～胴部上
位片

口 ２３．８    細砂粒／良好／に
ぶい褐

口縁部から頸部は横ナデ、胴部はヘラ削り。内面は胴
部がヘラナデ。

9世紀第4四
半期

第１５３図 
ＰＬ．1０9 １０ 土師器 

甕
竈
口縁部～胴部上
位３／４

口 １８．２    細砂粒／良好／に
ぶい橙

口縁部から頸部は横ナデ、胴部はヘラ削り。内面は胴
部がヘラナデ。

9世紀第4四
半期

第１５３図 
ＰＬ．1０9 １１ 土師器 

甕
竈
口縁部～胴部中
位１／２

口 
胴

１８．６  
２２．０ 

  細砂粒／良好／に
ぶい赤褐

口縁部から頸部は横ナデ、胴部はヘラ削り。内面は胴
部がヘラナデ。

9世紀第4四
半期

Ｄ区16号住居
挿　図 
ＰＬ．Ｎｏ． Ｎｏ． 種 類 

器 種
出土位置 
残 存 率 計測値 胎土／焼成／色調 

石材・素材等 成 形 ・ 整 形 の 特 徴 備 考

第１５４図 
ＰＬ．11０ １ 土師器 

杯
床直 
３／４

口 
底

１１．６  
７．５ 

高 ３．３ 細砂粒／良好／橙 口縁部は横ナデ、体部はナデ、底部は手持ちヘラ削り。9世紀第4四
半期

第１５４図 
ＰＬ．11０ ２ 須恵器 

皿
埋土 
１／４

口 
底

１２．６  
６．０ 

台 
高

５．８ 
２．４ 

細砂粒／酸化焔／
黄褐

ロクロ整形、回転右回り。底部は回転ヘラナデ、高台
は貼付。

9世紀第4四
半期



第6表　掲載遺物観察表

282

挿　図 
ＰＬ．Ｎｏ． Ｎｏ． 種 類 

器 種
出土位置 
残 存 率 計測値 胎土／焼成／色調 

石材・素材等 成 形 ・ 整 形 の 特 徴 備 考

第１５４図 
ＰＬ．11０ ３ 須恵器 

皿
床直 
３／４

口 
底

１２．９  
６．８ 

台 
高

６．３ 
２．９ 

細砂粒・粗砂粒・
長石／酸化焔／橙

ロクロ整形、回転右回り。底部回転糸切り後高台を貼
付。

9世紀第4四
半期

第１５４図 
ＰＬ．11０ ４ 須恵器 

杯
床直 
１／２

口 
底

１１．４  
５．２ 

高 ３．４ 細砂粒・粗砂粒／
還元焔／灰黄 ロクロ整形、回転右回り。底部は回転糸切り無調整。 9世紀第4四

半期

第１５４図 ５ 須恵器 
杯

壁際 
口縁部～底部片

口 
底

１２．２  
５．９ 

高 ３．６ 細砂粒／還元焔／
灰黄

ロクロ整形、回転右回りか。底部は回転糸切り無調整、
器面磨滅のため不鮮明。

9世紀第4四
半期

第１５５図 ６ 須恵器 
椀

埋土 
口縁部片

口 １５．６    細砂粒・粗砂粒／
酸化焔／にぶい黄
橙

ロクロ整形、回転右回り。 9世紀第4四
半期

第１５５図 
ＰＬ．11０ ７ 須恵器 

椀
床直 
１／２

口 
底

１４．８  
７．２ 

台 
高

７．０ 
５．７ 

細砂粒・粗砂粒／
還元焔／灰

ロクロ整形、回転右回り。底部回転糸切り後高台を貼
付。

9世紀第4四
半期

第１５５図 
ＰＬ．11０ ８ 須恵器 

椀
壁際 
３／４

口 
底

１３．１  
６．８ 

台 
高

６．０ 
４．８ 

細砂粒・粗砂粒／
還元焔／灰

ロクロ整形、回転右回り。底部回転糸切り後高台を貼
付。

9世紀第4四
半期

第１５５図 
ＰＬ．11０ ９ 須恵器 

椀
床直 
１／３

口 
底

１２．８  
７．２ 

台 
高

７．０ 
５．４ 

細砂粒／酸化焔／
にぶい黄橙

ロクロ整形、回転右回り。底部回転糸切り後高台を貼
付、周縁部は回転ナデ。

9世紀第4四
半期

第１５５図 
ＰＬ．11０ １０ 須恵器 

椀
壁際 
口縁部一部欠

口 
底

１４．４ 
７．４

台 
高

７．０ 
５．５ 

細砂粒・粗砂粒／
還元焔／灰白

ロクロ整形、回転右回り。底部回転糸切り後高台を貼
付。

9世紀第4四
半期

第１５５図 
ＰＬ．11０ １１ 緑釉陶器 

椀蓋
壁際 
口縁部片

微砂粒／還元焔・
軟質／灰白 ロクロ整形。内外面とも施釉。

京都産か。
9世紀第4四
半期

第１５６図 １２ 土師器 
甕

壁際
口縁部～胴部上
位片

口 １９．８    細砂粒／良好／橙 口縁部から頸部は横ナデ、胴部はヘラ削り。内面は胴
部がヘラナデ。

9世紀第4四
半期

第１５６図 １３ 土師器 
甕

埋土
口縁部～胴部上
位片

口 ２４．２    細砂粒／良好／に
ぶい褐

口縁部から頸部は横ナデ、胴部はヘラ削り。内面は胴
部がヘラナデ。

9世紀第4四
半期

第１５６図 
ＰＬ．11０ １４ 土師器 

甕
壁際
口縁部～胴部中
位１／２

口 
胴

２３．０  
２８．０ 

  細砂粒／良好／橙 外面頸部に輪積痕が残る。口縁部から頸部は横ナデ、
胴部はヘラ削り。内面は胴部がヘラナデ。

9世紀第4四
半期

第１５６図 １５ 土師器 
甕

埋土 
胴部片

胴 ２０．８    細砂粒／良好／明
赤褐

外面は上半が横位、下半は斜めのヘラ削り。内面はヘ
ラナデ。

9世紀第4四
半期

第１５６図 
ＰＬ．11０ １６ 石製品 

砥石
床直 
完形

長 
幅

９．４ 
２．９

厚 
重

３．３ 
８９．６ 砥沢石 砥面は２面認められる。正面は研ぎ減りによりやや内

湾する。右側面はほぼ平坦である。

Ｄ区17号住居
挿　図 
ＰＬ．Ｎｏ． Ｎｏ． 種 類 

器 種
出土位置 
残 存 率 計測値 胎土／焼成／色調 

石材・素材等 成 形 ・ 整 形 の 特 徴 備 考

第１５７図 
ＰＬ．11０ １ 須恵器 

杯
床直 
１／３

口 
底

１３．２  
５．８ 

高 ３．７ 細砂粒・粗砂粒／
還元焔／灰 ロクロ整形、回転右回り。底部は回転糸切り無調整。 9世紀第3四

半期

第１５７図 ２ 須恵器 
杯

埋土 
底部

底 ５．５    細砂粒／酸化焔／
燻／にぶい黄橙

ロクロ整形、回転右回り。底部は回転糸切り無調整。
内面の体部接合部下にも回転糸切り痕が残る。

底部円柱つく
り。
9世紀第3四
半期

第１５７図 
ＰＬ．11０ ３ 須恵器 

椀
掘方 
１／２

口 
底

１４．８  
８．０ 

  細砂粒・粗砂粒／
還元焔／灰黄

ロクロ整形、回転右回り。底部回転糸切り後高台を貼
付が剥落。

9世紀第3四
半期

第１５８図 
ＰＬ．11０ ４ 須恵器 

椀
掘方 
３／４

口 
底

１４．６  
７．３ 

台 
高

６．５ 
５．０ 

細砂粒・粗砂粒・
長石／酸化焔／に
ぶい黄橙

ロクロ整形、回転右回り。底部回転糸切り後高台を貼
付。

9世紀第3四
半期

第１５８図 
ＰＬ．11０ ５ 須恵器 

椀
竈 
３／４

口 
底

１４．３  
７．２ 

台 
高

６．９ 
４．９ 

細砂粒・粗砂粒・
長石／還元焔／灰

ロクロ整形、回転右回り。底部回転糸切り後高台を貼
付。

9世紀第3四
半期

第１５８図 
ＰＬ．11０ ６ 須恵器 

椀
掘方 
底部片

底 
台

７．８  
７．９ 

  細砂粒・粗砂粒／
還元焔／灰白

ロクロ整形、回転右回り。底部回転糸切り後高台を貼
付。

9世紀第3四
半期

第１５８図 
ＰＬ．11０ ７ 土師器 

小型甕
竈
口縁部～胴部下
位１／２

口 
胴

１２．７  
１４．０ 

  細砂粒／良好／橙 口縁部から頸部は横ナデ、胴部はヘラ削り。内面は胴
部がヘラナデ。

9世紀第3四
半期

第１５８図 ８ 鉄製品 
不詳

埋土 
破片

長 
幅

９．１ 
４．０

厚 
重

０．７ 
３２．７４

断面は狭三角形で鎌等の破片と見られるが、一方の端
部は丸く他の端部は劣化破損し全体形状は不明。木質
等の痕跡も見られない。

Ｄ区18号住居
挿　図 
ＰＬ．Ｎｏ． Ｎｏ． 種 類 

器 種
出土位置 
残 存 率 計測値 胎土／焼成／色調 

石材・素材等 成 形 ・ 整 形 の 特 徴 備 考

第１６０図 
ＰＬ．11０ １ 須恵器 

杯
埋土 
１／３

口 
底

１３．０  
６．０ 

高 ３．６ 細砂粒／酸化焔／
にぶい黄橙

ロクロ整形、回転右回り。底部は回転糸切り無調整、
体部下半に手持ちヘラ削り。

9世紀第3四
半期

第１６０図 
ＰＬ．11０ ２ 須恵器 

杯
埋土 
３／４

口 
底

１３．５  
７．６ 

高 ３．９ 細砂粒／還元焔／
浅黄 ロクロ整形、回転右回り。底部は回転糸切り無調整。

焼成時の歪み
大。
9世紀第3四
半期

第１６０図 
ＰＬ．11０ ３ 須恵器 

椀
貯蔵穴 
３／４

口 
底

１４．０  
６．４ 

台 
高

６．２ 
５．５ 

細砂粒／還元焔／
灰白

ロクロ整形、回転右回り。底部回転糸切り後高台を貼
付。

9世紀第3四
半期

第１６０図 
ＰＬ．11０ ４ 須恵器 

椀
貯蔵穴 
３／４

口 
底

１４．１  
７．２ 

台 
高

６．７ 
５．２ 

細砂粒／還元焔／
灰白

ロクロ整形、回転右回り。底部回転糸切り後高台を貼
付。

9世紀第3四
半期

第１６０図 
ＰＬ．11０ ５ 須恵器 

瓶
壁際 
底部～胴部中位

底 
台

６．６  
５．０ 

  細砂粒・黒色粒／
還元焔／黄灰

ロクロ整形、回転右回り。底部は回転ヘラ削り、高台
は貼付。

9世紀第3四
半期

第１６０図 ６ 土師器 
甕

埋土
口縁部～胴部上
位片

口 １１．０    細砂粒／良好／明
赤褐

口縁部から頸部は横ナデ、胴部はヘラ削り。内面は胴
部がヘラナデ。

9世紀第3四
半期
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挿　図 
ＰＬ．Ｎｏ． Ｎｏ． 種 類 

器 種
出土位置 
残 存 率 計測値 胎土／焼成／色調 

石材・素材等 成 形 ・ 整 形 の 特 徴 備 考

第１６０図 ７ 土師器 
甕

埋土
口縁部～胴部上
位片

口 １３．０    細砂粒／良好／に
ぶい褐

口縁部から頸部は横ナデ、胴部はヘラ削り。内面は胴
部がヘラナデ。

9世紀第3四
半期

第１６０図 ８ 土師器 
甕

埋土 
口縁部片

口 １９．８    細砂粒／良好／に
ぶい褐 外面口縁部に輪積痕が残る。口縁部と頸部は横ナデ。 9世紀第3四

半期

第１６０図 ９ 土師器 
甕

埋土 
口縁部片

口 ２０．８    細砂粒／良好／に
ぶい橙 外面頸部に輪積痕が残る。口縁部から頸部が横ナデ。 9世紀第3四

半期

第１６１図 １０ 土師器 
甕

埋土
口縁部～胴部上
位片

口 １８．０    細砂粒／良好／に
ぶい赤褐

口縁部から頸部は横ナデ、胴部はヘラ削り。内面は胴
部がヘラナデ。

9世紀第3四
半期

第１６１図 １１ 土師器 
甕

埋土
口縁部～胴部上
位片

口 ２０．７    細砂粒／良好／褐 口縁部から頸部は横ナデ、胴部はヘラ削り。内面は胴
部がヘラナデ。

9世紀第3四
半期

第１６１図 １２ 土師器 
甕

埋土
口縁部～胴部上
位片

口 １８．８    細砂粒／良好／明
赤褐

口縁部から頸部は横ナデ、胴部はヘラ削り。内面は胴
部がヘラナデ。

9世紀第3四
半期

第１６１図 １３ 土師器 
甕

竈
口縁部～胴部上
位１／２

口 １９．８    細砂粒／良好／に
ぶい橙

外面頸部に輪積痕が残る。口縁部から頸部は横ナデ、
胴部はヘラ削り。内面は胴部がヘラナデ。

9世紀第3四
半期

第１６１図
ＰＬ．111 １４ 土師器 

甕
竈
口縁部～胴部中
位１／３

口 
胴

２０．０  
２１．０ 

  細砂粒／良好／明
赤褐

口縁部から頸部は横ナデ、胴部はヘラ削り。内面は胴
部がヘラナデ。

9世紀第3四
半期

Ｄ区4号掘立柱建物
挿　図 
ＰＬ．Ｎｏ． Ｎｏ． 種 類 

器 種
出土位置 
残 存 率 計測値 胎土／焼成／色調 

石材・素材等 成 形 ・ 整 形 の 特 徴 備 考

第１６３図 
ＰＬ．111 １ 土師器 

杯
Ｐ12埋土 
完形

口 
底

１１．８  
７．２ 

高 ３．３ 細砂粒／良好／に
ぶい橙 口縁部は横ナデ、体部はナデ、底部は手持ちヘラ削り。

内面口縁部に
煤が付着。
9世紀後半

第１６３図 ２ 土師器 
甕

Ｐ２埋土
口縁部～胴部上
位片

口 １６．７  細砂粒／良好／に
ぶい褐

口縁部から頸部は横ナデ、胴部はヘラ削り。内面は胴
部がヘラナデ。

9世紀第3四
半期

Ｄ区1号鍛冶遺構
挿　図 
ＰＬ．Ｎｏ． Ｎｏ． 種 類 

器 種
出土位置 
残 存 率 計測値 胎土／焼成／色調 

石材・素材等 成 形 ・ 整 形 の 特 徴 備 考

第１６６図 
ＰＬ．111 １ 須恵器 

椀
床直 
口縁部一部欠

口 
底

１４．２  
７．０ 

台 
高

６．８ 
５．９ 

細砂粒・粗砂粒／
酸化焔／灰黄褐

ロクロ整形、回転右回り。底部回転糸切り後高台を貼
付。 10世紀前半

第１６６図 
ＰＬ．111 ２ 石製品 

金床石
炉 
１／３

長 
幅

(２１．０) 
(２６．６)

厚 
重

１３．４ 
１０３００．０ 細粒輝石安山岩

円礫を利用する。正面及び裏面にわずかに鉄製品を鍛
造する際に付着したと想定される滓が認められる。正
面の中央付近と左側面には非常に滑らかな面が認めら
れ砥面と想定される。

第１６６図 
ＰＬ．111 ３ 石製品 

金床石
床直 
完形

長 
幅

３２．４ 
２４．４

厚 
重

１２．６ 
８９５０．０ 粗粒輝石安山岩

正面、右側面、裏面に鉄製品を鍛造する際に付着した
と想定される滓が認められる。正面、右側面、裏面に
は滑らかな部分が認められ砥面と想定される。正面に
は断面Ｖ字形の線条痕がわずかに認められる。上方の
側面部は鍛造時の衝撃で剥落したと考えられる部位で
あるが、鉄製品を鍛造する際に付着したと想定される
滓が認められる。

第１６６図 
ＰＬ．111 ４ 土製品 

羽口
炉 
破片

長 
短

５．８ 
６．２

厚 
重

３．８ 
７４．３５

羽口先端部分の破片。先端は熱によりガラス化し鮮紅
色の微細な付着物が見られる。

第１６６図 
ＰＬ．111 ５ 鉄製品 

刀子
炉 
破片

長 
幅

５．７ 
１．３

厚 
重

０．８ 
６．４８

棟・刃側ともになだらかな関を持つ刀子。錆化が著し
く全体に厚く泥錆に覆われるため詳細は不明。

Ｄ区1号窪地
挿　図 
ＰＬ．Ｎｏ． Ｎｏ． 種 類 

器 種
出土位置 
残 存 率 計測値 胎土／焼成／色調 

石材・素材等 成 形 ・ 整 形 の 特 徴 備 考

第１６８図 
ＰＬ．111 １ 須恵器 

皿
埋土 
１／４

口 
底

１２．８  
８．０ 

台 
高

８．４ 
３．３ 

細砂粒・粗砂粒／
還元焔／灰白

ロクロ整形、回転右回り。底部回転糸切り後高台を貼
付。 9世紀後半

第１６８図 ２ 須恵器 
杯

埋土 
破片

口 １４．６  細砂粒／還元焔／
灰白 ロクロ整形、回転右回り。 9世紀後半

第１６８図 
ＰＬ．111 ３ 須恵器 

杯
埋土 
３／４

口 
底

１２．６  
６．４ 

高 ３．４ 細砂粒・粗砂粒／
還元焔／灰白 ロクロ整形、回転右回り。底部は回転糸切り無調整。 9世紀後半

第１６８図 
ＰＬ．111 ４ 須恵器 

椀
埋土 
３／４

口 
底

１５．０  
８．４ 

台 
高

８．８ 
７．０ 

細砂粒・粗砂粒／
還元焔／灰

ロクロ整形、回転右回り。底部回転糸切り後高台を貼
付。 9世紀後半

Ｄ区6号溝
挿　図 
ＰＬ．Ｎｏ． Ｎｏ． 種 類 

器 種
出土位置 
残 存 率 計測値 胎土／焼成／色調 

石材・素材等 成 形 ・ 整 形 の 特 徴 備 考

第１６９図 
ＰＬ．111 １ 須恵器 

皿
埋土 
３／４

口 
底

１３．０  
７．２ 

台 
高

６．８ 
２．５ 

細砂粒／還元焔／
灰白

ロクロ整形、回転右回り。底部回転糸切り後高台を貼
付。

9世紀第4四
半期

第１６９図 
ＰＬ．111 ２ 須恵器 

皿
埋土 
３／４

口 
底

１３．８  
８．１ 

台 
高

７．８ 
２．８ 

細砂粒／還元焔／
灰白

ロクロ整形、回転右回り。底部回転糸切り後高台を貼
付。 9世紀後半

第１６９図 
ＰＬ．111 ３ 須恵器 

杯
埋土 
１／２

口 
底

１３．２  
７．０ 

高 ３．７ 細砂粒／還元焔／
灰 ロクロ整形、回転右回り。底部は回転糸切り無調整。 9世紀第4四

半期
第１７０図 
ＰＬ．111 ４ 石製品 

砥石
埋土 
不明

長 
幅

(１３．８) 
(１０．９)

厚 
重

８．０ 
１２０１．４ 粗粒輝石安山岩 表裏面に滑らかな平坦面が認められることから砥石と

判断した。荒砥。
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挿　図 
ＰＬ．Ｎｏ． Ｎｏ． 種 類 

器 種
出土位置 
残 存 率 計測値 胎土／焼成／色調 

石材・素材等 成 形 ・ 整 形 の 特 徴 備 考

第１７１図 １ 須恵器 
椀

埋土 
口縁部片

口 １５．７  細砂粒／還元焔／
灰 ロクロ整形、回転右回り。

第2００図 ２ 常滑陶器 
甕

埋土 
口縁部片

    褐灰 口縁部大きく外反、口唇部外削ぎ状。口唇部内面に凹
線。内外面に自然釉かかる。

古代末～中世
初、１１８０年頃
か

Ｄ区土坑
挿　図 
ＰＬ．Ｎｏ． Ｎｏ． 種 類 

器 種
出土位置 
残 存 率 計測値 胎土／焼成／色調 

石材・素材等 成 形 ・ 整 形 の 特 徴 備 考

第１７７図 １ 須恵器 
杯

143号土坑埋土
底部～体部下半
片

底 ６．７  細砂粒／還元焔／
灰黄 ロクロ整形、回転右回り。底部は回転糸切り無調整。 10世紀第2四

半期

第１７７図 
ＰＬ．111 ２ 土師器 

杯
156号土坑埋土 
１／３

口 
底

１１．８  
８．０ 

細砂粒／良好／に
ぶい橙 口縁部は横ナデ、体部はナデ、底部は手持ちヘラ削り。9世紀後半

第１７７図 
ＰＬ．111 ３ 須恵器 

椀
184号土坑埋土 
３／４

口 
底

１４．９  
７．２ 

台 
高

７．０ 
６．４ 

細砂粒・粗砂粒／
還元焔／灰黄

ロクロ整形、回転右回り。底部回転糸切り後高台を貼
付。 9世紀後半

第１７７図 
ＰＬ．111 ４ 土師器 

小型甕
184号土坑埋土 
口縁部片

口 １２．７  細砂粒／良好／に
ぶい褐

口縁部から頸部は横ナデ、胴部はヘラ削り。内面は胴
部がヘラナデ。

9世紀第4四
半期

第１７７図 ５ 土師器 
甕

187号土坑埋土 
口縁部～胴部上
位片

口 １９．０  細砂粒／良好／橙 口縁部から頸部は横ナデ、胴部はヘラ削り。内面は胴
部がヘラナデ。

内外面の口縁
部一部に煤が
付着。
9世紀第3四
半期

Ｄ区ピット
挿　図 
ＰＬ．Ｎｏ． Ｎｏ． 種 類 

器 種
出土位置 
残 存 率 計測値 胎土／焼成／色調 

石材・素材等 成 形 ・ 整 形 の 特 徴 備 考

第１５４図 １ 土師器 
甕

373号ピット
埋土
口縁部～胴部上
位片

口 １９．７  細砂粒／良好／明
赤褐

外面頸部に輪積痕が残る。口縁部から頸部は横ナデ、
胴部はヘラ削り。内面は胴部がヘラナデ。

9世紀第3四
半期

第１５４図 
ＰＬ．111 ２ 須恵器 

皿
390号ピット
埋土 
口縁部片

口 １４．４  細砂粒／酸化焔・
燻／灰 ロクロ整形。 10世紀

Ｄ区遺構外
挿　図 
ＰＬ．Ｎｏ． Ｎｏ． 種 類 

器 種
出土位置 
残 存 率 計測値 胎土／焼成／色調 

石材・素材等 成 形 ・ 整 形 の 特 徴 備 考

第１８５図 １ 土師器 
甕

表土
口縁部～胴部上
位片

口 １９．０  細砂粒／良好／明
褐

口縁部から頸部は横ナデ、胴部はヘラ削り。内面は胴
部がヘラナデ。

9世紀第2四
半期

第2００図 ２
中国龍泉窯
青磁 
蓮弁文碗

表土 
口縁部片

    灰 薄手で、釉は厚い。外面に蓮弁文を印刻。内外面に暗
灰緑色の青磁釉。 中世

Ｅ区265号土坑
挿　図 
ＰＬ．Ｎｏ． Ｎｏ． 種 類 

器 種
出土位置 
残 存 率 計測値 胎土／焼成／色調 

石材・素材等 成 形 ・ 整 形 の 特 徴 備 考

第１８７図 １ 須恵器 
不明

埋土 
台部

台 ６．１    細砂粒／酸化焔／
橙 台部底面は回転糸切り、回転方向は右回り。 不明

第2０1図 2 在地系土器 
内耳鍋

埋土 
口縁部片

    にぶい橙～灰褐 胎土に片岩を含む。内外面燻し、黒色化。口縁部外傾、
内面に段差。内外面横ナデ。外面に煤付着。 中世

第2０1図 3 在地系土器 
甕か？

埋土 
胴部１／４

    灰

胎土に片岩粒・長石を含む。体部下半が丸くすぼみ、上
半はやや開く。焼成良、硬質。内外面燻し、黒色化。体
部外面の上半と下半に断面かまぼこ状の大小３条の隆帯
がめぐる。下半部隆帯下に型押しの雷文を帯状に施文。
内面入念横ナデ。外面を研磨し、全面に白色の砥の粉様
の下地を塗り、その上に黒色の塗彩を施す。塗彩は大半
が剥落しているが、赤漆だった可能性もあり。

中世

第１８７図 
ＰＬ．111 ４ 石製品 

板碑片
埋土 
不明

長 
幅

(２２．８) 
(１５．９)

厚 
重

３．４ 
２２６９．８ 緑色片岩 破片であり全体形状及び部位は不明。 中世

Ｅ区遺構外
挿　図 
ＰＬ．Ｎｏ． Ｎｏ． 種 類 

器 種
出土位置 
残 存 率 計測値 胎土／焼成／色調 

石材・素材等 成 形 ・ 整 形 の 特 徴 備 考

第2０1図 1
瀬戸･美濃
磁器 
染付端反碗

表土 
１／３

口 
底

(１１．０) 
３．８

高 ５．５ 白 外面に手描き染付。口縁部内面に装飾帯、見込一重圏
線内に不明文様。

幕末～明治初
期

第2０1図 2
瀬戸･美濃
磁器 
筒形湯吞み

表土 
１／３

口 
底

(５．３) 
(３．６)

高 ６．４ 白 外面に銅版転写の文様。内面無文。 近代

第2０1図 ３ 肥前磁器 
白磁鉢

表土 
１／３

口 
底

(１０．０) 
５．８

高 ４．８ 白 内外面に透明釉、口唇部と口縁部内面無釉。段重か？ 江戸時代か？

Ｄ区8号溝
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区 遺構
ＮＯ． 遺構種

土師器 須恵器 黒色土器 灰釉陶器 緑釉陶器
瓦 不明

そ
の
他

合計杯・
椀類 甕 不明 杯・

椀
長頸
壺他 甕 羽釜

・甑 不明 杯・
椀類 壺 椀・

皿 瓶類 不明 椀・
皿 瓶類 不明

Ａ １ 掘立柱建物
ピット１

点数 １ １
重量 ４ ４

Ａ ４ 土坑 点数 １ １
重量 １３ １３

Ａ ４１ 土坑 点数 １ １
重量 １ １

Ａ ４３ 土坑 点数 １ １ １ ３
重量 ３９ ３ １９ ６１

Ａ ５２ 土坑 点数 ４ ７ １１
重量 ３７ １５１ １８８

Ａ １２８ ピット 点数 １ １
重量 ２ ２

Ａ １３５ ピット 点数 １ １
重量 １７ １７

Ａ １４９ ピット 点数 １ １
重量 ６ ６

Ａ １７１ ピット 点数 １ １
重量 ５ ５

Ａ １８０ ピット 点数 １ １
重量 ５ ５

Ａ 遺構外 点数 １ １ ２
重量 ４ ３ ７

Ｂ １ 住居 点数 ４ １３６ ４ １ １ ２ １４８
重量 １３ ８８３ １９ １９ ４３ ７ ９８４

Ｂ ７３ 土坑 点数 ５ ５ １ １１
重量 １９ １９８ ２８ ２４５

Ｂ ８６ 土坑 点数 １ １
重量 １ １

Ｂ ８７ 土坑 点数 ２ ４ ２ ８
重量 １１ ３２ ３６ ７９

Ｂ ６７ ピット 点数 １ １
重量 １ １

Ｂ ８８ ピット 点数 １ １
重量 ７ ７

Ｂ ９４ ピット 点数 １ １
重量 １ １

Ｂ ２６０ ピット 点数 １ １
重量 ７ ７

Ｂ ２６３ ピット 点数 １ １
重量 ２ ２

Ｂ ２８０ ピット 点数 １ １
重量 ４ ４

Ｂ ２８１ ピット 点数 １ １
重量 ４ ４

Ｂ ２９７ ピット 点数 １ １ ２
重量 １ ３ ４

Ｂ 遺構外 点数 ２７ ７ ４ ２ １ ４１
重量 ７３ １０３ １４９ ３２ ４ ３６１

Ｃ ２ 住居 点数 ９ ２７ ２５ ４ ７ ８ ３ ８３
重量 １８ ２９９ ９３ ９４ １２１ ３１ ８ ６６４

Ｃ ３ 住居 点数 ６４ ４０ ９ １９ ４ １３６
重量 ２３５ １６５ ６０５ ３３９ ７ １３５１

Ｃ ４ 住居 点数 ９ １ １０
重量 ４０ １ ４１

Ｃ ５ 住居 点数 １８ １ １９
重量 ２０９ ２ ２１１

Ｃ ８ 住居 点数 ７ ２３ １ １ ３２
重量 ３４ １６８ １２ １ ２１５

Ｃ ９ 住居 点数 ２１ ７ ２８
重量 ２１９ ２１９ ４３８

Ｃ １０ 住居 点数 １ ２ ３
重量 ３ ６ ９

Ｃ １１ 住居 点数 １０５ ３５ ８ ４ １２ ２ １６６
重量 ７２０ １９４ ２１９ ３６８ ７５ １６ １５９２

Ｃ １２ 住居 点数 ４ ４
重量 ２３ ２３

Ｃ １９ 住居 点数 ３ １４４ ５２ ７ ２２ １１ １ ２４０
重量 ７ ４８０ ３１２ １６０ ７３２ １０５ ２ １７９８

Ｃ ２０ 住居 点数 ５ １８１ １０ ２ ２ ２００
重量 ３２ ９８６ ７７ ２７１ ２２ １３８８
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区 遺構
ＮＯ． 遺構種

土師器 須恵器 黒色土器 灰釉陶器 緑釉陶器
瓦 不明

そ
の
他

合計杯・
椀類 甕 不明 杯・

椀
長頸
壺他 甕 羽釜

・甑 不明 杯・
椀類 壺 椀・

皿 瓶類 不明 椀・
皿 瓶類 不明

Ｃ ２１ 住居 点数 ２６ １０９ ３４ ７ ２ ６ １ １８５
重量 ３９ ７２５ ３０３ １６４ ３６ ２３ ２ １２９２

Ｃ ２２ 住居 点数 １８２ ２８ １ ２ ２ ２ ２１７
重量 ８８９ ３３１ ２ ３０ ２ １０４ １３５８

Ｃ ２３ 住居 点数 １１０ １６２ １１ ４４ １ ９ ３ ３ １ １ ３４５
重量 ２３６ １００８ ９ ３８６ ７ １５１ １１７ ２９ ４ ４ １９５１

Ｃ ２４ 住居 点数 ４ １６ ４ ４ ２８
重量 ７ ８６ １２ １４２ ２４７

Ｃ ２５ 住居 点数 ７ ９１ ７１ ４ １９ ４ ２６ ３ ３ ２２８
重量 １９ ６１５ ６０９ ９４ ６２８ １３ １４３ ３０ １５ ２１６６

Ｃ ２６ 住居 点数 ２１ ６２ ４７ ９ ３ ２１ １ １６４
重量 ６０ ４７２ ３６０ ２２２ １１１ １３８ １２ １３７５

Ｃ ２７ 住居 点数 ６ ２５ １ １８ ３ ７ １ ４ １ ６６
重量 ２３ １６４ １２ ９９ ５８ １６７ ５ ９ ６ ５４３

Ｃ ２８ 住居 点数 ３２ １２ ２ ４ ５０
重量 １７５ ６９ １０ ７２ ３２６

Ｃ ２９ 住居 点数 ２９ １５３ ９２ ４４ ８ ２８ １ ３５５
重量 １２４ １０８５ ８１５ ３１５３ １７５ ８８ ７ ５４４７

Ｃ ３０ 住居 点数 ２ ７ ９
重量 ８８ ３４ １２２

Ｃ ３１ 住居 点数 １０ ２１１ １ １４４ ３ １９ １３ ４ ４８ ３ ４５６
重量 ４２ １２７５ ４８ ９９６ ６９ ６４３ ４３５ １１ ２５７ ９ ３７８５

Ｃ ３２ 住居 点数 ２１ ６１ ４８ ２ １３ １６ ８ ２ １７１
重量 ９９ ３７３ ３９５ ４５ ４５０ ２９４ ３３ ２５ １７１４

Ｃ ３３ 住居 点数 ７ ３４ １８ ８ ２ ９ ７８
重量 １１ ３７１ １０６ １５０ １５３ ２９ ８２０

Ｃ ３４ 住居 点数 ２４ ３１ ３４ ２ ５９ ３ ２５ １ ２ １８１
重量 ６１ １７３ １６８ ４４ １２８５ ２３ １１４ １３ ７ １８８８

Ｃ ３５ 住居 点数 ９ ４３ １３ ２ ７ ８ ９ ９１
重量 ２２ ４５６ ８７ １８ １０５ １８４ ３７ ９０９

Ｃ ３６ 住居 点数 ７ ５９ １ １２ ２ ３ ３ １ ８８
重量 ２０ ３３３ ２ ２０５ ６５ ３６ １４ ４ ６７９

Ｃ ３７ 住居 点数 ３３ ３３ ７ ８ １０ １ ９２
重量 ４０７ ３８５ ３２３ １７５ ８４ ６ １３８０

Ｃ ３８ 住居 点数 ４３ ３ ４３ ３ １ １ ６ ２ １０２
重量 ５０４ ３ ４８４ ８６ ４９ ９ １５ ５ １１５５

Ｃ ３９ 住居 点数 ３ １３ ３ １ ２０
重量 １５ １０６ ２７ ７ １５５

Ｃ ４０ 住居 点数 ８ ２０ ２９ １ １０ １３ ２ ７ ４ ９４
重量 ２０ １０３ ２３２ ２５ ２２６ ５４５ １２ ２４ １０ １１９７

Ｃ ４１ 住居 点数 １２ ６ １２ １ １ ３２
重量 ２９ ５８ １１４ ４６ １ ２４８

Ｃ ４２ 住居 点数 ８ ３ ８ ３ １４ ４ ３ １ ４４
重量 ２１ ５２ ７１ １６７ ３４８ １４２ １９ ６ ８２６

Ｃ ４３ 住居 点数 ２ ５ ３７ ２ ７ １ ２ ５６
重量 ３ ５４ ４２３ １０４ ２４ １９ ６ ６３３

Ｃ ４４ 住居 点数 ８ ４０ ４４ ４２ ７ ２ １４３
重量 ３０ ３６８ ２３９ １１２０ ２５ １６ １７９８

Ｃ ４５ 住居 点数 ２ ３ １ ２ ２ １０
重量 ２２ ８ ４２ １０４ ２２ １９８

Ｃ ４６ 住居 点数 ４ ２７ ２０ ２ ９ １ ６３
重量 ８ ３５５ １４９ ８０ ７３ ５ ６７０

Ｃ ４７ 住居 点数 １５ ９ ６ １ ７ １０ ２ １ ５１
重量 ４２ ７２ ４３ １２ ２４５ ４４ １２ １ ４７１

Ｃ ４８ 住居 点数 ７ ２ ７ １ ５ ８ ２ ３２
重量 １４ １０ ７４ ４ ５１ ２３ １４ １９０

Ｃ ４９ 住居 点数 ２ ４ ７ ２ １ １６
重量 ４ ３４ ８１ ２９１ １ ４１１

Ｃ ４３・
４９ 住居 点数 ４ ３ ９ ２ ６ ２４

重量 １２ ２２ ５９ ３８ ２４ １５５

Ｃ ５０ 住居 点数 １３ １４２ ７６ １８ ３４ １０ ２ ３ ２９８
重量 ９５ ９８２ ６８１ １３１０ ８０３ ３４ ３５ ８ ３９４８

Ｃ ５１ 住居 点数 ５ ５５ ２４ １ ８５
重量 ２２ ４１６ ３０４ ５ ７４７

Ｃ ５２ 住居 点数 １５ ３ １ １ ２０
重量 ２３９ ８ ４ ６ ２５７

Ｃ ５３ 住居 点数 ５ ２６ １３ １ ４ １０ １ ３ １ ６４
重量 １３ １７１ １１８ ６４ ９９ ４０１ ５ ９ ４ ８８４

Ｃ ５４ 住居 点数 １ ５ １ ７
重量 ７ ２６ １５ ４８
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区 遺構
ＮＯ． 遺構種

土師器 須恵器 黒色土器 灰釉陶器 緑釉陶器
瓦 不明

そ
の
他

合計杯・
椀類 甕 不明 杯・

椀
長頸
壺他 甕 羽釜

・甑 不明 杯・
椀類 壺 椀・

皿 瓶類 不明 椀・
皿 瓶類 不明

Ｃ ５５ 住居 点数 １ ６ ４ １ １２
重量 １１ ４５７ ３７ ６ ５１１

Ｃ ５６ 住居 点数 ３４ ３ １８ ７ ５ ８ １ １ ７７
重量 ２２８ ５ １５４ １８５ １０８ １９ ４ ８ ７１１

Ｃ ５７ 住居 点数 ２３ ７１ ２５ １ ３ １ １ １２５
重量 ４０ ３６８ １４１ ２８ １０３ １１ ２３ ７１４

Ｃ ５８ 住居 点数 ６ １ ７
重量 ５６ ５ ６１

Ｃ ５９ 住居 点数 ７ ４５ ５ ２ ５９
重量 １８ ２９２ ９ １５ ３３４

Ｃ １３ 溝 点数 ４ ２ １ １ ８
重量 ７ ６ ５ ８ ２６

Ｃ １４ 溝 点数 １１ ２８ ２６ ６ ７ ２ ２ ２ ８４
重量 ３８ ２８８ ３７２ ２８６ １６９ １８ ３７ ４ １２１２

Ｃ １５ 溝 点数 ２ １ ３
重量 ２３ １７ ４０

Ｃ ３ 河道 点数 １５ ２８ ３０ １ ５５ １３ １７ ４ １ １６４
重量 ４７ １９９ ７３３ ４７ ２７３０ ６５８ ２３２ ６３ ２４ ４７３３

Ｃ ９５ 土坑 点数 ２ １ １ １ ５
重量 ３６ ９ ３１ ９ ８５

Ｃ ９８ 土坑 点数 １ １ ２
重量 １ ４ ５

Ｃ ９９ 土坑 点数 １ １
重量 ３ ３

Ｃ １００ 土坑 点数 １ ２ １ ４
重量 ８ １５ １４ ３７

Ｃ １０１ 土坑 点数 ２ １ ３
重量 ９ ２ １１

Ｃ １０２ 土坑 点数 ２ ２
重量 ３３ ３３

Ｃ １０５ 土坑 点数 ２ １ ３
重量 ３ １５ １８

Ｃ １１１ 土坑 点数 １ １
重量 ２ ２

Ｃ １１２ 土坑 点数 １ １ ２
重量 ７ ３ １０

Ｃ １１５ 土坑 点数 １ １ ２
重量 ２ １ ３

Ｃ １１６ 土坑 点数 ３ ３
重量 １４ １４

Ｃ １１８ 土坑 点数 ２ １ １ ４
重量 ６ ２ ３ １１

Ｃ １２０ 土坑 点数 １ ２ ３
重量 ３ ２６ ２９

Ｃ １２９ 土坑 点数 ３ １ ４
重量 ６ ８ １４

Ｃ １３０ 土坑 点数 ２ ３ ５
重量 ７ ８ １５

Ｃ １３２ 土坑 点数 １ １
重量 ４９ ４９

Ｃ １５８ 土坑 点数 １   １
重量 ３ ３

Ｃ １６２ 土坑 点数 ３ ２ １ ６
重量 １９ ３９ １５ ７３

Ｃ １６４ 土坑 点数 ７ ２ １ １０
重量 ３５ １２ ２２ ６９

Ｃ １６５ 土坑 点数 １ １
重量 ３ ３

Ｃ １６６ 土坑 点数 ６ ２７ １２ ２ １ ３ ３ ５４
重量 ２２ ９６ ２５４ ５ ３１ ３９ ３２ ４７９

Ｃ １６８ 土坑 点数 １ １
重量 ６ ６

Ｃ １７１ 土坑 点数 ６ ９ １０ ２ ２７
重量 ５７ ２０２ ３７２ ２６ ６５７

Ｃ １７２ 土坑 点数 １ ４ ５
重量 ５９ ８５ １４４

Ｃ １７４ 土坑 点数 ３ ３
重量 １３ １３

Ｃ １７５ 土坑 点数 １ ２ ３
重量 ２ ３ ５
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区 遺構
ＮＯ． 遺構種

土師器 須恵器 黒色土器 灰釉陶器 緑釉陶器
瓦 不明

そ
の
他

合計杯・
椀類 甕 不明 杯・

椀
長頸
壺他 甕 羽釜

・甑 不明 杯・
椀類 壺 椀・

皿 瓶類 不明 椀・
皿 瓶類 不明

Ｃ １９４ 土坑 点数 ７ ２ ９
重量 ２１ １３ ３４

Ｃ ２０６ 土坑 点数 ４ ４ ２ １ １１
重量 ５ １３ １８ ７ ４３

Ｃ ２１８ 土坑 点数 １ ２ ３
重量 ５ ４ ９

Ｃ ２２２ 土坑 点数 １ １
重量 ６６ ６６

Ｃ ２２９ 土坑 点数 １ ２ １ １ ５
重量 １ １２ １８ １１ ４２

Ｃ ２３０ 土坑 点数 １３ ６ １ １ ６ １ ２８
重量 ５５ １０５ １７ ３６ ３９ ７ ２５９

Ｃ ２３８ 土坑 点数 ３ １７ ６ １ ２７
重量 １１ １００ １６ ２１ １４８

Ｃ ２４３ 土坑 点数 ２ ２
重量 ８ ８

Ｃ ２４４ 土坑 点数 ７ １ ３ １ １２
重量 ３０ １ ２４２ ３ ２７６

Ｃ ２４５ 土坑 点数 ２ ２
重量 ９ ９

Ｃ ２４６ 土坑 点数 １ １
重量 ５ ５

Ｃ ２４７ 土坑 点数 ３ ４ ７ １ １５
重量 １４ １１ ２６ １ ５２

Ｃ ２５１ 土坑 点数 ３ ５ ８
重量 ２５ ９０ １１５

Ｃ ２５２ 土坑 点数 ５ ２ ４ １ １２
重量 １０ ８ １９ ８５ １２２

Ｃ ２５３ 土坑 点数 ３ １ ４
重量 １９ ７ ２６

Ｃ ２５５ 土坑 点数 １ １
重量 ６ ６

Ｃ ２５６ 土坑 点数 ２ ２
重量 ２４ ２４

Ｃ ２５７ 土坑 点数 ３ １ ４
重量 ３２ ５ ３７

Ｃ ２５８ 土坑 点数 ５ ４ ３ １ １３
重量 ２４ ２８ ３７４ １ ４２７

Ｃ ２５９ 土坑 点数 ６ ３ ２ １１
重量 ２６ ２２ ７５ １２３

Ｃ ２６０ 土坑 点数 １２ ３ １ １６
重量 ５５ ２２ １０ ８７

Ｃ ２６２ 土坑 点数 ３ １ １ ２ ７
重量 １０ １ １４ ２５ ５０

Ｃ ２６３ 土坑 点数 １ １ ２
重量 ２ ５ ７

Ｃ ２７３ 土坑 点数 ２ ２
重量 １１ １１

Ｃ ２７４ 土坑 点数 １ １ ２
重量 ３ ４ ７

Ｃ ２７７ 土坑 点数 １ ７ １ １ １０
重量 １０ ３４６ ４ ２４ ３８４

Ｃ ２７９ 土坑 点数 ２ １ ３
重量 ８０ １３ ９３

Ｃ ２８３ 土坑 点数 ４ ４
重量 １４ １４

Ｃ ２９５ 土坑 点数 １ １ ２
重量 １５ ５ ２０

Ｃ ２９７ 土坑 点数 ４ １ ５
重量 ３４ １ ３５

Ｃ ２９８ 土坑 点数 ２ ２ １ ５
重量 ６ ２３ ３ ３２

Ｃ ２９９ 土坑 点数 １ １
重量 ６ ６

Ｃ ３０１ 土坑 点数 １ ２ １ ４
重量 ６ １４ １ ２１

Ｃ ３０２ 土坑 点数 ６ １ ７
重量 １３ １ １４

Ｃ ３０４ 土坑 点数 ２ ２
重量 ２３ ２３
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区 遺構
ＮＯ． 遺構種

土師器 須恵器 黒色土器 灰釉陶器 緑釉陶器
瓦 不明

そ
の
他

合計杯・
椀類 甕 不明 杯・

椀
長頸
壺他 甕 羽釜

・甑 不明 杯・
椀類 壺 椀・

皿 瓶類 不明 椀・
皿 瓶類 不明

Ｃ ３０５ 土坑 点数 ２ ２
重量 ５ ５

Ｃ ３０６ 土坑 点数 ４ ４
重量 １７ １７

Ｃ ３１２ 土坑 点数 １ ２ ３
重量 ３５ ２０ ５５

Ｃ ３１３ 土坑 点数 １ １
重量 １０ １０

Ｃ ３１４ 土坑 点数 １ １
重量 ９ ９

Ｃ ３１６ 土坑 点数 ２ ２
重量 ３５ ３５

Ｃ ３１７ 土坑 点数 １ ２ ３
重量 ２１ ７ ２８

Ｃ ３１８ 土坑 点数 １ １ ２
重量 ３３ ２ ３５

Ｃ ３１９ 土坑 点数 １ ４ ５
重量 ３ ４６ ４９

Ｃ ３２０ 土坑 点数 ５ ７ １ １３
重量 １６ ２７ ５ ４８

Ｃ ３２１ 土坑 点数 １ ２ ３
重量 ２１ ４１ ６２

Ｃ ３０１ ピット 点数 ７ ７
重量 ５ ５

Ｃ ３０７ ピット 点数 １ １
重量 １ １

Ｃ ３０８ ピット 点数 １ １
重量 １６ １６

Ｃ ４２３ ピット 点数 １ １
重量 １０５ １０５

Ｃ ４２４ ピット 点数 １ １ ２
重量 ５ ４ ９

Ｃ ４４４ ピット 点数 ３ ３
重量 １３ １３

Ｃ ４５１ ピット 点数 ２ ２
重量 ８ ８

Ｃ ４６７ ピット 点数 １ １
重量 ４ ４

Ｃ ４６８ ピット 点数 １ １
重量 ４ ４

Ｃ ４６９ ピット 点数 １ １ １ ３
重量 ３ ３ １ ７

Ｃ ４７３ ピット 点数 ２ ２
重量 １０ １０

Ｃ ４７４ ピット 点数 ２ １ ３ ６
重量 １１ ４ １００ １１５

Ｃ ４７５ ピット 点数 １ １ ２
重量 ３ ４ ７

Ｃ ４７７ ピット 点数 １ １
重量 ７ ７

Ｃ ４８７ ピット 点数 １ ２ １ １ ５
重量 ６ １６ ４３ ７ ７２

Ｃ ４９１ ピット 点数 ０
重量 ０

Ｃ ４９４ ピット 点数 １ １ ２
重量 １２ ２４ ３６

Ｃ ５０３ ピット 点数 １ １ ２
重量 ２ ６３ ６５

Ｃ 遺構外 点数 58 ４71 ８ ２９2 １ ９5 ２９ １ 4 72 ９ ２ １０ 1052
重量 196 ２４91 ９ ２602 ３９ 3213 ６０８ ５ １4 ４39 ８１ ６７ ６９ 9833

Ｄ １３ 住居 点数 ３１ １ ３ ３５
重量 １７４ １４ ４９ ２３７

Ｄ １４ 住居 点数 ５ １５９ ２４ １０ １ １９９
重量 １８ ７６５ ３４０ １９４５ ４ ３０７２

Ｄ １５ 住居 点数 ３ １６６ ４８ １ １ ２１９
重量 ３３ ８９３ ４１０ １７５ １１ １５２２

Ｄ １６ 住居 点数 ３１ ４１０ ７９ ４ ３ ５２７
重量 １４８ １９９８ ５４２ ２２８ ８ ２９２４

Ｄ １７ 住居 点数 １５ ８８ １９ １ １２３
重量 ６９ ５０３ １５５ １ ７２８
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区 遺構
ＮＯ． 遺構種

土師器 須恵器 黒色土器 灰釉陶器 緑釉陶器
瓦 不明

そ
の
他

合計杯・
椀類 甕 不明 杯・

椀
長頸
壺他 甕 羽釜

・甑 不明 杯・
椀類 壺 椀・

皿 瓶類 不明 椀・
皿 瓶類 不明

Ｄ １８ 住居 点数 ２ １５９ ２１ １ ３ １ １８７
重量 １７ １８５０ １９５ １０ ７５ ７ ２１５４

Ｄ ３ 掘立柱建物 点数 １  １
重量 ９ ９

Ｄ ４ 掘立柱建物
ピット２

点数 ２ ３４ ３６
重量 ２０ １４５ １６５

Ｄ ４ 掘立柱建物
ピット３

点数 ７ ７
重量 ２６ ２６

Ｄ ４ 掘立柱建物
ピット４

点数 １ １
重量 １０ １０

Ｄ ４ 掘立柱建物
ピット６

点数 ２ ２
重量 ８ ８

Ｄ ４ 掘立柱建物
ピット９

点数 １６ １６
重量 ７９ ７９

Ｄ １ 鍛冶遺構 点数 ２ １ ２ ５
重量 ３ ７ ４ １４

Ｄ ３ 畠 点数 ５ ９ １ １５
重量 ２１ ２２ ２ ４５

Ｄ １ 窪地 点数 １ ３ ２ １ ７
重量 ２ １２４ １３１ ２４ ２８１

Ｄ １３７ 土坑 点数 １ ２ １ ４
重量 ５ ７ ７ １９

Ｄ １４１ 土坑 点数 ２ ２
重量 ９ ９

Ｄ １４２ 土坑 点数 １ １
重量 ７ ７

Ｄ １４３ 土坑 点数 ２２ １ ２３
重量 ８３ ３ ８６

Ｄ １４４ 土坑 点数 １０ １０
重量 ５５ ５５

Ｄ １４５ 土坑 点数 ６ ３ ９
重量 １９ １１ ３０

Ｄ １４８ 土坑 点数 １ １
重量 ４ ４

Ｄ １５４ 土坑 点数 １ １
重量 ４ ４

Ｄ １５５ 土坑 点数 １ １
重量 １ １

Ｄ １５６ 土坑 点数 ２３ ２ ２５
重量 ９１ ４ ９５

Ｄ １８０ 土坑 点数 １ １ ２
重量 ６ １３ １９

Ｄ １８５ 土坑 点数 １ １
重量 ２ ２

Ｄ １８６ 土坑 点数 １ １
重量 ４３ ４３

Ｄ １８７ 土坑 点数 １ ６５ ４ １ ７１
重量 ７ ２７１ １７ １０８ ４０３

Ｄ ６ 溝 点数 ３４ １２ １８ ６ ７０
重量 １０５ ４６ １３９ ２６２ ５５２

Ｄ ７ 溝 点数 ２ ７ ５ １４
重量 １４ ２２ ６２ ９８

Ｄ ８ 溝 点数 ９２ １７ １ １ １ １１２
重量 ３２８ ９０ １５ ３ １１ ４４７

Ｄ ９ 溝 点数 ２１ ３ ２４
重量 ９０ １１ １０１

Ｄ ３５５ ピット 点数 １ １
重量 ３ ３

Ｄ ３６２ ピット 点数 １ ２ ３
重量 １ １３ １４

Ｄ ３７１ ピット 点数 ３ ３
重量 ３６ ３６

Ｄ ３７２ ピット 点数 １ １
重量 ４ ４

Ｄ ３７４ ピット 点数 ４ ４
重量 ５２ ５２

Ｄ ３７６ ピット 点数 １ １
重量 ５ ５

Ｄ ３７８ ピット 点数 １ １ ２
重量 １４ ２２ ３６
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区 遺構
ＮＯ． 遺構種

土師器 須恵器 黒色土器 灰釉陶器 緑釉陶器
瓦 不明

そ
の
他

合計杯・
椀類 甕 不明 杯・

椀
長頸
壺他 甕 羽釜

・甑 不明 杯・
椀類 壺 椀・

皿 瓶類 不明 椀・
皿 瓶類 不明

Ｄ ３９２ ピット 点数 １ １
重量 ５ ５

Ｄ ３９８ ピット 点数 ３ ３
重量 １５ １５

Ｄ ４００ ピット 点数 １ １ ２
重量 ５ ４ ９

Ｄ ４０７ ピット 点数 １ ２ ２ ５
重量 ３ ４ ３１ ３８

Ｄ ４０８ ピット 点数 １ １
重量 ２ ２

Ｄ ４０９ ピット 点数 １ １
重量 １３ １３

Ｄ ４１５ ピット 点数 １ １
重量 ３ ３

Ｄ ４３２ ピット 点数 ５ ５
重量 ２１ ２１

Ｄ ４４２ ピット 点数 １ １ ２
重量 １１ １７ ２８

Ｄ ４５２ ピット 点数 １ １
重量 ４ ４

Ｄ ４６０ ピット 点数 １ １
重量 ２ ２

Ｄ 遺構外 点数 ８ １３１ ２７ １５ ２ １ １８４
重量 ２６ ６７６ １５７ ２３９ ３８ ６ １１４２

Ｅ ２６４ 土坑 点数 １ ２ ３
重量 ４ １８ ２２

Ｅ ２６５ 土坑 点数 ７ ５ ４ １ １７
重量 ２１ ２８ ３５ ４ ８８

Ｅ 遺構外 点数 ２ ５ ４ １ １ １３
重量 ５ ４２ １５ ５６ ３５ １５３
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区
遺
構

番
号

遺
構
種

近
現
代
１２
９点

時
期
不
詳
１４
点

国
産
施

釉
陶
器

国
産
焼

締
陶
器

在
地
系

鉢
・
鍋

在
地
系

皿
在
地
系

器
種
不

詳
国
産
磁

器
国
産
施

釉
陶
器

国
産
焼

締
陶
器

在
地
系

焙
烙
・

鍋
在
地
系

皿
在
地
系

そ
の
他

瓦
陶
磁
器

土
器
類

瓦
ガ
ラ
ス

そ
の
他

土
器
類

瓦
そ
の
他

Ａ
１

２
掘
立
柱
建
物
ピ
ッ
ト
２

１
１

Ａ
１

２
土
坑

１
１

Ａ
１

２２
土
坑

３
５

４
１

Ａ
１

２３
土
坑

１

Ａ
１

２４
土
坑

１

Ａ
１

１
河
道

５
８

３
３

１
１

Ａ
１

２
河
道

１
８

８

Ａ
１

確
認
面

１
３

１

Ａ
２

２
掘
立
柱
建
物
Ａ
－
４
Ｐ
　
３
層

１

Ａ
２

２
掘
立
柱
建
物
Ｂ
－
４
Ｐ

１
２

Ａ
２

１２
４

ピ
ッ
ト

１

Ａ
２

１７
８

ピ
ッ
ト

１

Ａ
２

１８
６

ピ
ッ
ト

１

Ａ
２

２３
１

ピ
ッ
ト

１

Ａ
２

２５
２

ピ
ッ
ト

１

Ａ
２

１
河
道

１
３

９
４

１

Ａ
１

遺
構
外

１
１

７
１５

２
３

８
４

土
管
２
点

Ｂ
１

２９
土
坑

２

Ｂ
１

３０
土
坑

１

Ｂ
１

７１
ピ
ッ
ト

１

Ｂ
１

９１
ピ
ッ
ト

１

Ｂ
１

遺
構
外

１
３

３
５

２
１

４
３

Ｂ
２

３２
土
坑

１

Ｂ
２

遺
構
外

３

Ｂ
３

５６
土
坑

２
３

５
６

１１
１

Ｂ
３

５８
土
坑

１
１

Ｂ
３

遺
構
外

８
１０

１４
３

８

Ｂ
４

１
井
戸

１
３

１

Ｂ
４

１
畠

１
１

Ｂ
４

６１
土
坑

１

Ｂ
４

７３
土
坑

１

Ｂ
４

８７
土
坑

３
１

Ｂ
４

遺
構
外

２
２

１
２１

５５
３

１７
３

７
２６

２

Ｃ
２１

住
居

１
１

２
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区
遺
構

番
号

遺
構
種

近
現
代
１２
９点

時
期
不
詳
１４
点

国
産
施

釉
陶
器

国
産
焼

締
陶
器

在
地
系

鉢
・
鍋

在
地
系

皿
在
地
系

器
種
不

詳
国
産
磁

器
国
産
施

釉
陶
器

国
産
焼

締
陶
器

在
地
系

焙
烙
・

鍋
在
地
系

皿
在
地
系

そ
の
他

瓦
陶
磁
器

土
器
類

瓦
ガ
ラ
ス

そ
の
他

土
器
類

瓦
そ
の
他

Ｃ
２２

住
居

１
２

１

Ｃ
２３

住
居

１

Ｃ
３１

住
居

１

Ｃ
３２

住
居

１

Ｃ
３９

住
居

１

Ｃ
３

河
道

６

Ｃ
９９

土
坑

１

Ｃ
１６
６

土
坑

２

Ｃ
１９
４

土
坑

１

Ｃ
２０
０

土
坑

１

Ｃ
２０
６

土
坑

１

Ｃ
２１
８

土
坑

１
１

Ｃ
２４
５

土
坑

１

Ｃ
２４
７

土
坑

１

Ｃ
２６
０

土
坑

１

Ｃ
２６
２

土
坑

２

Ｃ
２６
６

土
坑

１

Ｃ
４６
４

ピ
ッ
ト

１

Ｃ
４６
５

ピ
ッ
ト

１
１

Ｃ
４６
９

ピ
ッ
ト

１

Ｃ
４７
０

ピ
ッ
ト

１

Ｃ
４２
７

ピ
ッ
ト

１
１

Ｃ
遺
構
外

３
１

４
４４

１６
１８

４６
５

４
２

土
管
３
点

Ｄ
１５
３

土
坑

１

Ｄ
遺
構
外

１
１

２

Ｅ
２６
１

土
坑

２

Ｅ
２６
５

土
坑

３

Ｅ
４８
０

ピ
ッ
ト

１

Ｅ
遺
構
外

３
７

１
１

６
２

合
　
　
計

４
６

２５
１９

１
６９

１８
９

６
８６

１４
３５

２
１１
７

８
２

１
４

４
５

５





０ 10㎝１:３

０ 10㎝１:４

第１８９図　Ａ区１号掘立柱建物・１号河道出土陶磁器(１)

Ａ区１号掘立

Ａ区１号河道
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Ａ１掘1

Ａ１河2

Ａ１河3

Ａ１河4

Ａ１河5

Ａ１河6

Ａ１河1

Ａ１河7

Ａ１河8

Ａ１河9

Ａ１河10

Ａ１河11

Ａ１河12（1/4）



０ 10㎝１:３

０ 10㎝１:４

第１９０図　Ａ区１号河道出土陶磁器(２)

Ａ区１号河道
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Ａ１河15

Ａ１河16（1/4）

Ａ１河19（1/4）

Ａ１河17（1/4）

Ａ１河18（1/4）

Ａ１河14（1/4）

Ａ１河13（1/4）



０ 10㎝１:３

０ 10㎝１:４

第１９１図　Ａ区２号河道・土坑・ピット・遺構外出土陶磁器

Ａ区２号河道

Ａ区土坑 Ａ区ピット

Ａ区遺構外出土
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Ａ2河1

Ａ2河2
Ａ2河3

Ａ2河4

Ａ2河5（1/4）

Ａ2河6（1/4）

Ａ2河7（1/4）

Ａ22土2（1/4）

Ａ18ピット1（1/4）

Ａ22土1

Ａ外1

Ａ外2

Ａ外3 Ａ外4



０ 10㎝１:３

０ 10㎝１:４

第１９２図　Ｂ区１号畠・土坑出土陶磁器(１)

Ｂ区１号畠

Ｂ区土坑
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Ｂ１畠1

Ｂ１畠2

Ｂ１畠3（1/4）

Ｂ56土1

Ｂ56土2

Ｂ56土3

Ｂ56土4

Ｂ56土5

Ｂ56土6

Ｂ56土7（1/4）

Ｂ56土8（1/4）

Ｂ56土9（1/4）

Ｂ67土18（1/4）



０ 10㎝１:３

第１９３図　Ｂ区土坑出土陶磁器(２)、Ｂ区遺構外出土陶磁器(１)

Ｂ区土坑

Ｂ区遺構外出土
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Ｂ86土19
Ｂ86土20

Ｂ外1

Ｂ外2

Ｂ外3

Ｂ外4

Ｂ外5

Ｂ外6
Ｂ外7

Ｂ外8
Ｂ外9

Ｂ外10 Ｂ外11



０ 10㎝１:３

第１９４図　Ｂ区遺構外出土陶磁器(２)

Ｂ区遺構外出土
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Ｂ外12 Ｂ外13

Ｂ外14

Ｂ外16

Ｂ外17

Ｂ外18

Ｂ外19

Ｂ外20

Ｂ外21

Ｂ外15

Ｂ外22

Ｂ外23 Ｂ外24

Ｂ外25

Ｂ外26
Ｂ外27

Ｂ外28

Ｂ外29

Ｂ外30

Ｂ外31

Ｂ外32



０ 10㎝１:３

０ 10㎝１:４

第１９５図　Ｂ区遺構外出土陶磁器(３)

Ｂ区遺構外出土
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Ｂ外35

Ｂ外36

Ｂ外37

Ｂ外38

Ｂ外39（1/4）

Ｂ外40

Ｂ外41（1/4）

Ｂ外42（1/4）

Ｂ外43（1/4）

Ｂ外44（1/4）

Ｂ外45（1/4）

Ｂ外33

Ｂ外34



０ 10㎝１:３

０ 10㎝１:４

第１９６図　Ｂ区遺構外出土陶磁器(４)

Ｂ区遺構外出土
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Ｂ外48（1/4）

Ｂ外49（1/4）

Ｂ外50（1/4）

Ｂ外51

Ｂ外52（1/1）

Ｂ外53

Ｂ外54

Ｂ外55

Ｂ外56

Ｂ外57

Ｂ外58

Ｂ外59（1/4）

Ｂ外60（1/4）

Ｂ外47（1/4）

Ｂ外46（1/4）



０ 10㎝１:３

０ 10㎝１:４

第１９７図　Ｂ区遺構外出土陶磁器(５)

Ｂ区遺構外出土
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Ｂ外62（1/4） Ｂ外63（1/4）

Ｂ外61（1/4）

Ｂ外64（1/4）

Ｂ外65（1/4）

Ｂ外66（1/4）

Ｂ外67（1/4）

Ｂ外68（1/4）

Ｂ外69（1/4）

Ｂ外70（1/4）



０ 10㎝１:４

０ 10㎝１:３

第１９８図　Ｂ区遺構外出土陶磁器(６)、Ｃ区土坑・遺構外出土陶磁器(１)

Ｂ区遺構外出土

Ｃ区遺構外出土

Ｃ区土坑
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Ｂ外71（1/4）

Ｂ外72（1/4）

Ｂ外73

Ｂ外74

Ｃ外2５
Ｃ外26

Ｃ外27

Ｃ外28

Ｃ外29

Ｃ外30

Ｃ外31

Ｃ218土5（1/4）

Ｃ218土4（1/4）

Ｃ263土22（1/4）



０ 10㎝１:３

０ 10㎝１:４

第１９９図　Ｃ区遺構外出土陶磁器(２)

Ｃ区遺構外出土
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Ｃ外32
Ｃ外33

Ｃ外34

Ｃ外35

Ｃ外36

Ｃ外37

Ｃ外38

Ｃ外39

Ｃ外40

Ｃ外41

Ｃ外42

Ｃ外43（1/4）



０ 10㎝１:３

０ 10㎝１:４

第２００図　Ｃ区遺構外出土陶磁器(３)、Ｄ区出土陶磁器

Ｃ区遺構外出土

Ｄ区８号溝

Ｄ区遺構外出土
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Ｃ外45

Ｃ外46
Ｃ外47

Ｃ外44（1/4）

Ｃ外48（1/4）

Ｄ外2

Ｄ8溝2（1/4）

Ｃ外49（1/4）



０ 10㎝１:３

０ 10㎝１:４

第２０１図　Ｅ区出土陶磁器

Ｅ区土坑

Ｅ区遺構外出土

307

Ｅ265土2（1/4）

Ｅ外1

Ｅ外2

Ｅ外3

Ｅ265土3（1/4）
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